



    
  
  





    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




第四部　その月の導く明日へIV






第　一　話◆Knight of KINOKO


第　二　話◆ミーア姫、ベテランらしい貫録を見せる！


第　三　話◆どうしよう……どうしよう……（ハート）


第　四　話◆始まる！　馬式人生相談！


第　五　話◆盗賊の少女とミーアの予感


第　六　話◆帝国最強と剣聖茸騎士


第　七　話◆歩み寄る（既視・危機）感


第　八　話◆狼と少女


第　九　話◆羊飼う者の末裔


第　十　話◆約束……


第 十一 話◆ミーア姫、ついに馬シャンの真相にたどり着く！


第 十二 話◆ベテラン伝令兵とホットミルク


第 十三 篇◆歴史歌「我らが国の始まり」（～ごくり……ごくり～）


第 十四 話◆ミーア姫、怒りの介入！


第 十五 話◆ミーア姫、舌打ちする


第 十六 話◆ミーア姫、○○○を飲んで状況を見守る！


第 十七 話◆わがままで小心者なお姫さまの選択


第 十八 話◆帝国の叡智の家臣に相応しく


番　外　編◆司教帝ラフィーナの城


第 十九 話◆ミーア姫、ＴＰＮをわきまえる


第 二十 話◆ミーア姫、動き出す


第二十一話◆間違いなくミーアである


第二十二話◆レムノ王国にて……


第二十三話◆野次馬たち


第二十四話◆ミーア音頭おんどで踊り出せ！


第二十五話◆ミーアは言う。「食事は熱いうちに食せ！」と


第二十六話◆悪だくみ


第二十七話◆おねえさんのことを聞くために


第二十八話◆ルードヴィッヒ、考察する


第二十九話◆火の一族の事情


第 三十 話◆ベル、村をただけんがくする


第三十一話◆炸裂さくれつせよ、自分ファースト！


第三十二篇◆歴史歌　異国より来たりし、天馬の姫


第三十三話◆それぞれの馬観


第三十四話◆真ミーアの馬観～ミーア姫、不心得者に馬についての悟りを授けん～


第三十五話◆ミーアの入城　壮大なる伏線……？


第三十六話◆帝国の叡智の問いかけ


第三十七話◆続・馬式人生相談


第三十八話◆ミーアの怖い夢


第三十九話◆一歩も引けぬ戦い


第 四十 話◆ミーアベルの復讐、始まる……かもしれない？


第四十一話◆帝国の叡智の駆け引き


第四十二話◆渦潮ミーア、降臨す


第四十三話◆ミーアの思惑～天馬の姫の参戦～


第四十四話◆悪意の視線






かくて怪物は斃たおれん


思い出の白き丘を越え


ミーアの天馬姫日記


あとがき ～ラスボス（？）ラフィーナの友情と恋と～


巻末おまけ四コマ


巻末おまけコミカライズ第十九話


電子版特典SS番外編
騎馬王国雑話集～馬龍とアベルと帝国の叡智と～


ＢＯＯＫ☆ＷＡＬＫＥＲ限定書き下ろしSS　「いつかのお小言が懐かしくなった日……」








イラスト──Gilse


デザイン──名和田耕平デザイン事務所







    
  
  




    
  
  




    
  
  




第一話　Knight of KINOKO


帝国の叡智えいち、ミーア・ルーナ・ティアムーンは多忙な人である。


自らの双肩に帝国の未来……どころか、近頃は大陸の命運まで乗っかってきている気がしないでもない今日この頃……。ミーアは日々を大変忙しく過ごしていた。（注：ミーア比）


そんな多忙なミーアだったが、現在、ランプロン伯邸の客室でのんびーり、とくつろいでいた。


当面の目的であった、シオンの暗殺を無事に回避し、なぜか、突然、暗殺されそうになっていたエイブラム王も助け、シオンの弟エシャールの処刑をも回避した今、訪れた休息の時。


「極上バターとミルクのためとはいえ、ラフィーナさまと騎馬王国まで旅をするとなると、やはり気を抜けない時間が続きますわね。ラフィーナさまに乗馬も教えなければなりませんし……」


下手に油断して、聖女ラフィーナが怪我をするようなことになったら一大事。ラフィーナ本人がなんと言おうと、どこかから足の生えた断頭台が駆け寄ってくることは疑いようもない。


ゆえに、一切の気を抜けない旅になるだろう。


「だからこそ、今はしっかり休んで、英気を養っておく必要がございますわね。ベッドの上でのんびりしつつ、ケーキにて心に栄養を送り込む。ふむ！　早速、サンクランドのスイーツ屋巡りを計画して……」


などと悪だくみを始めそうになるミーアだったが、あいにくというか、幸いなことにというか、そんなことをしている時間はなかった。


もっと時間がかかるだろうと予想していたラフィーナとエイブラム王との会談は、意外なほどすんなり終わり（なぜだろう……？）、二日後にはミーア一行はサンクランドを旅立つことになったからだ。


帰還の準備はルードヴィッヒとラフィーナの従者によって整えられた。


帝国の馬車三台とヴェールガの馬車一台の前で、ミーアはルードヴィッヒから報告を受けていた。


「帰りは、馬車四台と、その周囲を護衛で固める形をとります。また護衛の兵ですが、皇女専属近衛隊プリンセスガードを中心に組織しています」


「……はて？」


それを聞いて、ミーアは小さく首を傾かしげた。


ヴェールガ公国は大規模な軍事力を持たないことを、己おのれに課した国である。ゆえにラフィーナが連れている護衛は最低限の人数だ。


聖女の身を守るのは、基本的には訪れる国の兵であったり、ヴェールガの依頼を受けた近隣の義勇兵であったりするのが通例だ。


今回の場合は、ミーアの皇女専属近衛隊プリンセスガードがその役割を担うことになっている。


だから、ヴェールガの側の護衛が少ないのはよいのだが……、


「レムノ王国の護衛はどうなっておりますの？」


行きがけは、グリーンムーン家の私兵と皇女専属近衛隊プリンセスガード、さらに、招待者であるサンクランドのランプロン伯の兵という混成部隊だったため、その調整に頭を悩ませていたルードヴィッヒである。


今回も、ヴェールガはともかく、アベルが連れてきたであろうレムノ王国の護衛兵との調整が大変だろう、と渋い顔をしていたはずなのだが……。


「それが、レムノ王国の護衛兵は、一名だけです」


ルードヴィッヒの答えに、ミーアが、ピクリと眉を動かした。


「わずか一名、ですの……？」


「はい。どうも、アベル王子と同行したのがその者だけだということです。挨拶のために来ておりますが……」


「ええ。わかりましたわ。会いましょう」


頷うなずきつつも、ミーアはちょっぴり心配になる。


そして、その心配は、アベルの唯一の護衛兵を前にして、一層強いものとなった。


「お忙しいところを、お目通りいただきまして、恐悦至極きょうえつしごくにございます。ミーア姫殿下。吾輩わがはいはアベル殿下の護衛を担当しております、騎士ギミマフィアスと申します」


膝ひざをつき、深々と頭を下げるのは、老境ろうきょうの兵士だった。彼、ただ一人だった。


それを見て、ミーアは、ますます不安になる。


──護衛が一人で……しかも、こんなご老体だなんて、もしかして、アベル、国で冷遇れいぐうされてるのかしら……？


などと思いつつ、ミーアはスカートを、ちょこんと持ち上げて笑みを浮かべる。不安感などおくびにも出さない、完全無欠な皇女スマイルである。


「ご機嫌よう、ギミマフィアス卿きょう。帝国皇女ミーア・ルーナ・ティアムーンですわ」


完璧な挨拶をして……、顔を上げて……直後、唐突にミーアは気付いた。


ギミマフィアスの格好に。


──ほう……、これは……。


思わず、瞠目どうもくする。


老兵が身に着けていたもの、それは、全身を覆う金属の鎧よろいだった。


わずかに丸みを帯びた金属の鎧、その表面に走る無数の傷は、老兵が数多あまたの戦場を潜り抜けてきた歴戦の騎士であることの証。


さらに、注目すべきは、その老兵の顔である。


恐ろしく重いであろう、その金属鎧を着けた彼は、されど、涼しい顔で笑っていた。その動きにも鈍重どんじゅうなところはなく、老いを感じさせないほどキビキビしていた。


見る者が見れば、一目で、彼が只者ただものではないことを見て取れたことだろう。


…………が、まぁ、当然のことながら、ミーアは〝見る者〟ではない。ミーアの目はどちらかというと節穴ふしあなで、やや婉曲えんきょく的な言い方をするならガラス玉、誇張こちょうした美しい言い回しをするならば青い宝石である。


つまり、それなりにキレイな見た目ではあるのだが、相手の武力を見抜くような能力はないわけであって……。


だから、ミーアが見ていたのは、そこではない。


「その兜かぶと、素敵ですわね。ギミマフィアス卿、よろしければ、ここで、兜を被ってみていただけるかしら？」


小脇に抱えるようにして兜を持っていたギミマフィアスに、ミーアはリクエストしてみる。


「ははは、吾輩の戦装束いくさしょうぞくをお褒ほめいただき、恐縮至極にございます。しからば……」


そうして兜を被った彼の、その全身鎧姿を見て、ミーアの持っていた予想は確信へと変わった。すなわち！


──ふむ、この鎧、キノコみたいですわ！


…………これである。


丸みを帯び、いい感じに膨らんだ兜、同じく柔らかな曲線を描く鎧を見た時に、ミーアのキノコ審美眼ハイパワーアイは見出だしていたのだ。そこに隠れる、キノコのシルエットを。


──ふふん、わたくしでなければ気付きませんでしたわね。


偉そうに頷くミーアである。


──聞いたことがありますわ。騎士というのは、戦場で相手を威圧するためであったり、その身に人智じんちの及ばない力を帯びるために、力ある幻獣などを模した意匠いしょうを凝こらすことがあると……。


ミーアは、目の前の男の、その鋼鉄のキノコのような鎧を見て思う。


──ギミマフィアス卿は、キノコを模した鎧を身にまとっている。いわば、キノコから力を受けた、キノコナイトといったところですわね。これはとても頼もしいですわ。


時に鋭い猛毒もうどくによって敵を打ち倒し、時にしなやかな柔軟さによって、敵の攻撃を受け流す。


キノコとは、ミーアにとって強さの象徴でもあるのだ。


そうして、ミーアは、深々と頷き……、


「なるほど。素晴らしい鎧ですわ。頼りになりそうな方で安心いたしましたわ」


そのつぶやきを聞いて、ギミマフィアスだけでなく、アベルまでもが、驚きに目を見張った。


「さすがだね。ミーア……。彼は、長らく我が王家の者たちの剣術指南役をしてくれていてね。兄上はもちろん、ボクも幼い頃から、ずいぶんとしごかれたものだよ」


苦笑いをしつつ、アベルは言った。


「まぁ、そうなんですのね」


指南役ということは、やはり、相当に強いに違いない。


──ふむ、さすがはキノコナイト。鎧選びのセンスに強さが滲にじみ出ているみたいですわね。


っとミーアがそんなことを考えている間に、キノコナイト、もとい、ギミマフィアスは、ディオンのほうに目をやると、歓声を上げた。


「おお、おお！　貴公が、かの剛鉄槍ごうてつそうを圧倒したというディオン・アライア殿か」


そうして、どしどしとディオンに走り寄っていき、少し離れた場所で立ち止まる。


「ほほうー、なるほど……。噂うわさに違たがわぬ恐ろしい御仁ごじんのようだ」


顎あごに手を当てつつ、ディオンを頭から足まで眺め回す。


「いや……そちらこそ。まさか、あなたがまだご存命とは思いませんでしたよ。レムノの剣聖けんせいギミマフィアス卿」


朗ほがらかな笑みを浮かべるディオンだったが……、その眼は、老兵の力を見定めるかのように、一切笑っていなかった。


「それで、護衛の手はずはどうしようか、ギミマフィアス卿」


「なぁに、かの剛鉄槍を打ち倒すほどの武勇を誇る方であれば、なにも問題はありません。万事、ディオン殿の指揮に従いましょうぞ」


ひょこひょこと手を振る老兵を見送ってから、ミーアはディオンのほうを見た。


「お知り合いですの？」


「面識はないけれど、有名人ですよ。レムノ王国軍の基本的な剣術を組み立てた人。達人とか剣聖とか、大層なあだ名は知ってましたがね……」


ディオンは苦笑いして肩をすくめた。


「姫さんも、どうやら実力に気付いてたようですが、なかなかどうして、名前負けはしていないらしい。惜しむらくは全盛期に立ち合えなかったことですが……、まぁ、ともあれ、護衛のほうは心配ないんじゃないでしょうかね。うちの近衛隊の連中に稽古をつけてもらいたいぐらいですよ」


「ほう。やはり、強者つわものなんですのね……」


立ち去るキノコナイトを見て、ミーアは自らの直感が正しいことを知った。


やはり、キノコは、強い！







第二話　ミーア姫、ベテランらしい貫録を見せる！


サンクランド王都、ソル・サリエンテを出て、三日目の昼。


馬車を降り、晴れ渡った空を眺めながら、ミーアはうーん、っと伸びをした。


「ああ、実に良い天気ですわ。気持ちいいですわね」


草原を吹き抜ける秋風は爽さわやかで、思わずミーアは笑みを浮かべてしまう。


「これは絶好の乗馬日和ですわ」


っと、


「あ、あの、ミーアさん？」


声のほうに視線を向けると……、


「本当に、その、するの？」


ラフィーナが、ちょっぴり上目遣いで見つめていた。


今の彼女は、ドレスを着ていなかった。上は、乗馬用のシャツ、下は動きやすい、フィットしたズボンという、ラフィーナにしてはとても珍しい格好をしていた。


慣れないからだろうか、ちょっぴり恥ずかしげにもじもじしているラフィーナを見て……、


「ふむ……」


そのシュッとしたズボンを見て……、それから、自らの乗馬用の格好を見る。主に、ベルトを見て……、いつもより、一つ緩めたサイズを使用中という事実に……、ミーアは打ちのめされた。


──大変に不可思議な現象ですわ。いったいなぜ、こんなにもベルトがきついのか。まったく理解できませんわ。もしかして、サンクランドの気候のせいかしら？


などと、不都合な真実から目を背けつつも、ミーアは気合を入れる。


ともかく……運動しよう、体を動かそう、と。


「もちろんやりますわ。最高の乗馬日和ですわよ、ラフィーナさま」


にっこりと笑みを浮かべるミーアに、ラフィーナは遠慮がちに言った。


「でも……、ミーアさん、アベル王子と遠乗りがしたいのではないかしら？　やっぱり、私がお邪魔したら悪いんじゃないかしら？」


──アベルと遠乗り……ふむ。


それは……、実に甘い誘惑であった。たしかに、ミーアはアベルと遠乗りしたかったし、どうせなら、思う存分イチャイチャしたかった。


まぁ、ミーアお姉さんのイチャイチャは大抵、イチャ……ぐらいで終わってしまうわけだが、それはそれ……。


アベルと甘い時間を過ごせるのであれば、そうしたい、というのは本音だった。が……、ミーアは、その想いを断ち切るように静かに首を振った。


これからの乗馬は楽しむためのものではないのだ。


ミーアにとってこれからの時間は極めてストイックなもの。すなわち、自身のコンディションを整えるためのものである。


なんのコンディションか？　もちろん、騎馬王国の美味しいものを食べるためである。あんなにも美味しいバターがある国である。きっと、ほかにも山ほど美味しいものがあることだろう。


それなのに、このままお腹がきつい状態で騎馬王国に行ったとしても、きっと、罪悪感により、楽しめないに違いない。


これは、いうなれば、パンの飲みすぎによるＦＮＹ日ふにゅか酔いを治すための必要な運動なのだ。アベルと一緒に騎馬王国の美味しいものを楽しむための、準備なのだ。


──それに、ラフィーナさまとの約束もありますわ。


女子会のパジャマパーティーの際の約束を、ミーアは覚えている。


その時の、ラフィーナのちょっぴり嬉しそうな顔も……。


──思えば……、ラフィーナさまになにかプレゼントをして喜んでもらうのって、初めてじゃないかしら？


前の時間軸、幾度となくプレゼントを持っていっては、お近づきになることに失敗していたミーアである。


それが、まさか一緒に遠乗りをする日がこようとは……。しかも、あんなにも喜んでもらえるとは……。


思わず達成感すら覚えてしまうミーアである。


「ラフィーナさまと約束しましたし。それに遠乗りはみなで行かないと、面白くありませんでしょう？　今のままでは、ラフィーナさまにはお留守番を頼むことになってしまいますもの」


そんなミーアの言葉に、ラフィーナは、


「そう……」


小さく頷きつつも、まだ、微妙に遠慮がちな顔をしていた。そんなラフィーナを見て、ミーアはピンときた。


──ははぁん、ラフィーナさま、さては、馬に乗るのが怖いんですのね。ま、たしかに背が高いので、怖いといえば怖いですけれど……。


そう思うと、なんだか微笑ましく感じてしまうミーアである。


「この馬でしたら、大人しいですし、はじめて乗るにはよいのではないかと思います。いささか、大人しすぎるのが玉たまに瑕きずではありますが……」


近衛兵によって、一頭の馬が連れてこられた。


どこか眠たげな目、穏やかな……、というか、どちらかというと、ヌボォッとした馬だった。


ミーアはその馬を見て……なぜか、親近感を覚える。


──他人とは思えない顔をしておりますわね。うん、いい馬なんじゃないかしら！


それから、ラフィーナのほうを見て、笑みを浮かべる。


「大丈夫ですわ。ほら、この馬、どこかの暴れ馬と違って、くしゃみを吹っかけてきませんし、素直そうですわよ」


「え……ええ、そうね」


頷くラフィーナは、やっぱり、ちょっぴり遠慮がちだった。


──ふむ、ラフィーナさまも案外、臆病おくびょうなところがございますわね。ふふふ、わたくしがはじめて乗った時など、余裕綽々よゆうしゃくしゃくでしたのに。


ここは、自分がリードしてあげないといけない、と思い、ミーアは「いよぉっこいしょーっ！」と颯爽さっそうと馬に飛び乗った！


ミーアが颯爽と飛び乗れるほど、ヌボォッ！　とした馬だったのだ……。


「さ、ラフィーナさま、どうぞ、わたくしの前にお乗りくださいまし」


そうして、ラフィーナの手を引いた。


近衛兵にも手伝ってもらい、なんとか馬にまたがったラフィーナに、ミーアは実に偉そうに言う。


「ラフィーナさま、しっかり掴つかまってないと駄目ですわよ？　知り合いや仲の良い従者を発見したとしても、決して両手を放して振ったりしてはいけませんわよ。バランスを崩して落っこちたりしたら大変ですわ」


…………まぁ、それはさておき。


「大丈夫ですわ。ちゃんと掴まっていれば、滅多なことでは落ちませんわ」


乗馬が怖くて、黙りがちになっているであろうラフィーナに、優しく声をかけてあげるミーアである。目の錯覚か、その体からはベテランらしい貫禄のような雰囲気が発散されていた。


……ミーアは気付かなかった。想像すらしなかった。


まさか、ラフィーナがいきなりのお友だちとの遠乗り体験に、緊張して萎縮いしゅくしているなんて……。


そうして、ドキドキ乗馬体験が始まるのだった。






そうそう、そう言えばミーアが、気付いていないことがもう一つあった。


遠く、丘の向こうで響く馬の駆ける音……。自分たちに接近しつつある、不穏な騎馬の集団……。それを、ミーアの危機察知能力が捉えることは、残念ながらなかった。


……いろいろな意味で、ドキドキな乗馬体験は、こうして始まるのだった。






「うわぁ……」


馬の背で、ラフィーナが歓声を上げた。


「意外と高いのね、ミーアさん。それに、不思議な景色……。学園の星見ほしみの塔から見下ろすのとも少し違う、なんとも言えない高さね」


前に乗るラフィーナが振り返り、嬉しそうに笑みを浮かべる。それを見たミーアは首を傾げる。


──妙ですわね、なぜ、こんなに余裕があるんですの？


予想よりまったく落ち着いているラフィーナに首を傾げるばかりのミーアである。


以前に自分が乗った時は、もっと余裕がなかったのに……。


怖がるラフィーナに乗馬の素晴らしさをドヤ顔で語りつつ、ビシバシ乗り方を教え込もう、というミーアのストイックな乗馬計画は早くも瓦解がかいしかけていた。


──ふむ、どうしたものかしら……？　計画の立て直しが必要ですわ。ここはやはり……。


「やあ、二人ともやっているね」


と、そこで、爽やかな声が響いた。そちらに目を向けると、そこには、アベルが立っていた。乗馬用の服に着替えたアベルに、ミーアは思わず、ほわぁ、っとため息を吐つく。


──ここに出てきたということは、一緒に、乗馬を楽しもうということかしら……？　アベルと遠乗り……。


ミーアは、アベルのキリッとした格好を見て……、


──うんっ！　楽しみですわ！


ストイックな乗馬計画は粉みじんに吹き飛んだ。


「もしかして、お手伝いに来てくれたんですの？」


「まあね。ミーア一人でも大丈夫だとは思ったんだけど、ボクも少し体を動かしたくってね」


それからアベルは、ラフィーナのほうに目を向けて小さく首を傾げた。


「失礼ながら、ラフィーナさまは、馬に乗るのははじめてですか？」


「ええ。移動はもっぱら馬車だから……」


「なるほど。それならば、お姫さま方の馬を引く栄誉えいよに与あずからせてもらおうかな」


アベルはそう言って、ミーアのほうに目を向けた。


「そういうことで構わないだろうか？」


「なんだか、アベルにそんなことをしてもらうのは申し訳ない気がしますけど……」


「ははは。気にすることないさ。ボクもミーアのそばにいたいからね」


爽やかにウインクするアベルに、ほわぁっとため息を吐くミーアである。






そうして、のんびりとした乗馬体験が始まった。


ぱから、ぽこら、とのどかな足音を立てながら、常足で馬が歩く。


近衛兵の言っていた通り、この馬の気質は穏やからしい。揺れもほとんど気にならないし、暴れる様子もまるでなかった。


──ふむ、実に従順ですわ。これならば、ラフィーナさまも怖がらずに楽しんでくれるんじゃないかしら？


などと思っていたミーアであったが……。


「ねぇ、ミーアさん。ミーアさんが馬を走らせる時は、どんな感じで走らせているの？」


キラッキラした瞳で、ラフィーナが聞いてきた。なんだか、こう……、はじめておもちゃをもらった子どもみたいに、ものすごーく楽しそうだった。


ちなみに……、基本的にミーアはお調子者である。なので、自分がしたことが相手に喜んでもらえたと思うと、ついつい張り切ってしまうところがあり……。


「そうですわね……普段は……、ふむ」


ミーアは、彼女たちを守るためにかたわらに控えていた近衛兵に尋ねてみる。


「ねぇ、この先は、ずっと平原が続いているのかしら？　いきなり崖になっていたりは？」


「このまま、平らな地形が続いているようですね。崖などの危険な地形はないそうですよ」


「そう……。それなら、ラフィーナさま、少し、馬を走らせてみましょうか？」


「え……でも」


一瞬、躊躇ためらう様子を見せたラフィーナに、ミーアは笑みを浮かべた。


「馬の醍醐味だいごみはやはり走らせた時ですわ。馬と一体になり、まるで風になったような気分が味わえるのは乗馬ならではですわ。ぜひ、ラフィーナさまにも体験していただきたいですわ」


それから、ミーアはアベルに目を向けた。


すると、アベルもまた、肩をすくめて、


「わかった。すぐに馬を用意して追いかけるよ」


「決まりですわね！　それなら、行きますよ」


「ちょっ、ミーア姫殿下、そんないきなり……」


慌てる近衛兵に悪戯いたずらっぽい笑みを向け、


「平気ですわ。そんな遠くに行きませんから。さ、ラフィーナさま、参りましょうか」


高らかに、そう言った。


この時……、ミーアは、完全に調子に乗っていた。


馬術大会の優勝と、狼使いから逃げ切ったことが、彼女の気を大きくしていたのだ。


そうして、ミーアは馬に指示を出した。


自らの足元に落とし穴が開いていることにも気付かずに……。






ミーアの指示に従って、馬が駆ける。ぐんぐんっと速さが上がるにつれて、吹き付ける風が強くなった。


「わぁっ……」


清らかな髪を風に躍らせながら、ラフィーナが歓声を上げる。それを聞いて、ミーアもご満悦まんえつである。


「ふふふ。このぐらいで満足してもらっては困りますわ。まだまだ、速くなりますわよ？　はいよー！　シルバームーン！」


ついついご機嫌な声を上げてしまうミーアである。


……ちなみに、ミーアの乗る馬の名はシルバームーンではない。


そうして、草原を駆け回ることしばし。気付いた時には、二人は馬車からかなり離れた場所まで来ていた。遠くに、馬車が豆粒ぐらいの大きさに見える。


──ふむ、このあたりで、一度引き返したほうがいいかしら……？


そう思い、馬を止め、元来た方向へと馬首を翻ひるがえした、まさにその時だった。


「あら……、ミーアさん、あれはなにかしら？」


ラフィーナが小さく声を上げた。


「あれ……？　はて……」


ミーアは、ラフィーナが指差すほうに目を向けて…………、しばし、黙って考えて……、直後、青くなった！


平原の雑草を蹴り上げ、荒々しい声を上げつつ、馬車のほうへと突っ込んでいく一団。それに、ミーアは見覚えがあった！


「あれは、まさか、騎馬盗賊団っ!?」


行きがけに遭遇した盗賊団が、再び襲ってきたのだ！


「ミーアさん……」


不安そうに振り返るラフィーナを落ち着けるように、ゆっくりと頷き、


「だっ、大丈夫ですわ。馬車にはディオンさんもおりますし、皇女専属近衛隊プリンセスガードは腕利き揃ぞろい。あの程度の盗賊団、すぐに追い返してご覧にいれますわ」


一瞬、盗賊団を見て慌てかけたミーアであったが、すぐに平静を取り戻す。


なにしろ、馬車にはあのディオン・アライアがいるのだ。


行きがけも大丈夫だったし、きっと今回も……などと思っていたミーアであるのだが……、すぐに自らの失態に気付かされる。馬車へと向かっていた盗賊団は、突如、足を止め……こちらに向かってきたのだ！


──あっ、ヤバいですわ……。見つかってますわ！


変に刺激しなきゃ大丈夫だろう、と思っていたミーアだったから、これには慌てる。


半ばパニックになりつつ、ミーアは馬首を翻した。盗賊から遠ざかる、その方向は……、馬車から離れていく方向でもあった。


「くっ、ラフィーナさま、しっかり掴まっていてくださいまし！」


ミーアが声を上げた時だった。


「待って、ミーアさん。場所を入れ替えましょう」


言うが早いか、ラフィーナは、さっとミーアの後ろに回り込む。


「え……？　ラフィーナさま、でも……」


「私のほうが背が高いから、前が見づらいでしょう？　さ、賊が来てるわ。急いで」 


「ええ……わかりましたわ」


促されるままに、ミーアは馬に指示を送る。


──大丈夫ですわ。逃げ切れますわ！


ミーアは、ある程度の自信を持っていた。


なにしろ、自分はセントノエルの馬術大会でルヴィに勝ったのだ。その上、あの狼使いからだって逃げ切ったのだ。


ならば、凡百ぼんぴゃくの盗賊程度、振り切るのは容易なはず。なにより、ミーアの心のよりどころは……。


──にっ、逃げ続けていれば、いずれディオンさんが来てくれますわ。あの男なら、あの程度の盗賊団、一人でだって退けることができますわ！　そして、追われているとはいえ、まだまだこれだけ離れてますし、逃げ続けるだけならば造作もないことのはず！


などと確信を持っているミーアだったが、一つだけ失念していることがあった。


それは……、荒嵐こうらんは…………、ミーアが思っている以上に良い馬だということだ！


「行け！　敵を振り切って味方のところまで戻りますわよ。はいよー！」


勇ましく馬に指示を出す。そうすれば、いつだって馬は応えてくれて……いつだってミーアは風になれるのだ。


疾風しっぷうのように、敵を振り切って逃げることができる……、そう確信を持っていたミーアだったが……。


「……あら？」


ふと、首を傾げる。


いつまでたっても……風になれない？　馬の速さが、まるで上がらないのだ！


──へっ、変ですわ。ぜんっぜん速くないですわ！


見る間に、後方の盗賊団が迫ってくる。みな顔に覆面ふくめんをし、その表情がうかがい知れないのが、なんとも不気味だった。


──な、なぜ、こんなに遅いんですの、この馬……。


ミーアは馬の顔を覗き込んで……、驚愕きょうがくする！


──はっ、覇気はきがまるでありませんわっ！


ぼんやーりと前を見つめる目、緩んだ口元、ぬぼぉう、とした顔に、緊張感はまるでなく。さながら、葉っぱを数えて暇つぶしをしているミーアのような顔をしていたのだ！


そう、ミーアの乗馬術「背浮きの極意」は、馬が優秀であることが大前提。馬が百の力を持つ時、ミーアがマイナス五十の乗馬をしてその足を引っ張ってはいけないからと、自分を完全に消すのが、その本質だ。


されど、この馬は、馬版ミーアのようなこの馬は……、もともとの力があまりない。やる気のないミーアが二人集まったところで、なにも生まれないように、この馬には背浮きの極意は使えない。


ミーアは知らぬ間に、自分自身が頑張らざるを得ない状況に追い込まれていたのだ。


「くっ、くぅっ、しっ、仕方ありませんわ」


それから、ミーアは肩越しにラフィーナに声をかける。


「ラフィーナさま……」


ラフィーナは、ピクリと肩を震わせた。そんなラフィーナに静かな声で、ミーアは言った。


「決して手を放しませんように、しっかりとわたくしに掴まっていてくださいましね」


決然と言う。


──今、ラフィーナさまに落ちられたら、大変なことですわ！


ミーアは、それを想像して震える。


この状況で自分だけが助かろうものならば、下手をするとミーアが助かるためにラフィーナを蹴落けおとしたと疑いをかけられるかもしれない。だらりだらぁり、とミーアの背中に冷や汗が伝つたう。


それに、ミーアの脳裏には、先ほどの嬉しそうなラフィーナの顔が思い浮かんでいた。


それを思い出すたびに、小心者の心臓チキンハートが震えた。


──くぅっ、前のように無価値なものを見るような目をしていてくれれば、わたくしのきわめて繊細な良心も、少しは痛まずに済みますのに。


自分が助かるためならば、他者を切り捨てることもやむなしという暴君の資質は、ミーアには圧倒的に欠けているものなのだ。


となれば……、ミーアはなにがなんでもラフィーナとともに助からなければならない。


だから、ベテランであるミーアが、全力でラフィーナが落っこちないようにかばってやらなければならないところなのだが……。


──今は余裕がありませんわ。こちらもいっぱいいっぱいですもの。


この馬をなんとかやる気にさせつつ、きちんと逃走経路を確保しなければ……。


助けが来るまで逃げ切ることは不可能。であれば、なんとかして、自力で馬車まで戻らなければならない。


ということで、ラフィーナにも、しっかりと落ちないようにしがみついていてもらわなければならないのだ。ミーアは、自らのお腹に回されているラフィーナの腕に、そっと手を重ねて……。


「無事に、みなのもとへ帰りますわよ！」


「ミーアさん……」


ラフィーナの声は、かすかに震えていた。







    
  
  




第三話　どうしよう……どうしよう……♡


「無事に、みなのもとへ帰りますわよ！」


「ミーアさん……」


ラフィーナは、唇を噛かみしめて震える声を懸命に抑える。


──どうしよう……、どうしよう……。


先ほどから、ラフィーナは、頭の中で、そればかりを繰り返していた。


後ろから追いかけてくる盗賊団……。


必死に馬を駆り逃げようとしているミーア。それを見つめながら、ラフィーナは、心の底から困惑していた。






──どうしよう…………すごく……楽しい！






シュシュッと確認するまでもなく……別に、酒気しゅきに当てられたわけではない。


そうなのだ、ラフィーナはこんな状況だというのに……、湧き上がる胸のワクワクを抑えられないでいたのだ。


だって……、こんなこと、はじめてだったから……。


レムノ王国の時もそう。先日の荒野での一件もそうだ。


ラフィーナだけが置いてけぼりだった。


特に聖夜祭の事件は、ラフィーナをしたたかに打ちのめした。


アベルもシオンも、キースウッドも……ティオーナもリオラもアンヌも……みんながみんな、ミーアを助けることに協力し、命がけで戦ったのだ。


ラフィーナのお友だちのミーアを助けるために、ミーアとともに、みんなで戦ったのだ。


でも……そのみんなの中に、ラフィーナの居場所はなかった。


彼女だけが……仲間外れだった。


もちろん、立場があることはわかっている。自分はヴェールガ公爵令嬢、軽々けいけいに命を危険にさらしていいはずがない。


だけど……、悔しかったのだ。


一人だけ、お友だちのためになにもできなかったことが……。みんなと一緒に戦えなかったことが……自分だけが置いてけぼりを食ったことが……、寂しかったのだ。


それが、どうだろう？


サンクランドに来て、ミーアがエシャールを救う現場に居合わせた。隣で助言をして、ミーアと一緒に少年の命を救うことができた。


そして、今度はミーアと一緒に盗賊から逃げている。


初乗馬体験がグレードアップして、お友だちと一緒に命の危機に立ち向かう、という経験になってしまった。


この目まぐるしい状況変化が、ラフィーナを混乱させ……ときめかせているのだ！


──なんで、こんな危険な状況なのに、私……、こんなに楽しいの？


戸惑いつつも、ラフィーナは首を振る。


──ううん、駄目……。こんなことで喜んでいるなんて……。ミーアさんは、私のために護衛から離れた場所に馬を進めてしまったのだし。いうなれば、この状況は、私が生み出してしまったといっても過言ではないわけで……。


などと、理屈ではわかっているのだが……それでも胸のドキドキは止まらない。


信じあうお友だちと一緒に命の危機にある、大切なお友だちと力を合わせて、危険から脱しなければいけない……、その状況は、ラフィーナがずっと憧れていたものだったから。


しかも、そのお友だちは信頼がおける、誇らしい人なのだ。


先ほどラフィーナは、一瞬だけミーアを疑った。ミーアがラフィーナを落として馬を軽くする……、あるいは、自らが犠牲になってラフィーナを助けようとする……、そう思ったのだ。


実際、ラフィーナはそう考えた。だから、ミーアの後ろに回ったのだ。


この位置ならば、ミーアを矢から守れるし、いざという時、手を放せば……自分さえ犠牲になれば、その分、軽くなり、逃げ切れる可能性だって上がるだろう、と。


だけど、ミーアは違った。


ミーアが選んだのは、二人で生き残ること。二人で無事に帰ることだった。


これほど信頼を置くに足る人がいるだろうか？


そんな友とともに危機に臨めることが、ラフィーナはやっぱり嬉しくって仕方なかった。


「ああ……」


その時、不意にミーアの絶望的なため息が聞こえた。


ハッと顔を上げたラフィーナは……、見た。


目の前、新たな馬の一団が現れたことに……。


──いけない、挟み撃ちにされる！


そう思った刹那せつな、ラフィーナは急いで辺りに視線を走らせる。その視界の外れに、濃い緑色が映った。


それは、木々が立ち並ぶ小さな森だった。


「ミーアさん！　あっち、あの森っ！」


その声に応えて、ミーアが馬首を翻す。


「さすがですわ、ラフィーナさま！」


馬が大きく方向を変え、森に向かって一直線に走る。


ラフィーナの見たところ、この馬では、普通に走っていては逃げられない。馬の地力では盗賊団のほうが上だし、こちらは二人乗りだ。明らかに不利である。


けれど、あのような木が林立した場所であれば、どうか？


ミーアの卓越たくえつした乗馬術をもってすれば、障害物を利用して逃げ切ることも可能ではないか？


……致命的な誤解がどこかに存在するのだが……あいにくと乗馬初体験のラフィーナから見ると、ミーアの乗馬術はものすご──く高度なものに見えてしまったのだった。不幸な誤解である。


──でも、森まで逃げ切れるかしら……？　


不安になりつつ、ラフィーナは後ろを振り返る。っと、そこでは不思議なことが起こっていた。


「あら……どうして……？」


追いかけてくる盗賊団の勢いが見る間に弱まっていった。


どうやら、先ほどの別の一団とぶつかったらしい。


──連携に不安がある？　それとも、もしかして、あれは盗賊団の別動隊ではなかったということかしら……？


首を傾げていると、ミーアが舌打ちするのが聞こえた。


「くっ、しつこいのがいますわ！　いい加減に、諦めればよろしいのに！」


そのミーアの視線を追うと、たしかに、一騎の盗賊がまだなお追いすがってきていた。


ほかの盗賊団の者たちに比べると、少々、小柄に見えるが……、その分、馬の足は、敵のほうが遥はるかに速い。


「──っ！　森に入りますわ！　ラフィーナさま、頭を下げていてくださいまし」


ミーアの声。直後、バササッと馬が枝葉をかき分けて森に突入した。


緑の葉のカーテンを抜けると、すぐに細い獣道けものみちに出た。


木と木の間を縫うようにして、ミーアは馬を走らせていく。


ラフィーナは、身を伏せながら、後ろを振り返る。と、敵の馬が猛然と追いかけてきているのが見えた。


「ぐっ、ぬぬ、振り切れそうにありませんわね。こうなれば、森の中を大きく回って、味方に合流を……」


ミーアがつぶやいた、まさにその時だった。不意に、敵の馬が姿を消した。


「あら……？」


ラフィーナは森の緑の中に、懸命に目を凝らす。けれど、盗賊の姿は一向に見えなかった。


どうやら、ミーアもそれに気付いたのか、馬の速度を落として、振り返った。


「……追ってきてない……？」


怪訝けげんそうにつぶやいて……、


「これは、なんとか逃げ切ったんじゃないかしら！　……ふぎゃっ！」


直後、ミーアの悲鳴が上がった。


「ミーアさんっ!?」


ラフィーナはびっくりして、ミーアのほうに目を向ける。っと、見えた！　ミーアが…………、枝に頭をぶつけて……ゆっくーり倒れてくるのが。


慌てて、その体を押さえて、苦労しつつも、地面に降ろす。


ふぅ、っと思わず安堵あんどの息を漏らしたところで……、その耳に絶望的な音が聞こえてきた。


馬の……、それも複数の馬の……、足音が。


──ああ、ダメ……。盗賊団が……。


ラフィーナは、ミーアを茂みに押し込むと、毅然きぜんとした態度で立ち上がる。


もはや、隠れる時間もない。せいぜいできるのは時間稼ぎ程度……。


──ミーアさんが見つからなければいいのだけど……。


やがて……、姿を現した一頭の白馬、そこに乗っていたのは……。


「おや……、嬢ちゃんたち、こんなとこでなにやってんだ？」


怪訝そうな顔で首を傾げる、林リン・馬龍マーロンだった。







第四話　始まる！　馬式人生相談！


「こんなところで、会うなんて奇遇だな」


馬龍は、豪快な笑みを浮かべつつ馬から降りる……「いよーっこいしょー！」などとは、もちろん言わずに、颯爽たる仕草しぐさで、である。


「もしかして、さっきの盗賊団に襲われてたのは嬢ちゃんたちだったのかい？」


そうして、何気ない足取りで近づいてくる馬龍。ラフィーナは、いつもと同じ聖女の笑みを浮かべ、完璧なる礼を取ろうとして……、


「あ……れ？」


失敗。目の前が白く染まって、一瞬、馬龍の顔が見えなくなる。ふらーっと体が傾いていくのを感じて……。


「おっと……」


直後、すぐそばで声。再び視線を上げれば、そこには、白く霞かすんだ馬龍の顔があった。


それで気付く。どうやら、倒れかかったのを馬龍に抱き留められたらしい、ということを。


「……あれ？」


窮地を脱したのに、なんだかまだ胸がドキドキしてるわ……、などと思っている間に、ラフィーナは木に寄りかかるようにして座らされていた。


「気をつけてくれよ？　ラフィーナの嬢ちゃんは、大切な身の上だろう？」


「え……ええ。ありがと……う。あっ！」


慌てて立ち上がろうとして、再び、こてんっと尻もちをつく。


「おいおい、あんまり急に動いたら……」


「それより、ミーアさんが、そこの、藪やぶの中に……」


大慌てで言うラフィーナに、馬龍は頷いてみせた。


「ああ、そうか。こっちはミーア嬢ちゃんだったのか」


馬龍はのしのしと藪のほうへと行くと、そのままミーアを引っ張り出した。


「盗賊から逃げる途中で、枝に頭をぶつけて……」


「ん？　まさか、落馬したのか？」


途端に馬龍の顔が厳しいものへと変わるが、


「いえ、そこの枝に頭をぶつけて、それで……、意識を失ってしまったの。だから、私が降ろして……」


「枝……、ああ、あれか」


馬龍はその木を見上げ、軽くジャンプして枝を掴んだ。枝は、馬龍の体重で、ぐにゃあ！　っと曲がった……。どうやら、弾力がある枝のようだ。


それから馬龍は、横たえたミーアの額と頭の様子を調べる。


「ミーアさん、大丈夫かしら……？　頭をぶつけて、酷ひどいケガとかしてたら……」


ラフィーナが泣きそうな顔で、ミーアの顔を覗のぞき込む。っと、その時だった。


「う……ううん……キノコ……バター……美味しい」


などという、寝言が聞こえてきて……、同時にミーアの口元がふにゃっと緩んだ。


ラフィーナと馬龍は互いに顔を見合わせて……、


「……まぁ、大丈夫だろう。傷もないようだし、枝に頭をぶつけても落馬しなかったってことは、そこまで勢いがついていなかったか……、枝の強度がそこまでなかったか……。いずれにせよ、驚いて気を失っただけだと思うが……しかし……」


っと、そこで、不意に馬龍は真面目な顔をした。


「馬に乗ってる時に余所見よそみをしたら危ないと、教えといたはずなんだがなぁ。それに護衛も連れずに盗賊団に襲われるとは……。おおかたラフィーナ嬢ちゃんを喜ばせようとして、調子に乗ったんだろう。まったく、叱しかってやらなきゃいかんなぁ」


「あっ、待ってください。ミーアさんは悪くないわ。私が、乗馬がしたいなんて言ったのが悪いの」


それを聞いて、馬龍は、疑うように目を細めた。


「そうか？　ミーア嬢ちゃんも意外とお調子者なところがあるからな。きちんと叱るべきところは叱ってやったほうが当人のためにもなるぞ」


「いいえ！　ミーアさんは私のためにいろいろしてくれただけ。ミーアさんは、なにも悪くありません」


ラフィーナは、まるでミーアをかばうように、馬龍を睨にらんだ。


「ふーん……、なんだか……いつもと感じが違うな」


馬龍は興味深そうにラフィーナの顔を見つめた。


「え……？」


虚を突かれたように、ラフィーナが瞳を瞬またたかせた。


「いつもとというか、昔とというか……。あんたはもっと冷静に、いつでも笑ってる印象だったが……」


言われて、ラフィーナは自覚した。


たしかに、今、自分はむきになっていた……。冷静さを失って、感情的になっていたということを……。


「でもな、馬に乗る時には注意が必要なんだ。そうじゃないと危ない。油断してると痛い目を見る。だから、俺が叱らないのなら、嬢ちゃんのほうから言っておいてくれ。大事な友だちだって言うならな」


そう諭されてラフィーナは、こくりと頷いた。ものすごーく神妙な顔で……。


──ミーアさんのためにも、きちんと注意しないと……。


という、固いかたーい！　信念を胸に。


こうして、ミーアを叱る人間が馬龍から、ラフィーナにグレードアップした！


「う……うぅん……？」


などと、タイミングよくミーアが眉間みけんにしわを寄せ、うめき声を上げたが……、まぁ、それはさておき。


「しかし、まぁ、あんたは、そのぐらいのほうがいいな」


馬龍は、そこで表情を和らげた。優しい笑みを浮かべる馬龍に、ラフィーナは怪訝そうな顔をする。


「どういう意味かしら？」


「言葉のままの意味さ。友を守るために怒ること、理屈が通ってなくっても、友をかばおうとすること、そいつは自然な感情だ。あんたは、少しそいつを抑えすぎてるような感じがしたが、無理に抑えすぎる必要もないんじゃないかと思ったのさ」


「……そんなことは……ないけど」


ラフィーナは、ちょっぴり、頬ほおを膨らませた。


なぜ、そうでなかったのか？　それはただ単純に、ラフィーナに友だちがいなかったからだ。こんな風にして、心の動くままに守りたいと思える、そんな人がいなかったから。


その時、不意にラフィーナの心に恐れが生まれた。


それは、先ほど感じた高揚に似た小さな罪悪感。


友とともに危機に立ち向かうこと、絶対的な危険に対して、喜びを覚えてしまったこと……、そのことを、どこか背徳的に感じてしまう自分がいて……。


──ヴェールガ公爵令嬢として……これではいけないんじゃないかしら？　もっと冷静に大局を見ないと……。


「ちょうど、目の前に馬がいたら、乗りたくなるのと似たようなものだな」


一瞬、悩みの淵ふちに落ちかけたラフィーナだったが、突如、耳に入ってきた馬龍の言葉に正気に戻った。


なんか、よくわからないけど、馬の話をしていた！


「…………えっと？」


ちょっと話についていけなくって、ラフィーナはきょとん、と首を傾げた。


けれど、そんなラフィーナに気付かず、馬龍は続ける。


「馬はいいぞ！　俺たち人間のあるがままを受け入れてくれる。それに、馬とともに大地を駆けていると、人間の小さな悩みや葛藤かっとうなんかどうでもよくなってくるんだ。きっと馬が俺たちの悩みを気遣ってくれるからなんだろうな。そして、ミーア嬢ちゃんはそれがわかってるんだ。馬の気持ちがわかってるんだな。だからこそラフィーナ嬢ちゃんを、乗馬に誘ったんだろう」


「…………ええ、そう……ですね」


曖昧あいまいに頷いてから、ラフィーナは話を変えることにした。


「ところで、馬龍さんは、例の盗賊団を捕縛ほばくしに？」


「ああ。この近辺にはちょうど、俺たち林族が来てたからな。盗賊団の情報を聞いて、ちょうどいいから、とっ捕まえてやろうと思ってきたんだが……。相手が相手だからな。なかなか苦戦してるよ」


馬龍は笑って、それから自らの馬のほうに目をやった。


「もっとも、なんの収穫もなかったというわけじゃないんだがね」


それで、ラフィーナは気がついた。馬龍の白馬の背に乗せられているものに……。







第五話　盗賊の少女とミーアの予感


「う……うぅん……？」


どこか遠く、話し声が聞こえた気がして、ミーアはゆっくりと目を覚ます。


なんだか、怖い夢を見たような……？


ラフィーナにものすごく怖い顔でお説教される、そんな夢を見たような気がする。


──恐ろしい夢でしたわ。キノコのバター炒いためを味わう夢でしたのに、食べ過ぎたからってあんなに怒られるとは……。まぁ、でも、しょせんは夢ですわね……。


悪夢を振り払うように頭を軽く振りつつ、ミーアは起き上がろうとして……、


「あら……ここは……？　痛っ」


直後、痛みに顔をしかめる。痛みが走ったのは、頭──ではなく、体のほうだった。なんだか、チクチク、細かい針で刺されてるような……。


見ると、服のところどころに小枝が刺さっていた。その光景にミーアの記憶が急に蘇よみがえってきた。


──そっ、そうでしたわ。わたくし、枝に頭をぶつけて……。それで、馬から落ち──っ!?


危ういところで、ミーアは声を飲み込んだ。


自分たちを追っていた盗賊が、すぐ近くまで来ているかもしれない。うっかり声でも出して見つかったら大変だ。


息を殺し、目だけ動かして辺りを窺う。っと、どうやら、そこは森の中の、少し開けた場所のようだった。


──どこかに隠れている状態……というわけでは、どうやらなさそうですわね……。


てっきり馬から落ちて、ラフィーナとともにどこかに隠れている状態かと思ったのだが……。


──特に隠れている、という感じでもなさそうですし、そもそもラフィーナさまがいませんわ。


もしや、ラフィーナが自分を見捨てて一人で逃げた？　などと想像するも、すぐに否定する。


──それだけはなさそうですわね。ラフィーナさまが一番嫌いそうなことですわ。むしろ、わたくしを森の中に隠して一人で助けを呼びに行ったとか、あるいは、自分が囮おとりになった、なんてことがありそうですわ。ううむ、判断が難しいですわ……。


すぐに起きて助けを求めに行くべきか？　あるいは、ここでもうしばらく身を潜ひそめているべきか……？


今後を左右する究極の選択を前に、ミーアが目をぐるぐるさせつつ考えていると……、


「ああ、お目覚めかな？」


唐突に、男の声が聞こえた。


──くっ、万事休すですわ。これから寝たふりをするのは、不可能ですわ……。


観念して、ミーアが体を起こそうとすると……。


「あっ、ミーアさん、まだ、動かないほうがいいんじゃないかしら？」


「あら……？　ラフィーナさま？」


声のほうに目をやれば、ラフィーナが歩み寄ってくるのが見えた。ミーアの額に載っていた布をとり、新しく濡れた布を載せてくれた。


ひんやり冷えた布は、ミーアの知恵熱をじんわり冷やしてくれた。


「ああ……気持ちいいですわ」


などとぽやーっとつぶやいていると……、


「ダメだろう？　嬢ちゃん、乗馬中に余所見したら……」


もう一度、先ほどの男の声。けれど、ミーアはその声に聞き覚えがあることに気付いた。


「あら……？　もしかして、馬龍先輩？　なぜ、こんなところに……？」


「ははは、それはこっちのセリフだな」


視線を向けた先では、馬龍が豪快な笑みを浮かべていた。


それは、そう……。きわめて不自然なほどに……、まるで……なにかを誤魔化すかのように、ミーアには見えて……。


──はっ！　も、もしや、先ほど追いかけてきたのは馬龍先輩だった……？　


めいたんていミーアの天才的頭脳が、今まさに、信じがたい仮説に到達しようとして──っ！


──って、そんなわけありませんわ。もしも、馬龍先輩だったら、森に入る前に追いつかれておりますし。それに、先ほどの盗賊はもっと小柄だった気がしますわ。


そうして改めて見ると、馬龍の笑顔はいつもと変わらない、普通の笑顔だった。


──さて、これはどういう状況かしら……？　なぜ、馬龍先輩がこんなところに？


ふむ……と一つ唸うなってから、腕組みするミーア。黙考すること数秒、その後、ラフィーナのほうに目を向けた。


……別に推理するのが面倒になったというわけではない。知っている人間に聞いたほうが早いという、帝国の叡智の合理的判断に基づく行動だ。


ミーアの視線を受けて、ラフィーナは小さく頷いた。


「実は先ほど逃げる時、正面から来たのは盗賊団ではなかったみたいなの。騎馬王国の戦士だったのよ。そして、それを率いていたのが、馬龍さんだったの」


「最近、サンクランドの国境付近の村を襲う騎馬盗賊団の報告が入ってな。一族の勇士を率いて見回りをしてたんだが……、嬢ちゃんたちのおかげで、ようやく捕らえることができたよ」


そうして、馬龍は、そばの木へと視線を移した。


その視線を追っていく、と、そこには、一人の少女が、木にもたれかかるようにして座っていた。どうやら、後ろ手に縛られているらしく、少女の両腕は背中に回されていた。


年の頃はミーアと同じか、少し年上だろうか？


頭に巻いた赤いターバン、その下から黒く美しい髪が覗いていた。


特徴的なのは、その瞳だろうか？　紫色の瞳に宿る鋭い光は、獲物を狙ねらうルールー族の狩人を彷彿ほうふつとさせる。そして、その目はまっすぐに馬龍を睨にらんでいた。


「その子が……盗賊団の一味ですの？」


「ああ、そうだ。嬢ちゃんたちを追いかけてた盗賊だ」


そうして、馬龍は、ほんの少しだけ表情を引き締めて、


「そして……俺たち騎馬王国の民の、遠い同胞どうほうだ」


静かな声で言った。


「同胞……？　それは、いったい」


「冗談を言うな。林族の戦士。我らと同胞だなどと、どの口が言うか？」


その時、ずっと黙り込んでいた盗賊の少女が、はじめて口を開いた。


憎悪のこもった目で馬龍を睨みつけた少女は、さらに、言葉を続けようと口を開き……。


「きゅうっ……」


なんとも切なげな音に、言葉が途切れる。


咄嗟とっさに自らのお腹を押さえたミーアだったが、すぐに自分ではないことを悟り、盗賊の少女のほうに目を向けて……、気まずそうに瞳を逸そらす少女を見て……。


──あ、なんか、この子とは仲良くなれそうな気がしますわ……。


そんな確信を持ってしまうのだった。







    
  
  








ミーアとラフィーナは、無事に馬車まで戻ってきた。


ちなみに、馬龍が率いる林族の戦士の護衛付きで、だ。


十騎あまりの騎馬を率いて凱旋がいせんしたミーアは……なんというか……大変、気分がよかった！


──なるほど、イケメンの護衛を従えて移動したがるエメラルダさんの気持ちがちょっぴりわかりますわ。まぁ、わたくしの場合は、こう……ずらーっと大男を従えてみたいですわね。ああ、そして、やはり鎧はアレですわね、あのキノコのような鎧を着ていただいて……。


密かに、壮大なる野望を胸に抱くミーアであった。


「ミーアさま！」


馬車の前では、すでに連絡を受けていたアンヌたちが待っていた。


ミーアの姿を見つけるや否や、アンヌが駆け寄ってきた。


「ご無事ですか？　お怪我はありませんか？」


見るからに心配そうな顔で、自らを見つめてくるアンヌ。


今回、アンヌは、ミーアとラフィーナに遠慮して、乗馬には参加しなかった。ベルとシュトリナと一緒にいてくれたわけだが……、もしかしたら、危険な時にそばにいられなかったことを気にしているのかもしれない……。


そう察したミーアは、アンヌを安心させるように頷いて、


「ありがとう。大丈夫、なにも問題ありませんわ」


ちなみに、枝にぶつけた頭には、傷一つついていなかった。


ミーアの栄光輝く帝国の叡智ダイヤモンドヘッドは、この程度では傷一つつかないのだ。


そう、ミーアの味わい深いドライシイタケ帝国の叡智マッシュルームヘッドは、干しキノコのごとき硬さを誇っているのだ。


「別に馬から落ちたりもしませんでしたし、なんの問題もありませんでしたわ。ねぇ、ラフィーナさま？」


そうして、ミーアはラフィーナのほうに目をやった。ラフィーナは……、


「え、ええ。そうね」


ちょっぴり慌てた様子で頷いた。


その胸中は……「なるほど、帝国の叡智の虚像はこうやって作られるのね……」という呆あきれで満たされて……はいなかった！　むしろ「アンヌさんに不要な心配をさせないための心遣い、さすがだわ、ミーアさん！」という尊敬の念でいっぱいだった！


帝国の叡智の虚像はこうやって作られるのである。


まぁ、それはさておき……。


「それで、盗賊団による被害はどんな感じですの？」


ミーアは、アンヌに続いて近づいてきたルードヴィッヒとディオンのほうに目を向けた。


それを受けて、ディオンは小さく肩をすくめる。


「皇女専属近衛隊プリンセスガードとの戦闘はなし。騎馬王国の騎兵のみなさんとちょっとした小競こぜり合いがあったぐらいじゃないですかね」


「なるほど……小競り合い……」


ミーアは納得の頷きを見せる。


同胞だと言っていたので、おそらくは、騎馬王国の騎兵があまり被害を出さないように立ち回ったのだろう。あるいは、馬龍から指示が出ていたのかもしれないが……。


──相手も略奪が目的の盗賊団。無理して戦闘しようとは思わなかったのでしょうね。


以前、襲われた時も、そういえばサンクランドの兵団が来るとすぐに引いていたな、と思い出すミーアである。あの潔さがなければ、今回も大変な被害が出ていただろう。主に盗賊団の側がわに。


──なにしろ、ディオンさんがおりますものね……。勝利が確定しているのは構わないのですけれど、少し抑えてもらわないと、わたくしの心の安定に影響が出そうですわ。


敵の屍山血河しざんけつがの中で勝鬨かちどきを上げられるほどのメンタリティはミーアにはないのだ。むしろ、その字面を見ただけで、ちょっぴり背筋が寒くなってしまうミーアなのである。


「ところで、ミーアさま、そちらの男性とお嬢さんは何者ですか？」


ルードヴィッヒは、ミーアの後ろ、馬龍と彼に連れられている少女のほうに目を向けた。


「ああ、彼女は盗賊団の一員ですわ。それと、紹介したことはなかったと思いますけれど、こちらの男性がわたくしが馬術部でお世話になっている……」


「林馬龍だ。よろしく頼む」


「ああ……これはご丁寧に。私はルードヴィッヒ・ヒューイットです。いつもミーアさまがお世話になっております」


ルードヴィッヒは静かな笑みを浮かべた後に、


「あなたがミーアさまに教えてくださった馬術で、ミーアさまは命を救われた。感謝してもしきれません」


深々と頭を下げるルードヴィッヒだった。


一方、ディオンは、というと……、


「ふーん、盗賊団の一員の少女、ねぇ……」


盗賊少女を観察していた。


それに気付いた少女は、ぷいっと顔を背けるが……、


「もう、ディオンさん、あまり脅かさないようにしてくださいませね。あなたの殺気は心にくるものがあるんですから……」


というミーアの言葉に、ぴくんっと肩を震わせる。


「ディオン……まさか、ディオン・アライア……？」


瞳を見開き、ディオンを凝視する少女。その頬から、すぅうっと血の気が引く。


「おや？　僕のことをご存知なのかな？」


首を傾げてニッコリ笑みを浮かべるディオンに、少女は、ひぃっと小さな悲鳴を上げ、心持ち、馬龍の後ろに隠れた。


「ディオンさん……」


「……笑いかけただけなんですがね」


「あなたの笑顔は攻撃的に過ぎますわ」


かつて、笑顔のディオンに意識を刈り取られたこともあれば、首を刈り取られたこともあるミーアは、ふぅっとため息を吐いた。


「ともかく、彼女から少し事情を聴こうと思っておりますの」


「なるほど……。そういうことならば、どうか私にお任せを……」


っと生真面目な顔で言うルードヴィッヒに、ミーアは婉然えんぜんたる笑みを浮かべて、


「ふふふ、あなたの手を煩わずらわせる必要はございませんわ。わたくしが直々じきじきに話を聞き出してまいりますわ」


その答えに、ディオンが面白そうに目を瞬かせた。


「へぇ、姫さんが、ねぇ……。御自おんみずから拷問ごうもんをなさると？」


ちらり、と盗賊少女のほうに目を向けると……、少女は、ひぃぃぃっと小さな悲鳴を上げた。


ミーアは「やっぱり、この子とは気が合いそうだぞ？」と確信を持ってしまう。


「嬢ちゃん、さっきも言ったが、こいつらは……」


と口を開いた馬龍に、ミーアは安心させるように笑みを浮かべる。


「大丈夫ですわ。拷問などと、そのような野蛮やばんなこと……、する必要などどこにもございませんわ」


小さく首を振った。それから、アンヌのほうに目を向けた。


「アンヌ……、わたくしのとっておきを用意してもらえるかしら。サンクランドで仕入れたやつですわ」


「あ、はい。わかりました」


アンヌは一瞬、迷いを見せるも、すぐに頷き、馬車のほうへと走っていった。


それから、ミーアは盗賊少女に目を向ける。


「これから、楽しい楽しいお茶会ですわよ。楽しみにしていてくださいましね」


ニッコリ笑みを浮かべるのだった。






皇女ミーアの命により、急遽きゅうきょ、馬車の近くの平原に、即席のテーブルと椅子が用意された。そして、テーブルの上には、ミーアがサンクランドで仕入れた色とりどりのクッキーが並べられている。


さらに、ティーカップには淹いれたての紅茶が注がれていく。


町から離れたこのような場所で、熱々のお茶を飲める贅沢ぜいたくに、ミーアはむふーっと満足げなため息を吐く。


──どこでも、お茶と美味しいお菓子が楽しめる……。これほどの幸せがほかにありましょうか……？　いいえ、ありませんわ！


そう、時々、忘れそうになってしまうこともあるが、ミーアは大帝国のお姫さまなのだ。


よーっこいしょー、っと馬に乗ろうとも、するするパンを飲むことに至上の喜びを覚えようとも、ミーアは贅沢が許される高貴なる身分なのである。


だから、旅の途中で、このようにちょっとしたお茶会を開くことだって、できるのである。


至上の幸せ（ミーア比）を、噛みしめて、思わず感動してしまうミーアである。


テーブルにはほかに、馬龍、ラフィーナ、アベル、ベルとシュトリナ……それに、


「……なんのつもり？」


ジッとミーアを睨みつける、盗賊の少女の姿があった。


後ろ手に縛られた少女に、ミーアはニッコリ微笑みかけて、


「どなたか、その方の縄を解いてくださらないかしら？」


「それはっ……！」


近くにいた近衛兵が驚愕の声を上げるが……、


「心配ありませんわ。ねぇ、あなたも逃げませんわよね？」


問いかけるミーアに、盗賊の少女は馬鹿にしたような笑みを浮かべて、


「ふふふ、噂通り甘いな。帝国の叡智。我の拘束を解くとは……」


「あ、一応言っておきますけれど、下手なことをしないほうがいいですわよ。あまり詳しくは言いませんが、そこにいる方、ディオンさんといって、ちょっぴり危険な人ですわよ？　あなたも馬に乗るのはお得意のようですけど、どこまでだって追いかけてきて、一瞬で首を刈ってしまいますわ」


ミーアの言葉を聞いた盗賊少女は、ディオンにチラリと目をやって、こくりと喉を鳴らす。それから、小さく咳払いして、


「……もちろん、無駄な抵抗はしない。我は誇り高き民。誇り高き戦士だ。囚とらわれの身となったからには、無様な真似は見せない。だからといって、譲歩もしない。仲間のことはもちろん、お前たちには我の名前すら、教えてやるつもりはない！」


キリッとした顔で言った。


──ああ、やっぱり、この人、仲良くできる人ですわ。


などと、察するミーアである。


「まぁ、そういうわけですわ。なにかあっても、ディオンさんが近くに控えてますし、問題ありませんわ」


ミーアの後ろに立つディオンは、やれやれ、と首を振った。


「さて……、それじゃあ改めて、お茶会を始めましょうか」


そう話しかけると、盗賊の少女は、プイッと顔を背けた。


「騎馬王国の関係者から、施ほどこしは受けない」


「あら？　わたくし、別に騎馬王国の関係者ではありませんわよ？　ねぇ、ルードヴィッヒ」


「はい。少なくとも、我が国と騎馬王国とには、直接的な関わりはありません。軍事的な同盟関係もありませんし、商品の流通などもありません」


淡々と言うルードヴィッヒ。それに満足そうに頷いて、ミーアは盗賊少女に目を向けた。


「馬龍先輩は馬術部の先輩というだけで、ティアムーンの姫であるわたくしが騎馬王国の関係者というのは大きな誤りですわ」


「そ……、そうなのか？　だが……ど、どうせ、お、美味しいお菓子を食べたいならば情報を出せ、とか。卑劣ひれつなことを言うのだろう……？」


チラチラッとミーアのクッキーに目をやり、ギリギリと歯ぎしりする盗賊少女。そんな彼女に、ミーアは、おかしそうに笑ってみせた。


「あら、そんなこと言いませんわ。どうぞ、難しいお話の前に美味しいクッキーを一緒に食べましょう」


「……え？　ほ、ほんとに？　でも……」


思わず、といった様子で、見つめてくる少女。ミーアはニッコリ微笑み返して頷いた。


「もちろんですわ。ほら、このクッキー、とーってもあまーくて、美味しいんですわよ？」


「あ……、甘い？　とっても……？」


つぶやく少女のほうにお皿を押しやりつつ……、ミーアは内心でほくそ笑んだ。


──ふっ、ちょろいもんですわ。


そう……、ミーアは知っているのだ。


食べ物の恨みは深く、重い。が……、翻って、食べ物の恩も実は、それなりに重いのだ。


空腹の時に食べ物を恵んでもらったら……、その恩は容易には消せない。どうしても、その恩のある相手に対しては、頼みを断りづらくなるものなのだ。


もし、ミーアが尋問を受ける立場だったら……。


「これを食べたいなら、秘密を話せ！」


などと言われれば、少し抵抗してやろうと思うが、


「まぁ、これを食べなさい。美味しいでしょう？　ところで、これをご馳走してあげた私に、秘密を少しだけ教えていただけませんか？」


と言われたら……きっと、あまり抵抗を感じずに話してしまうだろう。


だから、食べ物を脅しに使ってはいけない。食べ物は、むしろ恩を売りつけるために使うべきなのだ。


ゆえに、ミーアはこのクッキーに直接的な見返りを求めない。ただただ、クッキーを一緒に食べて楽しめればいいと思っている。


そうして、仲良くなってしまえば……、後はこちらのもの。


同じクッキーを食べ、同じ紅茶を飲んだ者として、秘密を聞き出すことなど、造作ぞうさもないことであると、ミーアは確信しているのだ。ミーアの甘い認識では、そうなっているのだ。


まぁ、でも、実際のところ、そうそう世の中は甘くはないものなのだが……。甘くないのだが……！


「それで、えーっと、なんとお呼びすればよろしいかしら？」


ミーアの問いかけに、少女はクッキーをパクリ、サクリとやってから……、


「……慧馬エマ」


つぶやくように言って……それからすぐに、


「火カ慧馬……。我が名は火慧馬だ。慧馬でいい。恩を受けたからな……。名前ぐらいは、教えてやる」


ムスッとした顔でつぶやく少女、慧馬に、ミーアは満足げに頷いて……。


──ふむ！　御ぎょしやすし！　ですわ！


そうそう世の中は甘くはない……が、少女のほうは、たいそう甘い性格のようだった。






「火……ということは、やっぱり、失われた火族の末裔まつえいか？」


慧馬の名に反応を示す馬龍……だったが、当の本人である慧馬は、つーんっと顔を背けるのみだった。


「ええと、慧馬さん？　あなたは、騎馬王国の失われた一族？　の火族の方なんですの？」


仕方なく、ミーアが聞いてやると、


「ああ、そうだ。我は、騎馬王国第一の部族、火族が長、火星馬セイマの末裔だ」


ドヤァっと胸を張る慧馬。それから、さらにクッキーをドヤァっと頬張る。


「だが、その誇り高き火の一族が、なんで、盗賊なんぞやってるんだ？」


「それは……っ！」


再びの馬龍の問いかけに、一瞬、答えそうになった慧馬。だったが、すぐに言葉を飲み込み、プイッと顔を背けた。


ちらり、と馬龍に視線を向けられたミーアは、


──ふむ、これは……なかなか面倒くさいですわね。そして、このクッキー、なかなか美味しいですわ。


食べかけていたクッキーをサクリサクサクッと飲み込んで……。じんわーり、と舌に広がる濃厚なクリーミーな甘み……、コクのあるミルクの香りに、思わず、ううん、っと満足げな声をこぼしてから……。うーん！　もう一枚！　サクリサクサク……。うーんっ！


などと、無限ループに入りそうになり……、背中に向けられた、ディオンの生温かい視線にハッと気付いて咳払せきばらい。それから、


「……なぜ、あなたのような誇り高き方が、盗賊などに身をやつしているのです？」


「我々を盗賊などという、恥知らずな集団と一緒にしないでもらおう。我々は、必要に駆かられて仕方なくやっているのだ」


待ってました！　とばかりに、慧馬が言った。


……そんなに、言い返したかったなら、意地なんか張らなければいいのに……などと思いつつ、ミーアはもう一つクッキーに手を伸ば……そうとしたのだが……。


「ミーアさま、食べすぎです。もう、十枚は食べてます」


アンヌが、険しい顔でお皿を取り上げた。


「ああ……」


「もとはといえば、今回の乗馬は、サンクランドでの食べすぎが原因だったはずです。もう危ない目に遭わないためにも、少しお控えください」


「うう……」


いつになく厳しいアンヌ。その顔を見て、ミーアは、ぐっと我慢する。


──今日は、アンヌにも心配かけてしまいましたし……。くぅ、仕方ありませんわ。


忠臣の熱い、アツーイ心遣いに心の中で涙を流しつつ、ミーアは、慧馬のほうに視線を戻した。


「今年は例年にない凶作で、食料が不足してしまったのだ。このまま飢えるに任せていれば、幼子や老人たちが死んでしまう。だから、我が戦える者たちを率いて、食べ物を得るために行ったのだ。そこらの悪党と一緒にしないでもらおう」


慧馬は悪びれる様子もなく、堂々と胸を張った。


「……エイブラム陛下との会談で聞いたのだけど、騎馬盗賊団の中には、村人に乱暴を働かずに、もちろん家や田畑を焼きもせず、ただ、食料のみを奪い取っていった者たちがいるそうよ」


ラフィーナが難しい顔で言った。それに頷いて、慧馬は続ける。


「我らは戦士。ゆえに、戦う意思を持たぬ者たちを殺あやめたりはしない。田畑を焼くなどもってのほか。食べ物が取れなくなってしまうではないか」


ふふん、っと鼻を鳴らし慧馬は腕組みする。


「座して死を待つことを潔いとは思わない。我々は命を賭して、戦い、奪い取ることを選んだ。それだけだ」


「それだけっつってもなぁ……」


馬龍がなんとも言えない顔で、ガシガシ、頭をかいた。


どんな理由があれ、略奪は略奪。村人に暴力をふるうようなことがなかったとしても、それが悪事であることには違いない。違いないのだが……。


「ふむ……、なるほど」


一方で、ミーアは納得の頷きを返していた。


なるほど、食べるものがなく、戦う力があったら、そういう選択をとることだって、十分にあり得るだろう、と……、帝国の姫たるミーアは思うのだ。


事実、帝国の末期において、他国を侵略し、食料を奪うことは検討されたことがあった。


けれど、様々な事情から、それが実行されることは結局なかった……。


当初、派兵が検討された際、行き先はペルージャン農業国だった。けれど、軍を持たぬ無抵抗の国に攻め込むことは、ヴェールガ公国をはじめとした諸国の不興を買う。そこまでする価値があるのかどうか……、と一部の文官が苦言を呈した。


……その頃には、まだ余裕があったのだ。


ガヌドス港湾国も、グリーンムーン家に代わる新しい担当者が上手くすれば食糧の供給を再開するはず。そうして、ある程度の兵站へいたんが確保できてから行動するのでも問題ないだろう。むしろ、そうしている間に、ペルージャンが悔い改めて、食糧供給が回復するかも……？


そんな甘い幻想に囚とらわれているうちに、内戦が激しくなり、軍が組織的な行動をとれなくなってしまったのだ。


今までだってずっと上手くできていたのだから、また元に戻るに違いない。今の危機さえ乗り越えれば……、と。その変化を一時期のものと考え、軽視して、対策を怠った。


その結果、軍事的な選択肢をとることができなくなってしまったのだ。


──今にして思うと、完全に蛇の手の上で踊らされておりますわね。蛇に手はないでしょうけれど……。


などと、蛇手だしゅ的ならぬ蛇足だそく的なことを考えてしまうミーアである。


さておき、どうせ、ヴェールガやサンクランドとの関係が悪化するならば、動かせるうちに軍を動かしておくべきだったのだ。国内の紛争で疲弊しきってしまう前に、動かしておくべきだったのだが……。


──ああ、でも、レッドムーン家も、派兵には反対の立場だったはず……。ルヴィさんも味方ではありませんでしたし……、となると、軍を動かしてどうにかするのも難しかったのかしら……？


つくづく帝国は、どうにもならない状況にあったのだと思わされるミーアである。


──しかし……事はなかなかに複雑ですわ。


改めて、火族の問題を考えつつミーアは、ラフィーナ、アベル、そして、馬龍へと視線を移動させる。


状況が理解できているのか、三人とも非常に難しい顔をしている。


──これは火の一族がどこの国の民か……、それによって責任の所在が変わってきますわ……。


火の一族はもともとは騎馬王国の一部族だった。けれど、遥か昔に、その関係は断絶している。むしろ敵対的であるといっていい。となれば、騎馬王国の責任といえるかどうか……。


では、サンクランド、レムノ、ヴェールガの民かといえば、おそらくそんなことはない。


火の一族……彼らは、どの国にも属さない独立した民なのだ。


仮に、彼らがどこかの国に属しているのであれば、責任の所在は明白だ。彼ら自身にも罪はあろうが、彼らを飢えさせた統治者にも罪があるといえる。


あるいは、彼らが小国であると見做みなすならば、火の一族そのものに罪を問うことになる。


けれど、彼らが「国」としての責任が取れるかといえば、おそらく、それも難しく……。


──さて、どのように問題を解決するのやら……、まぁ、わたくしには関係ありませんけれど。


そうして、ミーアは気楽に、紅茶を一口飲んだ。


そう……、今回に関して言えばミーアは、もう文句なく、完全無欠の部外者である。


完全な外野である。面倒なことに頭を悩ます立場にないのだ。


ゆっくりお茶も楽しめようというものである。


──まぁ、あとは馬龍先輩がなんとかするでしょう。わたくしは、とっとと、羊バターの情報を収集して、帰るとしましょう。


などと油断していたのだが……。






お茶会が終わった時、馬龍が、静かに近づいてくるのが見えた。


「ミーア嬢ちゃん、ちょっといいか？」


「あら？　馬龍先輩、どうかなさいましたの？」


いつになく真剣な顔をしている馬龍に、首を傾げるミーアだったが……。


「すまないが、嬢ちゃん、慧馬と一緒にうちの族長に会ってもらえないか？」


その申し出には、わずかばかり眉をひそめた。


「林族の族長さんに、ですの？」


「ああ、あの様子じゃあ、あいつ、族長と話なんかしねえだろうが……、これはちょっと放っておけない問題みたいだからな」


そう言う馬龍だったが……、正直なところ……、ミーア的には大変気が進まないことだった。


ミーアとしては、羊バターさえ手に入れてしまえば、騎馬王国に行くメリットはあまりないわけで……。さて、どうやって断ろうかしら……？　と思っていたところで、


「ところで、嬢ちゃん、甘いものは好きか？」


不意に、ミーアの耳をくすぐる、悪魔の囁ささやきが聞こえてきた。


「もしも来てくれたら、お礼に、甘くてすごく旨い、とっておきのミルクをご馳走しようと思うんだが……。バターもチーズも新鮮なのがあってな、もしも来てくれたらお礼にご馳走するぜ」


「ほう……詳しく」






……まぁ、アベルが呼び出されてるのも気になるし……、などと胸の内で言い訳しつつ。


まぁまぁ！　騎馬王国の美味しいミルクがわたくしを呼んでいるみたいですわ！　などと……、腹の内で、グルメ妄想をたくましくするミーアなのであった。







第六話　帝国最強と剣聖茸騎士


ミーアは馬龍と相談することしばし、すぐさま、騎馬王国行きを決めてしまった。


剛毅果断ごうきかだんなその姿勢に、ルードヴィッヒは改めて感銘を受けつつ、その決定に従って粛々しゅくしゅくと準備を進めた。


もともと、短い時間ながら立ち寄る予定ではあったのだが、これは少し長引くかもしれない。


「いやはや、次は騎馬王国に行く羽目はめになるとはね。さて、うちの姫さんは、どう落としどころを見つけるつもりなのかね？」


呆れた様子で肩をすくめるディオンに、ルードヴィッヒは苦笑した。







    
  
  




「どうだろうな。あの方は、あまり我々にお心を明かしてくださらないからな。ただ……、たしかに、騎馬王国が不安定になるのは我が帝国にとって、いや、ミーアさまの構想にとって、あまり良いことではない」


ミーアの壮大なる構想ミーアネット。その実現のために、騎馬王国は重要な位置にあった。ヴェールガとサンクランド、さらには、レムノとの間に位置するこの国は、言ってしまえば、大きな緩衝かんしょう地帯といえた。


国境の概念がおおらかな彼らが支配することで、草原地帯には一定の平和と治安が確保されているといっても過言ではなかった。レムノ王国にしろ、サンクランド王国にしろ、騎馬王国に接する地域に住む人々にとっては、彼らは近しい隣人である。


また、草原を移動しながら暮らす彼らにとって、大規模な侵攻ならばともかく、軽度の国境侵犯など取るに足らないもの。自分たちの飼う動物たちが勝手に国を越えて行ってしまうことだってある。だから、お互いさまだし、むしろ草原は草原。どこかに線が引かれているわけでもなし。


細かく国と国とを分かつ線引きは、あまり重要なものとは考えないのだ。


これで、もしも彼らがいなければ、レムノ王国とサンクランド王国との間には少なからぬ鍔迫つばぜり合いが起きていたはずだ。軍事力を伸ばしつつある国が隣国であったなら、きっとサンクランドは放ってはおかなかっただろう。


一方で、レムノ王国としても、サンクランドの力を削ぎたいところ。なにかにつけて、ちょっかいをかけたであろうことは、想像に難かたくない。


ところが、この騎馬王国が間に入ることで、そうしたことは、ほとんど起きていなかった。彼らの頭を飛び越えて戦端を開くことはあり得ないし、彼らの騎馬戦力は決して侮あなどれるものではなかったからだ。


「騎馬王国の不安定化は場合によっては、大陸全体の安定を崩すことになるかもしれない。彼らの力が衰えれば、サンクランド、ヴェールガ、レムノを結ぶ巡礼街道の治安も悪化するだろうし、そうなれば商隊の維持にも支障をきたす。それは混沌こんとんの蛇の喜びそうな状況じゃないか？」


「もしも、姫さんが国家間の食糧供給を円滑に行おうと思っているなら、放置することはできないか。まぁ、姫さんならそうだろうけど、さて、どうするつもりなのやら……」


それから、何事か思いついたのか、ディオンは悪戯っぽい笑みを浮かべる。


「あるいは、騎馬王国の美味しいものを食べることしか、考えていなかったりしてね……」


「ははは。まぁ、当初の目的は羊のバターだったからな。ミーアさまのことだから、そのついでに、今回のトラブルも解決してしまおうなどと思っているかもしれないな」


ディオンの冗談に軽口を返すルードヴィッヒ。そうして、二人の男たちは、笑みを交わし合う。それは、かつて帝国の中央貴族たちに使われていた頃には決して浮かべ得なかった、朗らかな笑みだった。






さて、ルードヴィッヒと別れた後、ディオンが向かったのは、盗賊の少女、慧馬を閉じ込めている馬車だった。


彼女は今、皇女専属近衛隊プリンセスガード二名の監視下に置かれていた。


「異常はないか？」


「これは……、ディオン隊長……いや、ディオン殿」


「ははは。まぁ、どっちでもいいんだけどね。それで、変わりはないかな？」


「はい。特に逃げるそぶりもなく、眠っているようです」


「へぇ。それはなかなか、肝きもが太いな」


感心した様子で頷いてから、不意にディオンは視線を転じた。


ガシャリ、ガシャリ、と重たい金属音を立てて近づいてくる者がいたからだ。


現れたのは、レムノ王国唯一の護衛騎士、ギミマフィアスだった。


彼は、ディオンのほうに顔を向けると、軽く手を上げながらやってきた。


「精が出ますな。ディオン・アライア殿」


「ギミマフィアス殿。このような場所に、なにか？」


今回の旅は、ティアムーン帝国の兵が中心になって護衛の人員を分担している。そして、ギミマフィアスもその警備計画の中に組み込まれてはいたが……。年齢のこともあって、できるだけ、アベルのそばに配置してあった。


ギミマフィアスは、頭をひたひた、と叩きながら、


「いや、なに。万に一つも賊に逃げられてはいけないと思いましてな。どれ、吾輩も一つ監視に名乗り出ようではないか、と参上仕つかまつった次第。それに、貴殿も姫殿下の護衛でお忙しいのではないか、と」


「お気遣いには及ばないさ。姫殿下の周りは、近衛隊が固めてるしね。それに、貴国の王子殿下もそばについていてくれている」


現在、ミーアと一緒にいるのは、ラフィーナやアベル、さらに、シュトリナなどだ。


いわば要人が一か所に集まっている形である。自然、近衛の兵力も、そちらに集中しているし、騎馬王国の者たちも、彼らのところを重点的に守るだろう。


であれば……、むしろ危険なのは、こちらのほうだとディオンの直感が告げていた。


今、命を狙われそうなのは、慧馬という盗賊の少女のほうだ、と。


「ギミマフィアス殿も、アベル殿下の護衛で忙しかろう。ここは、僕に任せて、アベル殿下の守りに回っていただけないだろうか」


「なるほど……、そうですな。であれば、ここは帝国最強の騎士殿にお任せすることにいたしましょう」


ギミマフィアスは、深々と頷いて、


「しかし、貴国のミーア姫殿下は、ずいぶんと変わった方ですな。まさか、いきなり盗賊とテーブルを囲もうとは……」


「あはは。うん、それは、どうも否定の余地はなさそうだね」


答えつつも、ディオンはじっくりと観察していた。ギミマフィアスの一挙手一投足に視線を送り、内心で舌を巻く。


──驚いたな。さすがはレムノの剣聖。不意打ちで斬り殺すヴィジョンが浮かんでこないな。どう斬りかかっても捌さばかれてしまいそうだ。


普通に戦ったら、金属の鎧に刃を当てることも難儀なんぎしそうだ、と、ディオンの直感が告げていた。もしも、戦うことにでもなったらさぞかし…………楽しそうだ！


そんな彼の内心を知ってか知らずか、ギミマフィアスは、特に気負った様子もなく、


「それでは、この場のことは任せましたぞ、ディオン殿」


深々と頭を下げて去っていった。







第七話　歩み寄る（既視・危機）感


馬龍率いる林族の戦士たちの先導のもと草原を進むこと一日半。


がたん、ごとん、と馬車に揺られつつ、ミーアは、ぼんやーり、眠たげな目で外を眺めていた。


空は晴れ渡り、なんとも気持ちのよい陽気。絶好の乗馬日和だというのに、ミーアは、馬車の外に出ることを禁じられていた。


先日の、ちょっとしたやんちゃが仇あだとなっていたのだ。


──気晴らしに馬を走らせたら気持ちよさそうですのに、残念ですわ。


などと憂鬱ゆううつな気分に浸っていたミーアだったのだが、突如として目の前に広がった風景に、思わず歓声を上げた。


「ああ……これは……、なかなかに壮観な風景ですわね」


一面に広がるのは、爽やかな緑色の絨毯じゅうたんだった。風がその上を通り過ぎるたび、さわさわ、そよそよと、葉の揺れる音が聞こえてくる。


その葉をのんびり食はんでいるのは、白い毛並みの動物……、もっこもこの毛並みの羊だった。大変平和で、牧歌的な光景にミーアは思わず笑みを浮かべる。


「あれが、騎馬王国の羊……。実においし……、じゃない。素晴らしいですわ」


丸々と羊毛で膨らんだ羊に、ミーアは思わず舌なめずりだ。ミーアの目には、あの白い塊は、生クリームの塊に見えているのだ！


「すごい可愛いですね、ミーアお姉さま！　あ、ほら、リーナちゃん、あそこに子羊がいますよ」


「ホントだ。リーナ、羊を見たの、はじめてよ」


ニコニコしながら、シュトリナが言った。


「へー、そうなんですね。物知りのリーナちゃんでも見たことないものってあるんですね」


完全に観光気分の年少組二名。それを尻目に、ミーアは熱心に羊の観察を続けていた。


「ふむ……、これだけたくさんいるんですし、いっそのこと、一匹か二匹もらって帰りたいですわね……。おや？」


その時だった。ミーアの目が一匹の羊をとらえた。


「まぁ……、あの羊、色が違いますわね。なんだか、ちょっと黄金に輝いているような……」


穏やかな日の光を浴びて、かすかに黄金色に輝く羊。それは他のものより一回り大きな、実に立派な羊だった。


っと、ミーアの声を聞いたのか、馬車に、馬龍の乗る馬が近づいてきた。


「ははは、さすがはミーア嬢ちゃん。見る目があるな。あれは醍醐羊サルピルシープといってな、極上のミルクを出すんだ」


「極上の……？」


ゴクリ……、と喉を鳴らして、ミーアが唸った。


「なるほど。普通の羊ではないんですのね……。ズバリそれが、騎馬王国産のバターが美味しい秘密……ですわね？」


問いかけたミーアに、されど、馬龍は怪訝そうに眉をひそめた。


「いや、他国に卸してるのは、普通の羊のもんだな。醍醐羊サルピルシープは、あまり数がいないから、採れるミルクの量も少ないんだ」


「……なん……ですって？」


驚愕のあまり、ミーアが目を見開いた。


「あのバターが……普通？」


脳裏に、あのラフィーナの宿で食べた、美味しい美味しいバターの味が甦よみがえる。舌の上にジュジュワッと広がる羊乳のコク。濃縮されたミルクの甘い風味、カリッカリに焼いたパンの香ばしさにまろやかさを加える、あの極上な芳香……。


あの素晴らしいバターが、まさか、普通のバターであったとは！


ミーアは仰天し、次の瞬間、ちらり、と馬龍を窺った。


「ちなみに、まさか、その醍醐羊サルピルシープのミルクをいただくことができたりは……？」


「ああ。ここまでついてきてもらったお礼だ。たっぷり、ご馳走させてもらおう」


力強くも頼もしい馬龍の言葉に、ミーアの笑みが弾けた。


「ふふふ、やはり、騎馬王国についてきて正解でしたわ！」


と、その時だった。


ミーアは前方から近づいてくる騎馬の一団を見つけた。


もしや、盗賊団が慧馬を助けに来たのか？　などと身構えるミーアだったが、馬龍たちが慌てる様子はなかった。むしろ、気安げな様子で手を挙げている。


「ああ、心配しなくていい。林族の戦士たちだ。どうやら、迎えに来てくれたみたいだな」


馬車から少し離れた場所で一団が止まった。その先頭の馬に乗っていた、おそらく一団を率いていたと思しき人物と、馬龍が挨拶しあうのを尻目に、ミーアは、獲物を狙う目つきで、羊たちを眺めていた。


「ふむ、あの大きさ……、やはり、一匹ぐらいならば馬車に乗せて連れて帰れそうですわね。いや、でも、やはり番つがいでいただくのがベストかしら？　ふむ、ここは、ルードヴィッヒにお願いして交渉を……」


などと、ぶつぶつつぶやきつつ、馬車から身を乗り出していると……、不意に、首元に、ふしゅーっと、風が当たるのを感じた。


「あら……？」


そちらに目を向けたミーアは、いつの間にやら近づいてきていた、一頭の馬に気がついた。どこからやってきたのだろうか？　その馬はミーアのことを興味津々、といった様子で見つめていた。


その、馬の顔に、ミーアは微妙な既視感を覚える。


「……はて？　なんでしょう？　なんだか、見覚えがある馬のような……」


既視感と……、危機感を！


その馬の、鼻の穴がヒクヒクッとするのを見て、ミーアはようやく既視感の正体に気付いた。


「ああ、そうですわ！　この馬、ちょっと意地悪そうな目元とかが荒嵐にそっく……うひゃあっ！」






ぶぇええくしょん！　






クシャミの轟音ごうおんを聞きながら、ミーアは、


──なんか、ちょっぴり懐かしいですわね。荒嵐、元気かしら？


などと、ちょっぴり遠い目をするのであった。







第八話　狼と少女


林族の駐留地に着いて早々に、ミーアたちは、近くの川に水浴びに行くことになった。


馬にくしゃみを吹っ掛けられたミーアへの気遣いである。


「こちらです、ミーア姫殿下」


案内してくれたのは、護衛も兼ねた林族の女性戦士、二名だった。腰に佩はいた曲刀も凛々しい彼女たちであったが、帝国の姫ミーアを前に緊張を隠せない様子だった。


「ここは、一日の作業を終えた女たちが、水浴びに使う場所で……」


などと、連れてきてくれたのは森の中に流れる穏やかな川だった。


川幅はそれなりにあるものの、深さはそれほどでもなく……。手ですくった水はいささか冷たかったものの、日差しのある時間であれば、むしろ心地よいぐらいだった。


「素敵な場所ですわね。うふふ、感謝いたしますわ。さすがに馬にくしゃみをかけられたままでは、落ち着きませんでしたし……」


「いえ。申し訳ありませんでした。我々の馬が……、これで許してもらえるとは思えませんが……」


「ふふ、全然気にしておりませんわ。慣れておりますもの。それに、騎馬王国ではああいったことも日常茶飯事なのでしょう？」


実になんとも度量の深い笑みを浮かべるミーア。それに対して、


「え……？　あ……えーと、あ、はい。そうです。私も割とよくくしゃみをかけられます」


微妙にひきつった笑みを浮かべる騎馬王国の女性であった。


若干、それが気にならなくはなかったが、すぐに「まぁ、いいですわ」と思い直す。


なにしろ、ミーアは馬龍との約束を忘れてはいなかったから。


──極上ミルクが後で味わえるとなれば……。それにバターも……きっと素晴らしい出会いがわたくしを待っておりますわ！


それを思えば、自然に笑みもこぼれようというものである。


ちなみに、水浴びに同行したのはアンヌとラフィーナとラフィーナの従者の女性。それと、もう一人……。


「良き場所だ。戦いの汗を流すのにはちょうどいい」


なぜか、偉そうに腕組みする慧馬だった。


「我は、騎馬王国の者に捕らわれるなどという屈辱に甘んじたりはしない。我は、帝国の叡智、我が友ミーア姫の説得に応じ、捕囚の身に甘んじて、大人しく同行しているのだ。であれば、水浴びにも同行するが当然のこと……」


などと……ぶつくさ言っていたが、どうやら、ミーアがいないところでディオンと一緒にいるのが怖いらしい。


馬車に乗せられて運ばれている時にも、見張りがディオンだったので、たいそう恐ろしかったらしく……馬車から降りると、すぐにミーアのそばにやってきていた。


まぁ、ディオンが怖いのは、ミーアもしっかりと理解しているので、同情して連れてきたのだが……問題は……、


「……気軽にミーアさんをお友だち扱いするだなんて……」


なーんてことをつぶやいていたラフィーナのほうだった。ぷっくーっと頬を膨らますラフィーナを見て、


「あ、あの、ラフィーナさまもよろしければご一緒にどうかしら？　ひさしぶりに、お友だち同士で、水浴びというのは……」


慌てて誘うミーアである。


気遣いの人、ミーアの配慮が冴さえ渡る。こうして、ミーアの女帝としての気配りと、人心掌握じんしんしょうあく術に磨きがかけられていくのだ。


女帝としての修業なのである。






さて、そんなこんなでチャチャッと水浴着に着替えたミーアは、さっさと川辺に向かった。


ちょうどよい具合の岩に腰を下ろすと、騎馬王国の女性が恐々といった様子で近づいてきた。


「あの、申し訳ありません。ミーア姫殿下。私たちが洗髪に使っているものは、これなのですが……」


そう言って彼女が差し出してきたのは……、なんと、いつもミーアが使っている洗髪薬だった！


それを見たミーアは、思わず微笑みを浮かべる。


──ほう！　騎馬王国にも浸透しているなんて……。さすがはアベル、良い品を知っておりますわね。


などと、思っていたものだから、


「失礼かもしれませんが、でも、これ、とってもいい品で、だから、えっと……」


そんな言葉に、思わず首を傾げた。


「あら？　失礼だなんて、そんなことまったくありませんわ。上等な品ですし、わたくしも愛用しておりますわよ？」


「え……？」


驚愕の表情を浮かべる彼女に、ミーアは微笑みかける。


「ありがとう。これならば、なんの文句もございませんわ」


それから、ミーアはアンヌのほうを見た。アンヌは、心得た、と深々と頷き、それから、思い切り腕まくりして気合十分、漲みなぎらせながら、ミーアの髪を洗い始めた。


「ミーアさま、少しだけ、御髪おぐしが傷んでいるようです」


「ああ、最近はこうしてゆっくり、あなたにお手入れしていただくことがありませんでしたものね」


それから、ミーアはアンヌのほうを見て微笑んだ。


「いつもありがとう、アンヌ。頼りにしておりますわ」


「もったいないお言葉です。ミーアさま」


などと、アンヌとイチャイチャしてから……、


「さて……では、そろそろ……」


などと、ミーアが立ち上がる。多少冷たいが、川の水に浸かろうというのだ。


その時だった。突如、背後の茂みが、がさ、がささ、っと揺れた！


すわ覗き魔か？　はたまた、自身の命を狙う不届き者か？　と警戒するミーアであったが……現れたのは、予想だにしないものだった。


鬱蒼うっそうとした茂みをかき分けて、現れたもの、最初に見えたのは黒い鼻先だった。それが、辺りを確認するようにヒクついた後……、のっそりと姿を現したのは……、


「狼っ!?　こんなところにっ!?」


騎馬王国の女性が、小さく悲鳴を上げる。


彼らの目の前に現れたのは、一匹の黒い狼だった。


曲刀を引き抜き構える女戦士たち。けれど、すぐにその顔に焦りの色が浮かぶ。


なぜなら、最初の一匹に続き、二匹目、三匹目が現れたからだ。


「お客人、お逃げください。ここは、我々が……」


ミーアたちを背中にかばいながら、臨戦態勢に入る彼女たちだったが……。


「……必要ない」


答えたのはお客人……ではない慧馬だった。彼女は勇ましく笑みを浮かべた。


「あの程度の狼……物の数ではない」


そうして、彼女は指をくわえると、ひぃいいいんっと指笛を鳴らした。


「来い！」


っと鋭い叫び声を上げる。がさ、がささ、っと遠くのほうから、大地を踏みしめる音が近づいてきて……、ソレが現れた。


さながら黒い疾風のごとく、狼たちの背後に現れたもの……、それは、漆黒の毛並みを持つ巨大な狼だった！


「なっ、あれ……は……」


騎馬王国の者たちは、言葉を失った。


それはミーアも同じだった。なぜなら、ミーアは、見覚えがあったからだ。


──あの狼は……、以前、襲われたのと同じやつなんじゃ……。


かつて、狼使いが連れていた狼に、その狼はそっくりで……。


背筋に、つめたぁい汗を流すミーアを尻目に、巨大な狼は、先にいた三匹の狼たちを睨みつける。瞬間、ひくっと竦すくみ上がる狼たち。直後、尻尾を垂らして、蜘蛛くもの子を散らすように逃げ去っていく。


その背中に、野太い吠ほえ声を投げかけてから、巨大な狼は、ミーアたちのほうを見た。


「ふふん、我が火の一族の戦狼いくさおおかみの相手は、ただの野生の狼には重かろう」


そうして、慧馬は嬉しそうに狼の首筋を撫でた。


「まさか、その狼を使って逃げようというんじゃ……」


震える声で問う騎馬王国の女戦士に、慧馬はニヤリと攻撃的な笑みを浮かべた。


「そのつもりがあれば、とっくにやっている。それに、残念ながらディオン・アライアを倒すことはできないだろう」


それから、慧馬は堂々と胸を張り、


「なにより、我は戦士だ。一度、捕らえられた以上、見苦しい真似はしない」


キリッとした顔で、そんなことを言うのだった。







    
  
  




第九話　羊飼う者の末裔


「おお……これは……」


ミーアは、恐る恐る慧馬に歩み寄る。


わーしわしわしっと首筋を撫でられて気持ちよさそうにしている狼を間近で観察するためだ。そう、間近で見るために接近したのだ！　…………あと二十歩ぐらいのところまで！


接近したのだ……ミーアなりに。


まぁ、この程度離れたぐらいでは、狼がその気になったら、ミーアなどペロリなわけだが……そこはそれ。勇気を振り絞って近づいたミーアは、改めて狼を観察する。ミーアの視力は割といいほうなのだ。


──ふむ……すごい懐なついてますわね。前も思いましたけど、狼ってこんな風に手懐てなずけられるものなのかしら？


首を傾げつつ見つめていると……、


「ん？　なんだ、興味があるのか？」


慧馬は、ミーアの視線に気付いたのか、わずかに表情を和らげる。


「その子……襲ってきたりしないんですの？」


「ああ。こいつは我の家族なのだ。幼き日より我が育てた。名を羽透はすきという」


それから、慧馬は、狼、羽透に言った。


「ここの者たちはお前を恐れる。身を隠していろ」


慧馬の言葉に、ウーフゥと鼻を鳴らして答えてから、羽透は森の中に去っていった。


「なるほど。大したものですわね。狼というのは、あんなにも言うことを聞くものなんですのね……。んっ？」


その時、ふとミーアは気がついた。騎馬王国の女性たちの表情が、微妙に強張っていることに……。


──あら？　なにかしら……？　なんだか、やけに表情が硬いような……？　まだ先ほどの狼たちを警戒しているのかしら？


彼女たちは、けれど、狼が去っていったほうを見てはいなかった。二人が警戒の視線を向けているのは慧馬のほうで……。


そのことを、ミーアが不審に思ったところで、


「そろそろ、上がりましょう。また、狼たちが戻ってくるかもしれませんから」


護衛の女性たちが言った。


「え？　ああ、そうですわね」


小首を傾げつつも、ミーアは川から上がり、着替えを始めた。






その後は特に何事もなく、森を抜け、林族の集落に帰ることができた。


「しかし、改めて見ると、壮観な光景ですわね」


ミーアの視線の先、草原には無数の幕屋が建てられていた。横から見ると四角、上から見ると円形の白い幕屋。それを見て、ミーアは思う。


「まるで、チーズのようですわね。チーズの幕屋ですわ」


ペルージャンにはケーキのお城があり、騎馬王国にはチーズの幕屋がある……。


ミーアの頭の中の外国は、とても美味しそうなのだ！


そんなチーズの幕屋だが、その規模は村……否、やや大きめの町ほどもあった。無論、帝都の規模には及ばないものの、これだけの人数が移動しながら生活していると思うと、なんとも感銘を受けてしまうミーアである。


けれど、それ以上に驚くのが、彼らの保有する家畜の数だった。


無数に建てられた幕屋群、そこから少し離れた場所には、簡易な木の柵が作られていた。その中に、馬に乗った者たちに追い立てられた羊たちが、ちょこちょこと入っていく。まんまるモコモコの羊が群れを成して動くのは、まるで空に浮かぶ雲のようだった。


その夥おびただしい、まさに雲霞うんかのごとき数を前にしてミーアは……。


──これは、数えがいがありそうですわ。動いてますし、全部数えるのに二、三日はかかりますわね。退屈しのぎにはもってこいですわ。


たくさんのものを見ると、ついつい暇つぶしに数を数えたくなってしまうのは、ミーアの悲しいサガであった。


さらに、家畜は羊だけではなかった。


ほかの柵には立派な角をもつダイオウヤギの姿もあった。こちらの数も極めて多い。


ヤギからもミルクがとれるのかしら？　とか、どんな味がするのかしら？　などとミーアはドキドキ、ワクワク、ときめきを止められなかった。


「それにしても、馬に羊に、ヤギまで……。騎馬王国の方たちは、動物とともに生きておりますのね」


ティアムーン帝国にも家畜はいるが、動物の群れとともに、移動しながら生活をしている、という者はあまり聞かない。


まして、一族単位、国単位でそのような生活をしているなどというのは、もはやミーアには想像できない世界である。


それは、どうやらラフィーナも同じだったらしく……。


「こんな生き方もあるんだって……そう思わされるわね。彼らは、神聖典にある、羊飼いの一族、その末裔だと聞くわ」


「なるほど。そうなんですのね」


神聖典に描かれる羊飼いというのは、なかなかに重要な役割を持つ人々だ。


彼らは、神が地上に顕現けんげんした際、一番にそこに駆け付け、生贄いけにえをささげて祀まつったことから、大いなる祝福を受けた者たちと書かれている。


騎馬王国では、さらに、羊飼いであった彼らの始祖が、神の使いの女性と婚儀こんぎを結び、自分たちの国が生まれた、として、神聖典に自分たちの建国の伝承を関連付けて教えている。神の使いである女性が馬に乗っていたところから、騎馬王国の馬を重視する伝統は始まっていた。


「そして……、そんな羊飼いたちの天敵が狼よ」


不意に、ラフィーナの口調が真剣みを帯びた。


「え……？」


聞き返そうとしたミーアは、けれど、その機会を失う。


「ミーアさま、林族の族長殿がお待ちです」


やってきたルードヴィッヒは、一礼すると、そう告げた。


「ええ、わかりましたわ。行きましょう」


ミーアは、軽く慧馬のほうに視線を送った。


慧馬は、むっつり黙り込んだまま、小さく頷いた。







第十話　約束……


さて、ミーアたちが水浴びに行っている間、ベルとシュトリナは、集落の中の見学をさせてもらっていた。それは、〝ぼうけんがく〟でも〝たんけんがく〟でもなく……、強いて言うならば〝たいけんがく〟だった。


すなわち……、


「うわぁ、すごい。可愛いですね！」


もこもこした子羊を抱き上げ、思わず歓声を上げるベル。腕の中のちょうどよい温もりが、なんとも言えずに心地よかった。


「すごい。毛がふわふわしてます」


笑みを浮かべながら、頭を撫でる。っと、子羊は耳をぴくぴくと動かして、小さな鳴き声を上げる。


「ふわぁ……」


あまりの可愛さに、ベルは、とろけそうな笑みを浮かべた。


「それはまだ生まれたてだな」


「ふふふ、そうなんですね。すごく、可愛い！」


それからベルはシュトリナに目を向けた。


「ほら、リーナちゃんも、可愛いですよ？」


そう呼びかけると……、


「ええ……そうね」


シュトリナは、なぜだろう、なんだかやたらと離れたところにいた。


「リーナちゃん？」


「うん、大丈夫だよ？　ベルちゃん、リーナは見てるだけで……」


ニコニコッと花が揺れるような、可憐かれんな笑みを浮かべるシュトリナに、ベルは違和感を覚える。


「ひょっとして……リーナちゃん、子羊のこと、怖かったりして……？」


「そっ、そんなことないわ。うん、そんなのぜんぜん平気。そんな、子羊が怖いなんてこと、あり得ないわ！　ただ……」


と、そこで、シュトリナは、ちょっぴり複雑そうな顔をした。


「ただ……そんな小さいのにリーナが触ったら、死んじゃうんじゃないかって思っただけ……」


「リーナちゃん……」


その言葉に、ベルは表情を曇らせる。


ほとんどの動物にとって、生まれて間もない赤ん坊というのは、力なき存在だ。ベルの抱く子羊も小さくて、か細くて……。だから、ちょっとでも力を入れすぎると、壊れてしまうんじゃないかって……。そんな気持ちになってしまうのは、ベルにも理解できることだった。


まして、幼き日から、毒についての扱いを教え込まれてきたシュトリナである。もしかして、自分の手に毒が染みついてはいないか？　それが、子羊に回って、殺してしまうのではないか……？　と、そう不安になったとしても、不思議はないのかもしれない。


それに気付いたベルは、優しい笑みを浮かべる。


「大丈夫です、リーナちゃん。リーナちゃんが毒を使うことなんて、もう二度とありません。ミーアお姉さまが、そんなこと、絶対にさせませんから」


それから、ベルは、シュトリナに歩み寄り、手を伸ばす。躊躇うように宙をさ迷っていたシュトリナの手をしっかりと握りしめて……。


「リーナちゃんのこの手は、優しいことをするためにあるんです。だから、この子を抱いても、大丈夫」


シュトリナの目を見つめて、ベルは言った。その真っ直ぐな視線に、シュトリナは、一瞬、困惑したような顔をして……、それから、意を決したように唇をきゅっと噛みしめて、こわごわと手を伸ばす。


ベルが差し出した子羊を胸に抱き……、そのもこもこの毛を撫でる。一撫でするごとに、強張っていた顔が、ほころんできて……。


「……ふわふわ。それに、すごくかわい……！」


直後、ぺろぉり、と、子羊から伸びた舌が……、シュトリナの頬を舐なめた。


「きゃっ……」


ミーアには上げられないような、なんとも可愛らしい悲鳴を上げるシュトリナ。それを見て、ベルは思わず吹き出した。







    
  
  




「も、もう、ベルちゃん……笑うなんてひどい」


そんなベルに、頬を膨らませるシュトリナであったが、すぐに自分も笑ってしまった。


「えへへ。なんだか……、楽しいですね、リーナちゃん」


つぶやきながら、ベルは周りを見回した。


のんびりと柵の中で身を寄せ合う羊、ゆったりと落ち着いた足取りで歩く馬の群れ……。


新月しんげつ地区に身を潜め、日の光からすら身を隠さねばならなかった、暗く沈んだ毎日からは想像もできない世界が、そこに広がっていて……。


「ボク、ここ、好きです」


にっこり笑みを浮かべるベル。それに応えるように、シュトリナも笑みを浮かべる。それは、華やかでも可憐でもない、ただひたすらに純粋な、喜びを湛たたえた笑みで……。


「うん、リーナも……なんだかすごく幸せ。ね、ベルちゃん、またいつか……大人になったら来ましょう。一緒に、騎馬王国に。約束！」


楽しそうに、弾む声で、そんなことを言った。


「約束……」


ベルは……、一瞬、言葉を飲み込んだ。


約束……、また一緒に来る約束、また会う約束……。


幾度となく交わされるその約束が、ベルは苦手だった。


だって、それは、何度も破られたから……。


また会おうと言ってベルを送り出した人は死んでしまって……、いつか行こうと言った場所に立てたのは、ベル一人だったから……。


いつ夢が終わってしまうかわからない。ならば、そんな約束をすべきじゃないと……、ベルはそう思っていたから。


でも……、


「うん。約束……」


ベルは、小さく頷いた。


それは、少なくはない勇気を振り絞ってのもの。もしかしたら、叶かなわないかもしれないけど……でも……、


「約束です。リーナちゃん。絶対にもう一度、来ましょう」


ベルは、決意を込めてそう言って、それから無邪気な笑みを浮かべるのだった。


「シュトリナさま、ベルさま、ミーアさまがお帰りになられました」


近衛が呼びに来たのをきっかけに、ベルは立ち上がった。






……この日の約束を二人が忘れることはなかった。







第十一話　ミーア姫、ついに馬シャンの真相にたどり着く！


「こちらです。ミーア姫殿下」


騎馬王国の者に案内されたのは、少し大きめの幕屋だった。


全体に艶やかな色の糸によって刺繍ししゅうが施された布地は、明らかに、ほかの幕屋とは一線を画しているように見えた。


「ふむ……。素晴らしい。良い仕事ですわね」


ミーアは思わず感心しつつ、腕組みする。


「これは、白い馬の刺繍かしら？」


そう言いつつ、ミーアは後ろに立つ馬龍のほうを見た。が……、


「あら？　馬龍先輩？」


「ん？　ああ。そいつは騎馬王国の建国伝承を刺繍にしたものだな」


なにか、考え事でもしていたのか、その反応は鈍かった。


──ふむ……。馬龍先輩のこの反応、珍しいですわね……。もしや……!?


とそこで、ミーアはある可能性に気がついた。それは……。


──馬龍先輩のお父さま……、実は怖い人なんじゃあ？


なにしろ、相手は騎馬王国の最大部族、林族の長である。相応の威厳と迫力を備えた人物に違いない……。


──そういえば、馬龍先輩、ディオンさんのことを見てもそれほど怯おびえていませんでしたわ！


かのディオン・アライアを前にして、震え上がらない者などいない。常識である。


盗賊などという荒事をやってのける慧馬ですら、あの怯えようなのである。


──これは……相当なものを覚悟していかなければなりませんわね。


などと思いつつもミーアは逃げることはない。


そうなのだ、彼女の小心者の心リトルチキンハートも、いろいろな経験を経て成長した……、というわけではない。もちろん、違う。


なにせ、今回の彼女は傍観ぼうかん者！　完全なる部外者で無関係なのだ。


もし仮に相手が、なーんの関係もないミーアにまで牙きばを剥むくようなヤバイ人であった場合……、その時にはミーアには心強い友人がついている。


ミーアのお友だちラフィーナは、そんな傍若無人ぼうじゃくぶじんに黙っている人ではない。


さながら獅子ししの威いを借る子猫のごとく、穏やかな心のままミーアは幕屋に入った……のだが……。


「ああ、これは帝国の皇女殿下。遠いところをようこそおいでくださった。それに聖女殿も……、我が騎馬王国のために、わざわざご足労いただき申し訳ない」


静かな声でミーアたちを迎えたのは、予想外の風貌ふうぼうの人物だった。


なんというか、こう……。


──ずいぶんと優男やさおとこですわね。特に殺気も感じませんし、見上げるほどの巨躯きょくでもなし。


拍子抜けするミーアを尻目に、男は穏やかな笑みを浮かべたまま、頭を下げる。その動作に合わせて、腰のあたりまで伸ばした黒髪がサラリと揺れた。美しく艶やかな髪に思わず、ミーアは見とれそうになる。


「お初にお目にかかる。林族の族長、林リン・馬優マーユンだ」


その涼しげな声は、一流の歌うたいのごとく……聞き惚れてしまいそうなほどに優雅なものだった。


「ご機嫌よう。わたくしはミーア・ルーナ・ティアムーン。帝国の皇女ですわ」


「おひさしぶりですね。馬優さま」


ミーアに続き、ラフィーナが親しげに声をかける。


聖女として様々な土地に赴かなければならないラフィーナである。おそらく、馬優とも顔見知りなのだろう。


ラフィーナと短い挨拶を交わした後、馬優は改めて、ミーアのほうに目を向けた。


「我が子、馬龍の求めに応じ、わざわざいらしていただいたこと、感謝いたします」


「たいしたことではございませんわ。馬龍先輩にはお世話になっておりますし。それに、もともと、貴国のバター……食材に興味がありまして……。立ち寄る予定でしたのよ？」


「さて……バターですか。失礼ながら、ご多忙な帝国の姫君が、わざわざそのためだけにいらっしゃるつもりであったと？　たかがバターのために？」


怪訝そうな顔をする馬優。それから、彼は、じっとミーアの目を見つめてきた。


深い知性をうかがわせる黒い瞳、真っ直ぐな視線を前にして、ミーアは……。


──これは……試されてますわね。


鋭く察する。眼力姫ハイパーアイプリンセスミーアは、他人の眼力に敏感なのだ。


では、いったいなにを試されているのか？


──簡単なことですわ。騎馬王国のバターは、ただのバターではない……。とっても美味しいバター、特別なバターであると知っているか……、それを試されてるんですわ！　直接足を運ぶ価値のあるものだと、それがわかっているのか、試していますのね。この方、なかなか、できる！


ミーアは、侮りがたい相手を前に気を引き締めつつも、優雅な笑みを浮かべた。


「ええ……。騎馬王国のバターは大変美味しい。そのようなバターを生み出す騎馬王国もまた、特別な、そして大切な国といえるでしょう。足を運ぶ価値は十分にあるのではないかしら？」


「……なるほど。噂に違わず聡明な方のようだ」


しばし、ミーアを見つめていた馬優は、深々と頷いた。


再び揺れる髪……その手入れの行き届いた髪に、ミーアの目が留まる。


傾城けいせいの美女……、そんな言葉が東国にはあると聞くが、まさに、その言葉を思わせるような美しい髪だった。そして、ミーアは、その髪に……ちょっぴり親しみを覚えた！


「あの、ところで、つかぬことをお聞きしますが、馬優殿……。もしや、あなた、馬の模様が目印の洗髪薬を使っているのではないかしら？」


「おや。よくわかりましたね」


驚愕に目を見開いた馬優に、ミーアはちょっぴりドヤァ顔で、


「それは、もちろん……」


と、ここで、ミーア、気付く。後ろに立つアベルのこと……。


──あなたにもらったものを愛用してますわよ！　などと、わざわざ目の前で言うのは、いささか奥ゆかしさに欠けるかしら？


わざとらしくアベルの前で言うことを避けるため、ミーアはそっと、馬優に身を寄せてから、


「実は、わたくしも愛用しておりますの。とても良い洗髪薬ですわよね」


そう、声を潜めて馬優に言ってやる。と、またしても、馬優は驚いた顔をして、


「……なるほど。あなたは……、物事の表面に囚われず、真理を見抜く目の持ち主のようだ」


それから、感心した様子で頷いた。


──はて？　真理を見抜く目……？


などと首を傾げかけたミーアであったが……、


──なるほど。たしかに、持っているかもしれませんわね。真理を見抜く目を……。


内心で深々と頷いた。謙遜けんそんしたりはしない。なぜなら、ミーアは、馬優と話すことで、ついに馬シャンの真実に到達してしまったからである！


前々から疑問ではあったのだ。なぜ、容器に馬の絵が描かれているのか？　洗髪薬に、その絵は合っていないのではないか？　と。


けれど、ようやく合点がいった。ミーアは深い納得感に満足しつつ……思う。


つまり、要するに、その理由は……！


──なるほど。騎馬王国の方たちが愛用しているものだから……。だから、彼らが喜ぶような絵をつけたわけですわね？


これである！　お客さんが喜ぶ絵をつける。なるほど、実に戦略的、とミーアは大いに感心した。


──中身とはかけ離れたものであったとしても、商品をたくさん売るためには、有効な手といえるかもしれませんわね……ん？　ということは、もしやラフィーナさまの肖像画をつけた洗髪薬を売り出したら、ラフィーナさまのファンの方たちにすごく売れるんじゃ……？　ここは、帝国の財政改善のためにお願いして……。


などと、よからぬことを考えかけたところで……。


「洗髪薬といえば、聖女殿、以前、お父君から聖女殿の肖像画付きの洗髪薬を売り出す計画があると聞いていたが、あれは、どうなりましたか？」


「……さて、なんのことかしら？　私は、そんなもの知らないけれど、ふふふ」


ラフィーナは、山の清流のように澄んだ、澄み渡った……生き物が一匹もいない小川のような笑みを浮かべた。その笑みのままミーアのほうを見て、きょとりん、と可愛らしく首を傾げる。


「あら、どうかしたのかしら？　ミーアさん……。少し顔色が悪いみたいだけど……」


そのステキな獅子の笑みを前に子猫ミーアは……、


「イイエ？　ナンデモアリマセンワ」


尻尾を力なく体の下に収納しつつ、ぎこちない笑みを浮かべた。


かくして、和やかな雰囲気のまま、その会談は始まったのだった。







第十二話　ベテラン伝令兵とホットミルク


「それで、君が、火の一族の……」


馬優の視線を受けて、慧馬は、顔をツーンッと背けた。


「あ、ああ。そうか。そうでしたわね。えーっと、慧馬さん……。彼女の名前は火慧馬さんといいまして、騎馬王国の方と口を利きたくないのだと……そういうことでいいかしら？」


ミーアの問いかけに、慧馬は、うんむっと頷き、


「騎馬王国の者とは、死んでも口を利かない」


と、言った直後、不意に彼女は辺りを見回す。幕屋に招き入れられているのは、ミーアとラフィーナ、それにアベルとシュトリナ、ベルのみで……、慧馬が怖がるような人間は外で控えているのだが……。


しばし、考えた後、


「……騎馬王国の者とは、積極的には口を利きたくないな、と思っている」


──だいぶ、妥協しましたわね！


見えないディオンの殺気に怯えているらしい。そんな彼女を見て、ミーアは、面倒くせぇですわ……などと心の中で盛大にため息を吐いて…はいなかった！


そう、ミーアは思い出していたのだ。


自分が何者であるのかを……。


ミーア・ルーナ・ティアムーンとは何者か？　そう、伝令兵である。しかも、腕利きだ！


ミーアほどの腕利きともなれば、わざわざ戦場から勝利の報告を持ち帰るために、死ぬほどの長距離を走る、などということも必要ない。


その場で、シュシュッと視線を動かせばいい。するべきことは、ただそれだけなのだ。


これほど楽な仕事があるだろうか？　これほど楽な仕事で、美味しいものにありつける、それで文句を言うなどということが許されるだろうか？


否、許されるわけがない。


──後で、美味しい美味しいミルクをいただけるわけですし、ここはきちんと働いているアピールが必要ですわね。ふむ、頑張りますわよ！


貴重なミルクを報酬でもらえることになっているのだ。だというのに、なにもせずに、あるいは手を抜いた仕事でそれをもらうなど……、ミーアの小心者の心臓リトルチキンハートが許さないのだ。


気まずさを感じずに、心から美味しく極上ミルクを味わうために、気合の入るミーアである。


まぁ、それはさておき……。


「理由は、説明するまでもないはずだ。お前たちがなにをしたのか、考えればわかるはず……」


と、そこまで言った慧馬は、ミーアのほうを見て、


「そうは、思わないか？　ミーア姫」


などと聞いてきた。


ミーアは、ふむ、っと頷いて、


「お話をしない正当な理由があるのではないか？　と言っておりますわ」


特に必要ないかもしれないが、なんとなく要約を加えてみた。


仕事をしている感を出すために、演出に余念のないミーアである。


「なるほど。だが、それは見解の違いというものだな。我々としては、君たちは、自分から国を出ていったものだと思っている」


「なっ……」


っと、なにか言いたそうな顔をした慧馬だったが、すぐに黙り、ギリギリと歯ぎしりしつつ、ミーアのほうを見る。


──うーん……やっぱり、ちょっと面倒くさいですわね……。


ミーア、早くも挫折ざせつしかける。ミーアのやる気は、今や風前ふうぜんの灯ともしびだ！


そのやる気の炎が消えかけた……まさにその時……、


「失礼いたします。族長、お客さまにお飲み物をお持ちしました」


幕屋に、何人かの女性が入ってきて、ミーアたちの前に、陶器のカップを置いていった。


「ほう……これは……」


ほかほか、と湯気を立てる陶器の入れ物。その中に入った白い液体に、ミーアの小さな鼻がひくひくと動く。


「搾しぼりたての羊の乳を温めたものだ。私が言うのもなんですが、搾りたてのものは極上です。どうぞ、味わってみてください」


馬優に勧められるがまま、ミーアは容器を手に取った。ふーふー、っと息を吹きかけ、冷ましてから、軽く一口。


カッと口の中に熱さが走るも、我慢。直後、舌の上に味の花が開いた。


「おお……、これは」


それは、実に心地よい甘み。一瞬、ハチミツのように濃密で、けれど、喉を通り抜けた瞬間に、スゥッと溶けて消える。潔いまでに、その後味は爽やか。


今まで味わったことのない極上の旨味に、ミーアは思わず、ほふぅっとため息。それから、もう一口。


「なるほど……、これが騎馬王国のミルクの味。実に濃厚……。かつ、コクのある風味……。舌の上で転がすと、仄ほのかに甘みも感じますわ……」


そうして、ミーアは、そっと胸に手をやった。


「ああ……。まさか、ミルクにここまで心を動かされる日がこようとは……思ってもみませんでしたわ。素晴らしい……」


その感動カロリーがミーアの脳に活力を与える。


ゆっくりと動き出したミーアの脳は、このまま、二人に言い争いをさせることの不毛ふもうを悟り……。


「ところで、いったい火の一族との間になにがあったのか、お聞きしてもよろしいかしら？」


提案する。そもそも、なぜ、慧馬はここまで騎馬王国を嫌っているのか……。


それがわかれば、この面倒くさい状況を解消できるのではないか？　と。


「なるほど。そうですね。このような形であれ、巻き込んでしまったわけですし……お話ししておくのが礼儀というものでしょう……ああ、そうだ」


と、そこで、馬優が笑みを浮かべた。


「どうでしょう？　せっかくだから……、弦楽器リュートの調べに合わせて、聞いていただくという趣向は……」


「待て。親父殿。別に、そこで楽器を出す必要は……」


なぜか、渋い顔をした馬龍が止めようとするが……、


「なにを言っているんだ。ただ説明するのではつまらないだろう？　こうしてここに、林族一の歌うたいがいるのだから、おもてなしの意味でも聞いていただこうじゃないか」


馬優は、にこにこ明るい笑みを浮かべ、近くに置いてあった丸い弦楽器を手に取った。


「これは、我ら騎馬王国、十三部族の始まりの物語」


そうして、馬優は語りだした。


ポロロン、ポロロン、という切なげな弦楽器の音に合わせて。







第十三篇　歴史歌「我らが国の始まり」（～ごくり……ごくり～）


『それは、昔。遥か昔、我らが国の始まりの物語。


この地に住まう若き羊飼いの男、光龍コウロンは、ある日、神の使いたる女を、妻として迎えん』


馬優は、ポロン、ポロン、と弦を鳴らしながら歌う。


「歴史歌だ。俺たち騎馬王国の民は、文書の形で記録を残す文化がなかったから、こうして歌にして、一族の歴史を伝え残しているんだ」


馬龍の説明を聞きながら、ミーアは思い出す。


──ふむ。このあたりの話は以前、聞いたことがありますわ。この、光龍さんと結ばれたという神の使いが馬を連れていたことから、〝騎馬〟王国の歴史が始まった、とか、そんな話じゃなかったかしら？


もともと羊飼いであったものが、騎馬民族として変容したのは実にこの時であった……と、以前、馬龍から聞いたことがあったなぁ、と思い出す。


ミルクを飲みつつ、ミーアがウモーッと記憶を反芻はんすうしている間に、歌は進んでいく。


『光龍より生まれし子ら、その数は十三。それが、我ら騎馬王国、十三部族の偉大なる父祖とならん。第一の子、風龍フウロン。林のごとき深き洞察と、風のごとくなにものにも囚われぬ思考で一族を導かん。第二の子……』


『林』のごとき深き洞察……、それが、おそらく林族の父祖であることは、察せられた。さらに、


『第三の子、星馬せいまは賢き知恵持つ子。草原を焦がす忌まわしき火さえ使いこなし、一族に繁栄をもたらさん』


──火すらも使いこなし……。火星馬と言っていましたし、それでは、これが火の一族の父祖。第三子でしたのね……。


どうやら、子どもたちには、それぞれ、その気質を表す言葉が充あてられており、それが後の氏族の名となっていくらしい。


『やがて、光龍の命は尽きぬ。その齢よわい、三百と六十。かの者、その愛する妻の眠る墓所に葬られん。かくて騎馬王国十三部族の新しき時代が始まらん』


光龍が生んだ十三人の子どもたちも、それぞれ、二百歳を超え、孫、ひ孫はおろか、その下の世代をも治める一族の族長となっていった。


「しかし、数百歳とは……、昔の人はずいぶんと長生きですのね」


「神聖典によれば、はじまりの人は千年にも及ぶ時を生きたと書かれているわ。当時と今の時の数え方が同じかどうか、議論の対象にはなっているみたいだけど……」


ラフィーナの囁く声に頷き返し、ミーアは馬優のほうに目を移した。


歌はいよいよ佳境に入り、問題の、火の一族との確執の部分に入っていた。


『第一の子、林の風龍は、かく言わん。我ら兄弟、ともに手を取り合いて、この祝福の地に住み続けん。この地にこそ、我らが幸福、満ち足りん、と。兄弟たち、みな賛同せり』


平原で平和に暮らしていた騎馬王国の民。それはそうだろう。すべてが血の繋がった兄弟、外からの血ももちろん入ってはいるだろうが、元をたどればすべてが、一人の父と母へと繋がる。


ゆえに、いさかいは起ころうとも、それは深刻なものにまでは発展しない。


そう思われたのだが……。


べんっ、と弦げんを叩くように弾き始める馬優。空気が震え、緊張感が高まる。


ミーアは物言わぬまま……、注ぎ足してもらったミルクをこくり、と飲んだ。甘くて、とても美味しかった！


『されど、ただ一人、それに否を申す者、現れぬ。火の星馬、第一の子、風龍に申さん。我は、より高みを目指すことを欲すと。燃え立つ火は、風を超え、星に手を伸ばすことを欲すと。邪よこしまなるものに囚われし、かの者、さらに続けん。我らが敵、狼を従える術を我は学ばん。狼を従え、その力をもちて、この地に覇はを唱えん、と』


──ふむ……、狼を従える術……。なにやら、きな臭いものがありますわね……。こう……、うちのアホなご先祖さまに近いものがあるような気がしますわ……。


ミーアは聞いていて、なんとなぁく嫌な予感がした。


「『地を這うモノの書』に『国崩し』があったように、狼を従えるやり方が書かれていても不思議ではない……。そんな気がするわね」


どうやら、ラフィーナも同じことを思ったのか、ミーアのほうに目を向けて、真剣な顔で言った。


「リーナが一緒にいる時、狼使いがそういうものを読んでいたことはなかったけれど……、あっても不思議ではないと思います。あの狼たちは、とても賢いから戦いにも使えるでしょうけど……、神としてあがめさせるにも、良い存在かもしれません」


シュトリナが、生真面目な顔で頷く。


中央正教会によって敷かれた統一された秩序、それを破壊するために、中央正教会とは別の神を創作し、その神を信仰させることによって、秩序を破壊しようとする発想。


通常であれば、それは、新たな秩序の形成でしかない。邪神を信仰する者には、その邪神の教えという……仮に歪んではいても新たな秩序が存在するからだ。


けれど、秩序を破壊するため、偽物の神を作ったのであれば、話は変わってくる。


そこには確固たる神学は存在しない。もともとが偽物として作られているのだから、信者の数が集まったところで、種明かし、とばかりに、その偽物性を明かしてやればよいのだ。


自分たちが中央正教会を離れ、すがった新しい教えがまったく無価値の創作物であると知った時……、はたして人はどのような混沌に落とし込まれるものか……？


それは、狼を戦に使うよりも、遥かに忌まわしい発想法だった。そして、実にリアリティのある想像だった。


こくり……、と誰かが喉を鳴らす音が聞こえた。


緊張のあまりベルが……あのベルまでもが！　生唾なまつばを飲み込んだのだ。


ベルだけではない。誰もが、その危険性に気付き、強張った顔をしていた。






ごくり……、ごくり、と、再び誰かが喉を鳴らす音が聞こえた。


……ミーアが……、ほかならぬミーアが！　お代わりをもらうべく、残っていたホットミルクを飲みほした音だった……。







第十四話　ミーア姫、怒りの介入！


「さて、もう少し聞いていただきたいところだけど、此度こたびはこのぐらいで構わないだろうか。ここから先は各部族の歴史になっていくからね」


そう言って、馬優は、弦楽器を脇に置いた。


それから……、一つ深呼吸をして……彼は、


「それで……どうだったかな？　俺の歌は……？」


にこやかに感想を求めてきた！


けれど、返ってきたのは沈黙だった。


かすかに感じた混沌の蛇のきな臭い残り香に困惑する一同と、かすかに感じる絶品のミルクの芳かぐわしい残り香を満喫するミーア。


どちらも口を開くのを躊躇っていると……、


「ふむ……。親父殿がお客人に歌を聴かせたがるのを困ったものだと思っていたが、時には役に立つものだな」


「……いや、息子よ。お前には聞いてない」


息子のつれない態度に、ちょっぴり寂しげな馬優。そんな彼を励ますように、ベルが口を開いた。


「騎馬王国の歴史を知ることができて、とても楽しかったです！　歴史のお勉強はこんな風に、歌にして聞かせてもらえると眠くならなくっていいなと思いました。弦楽器の音色も歌声も、とっても綺麗でした！」


それは……まぁ、若干、アレな感じのする感想ではあったのだが……、


「そうか。それはよかった！　なんなら、今度、時間のある時にでもまた聞きにくるといい」


ニッコニコと、笑みを浮かべた馬優が上機嫌に言った。嬉しかったらしい。


一方、そんなベルを見ていたシュトリナは、


「……歌……。そっか……。作詞作曲の習い事をしたいとお父さまにお願いすれば……うん」


などと、なにやらブツブツつぶやいていたが……。まぁ、それはさておき、


「助かりましたわ。馬優殿。おかげさまで、わかりやすく騎馬王国の事情を理解することができましたわ」


無難に感想を述べてから、ミーアは改めて聞いた歌について振り返る。


それは、天敵てんてきである狼を掌中しょうちゅうにおさめ、覇を唱えんと訴えた野心家の物語。


血の繋がった兄弟たちからの賛同を得られず、失意のうちに、父祖の地を去った男、火の星馬。はたして、彼と彼の一族はその後、どのような運命をたどったのか……。


っと、ミーアが腕組みして考え込んでいると……、


「ずいぶんと都合よくまとめられた歌だ。卑怯者ひきょうものの騎馬王国には相応しいな」


慧馬が吐き捨てるように言った。


「ほう。ならば、火の一族では、どう伝えられているのかな？」


穏やかな笑みを浮かべ、慧馬のほうを見る馬優。それは、反抗期の娘を前にした父親のような、ちょっぴり困った様子だった。


「決まっている。騎馬王国に残った者たちは、みな、今あるもののみに拘泥こうでいする臆病者たちと伝えられている。変化を恐れる怠惰たいだな者たちだと」


慧馬は馬優を睨みつけ、それから、馬龍にも鋭い視線を送る。


「結果がすべてを語っているではないか。今の騎馬王国を見るがいい。未だなにも変わることができず、狼から、今持っている財を守ることに精一杯ではないか。サンクランドはおろか、レムノ王国にまで後おくれを取る始末だ」


その言葉に、レムノ王国の王子たるアベルは、思わずといった様子で苦笑した。


「あの時、狼の力を手中におさめていれば、それをもって大陸に覇を唱えることだってできたはず。サンクランドに劣らない国にだってなれていたはずなのに、禁忌きんきだなんだと変化を恐れ、戦うことを恐れ、力を恐れ……、それゆえの今の立場ではないか！」


と、そこで、ハッとした顔で、慧馬はミーアのほうを見て、


「そう思うだろう？　ミーア姫」


話を振ってきた。が、馬優はミーアが口を開くのを待たずして言った。


「君は、狼を率いて、レムノやサンクランドと戦端を開けばよかったとでも言うつもりかい？」


「我らは、誇り高き戦士の末裔だ。財である羊を、家族を、戦い守ってきたのだ。必要があれば力を振るう。仲間のため、一族のために力を振るうのは当然のこと。まして、狼の力は強力だ。戦い慣れているお前たちだってわかるはずだ。狼の力を得ることができるというのならば、それを拒む理由はなかった。お前たち、騎馬王国の民は、戦を恐れ、力を恐れ、変化を恐れた。それは臆病者のすることだ」


「変わることは、必ずしも良いことではない。悪しき方向に向かおうとした時、立ち止まることもまた大切だ」


穏やかな声で言う馬優を、慧馬は鼻で笑い飛ばした。


「ふん、林のごとく動かず、風に吹かれて揺れるばかり。愚鈍ぐどんな風龍の末裔に相応しい言葉だな」


「力を持つことが正しいとは限らない。現に、力をもって食料を奪おうとした君は、こうして我々の手に落ちている。大きな力を使う術は学べても、それを使ってなにをなすかまでは考えられない。その愚かさで大きな力を持つのは破滅を招くだけだろう。火の使い方を知ったことで増長し、星に手を伸ばした、浅慮せんりょなる星馬の末裔よ」


キッと馬優を睨みつけ、慧馬が口を開こうとした……、まさにその時だった。


「やれやれ……、そのような詮せんなきことを、いつまで議論しているつもりかしら？」


不意に、そんな声が聞こえてきた。


「なんだと!?」


思わず声を荒げる慧馬は、直後に、見た！


ミーアが……、盗賊として現れた彼女に、クッキーを分け与えた、温和な、帝国の叡智が……、怒りに震える姿を。


「そのように……実りのない議論をいつまですれば気が済むのかしら……、と問うているのですわ」


ミーアは、慧馬の顔を見つめ、馬優の顔を見つめてから……言った。


「すでに終わってしまったことを、遥か昔に過ぎ去った出来事を、あなたたちが言い争ってなにになるというのですの？」


小さく首を振りながら……、


「それは、すでに終わった出来事ではありませんの？」


呆れた様子で、ミーアは言うのだった。







第十五話　ミーア姫、舌打ちする


──この話の流れ……、いささか危険ですわね。


ミーアは、慧馬と馬優の間で交わされる会話の危険性を敏感に察知していた。


そうなのだ。彼らの間で交わされていた会話は、ミーアにとって甚はなはだ不都合な……実によろしくない会話だったのだ。


──ご先祖さま同士の兄弟喧嘩げんかの影響が現代にまで波及する……、そのような事実を認めてはいけませんわ。


過去のご先祖のやらかしに対し、現在の人間が責任を取らなければならない状況……、それは、あるものを彷彿ほうふつとさせた。


そう……ほかならぬミーアのご先祖さまである、初代皇帝である。


しかも、慧馬のご先祖さまである星馬は、蛇の誘惑を受けて「狼を使ったらどうか？」などと言い出した疑いさえある。状況としては、蛇にそそのかされて、ティアムーン帝国を作ってしまった初代皇帝と似ている。


もちろん、実際にどうだったかはわからないが、それは大した問題ではない。


──初代皇帝を想起させるというだけで、問題ですわ。


ミーアとしては、初代皇帝のことは、なかったことにしたい過去なのだ。闇やみに葬ほうむりたい歴史……できれば日の目を見ず、このまま埋めてしまいたいものなのだ。


というか、イエロームーン家でのことで、そうしたはずだったのだが……。


──まったく、我がご先祖さまながら、面倒なことをしてくれたものですわ……。


愚痴ぐちりつつも、ミーアは懸命に頭を働かせる。今のミーアの脳みそはミルクによって活性化していた。ぎゅんぎゅんと思考力を回転させた結果、素早く考えをまとめ、ミーアは頷く。


──ともかく、必要なことは「今」に目を向けることですわ！


過去の問題から目を逸らさせ、現在の問題に話を移す必要があった。それも「過去のご先祖さまのやらかしには定評がある、帝国皇女ミーア姫殿下のお考えは？」などと話を振られる前にである。


そうして、ミーアは静かに口を開き……介入を開始する！


「やれやれ……、そのような詮なきことを、いつまで議論しているつもりかしら？」


あえて、馬鹿にするような口調で言う。過去の出来事を振り返るなんて、馬鹿なことですよ？　その議論を広げていっても、何の意味もない、馬鹿らしいですよ？　と、言外げんがいに感情を乗せる。


怒って振り返った慧馬を、ミーアはキッと見返して、


「そのように……実りのない議論をいつまですれば気が済むのかしら……、と問うているのですわ」


長く議論を続けるほど、自分のところに累るいが及ぶ危険性がある。ならば、すぐに議論を打ち切るべきだ！　と心を込めて言う。ついでにアホなご先祖さまへの怒りも乗せておく。


「すでに終わってしまったことを、遥か昔に過ぎ去った出来事を、あなたたちが言い争ってなにになるというのですの？」


それは、すでに終わったことなのだと……だから言い争ってもなんの意味もないのだと、ミーアは、強調する。すでに終わったことなのだと、強調に強調を重ねて強調する！


その上で、実りのある「今」すべき話を、提示してやる。


そう、論点のすり替えである。すなわち……、


「慧馬さん、火の一族は、食料難に陥っているということではなかったかしら？」


目下のところ、一番の問題はそれだ。


そのことさえ解決すれば、慧馬は略奪行為をしないわけだし、他国と騎馬王国の間をギクシャクさせることもない。


であれば、とりあえず、難しーい過去の問題は置いておいて……、対症療法的に今の問題の解決を優先させたらどうか？　それこそが、真に意味あることのはず、とミーアは訴えていく！


馬龍がどういうつもりで自身の父親と慧馬とを引き合わせたのか、なんてことは知ったこっちゃなかった。ともかく、触れられたくない問題から目を逸らすことこそが肝要かんよう。


ミーアは拳をググッと握りしめて訴える！


「今まさに、空腹で苦しんでいる子どもがいる。力なき老人がいる。だというのに、このように時間を浪費してよいはずがありませんわ」


心から、そう思う。


空腹とは、急げる限り急いで解決すべき問題なのだ。お腹が空いているということが、どれほどつらいことか、ミーアはよく知っている。それを一番に解決すべきである、というのは誰も反対し得ないことだろう。


それに、腹が減っていてはイライラして、まとまるものもまとまらなくなるものなのだ。


話し合いは、たっぷり食事を食べてからすべきなのだ。


しっかりと美味しいキノコ鍋をつついた後、お腹も心も満ち足りた状態になれば、人は眠くなる。少なくともミーアは眠くなる。


そして、眠くなれば難しい話とか、過去のしがらみとか、どうでもよくなってしまうものなのだ。


あまり頭を働かせたくないから、こだわりを捨てて、最も効率的な思考をするものなのである。


これこそが、ミーアの外交戦術『相手を満腹にし、眠たくして、牛にしてしまうと、たいていのことは許してもらえる』の計、略して〝牛許ぎゅうほ〟戦術である。


……ごく一部の人間にしか効果はないのだが、ごく一部の人間には深々と突き刺さる戦術である。


具体的には、ミーアとかベルとか慧馬とかにはよく刺さる戦術なのである。


「親父殿……、ミーア嬢ちゃんの言うとおりだ。もう、いいんじゃないか？」


じっと黙って聞いていた馬龍がここで声を上げた。


「いい、とは、どういう意味かな？　馬龍」


「いつまでも過去に囚われ続けるのは愚かなこと……。もう、そのしがらみから抜け出してもいいんじゃないか、ってことだよ」


馬龍が乗ってきた！


まさか、彼が乗ってくるとは思っていなかったミーアであるのだが……、この程度の想定外で立ち止まりはしない。むしろ、馬龍の作った流れにさらに乗る！　ミーアの、海月くらげのように柔軟な思考力は、なにものにも囚われず、流れていくのだ！


「食料難は不幸なこと。餓うえ渇く民がいるのは、上に立つ者として心を痛めるべき事態ですわ……。されど、それをきっかけとして、別れた民が、また再び助け合えるというのならば、それは悪いこととばかりは言えないのではないかしら？」


いずれにせよ、火の一族の食料はどこかから捻出ねんしゅつしなければならない。


なぜならミーアは知っている。飢饉ききんは、疫病えきびょうの温床おんしょうとなること。そして、疫病には国境が存在しないということ……。


ゆえに、火の一族を飢饉から救うのは、既定路線といえる。とはいえ、帝国から送ろうにも、彼らがどこにいるのかわからない現状、輸送費などが気にかかる。もしも騎馬王国で面倒を見てもらえるのであれば、それに越したことはない。


ここは、騎馬王国が火の一族を助けるという形に持っていけるのがベスト！


ということで、俄然がぜん、波乗りに気合を入れるミーアである。


「俺はずっと思っていたんだ。火の一族のこと……。もしも、血が絶えることなく、繋がっていたならば、その時には和解の道を探るべきなんじゃないかってな……。今がその機会なんじゃないのか？」


──おお、さすがは馬龍先輩ですわ！　これは想定外に上手くいきそうですわ！


などと、心の中で快哉かいさいを叫ぶミーアなのだが……。


「そちらがどう言おうと構わないが、我らがやすやすとそれを受け入れるとは思わないことだ」


まるで、冷や水を浴びせるような声。


むっすーっとした顔で、そんなことを言う慧馬に、ミーアは、ちぃっ！　と心の中で舌打ち一つ。


それから、改めて慧馬を説得すべく……理屈を組み立て始めた！


慧馬を上手く言いくるめる手段はないものか……。


刹那せつなの黙考の末、帝国の叡智が導き出した答えは！


「慧馬さん……、わたくしがあげたクッキー、美味しかったですわよね？」


これである。


ミーアは、的確に相手の弱点を見抜いていたのだ。


──ふふん、慧馬さんは、クッキーで口を塞ふさげば何も言えなくなるタイプと見ましたわ。うふふ、ベルと同じですわね。実に他愛もないことですわ。ああ、このミルク、とても美味しい。ほんとに、これ一杯で頑張ってみようという気になりますわね。


などと、実になんとも他愛もないミーアである。


「あれを、また、食べたいとは思いませんの？　あの、濃厚な甘みが素敵な、サクサクの、美味しい、美味しいクッキーを……」


そう問いかけると、慧馬の喉がこくり、と鳴った。唇の端に、ちょっぴりよだれが見えたことに、ミーアは手応えを感じる。あと一押し！


「あの、美味しいクッキーを、みなで食べたいとは思いませんの？」


ミーアは、誕生祭のことを思い出しながら、言った。


美味しいものを、みんなで楽しく食べること……、それはなによりも幸せな時間である。その幸福感は、ちょっとした意地など簡単に溶かしてしまうはず……。


ミーアは確信をもって言った。


「あれを、みなで楽しく食べる道が今、目の前にありますのよ？」


「あ、あのぐらいのクッキー……、我々、略奪隊がなんとかすれば……」


「なんとか、なりますの？　なんとかなったとしても、いつまで、それを続けるつもりですの？　慧馬さん、あなたが誇り高き勇士であることは理解しましたわ。ご先祖のことを尊敬していることも感じましたわ。けれど……、安易に武力に頼ることは賢明けんめいだとは思いませんわ」


武力による略奪が選択の一つであることはミーアも認めるところではあった。けれど、より楽に食料を得る手段があるというのなら、そちらを選ぶべきではないか？


より早く、民の腹を満たすことができるのならば、そちらのほうがよいのではないか？　と、ミーアは訴えかける。さらに、


「鍛えた兵を失うことは、その国にとっての損失になる。君の一族でも、それは変わらないんじゃないか？」


横から、アベルが援軍を出してくれた。


金剛ダイアモンド歩兵団を持つ、レムノ王国は知っている。


優秀な兵士とは、そう簡単にすり減らしてよいものではないのだ。その育成には金がかかる。文字通り、黄金の価値を持つ兵士というのが存在するのだ。


そして、火の一族の精兵にとっても、それは、例外ではない。


「略奪がいつも、いつまでも上手くいくとは限らない。サンクランドの守備兵は優秀だし、我がレムノ王国も同様。仮にヴェールガ公国の村を襲ったとするなら、それこそ、他のいくつもの国を敵に回すことになる。それは、あまり得策ではない」


アベルの言葉に、慧馬は黙り込む。


「平和裏りに問題を解決できる。一族の者を危険に晒さらさずに、食料のことを解決できるかもしれない。とするならば、それを選ぶことが正しい選択なんじゃないかしら？」


とどめとばかりに言葉を紡ぎ、ミーアはそっと瞳を閉じた。






──見事なものだな……、帝国のミーア姫は。


馬優は、火族の少女の説得にかかるミーアを見て、思わず舌を巻いていた。


もともと、息子である馬龍から、ある程度の人となりを聞いてはいたのだ。


馬への造詣ぞうけいが深く、真理を見通す目を持っている……。


馬のことを、ただの家畜ではなく、戦争の道具でもなく、自らを自由へと解き放ってくれるものと称した、と……。そう馬龍から聞かされた時には、新鮮な驚きを覚えたものだった。


なぜなら、それは馬優の父が、よく口にしていた言葉だったからだ。


だから、実のところ会うのを楽しみにしていたのだが……。


──この時期に、騎馬王国に来ること自体が不自然。バターのために、わざわざ姫が足を運ぶなど、それこそ、あり得ぬことだ。


あくまでも、バターのためと言い張るのは、騎馬王国の主権を尊重してのことだろうか。


火の一族の問題は騎馬王国が解決すべきこと。そこに口を出しすぎれば、誇りを傷つけることになるから、と、配慮して、そう言ったに違いない。


さらに、ミーアの気取らないところも、馬優を驚かせた。


──まさか、馬用の洗髪薬を愛用しているとは……。


たしかに、馬の毛は人よりも繊細。ゆえに、より質の良い洗髪薬が使われている。そのことを知っている者は自分用に使うこともある。


けれど、馬を人と同程度に大切にする騎馬王国ならばいざ知らず、他国の、それも姫が、まさか、馬用のものを使うとは……。


──表面上のことに囚われず、中身の質という真理を見抜く。なにものにも囚われぬ自由な思考、それこそが、帝国の叡智か。


その帝国の叡智、今まさに、甘い菓子によって火族の少女を篭絡ろうらくし、その勢いそのままに馬優に問いかけてきた。


「馬優殿。騎馬王国としては、この問題をどう解決するおつもりですの？」


「どう……とは？」


聞き返してはみたものの、馬優自身、よくわかっていた。


火の一族のことは、騎馬王国がずっと解決せずに放置してきた問題だ。


おそらくティアムーン帝国は、その気になれば簡単に、火の一族を受け入れることができる。ミーアの一声で、すべてを解決に導くことができるのだろう。


だが……、彼女はそれでよしとはしないのだ。


血の繋がった、祖先を同じくする者をこのまま見捨ててもいいのか？　


過去の誤りに縛られて、今の判断をも誤っていいのか？


少しだけ、困った笑みを浮かべるミーア。その、澄み渡った瞳が、そう問いかけているように感じた。


「なぁ、親父殿……」


声のほうに目を向ければ、息子、馬龍が見つめていた。その目に宿る光は、帝国の叡智に似て、とても力強く感じられた……無論、錯覚であるが……。







第十六話　ミーア姫、○○○を飲んで状況を見守る！


「……あのクッキーを里のみんなで……。ぐ、う、だが……。うぐぐ……」


などと、両手で頭を抱えつつ、悶もだえている慧馬。


その様子を見て、ミーアは勝利を確信する。


──ふふん、これは、オチるのも時間の問題ですわね。


どうやらこちらは大丈夫そうだ、と、今度は馬龍たちのほうに目を向ける。


そこには、再び、馬優の説得を試みる馬龍の姿があった。そして、そんな息子の言葉に、馬優は静かに耳を傾けていた。


じっと、その真意を測るようにして、馬龍を見つめるその顔に、ミーアは見覚えがあった。


──よく、クソメガネがああいう顔してましたっけ……。


自分では最善の答えがわかってはいるものの、あえてそれを口に出さず、ミーアが考えるのを待って……。それで、ミーアが頑張って頑張って考え出した意見に、容赦のないダメ出しをする。


それはクソメガネ・ルードヴィッヒの常套じょうとう手段しゅだんだった。


──あの時はずいぶん腹が立ちましたけれど……、あれはわたくしの成長を促してのものだったのでしょうね。うん、あの時は腹が立ちましたけど、今となってはありがたい……。いいえ、違いますわね。ありがたいはありがたいけれど、やっぱり腹が立つことに変わりはありませんわ！


とりあえず、頭の中のクソメガネに、二、三発ヘナチョコキックをお見舞いしてから、改めてミーアは思った。


──ともあれ、あの様子ですと、馬優さんは、別に火の一族を助けることに反対ではありませんわね。


過去のルードヴィッヒと重ねて、そんなことを思う。


若者の成長を促すため、あえて悪役を買って出たり、反対意見を言わせることで考えを整理させたり、あるいは、当人の意思を確認しようとしたり……。そんな狙いを持った言動。


馬優の態度からは、なにかを諭すような、大人の余裕が感じられた。


これならば、放っておいても上手く問題が片付くのではないだろうか。


──あと、残る問題は蛇の関係者ですわね……。あの狼使い、おそらくは慧馬さんの知り合いでもあるのでしょうけど……。聞いたところで素直に話してくれるかしら……？


ミーア、じっと慧馬の顔を観察した後……、


──ふむ、案外、簡単に話してくれそうですわ！　クッキー十枚ぐらい積めば、なんだかんだで話してくれそうですわ！


そう結論付けた！　同類に対するミーアの観察眼は、比較的鋭いのだ。


ともあれ、それを聞くタイミングは、少なくとも今ではないだろう。さて、どうやって話を振ろうかしら……、などとミーアが考えている間にも、話は進んでいく。


「そうだな。火の一族を助けるのに、私のほうで異存はない」


ようやく、馬龍の言葉を受け入れたのだろうか。穏やかな顔で頷く馬優であったが……。


「とはいえ、過去のしがらみというのは、そう簡単には整理できないもの。和解するのは、そう簡単ではない。そうだよね、慧馬嬢？」


「ん？　あ、お、うむ……。そうだ。もちろんだ、当然だ。我はクッキーなどに釣られたりはしない」


キリッとした顔で慧馬が言った。それを見て、ミーアはちょっぴり微笑ましい気持ちになった。


──うふふ、慧馬さん、自己認識に甘さがございますわね。ご自分が食べ物にものすごく弱いことに気付いていないだなんて。まだまだですわ。まぁ、人は自分に対する評価が甘くなるものですし、仕方ありませんわね。


同類に対するミーアの観察眼は、比較的鋭いのだ！


「こちらとしても狼を使うが如ごとき呪のろわれたやり方は看過かんかできない。きっと火の一族の処遇については意見が割れることだろう……が、問題の緊急性を考えると、のんびりしているわけにもいかない。そこで慧馬嬢には火族の場所まで案内してもらいたい。我が林族から、早急に食料を送り、当面はそれでしのいでもらおう。その間に、私が族長たちを集めて話をつけよう」


その言葉に、慧馬は目を剝いた。


「馬鹿な。我らが隠れ里の場所をお前たちに教えろというのか？　そんなことできるはずがないではないか」


──ああ、なるほど。それは確かに警戒しますわよね。慧馬さんの中では騎馬王国は仇敵のはずですし……。ふむ……。馬優さんは、どうするつもりかしら……？


ミーアが固唾かたず……ではなく、お代わりホットミルクを飲んで見守っていると……。


「わかっている。だから、どこか途中の地点まで食料を運んで……」


「馬優殿、少しよろしいかしら？」


馬優の提案の言葉を遮って、声を上げる者がいた。


涼やかな微笑みを浮かべる少女、ラフィーナ・オルカ・ヴェールガが、静かに手を挙げた。






「馬優殿、少しよろしいかしら？」


ラフィーナは、そっと馬優に視線を送り、それから周りを見回してから、静かに口を開いた。


「此度の件、いろいろな過去があったとはいえ、無辜むこの民が苦しんでいることには、心が痛みます。我らヴェールガ公国としても、これを黙って見過ごすわけにはまいりません」


凛りんとした声で、告げる。


それは聖女の言葉。倫理観に則のっとった、文句のつけようのない気遣いの言葉。


「どうでしょうか？　その食料を運ぶという件、私にも協力させていただけないかしら？」


「協力……、というと？」


「そうですね、具体的に言えば食料を輸送する者たちに、同行したく思っております」


ラフィーナは静かに微笑んで、そう提案した。


実のところ……、この時点でヴェールガ公国が貢献できることは、あまりない。


本国に連絡し、食料を送ろうにも時間がかかる……。


この場合、最も迅速に食料を送る方法は、林族の者たちの手によって火一族の隠れ里に運ぶか、あるいは馬優が提案しようとしていた、途中の地点まで運び、そこからは慧馬たち自身が運ぶか、のどちらかだ。


そして、自分たちの里の場所を知られたくないと慧馬が考えている以上、馬優の提案が最も現実的といえるのだが……。


その馬優の提案をあえて遮り、ラフィーナは提案する。


自身の同行……という形の協力を。すなわち、


「私の見ている前で、火の一族を害する……、そのような信義に反することは、しないでしょう？」


つまり、騎馬王国と火一族という当事者だけでなく、ヴェールガ公国が見届け人として関わろうというのである。第三者の目が入ることで、騎馬王国の者たちが非道を行う可能性を排除できると、ラフィーナは言うのだ。だが……。


「茶番だな。騎馬王国とヴェールガ、いや、その馬優という男とお前とが口裏を合わせれば、どうとでもなるだろうが……」


鼻で笑う慧馬に、ラフィーナもまた涼しげな笑みを返す。


「それをすれば、ヴェールガの聖女の名は……、そして、我ら神聖ヴェールガ公国の名は地に堕ちるでしょう。その失態を利用する術を、あなたはご存知なのではないかしら？」


探るように、上目遣いになりながら、ラフィーナは言った。それを見た慧馬は、実に嫌そうな顔をして……。


「我は、そんなやり方は知らない。でも、なるほど……、知っていそうな者なら心当たりがあるな」


苦々しげにそうつぶやいてから、慧馬は黙り込んでしまった。


そんな慧馬を観察しつつ、ラフィーナは首を傾げていた。


──やっぱり、慧馬さん自身は蛇ではないのかしら？　でも、確実に、蛇の関係者ではあるはずよね……。


ラフィーナの提案は、もちろん、純粋なる善意によるものではなかった。


その目的は混沌の蛇に対する調べを進めるためである。せっかく掴みかけた蛇の尻尾をみすみす放すようなことがあってはならない。


さらに……、


「私の護衛として、私の管轄下で林族の方たちには動いてもらうことを要請いたします」


必然的に、そういう話になる。


聖女ラフィーナの護衛は、ヴェールガ本国ではなく、それぞれの国の依頼を受けた兵たちが行う……。その慣習に従えば、林族の戦士たちが、ラフィーナの護衛を務めることになる。


今回の問題、騎馬王国の介入なくして解決することは難しいとラフィーナは考えていた。


遅かれ早かれ、双方は顔を合わせ、互いに交渉する必要がある。けれど、慧馬の様子を見る限り、不測の事態が起こる可能性は低くはない。


そんな時、双方とは立場を異にする自分がその場にいることで、争いを止めることができるかもしれない。


──もしも、混沌の蛇に巻き込まれただけの人がいたとしたら……、それは被害者ということになる。さらなる争いによって、そういう方たちが傷つくのは避けたいし……。それに、蛇がなにか邪魔をしてきた時のために、誰かが行く必要はあるわ。


などと思っていたところで、


「ラフィーナさま……。ぜひ、ボク……いえ、私も同行させていただきたい」


横合いからアベル・レムノが名乗りを上げた。







第十七話　わがままで小心者なお姫さまの選択


──え？　え？　アベル……ど、どういうことですの？


突然のアベルの発言に、ミーアは大いに戸惑った。


『さぁて、これにて一件落着ですわ。あとは、例の醍醐羊サルピルシープの究極に美味しいミルクをいただいて、あわよくば、馬優さんと乳製品の取引の話を取り付けて、帰るだけですわね！』


などと油断の極致きょくちにいたミーアだったから、アベルの行動は想定外もいいところだったのだ。


いったいなぜ、と訝いぶかしむミーアであったが、直後に気付く。


アベルが、どこか、思いつめたような顔をしているということに。


──そういえば、わたくしが水浴びから戻ってきてから、少し元気がなかったような気がしますわね。もともと、馬龍先輩となにか話があるということでしたけれど、なにか言われたのかしら……。気になりますわね。ふむ……。


「それでは、ラフィーナさま、それにアベル殿下も少し打ち合わせをしましょう。それに、馬龍も、部族の中から誰を連れていくか選別を進めてくれ。明日には出てもらうぞ」


「おい、待て。我はまだ、この話を引き受けるとは……」


などと、慧馬はもそもそ言っているが……、おそらくはあのまま流されていくことだろう。


──そもそも慧馬さん、直接には話をしないみたいに言ってましたけど、今ではごく普通に話してますし……。実にチョロい……。うん……、きっとこのまま丸め込まれてしまいますわね。


となれば、ミーアはここでお役御免やくごめんだった。


歓迎の宴の準備が整うまでの時間、のんびりしていていいと言われたミーアは、ベルとシュトリナとともに幕屋を後にした。


──ふむ……まぁ、気にはなりますけれど……、わたくしには関係のないことですし……。


アベルの様子が微妙に気になり、後ろ髪引かれる思いではあったものの、もはやあの場所にはミーアの役割はなく。というか、むしろ、これ以上あの場に居座ったら、面倒なことに巻き込まれそうな感がふつふつとしていたわけで……。


「気になりますけれど、仕方ありませんわ。ここは気持ちを切り替えて、のんびり過ごしましょうか」


ということで「さぁて、とりあえず、羊でも数えるかー」などと、ボケーッと過ごそうとしていたミーアだったのだが……。


「羊が一匹、羊が二匹……」


ボケーッと数え始めてはみたものの……。


「千二百三……。ああ、もう、駄目ですわ……！　アベルのことが気になりすぎて、まったくもって集中できませんわ！」


…………本当にそうだろうか？


ともあれ、羊を数えるモードから復旧したミーアは、大きく一つ伸びをする。


直後……、なにやら、首筋に生暖かい空気を感じる。


「……んっ？」


不思議に思い振り返ったミーア。その視界に、大きな鼻先が映り込んだ！　むぐむぐ、っと動き、今まさに、くしゃみをしそうになっていたのは、例の荒嵐もどきの馬で……。


──ああ……、この馬って、やっぱり荒嵐の血族なのかしら？　よく似てま……ふひゃああ！


逃げようとした直後、ぶええっくしょい！　という轟音ごうおん。咄嗟とっさに身構えるミーアであったが……不思議なことに、風も粘り気のある液体も……、特にミーアにかかることはなかった。


「……はぇ？」


恐る恐る顔を上げたミーアは、見た！　


自身と荒嵐もどきとの間にのっそりと立つ一頭の馬の姿を。それは、ミーアを乗せて盗賊から逃げた（……逃げた？）あの馬だった。


あの、油断しきったミーアのような、ポゲーッとした馬だったのだ。


「あら……あなたは、近衛隊の……もしや、あなた、わたくしを守ってくれましたの？」


熟練の護衛騎士よろしく、凛々しくその身を呈して姫を守った馬だったが、相変わらずその表情はポケーッとしたままだった。


のっそりと荒嵐もどきのほうに顔を向け……、見つめ合うことしばし……、ぶふぅっとため息を吐いて荒嵐もどきが去っていくのを見送ってから、ポゲーッとミーアのほうに顔を向けた。


「あなた……ずいぶんと落ち着いておりますのね」


話しかけると、馬は、ポケーッとした瞳でミーアを見つめてから、ぶぅふっと鼻を鳴らした。それから、のっそりと歩いていってしまった。


向かう先は、食事中の林族の馬たちの方向だった。もそもそと草を食む馬たちに交じり、自身のお腹も満たそうということなのだろう。


「はて……。近衛隊の馬って、どこかに繋がれているものではないのかしら……。あんな風に、林族の馬に交じって……、ふふ、実に自由な奴ですわ……。面白いですわね」


ひとしきり笑って、それから、のんびりとその馬を見つめているうちに、ミーアはふと気がついた。


「ああ、そうか。そうですわ……。わたくしは、なにを悩んでいたのかしら……？」


ミーアは、唐突に思い出したのだ。自分の、本質というものを。


「そうでしたわね。わたくしは、別に帝国の叡智などではなかった……わたくしは、帝国のわがまま姫でしたわ……。別に、正当な理由など必要ありませんでしたわ。気になるから一緒に行く。それだけでいいはずですわ」


アベルのちょっぴり気落ちした顔が気になった。彼に元気を出してほしかった。


それに、慧馬の一族が、本当に救われるのかどうかが、やっぱり少し気になった。


もしも上手くいかなかったら、きっと気分が良くないだろうな、と、ミーアの小心者の心リトルチキンハートが告げていた。


それならば、行きたいならば……、行けばいい。


行きたいと言えばいいのだ。そこに、正当な理由なんか必要ないのだ。


なぜなら、ミーアは本質的に、自分ファーストなわがまま姫なのだ。


そして、同時に……。


「しかし……、ディオンさんもおりますし、ただ行きたいでは厳しいですわね。となれば、それなりの理由を考える必要があるはず……。ふむ……、とすると……」


ちょっぴり小心者リトルチキンハートのお姫さまでもあるのだった。


こうして、ミーアは、自身が動く理由をどのようにルードヴィッヒらにプレゼンするか、うんうん、頭を悩ませつつも、幕屋へと取って返した。


とりあえず、自分もついていく、ということを表明しておくためだ。


「やはり、林族の戦士たちを我が隠れ里に入れることは……」


「しかし、それでは、ラフィーナさまの護衛が……」


などと、未だに揉もめている様子の彼らは、突如、入ってきたミーアに驚きの目を向ける。


そんな一同の視線を一身に受けつつも、ミーアは傲然ごうぜんと言い放った。


「みなさん、わたくしも火一族の隠れ里に同行させていただきますわ。よろしいかしら？」






帝国の叡智ミーア・ルーナ・ティアムーンの一声によって、方針は決した。


ラフィーナの護衛は、ここまでの道のりと同様に皇女専属近衛隊プリンセスガードが務め、林族の者たちは、食料の輸送という最低限の人数に絞る。


ミーアが無言のうちに示した妥協案に、異を唱える者は一人もいなかった。







第十八話　帝国の叡智の家臣に相応しく


「ああ……、お前が姫さんが言っていた狼か……」


一方、その頃……。


ディオン・アライアは林族の集落を離れて、一人、森の中にいた。


ミーアたちからの報告を受けて、件の戦狼を探しにやってきたわけだが……、思いのほかあっさりと見つかってしまい、ディオンはいささか拍子抜けしていた。


薄暗い森の中、丸くなり寝そべっていた戦狼は、耳をピンと立て、ディオンのほうを見た。その目に剣呑けんのんな光を湛え、鼻の頭にしわを寄せる。


口の端に覗いた鋭い牙に苦笑しつつ、ディオンは肩をすくめた。


「おいおい、やる気かな？　お前の兄弟は、僕に挑む愚ぐを悟るぐらいには賢かったんだけどね」


そう言いつつ、腰の剣に手をかける。


しばしの睨みあい、その後、戦狼の体から力が抜けた。


「ふーん。襲ってこないのか。やっぱり、ただの狼とは違って賢いみたいだね……。しかし、あの時に見た狼ともまた違うか。やれやれ、世の中には頭のいい狼がこんなにいるものなのか」


顎を撫でつつ、ため息一つ。


「ともあれ……、狼使いとあの少女が関係しているというのはどうやら間違いないみたいだね……。さて……、姫さんはどうするつもりなのやら…………ん？」


不意に、ディオンは腰の剣に手を伸ばした。


──なんだ？　今……一瞬だけ……見られていたような……。


周囲に視線をやるも、異変はなく。かすかに感じた気配もすぐに消えてしまっていた。


警戒を解かぬまま、周囲と狼とを交互に見やってから、ディオンは静かにため息を吐いた。


「やれやれ……きな臭いね。どうも」






「ああ、ディオン殿、ちょうどよいところに」


集落に戻って早々に、ルードヴィッヒがやってきた。


「さて、どうかしたのかい？　なにか厄介ごとでも？」


「ああ。実は少々予定が変わった。帝国に帰るのがもう少し先になりそうなんだ」


そうして、ルードヴィッヒから事情を聴いたディオンは、


「火の一族の隠れ里……ねぇ」


思わず、といった様子で天を仰いだ。


「なるほど。お人好しのうちの姫さんなら、躊躇いなく首を突っ込みそうな案件だ」


「それは否定できないが……。しかし、お人好しとばかりも言えないさ。前にも言ったが、ミーアさまの構想の実現には、騎馬王国の安定が必要だ」


ルードヴィッヒは苦笑いを浮かべて、それから、真面目な顔で続ける。


「それに、今後のことを考えれば騎馬王国と仲を深めておくのは悪いことじゃない。相手が万全な状態の時に頭を下げて交渉を求めるのと、弱っている時に手を差し伸べるのと、どちらが相手との仲を深めるのが容易か、考えるまでもなくわかることだからね」


「手を差し伸べるに良き時か……なるほどね」


それから、ディオンは、やれやれ、と肩をすくめた。


「まぁ、あの狼使いとまた戦えるというのなら、僕としては願ったりではあるんだけどね……」


どこか歯切れの悪いディオンの言葉に、ルードヴィッヒが首を傾げた。


「なにか、気がかりなことが……？」


「いくつかね。そうだな、今、具体的に思いつくのは二つ。一つは混沌の蛇の思惑。あの、慧馬という少女は、十中八九、蛇の関係者だろう？」


「そうだろうな。ミーアさまは、まだ断定はしておられないようだったが……。狼を使うような技術が、そうそうあるわけもなし……。例の暗殺者の関係者とみるのが自然だろうな」


もしそうだとするならば、彼女の存在自体が罠わなという可能性もある。あの慧馬という少女が嘘を言っているとも思えないが、持ってきた情報の真偽のほどは定かではない。


「そして、もう一つはレムノ王国の動向だろうか？」


先回りするようにして出されたルードヴィッヒの問いかけに、ディオンは笑みを浮かべた。


「まぁ、気付いてるよね、君なら。あの国は自国の騎馬部隊の教練のため、騎馬王国とも関係が深い。帝国が騎馬王国と接近するのを望まないだろう。なんらかの介入をしてくるのは、当然予想しておくべきだ」


ディオンは腕組みして、続ける。


「まぁ、アベル殿下に関してはほぼ心配していない。剣を交えるまでもなく、あれは、腹芸ができる手合いじゃないだろう。なにか隠しているような気はするけれど、とりあえず、放っておいても大丈夫のはず。少なくとも、姫さんに危害を加えるようなことはないだろうさ。けど……」


と、そこで言葉を切って、ディオンはそっとあたりを視線でうかがって、声を潜めた。


「どちらかというと気になるのは、レムノの剣聖殿のほうかな」


「ギミマフィアス殿か……。あの御仁がなにか……」


「食えない爺さんだと思うよ。当人の性格はともかく、なまじっか腕が立つから、もしもレムノ国王からよからぬ命令を受けていた場合……厄介なことになりそうだ」


ディオン・アライアは、自身のことを模範的な騎士であるとは考えていない。どちらかといえば不良騎士、不平屋の趣おもむきが強いと思っている。


そんな自分であったとしても、基本的に仕える主君の命には従うことにしている。まして、相手はレムノの剣聖と呼ばれる男。長年、レムノ王家に仕え、王族への剣術指南をこなし、その剣技の基礎を作り上げてきた忠臣である。


主君の命令は、忠実無比に執行するだろう。


「なるほど。レムノ国王は……、たしかに、無条件に信用できる人物ではないな……」


「まぁ、それでも、僕がつきっきりで相手をしていいのであれば、どうにでもできるのだけどねぇ」


ディオンの言わんとすることを察したのか、ルードヴィッヒが頷く。


「そうか。それこそ、狼使いが現れた場合には厄介なことになる、と？」


思惑の異なる三人の実力者が一堂に会した時に生じる混沌、その先にどのような未来が待ち受けているかは未知数で……。


「まぁ、さすがに直接、姫さんの命を狙ったりはしないだろうけど、一応気をつけたほうがいいと思ってね。姫さんの言いようじゃないけど、注意していて何も起きなければ臆病を笑えばいい。注意もせず何か起きた時に後悔するよりはずっとマシだからね」


「それもそうだ。たしかにそれこそが、ミーアさまの家臣に相応しいありようだな。わかった。ギミマフィアス殿の動き、それにアベル王子の、レムノ王国の動向には注意しておこう」


ルードヴィッヒは深々と頷いた。







番外編　司教帝ラフィーナの城


ヴェールガ公爵令嬢であったラフィーナが「司教帝」を名乗るようになって、最初にしたことは遷都せんとであった。


彼女は居城をヴェールガ公都から、ある場所へと移したのだ。


ある場所……司教帝が住まう場所……。


それは、かつて大陸随一の学園都市が栄えた島……、セントノエル島だった。


友を持たず、家族も今はなく……、復讐ふくしゅうの炎ですら、もはやその胸には残ってはいない。そんな壊れかけの彼女が、かろうじて正気を保っていられたのは、懐かしくもほろ苦い思い出の城にこもっていたからだった。


その日、彼女は執務室で報告を受けていた。


そこは、かつて彼女が生徒会長と呼ばれていた時期、最も多くの時間を過ごしていた場所……生徒会室を改装した部屋だった。


「それで、首尾はいかがかしら？　蛇の者たちは、きちんと排除できた？」


お気に入りの、姫君の紅頬プリンセスローズを使った紅茶を飲みつつ、司教帝は問うた。


「はっ。我が聖瓶軍アクエリアンフォースの支配地域内では順調に、混沌の蛇のあぶり出しが行われております。住民たちに呼びかけたところ、次々に訴えが上がってきておりまして、現在、その真偽を調べているところで……」


「あら？　それでは時間がかかってしまうでしょう。訴えられた者たちはすべて処刑してしまってもいいのではないかしら？」


「は……？　いえ、ですが……」


「火のないところに煙は立たないでしょう？　それに、蛇は疫病のようなもの。一人逃せば、その病は途端に十人、二十人と増えていく。ねぇ、あなた、腐ったリンゴを食べないためにはどうすればいいか知っていて？」


不意に、ラフィーナは清らかな笑みを浮かべた。


「簡単なこと。腐っているものは捨てて、腐っているかもしれないものも、すべて捨ててしまえばいいの。疑いがあるものの中に、腐ってない、食べられるものかもしれない、などという目を向ける必要はないわ。必要なのは、疑いのあるものの中から食べられるものを見つけることではない。決して腐ったものを口に入れないこと。わかるかしら？」


それは、混沌の蛇に対して、彼女が掲げた基本方針だった。


混沌の蛇は殺し、その疑いがある者も根絶やしにする。その苛烈かれつなやり方に、サンクランドの天秤てんびん王シオンなどは、諫言かんげんを送ってきているようだが、ラフィーナは一向に気にしてはいないようだった。


「それで、騎馬王国のほうはどうなっているかしら？」


「はっ。ほとんどの部族が我が聖瓶軍に恭順きょうじゅんの姿勢を示しております。また、林族ですが、どうも、サンクランドのシオン王子に頼ったようで……」


今や、騎馬王国の部族は半数にまで減っていた。


最大部族、林族は族長である馬優亡き後、その息子、馬龍に従ってサンクランドに身を寄せていた。


「そう……。馬龍さんとシオン陛下が……」


かつて親しくしていた者たち。懐かしき思い出に、わずかばかりラフィーナが小さく首を傾げた。


別に感慨はなかった。


感傷に浸るには、彼女が失ったものはあまりにも大きかったから。


その胸に空いた空洞は、些細な感情など容易に飲み込んでしまって……、だから、ラフィーナがそれを感知することはなかった。


「敵にするには面倒な相手ね……」


ただ、それだけつぶやき、悩ましげなため息を吐くのみだった。


「それと、騎馬王国の国境付近で見つかった例の隠れ里ですが、生存者を保護したとの報告を受けております」


「生存者……？　捕虜……ということかしら？　混沌の蛇をかばう者たちは、皆殺しにせよと命じておいたはずだけれど……」


すぅ、っと、冷たい視線に射られて、報告者たる兵はびくり、と体を震わせる。


「は、はい。もちろん、混沌の蛇、ならびに、蛇をかばった者たちは皆殺しにし、村も焼き払ったようなのですが……、その者は廃墟の城の牢ろうに囚われておりましたので……」


「囚われていた？」


「はい。聞けば高貴なる身分の方。混沌の蛇に囚われて久しいとのことでしたのでお連れしたのですが……」


「そう。それは、大変な目に遭われたのですね。お可哀想に……」


そうして司教帝は一転、憐あわれむように、顔を歪めた。


なぜなら、彼女は……司教帝ラフィーナは、聖女だからだ。


悲惨な目に遭った相手に共感し、相手の傷を憐れむことができる、慈愛の聖女だからだ。


混沌の蛇に監禁され、酷い目に遭った女性……それは、聖女の憐れみを受けるに足る資格を持つ者である。


あの日、あの聖夜祭の夜の大量毒殺事件によってひび割れた心は、その後のミーアの死によって完全に壊れ、砕けてしまったけれど……。それでもラフィーナは聖女だった。


倒れ伏す哀れなる者に慈悲をかけ、自らが汚れることも厭いとわず、地に膝をつき抱き起こす……無私なる聖女。優しさの人であった。


その、苛烈なる粛清しゅくせい者の顔と、弱者を憐れむ聖女の顔、そのどこか壊れたアンバランスさが、奇妙な魅力を増し加え、彼女のカリスマ性を、世界を飲み込むほど強大なものにさせていた。


「どうぞお連れして。丁重にお願いね」


報告者たる兵は一礼して、きびきびと部屋を後にする。


その胸に、畏怖いふにも似た忠誠を抱きながら。






やがて、入ってきたのは細身の女性だった。黒く美しかったであろう片鱗へんりんを見せる髪には、囚われていた時の恐怖からだろうか、ところどころ白髪が交じっていた。


女性は、司教帝の前に膝をつき、深々と頭を下げる。


「この度は、お救いいただき、感謝の言葉もございません。司教帝猊下げいか」


「たいしたことではありません。どうぞ、頭をお上げください。それで、あなたはいったい……」


「お初にお目にかかります。司教帝猊下……」


その女性は、悄然しょうぜんとした顔に、ほんのわずかばかりの笑みを浮かべて、ラフィーナを見つめて……言った。


「ヴァレンティナ・レムノと申します……」


その笑みは……、なぜだろう、ラフィーナの目には一瞬、蛇のような狡猾こうかつなものに見えて……けれど、それもすぐに溶けて消える。


後に残るは、どこか可憐で儚はかなげな……、傷ついた女性の笑みだった。







第十九話　ミーア姫、ＴＰＮをわきまえる


結局、火一族への救援部隊は翌日、出発することが決定した。


林族の者たちが輸送を担い、ラフィーナの護衛はミーアの皇女専属近衛隊プリンセスガードが担になう。


輸送・護衛をすべて林族で担う場合と比べ、関わる人数を三分の一以下にすることで、慧馬を納得させたのだった。


──だから、最初から自分も行くと言わなかったのね……。


交渉を終えたミーアを見て、ラフィーナは感心していた。


不思議に思っていたのだ。ミーアがなにも言い出さず、すべてを騎馬王国に任せるような態度をとったことも。


ラフィーナの行動に同調せず、自分には関係ないこととして幕屋を後にしたことにも。


なるほど、たしかにミーアには直接関係のない案件ではあったが……。ミーアが困っている民を見捨てるようなことをするだろうか？


それ以上に、まがりなりにも、友と慕ってくる慧馬を放っておくものだろうか？　と。


自分に問いかけ、絶対に！　そんなことは!!　あり得ない!!!　と思っていたラフィーナだったが……。


──一度、自分があの場を去ることで、私の護衛を騎馬王国の者たちが務めるという、高い条件を提示して、その後で護衛は帝国兵で担うと条件を下げる。そうして、慧馬さんにわかりやすい妥協点を提示した……。さすがだわ……。


などと、感心しきりのラフィーナである。






一方、林馬龍もまた、ミーアの言動に驚かされることになった。それは……、


「すまなかったな。話し合いが長引いちまって……」


そう頭を下げると、ミーアは愛想よく微笑んでぺらぺらと手を振った。


「たいしたことはございませんわ。大切な話し合いが無事に終わったようでなによりですわ」


「ああ。嬢ちゃんのおかげで助かった。お礼に、とびきり美味しい醍醐羊サルピルシープのミルクをご馳走するぜ」


っと、馬龍が走っていこうとしたところで、ミーアがそれを止める。


「いいえ。それには及びませんわ」


「えっ……？」


立ち止まり、思わず首を傾げる馬龍である。


たしかに、貴族の中には、ミルクの味になど興味を示さない者もいるが、ミーアの場合には違う。ここに来る途中に、心から楽しみにしていたのをきちんと見ているのだ。


余談だが、馬龍はミーアのそういうところも気に入っている。着飾らず、美味しいものを美味しいといい、心から楽しめる。その自然体は、とても好ましいものと思っていた。


そんなミーアが、なぜ……？


戸惑う様子の馬龍に、ミーアは穏やかな笑みを浮かべて言った。


「それはまた後日、必ずいただきますわ……。そうですわね、この件がすべて終わってから……」


加えて、ミーアは言った。


「ああ、それと宴会のお料理も、わたくしは少なめでも構いませんわ。もちろん、ここまで付き添ってくれた兵士たちやわたくしの家臣たちには、たっぷりと食べさせてあげてほしいのですけど……」


「嬢ちゃん……」


馬龍は思わず、息を吐き……大いに感動した！


おそらく、ミーアは火の一族の境遇に同情したのだ。それゆえに、ここで宴会の食事を食べることを、よしとはしなかった。


空腹に苦しんでいる者がいるのに、その仲間である慧馬の目の前で、自分が腹いっぱいご馳走を食べる……。それが許せなかった。


ミーアは、きちんと時と所と場合（ＴＰＯ）をわきまえているのだろう。


さらに、


「断食だんじき、ということかしら……。それは、火の一族の問題が解決するように、という願いを込めての……」


ラフィーナが言った。


中央正教会では、神に強く願い求める時、食事を断ち、その時間をも神に願いをささげる時とする「断食」という習慣がある。


なるほど、その視点はなかった、と、馬龍がミーアのほうに目を向けると、ミーアは、ちょっぴり慌てた様子で首を振った。


「い、いいえ、そこまでのものではありませんわ。本当に。もちろん、お食事はいただきますもの。ただ、量を減らそうというだけの話で……」


その慌てた様子に、馬龍は思わず吹き出しそうになる。


たぶんミーアは照れ臭かったのだろう。


本気で慧馬を心配し、その一族のために尽力する、そのために断食すらして、必勝の思いを新たにする……、そんな姿を見られることが、気恥ずかしかったのだ。


だからこそ、こんなにも慌てているのだ。


そして、その気持ちは、どうやら慧馬にも伝わったらしい。


「我が一族のために、かたじけない……。ならば、我も食べることは控えよう」


「いえ、それは駄目ですわ！　えーっと、そう。食べなければ、力が入りませんし、自分の務めも果たせなくなってしまいますわ。きちんと食べて明日からの旅路に影響がないようにする。それも大切なことですわ」


そう言われては、慧馬としても反論できないだろう。


──自分も少しは食べる、と言っているのはそのためか。たしかに、旅の途中に断食なんぞするものじゃない。倒れちまったら元も子もないしな。つまりは、嬢ちゃんは、自分にできるギリギリのところをきちんと見定めているってことか。つくづく大したやつだ。


馬龍は満足げに頷き、そして思う。


──嬢ちゃんがこの様子なら、たぶん、アベルのやつも大丈夫だろう。


と。






……さて、その場にいる彼らは、誰一人、気付いていなかった。


ミーアが……、微妙にお腹をさすっていることに……！


もうお分かりだろう。なぜ、ミーアが醍醐羊サルピルシープのミルクのみならず、宴会の食事をも控えようとしたのか。


そう、飲みすぎである！


話し合いの最中からずぅうっとホットミルクをカパカパ飲んでいたせいで、ミーアのお腹はすでにタプタプなのだ。


帝国の食道楽姫、ミーアは美味しいものを口にする時のコンディションを気にする人である。特に、はじめて口にする超美味なものであれば、なおのことである。


──絶品ミルクというならば今日飲むべきではありませんわ。それに、なんだかんだでお腹一杯。宴の食べ物もそこまでは食べられない感じがしますわ。くぅ、失敗しましたわ。こんなことなら、もっとミルクを自重していれば……。美味しいからスルスル飲んでしまいましたわ。


そうなのだ。食道楽ミーアにとって、美味しいバターもパンもケーキも、そして、ミルクもすべて飲み物なのだ！


……まぁ、ほとんどの人にとってミルクは普通に飲み物ではあるが……。それはともかく。


──せっかくのお料理が食べられないのはもったいないことですけど、こんなにお腹がたぷんたぷんしていては、仕方ありませんわ。


そう、ミーアは、自らのお腹のタプン（ＴＰＮ）をわきまえているのだ。


「それならば、ヨーグルトにしましょうか？　滋養があって、美容にも良いといわれております。ハチミツをかけて食べると、とても美味しいですよ」


話を聞いていた林族の女性の言葉に、ミーアはにっこり微笑んで、


「ありがとう。お気遣いに感謝いたしますわ」


それから……、改めて言った。


「それでは、ご馳走はまたいずれ……。すべてが片付いた時に。みなで一緒に……」


心からの決意を込めた、それは宣言。


今度こそは、最高のコンディションで美味しい騎馬王国料理に向き合おうという、固い固い決意を込めた宣言なのであった。






ちなみに……、この後、食べたヨーグルトはとても、とぉっても美味しくって、大満足なミーアであった。







第二十話　ミーア姫、動き出す


翌日、ミーアたち一行は林族の集落を後にした。ミーアたちご令嬢たちとアベルはそれぞれ馬車に分乗し、その周りを皇女専属近衛隊プリンセスガードの面々が固める。さらに、その後ろに林族の者たちを率いた馬龍が続く。


さて昼過ぎに、休憩のために立ち寄った場所で……、


「そろそろかしら……」


頃合いを見計らい、ミーアは静かに動き出した。


ミーアには、達成すべき目的があったのだ。それは……、


「アベル、ちょっといいかしら？」


「ん？　なにか用かい？」


突然、話しかけられたアベルは、きょとん、と首を傾げる。


「ちょっと遠乗りに行きませんこと？」


ミーアはそっと空を仰ぎつつ言った。見上げた先は一面の青。輝く日の光にかすかに目をすがめつつ、ミーアは微笑んだ。


「ほら、こんなに良い天気ですし。きっと気持ちいいですわよ？」


もちろん、ミーアはただ遠乗りがしたかったわけではない。


昨夜、ホットミルクを飲みすぎたので、その腹ごなしをしようなどというのももちろん違う。言うまでもないことではあるが……。


そうではなく、アベルにゆっくり話を聞きたかったのだ。いったい、馬龍からなにを言われたのか？　なぜ、元気がないのか……。


「いや、しかし……」


と気が進まない様子のアベルの先手を打って、ミーアは自らの護衛に話を振る。


「ねぇ、ディオンさん、ちょっと遠乗りに行きたいんですけど、よろしいかしら？」


「遠乗りですか？」


それを聞いた、ディオンは、なんとも呆れた顔をする。


「先日もそれで痛い目を見たと思うんですけどね……」


肩をすくめるディオンであったが、すぐにミーアの顔を見て表情を引き締める。


「それは、どうしても行かなければならないんですか？」


「ええ。大切なことですの」


ミーアは、しっかりとディオンの顔を見つめ返して言う。負けないように、気をしっかり持つ。


基本的に、ディオン・アライアと話をする時には、しっかり目を見て、視線を外さないことが大事なのだ。


目を逸らした瞬間に襲ってくる可能性が高いので、もしも森の中でディオンと出会った時には、視線を外さずゆっくりと後ずさって逃げよう……などと心に決めているミーアなのであった。


まぁ、それはさておき、


「やれやれ、わかりました。それじゃあ、少し離れたところで僕が護衛を……」


「ああ、それならば、問題ないぞ。我が戦狼が周囲の警戒を行っているからな」


なぜだか、ドヤ顔でそう言ってきたのは、慧馬だった。


林族の集落に着くまでは盗賊扱いだった慧馬ではあるのだが、今は、火の一族のところへの案内として、すでに拘束は解かれている。


「それ、逆に信用できないと思うけどね？」


そんな慧馬に、ディオンがチラリと鋭い視線を送った。が、慧馬は……それを見ない。視線を向けない。


ミーアとは違い、視線を合わさないことで、ディオンをやり過ごそうとしている慧馬であった。なるほど、そんな手もあるのか、と思わず感心するミーアである。


慧馬は気分を落ち着けるように、ほふぅっとため息を吐いてから、改めてミーアの目を見つめてきた。


「……我は感謝しているのだ。ミーア姫。我が一族にしてくれたことへの恩を、少しでも返せればと思ったんだが……」


「ふむ、そうですわね。そういうことであれば、まぁ……」


これまで見てきた慧馬の性格からすれば、おそらくは大丈夫だろう。ここでミーアたちを狼に襲わせても、彼女にはあまり得はないだろうし、それに、アベルがいれば大丈夫だろう、という安心感もあった。


「ということで、どうかしら？　アベル」


「……わかった。それじゃあ、僭越せんえつながら、お付き合いするよ」


そんなわけで、ミーアは早速、遠乗りに使う馬を見て回り、


「ふーむ、そうですわね。ああ、この子がいいですわね」


一頭の馬へと近づいた。それは、もうお馴染みとなった馬版ミーアだった。


のんびり、もそもそと草を食む馬に、ミーアは笑顔で近づいた。


「この子、なかなかの紳士なんですのよね。わたくしを身を呈して守ったあたり、なかなか見所がございますわ。素晴らしい」


ひとしきり褒めた後、ミーアは馬にブラシをかけている近衛兵、ゴルカに言った。


「この子、名前はなんて言いますの？」


ゴルカは、皇女専属近衛隊プリンセスガードの中では古参の兵だった。


もともと近衛隊に所属していた彼は剣の腕はそれほどではないものの、馬の飼育の才を持っていた。それをルードヴィッヒに見出だされ、今では、皇女専属近衛隊プリンセスガードの馬を管理する責任者になっていた。


「お褒めいただきありがとうございます。姫殿下。この馬は東風とうふうといいます」


「とうふう？　なるほど、変わった名前ですわね。由来はなんなんですの？」


「東から吹く風のごとく、軽やかに駆ける馬になるように……。そのような願いを込めてつけられたのだと記憶していますが……」


「なるほど、実に風流な名前ですわね」


うむうむ、と頷きつつ、ミーアは東風の顔を見た。


……相変わらず、ぬぼぉっとしていた。こう、なんというか、風流とか、そういうのはまるでわからなそうに見えたのだが……、


「うむ。この堂々とした落ち着きが気に入りましたわ。この子にしますわ。ねぇ、ゴルカさん、この馬で遠乗りに行きたいのですけど、大丈夫かしら？」


「ああ。それはよろしいですね。こいつなら、きっとのんびり遠乗りができますよ」


名前を呼ばれたことに対して、ゴルカは特に驚きはしなかった。


皇女ミーアは、皇女専属近衛隊プリンセスガードの名をすべて覚えている。それは、隊に所属する兵の間では有名な話だからだ。それゆえ、驚きはしないのだが……、心地よくはあるもので……。


「少しお待ちください。今、鞍くらをつけますから」


気持ちよく乗ってもらおうと、鞍をつける手つきも自然と丁寧になる。やがて、完璧な仕事を終えたゴルカは、ミーアに深々と一礼する。


「楽しんできてください」


「ええ。ありがとう」


そうして、ミーアは、アベルとともに草原に駆け出した。






……ちなみにその後を少し離れて、護衛としてディオンと慧馬が、野次馬やじうまとしてベルとシュトリナとラフィーナが、さりげなくついていくわけだが……。


まったく気付かないミーアであった。







第二十一話　間違いなくミーアである


一面に広がるのは、爽やかな草原の光景だった。


さわわ、さわわ、と穏やかな風が、金色にも近い緑色の中を駆け抜ける。遠く、どこまでも遠く続く草原が、まるで湖面のように波立っていく。


風は絶えず草原に波紋を作り、爽やかな緑の匂いを運んでくる。


はるか彼方に見える小高い壁は、美しい緑と青空とを隔てる境界線。無限に広がる空は胸のすくように深い青、そこにちらり、ほらり、と白い雲が浮かんでいる。


そんな草原の中を、馬が一頭、のんびりと歩いていく。


馬に乗るのは年若き少年と少女だった。後ろに座った少女は、穏やかな日差しに、青く澄んだ瞳を細める。


風に吹かれて躍る髪、それを片手で押さえて、少女は朗らかな笑みを浮かべた。


……誤解がないように言っておくと、深窓しんそうのご令嬢の描写ではない。ミーアの描写である。


その証拠に……、


「うふふ、あの空に浮かぶ雲、まるで羊みたいですわね。一匹、二匹……」


などとつぶやいている。間違いなくミーアである。ミーア以外のなにものでもない！　ＦＮＹ！（ＱＥＤ！）


まぁ、それはさておき。


馬版ミーア改め「東風」に乗ったミーアとアベルは、のんびり草原を進んでいた。


ちなみに、前に乗るのがアベル。その後ろで、あたかもヒロインのような表情を浮かべているのがミーアである。一瞬前まで、雲羊を数えていた人と同じなどとは、とても信じられなかった。


切り替えの早いのがミーアの良いところである。


──それにしても、ふふ、思い出してしまいますわね。はじめて馬に乗った時のこと……。あの時はものすごくいい雰囲気でしたわね。乗馬に不慣れなわたくしを、アベルが優しくサポートしてくれて……。馬の上で見つめあって、愛を語らいあったりして……。


……ミーアの記憶の中で、若干の改竄かいざんが行われていた。


まぁ、それはともかく……。


──それにしても、アベル……なんだかまた背中が大きくなった気がしますわね。


ミーアはまじまじとアベルの背中を眺める。


最初に乗った時には、まだ、少年のような線の細さがあったが……、今、こうして見つめる背中は引き締まり、姫を守る、勇敢なる騎士の風格が見て取れた。


──このまま、どこか遠くへ行ってしまうのも、悪くないかもしれませんわね。うふふ、愛の逃避行ですわ。


なにから逃げるのかは定かでないが……。そういうものにあこがれるお年頃なのである。そう、ミーアは十五歳の乙女なのだ。純粋な乙女なのだ。乙女……乙女……？　乙女なのだ！


──ふむ、前に乗るのも安心感がありますけれど、やっぱり、守られて乗ることができる、この乗り方が好きですわね。うふふ、満足ですわ。


などとひとしきり恋愛欲求を満たした後、満を持して、ミーアはアベルに声をかけた。


「ねぇ、アベル……、いったいなにがございましたの？」


「なにって？」


振り返ることなく、アベルが言った。心なしか、その声が硬いように、ミーアには感じられた。


馬龍と話をした後、明らかにどこか様子がおかしいアベル。今日だって、ミーアが話しかけるまではどこか上の空で、口数も少なかった。


アベルは紳士だ。遠乗りに行けば自分から声をかけてきてくれて、決して、ミーアを飽きさせることがない。


気遣いができる人なのだ。でも……、今日はそんな普段の彼は鳴りを潜めている。


とても……気になった。


「とぼけないでくださいまし。昨日から、あなた、少し様子が変ですわ」


「そうかい？　そんなつもりはないんだが……」


軽く、振り返ったアベルに、ミーアは重々しく頷いた。


「わたくしから見れば一目瞭然ですわ」


そう言ってやると、アベルははじめて笑みを見せた。


「やれやれ……。君には隠し事はできないな……」


それから、小さくため息を吐いてから言った。


「実は、馬龍先輩が教えてくれたんだ……。狼を連れた男と、ボクの姉とが一緒に目撃された、と」


「狼を連れた男……それって……」


「詳しいことはわからないみたいなんだ。馬龍先輩自身も聞いた話らしくって……。そもそも見たのは他の部族の人間らしくってね……」


「そうなんですの……。それは、心配ですわね。アベルのお姉さまというと、クラリッサ王女殿下ですの？」


レムノ王国の王族の名前を頭に思い浮かべつつ問う。と、アベルは小さく首を振った。


「いや……、そうじゃない。一緒にいたのは、ヴァレンティナ姉さまだ」


「あら？　でも、そのヴァレンティナ殿下というのはたしか……」


首を傾げるミーアに、アベルは小さく頷いた。


「ああ。ヴァレンティナ姉さまは死んだ。五年前に死んだはずだった。でも……」


と、そこでアベルが言葉を切って続ける。


「死体は見つからなかったんだ」


「え……？」


「崖から落ちたんだ。馬車の残骸ざんがいが、後日見つかって……、姉さまたちは全員落ちて死んだと。そう判断されたらしい。死体は、食い荒らされたんだろうって……あたりを狼がうろついていたらしいから……」


吐き出すようにそう言って……、それから、アベルは振り返ってミーアを見つめた。


「死んだはずの姉が……、ヴァレンティナ姉さまが、狼を連れた男と歩いていた……。その真偽を確かめるために、ボクは騎馬王国に来たんだ」


その、泣きそうな瞳を見て、ミーアは……、なぜか、胸がキュッとしてしまう。


なにか言わなければと思い、焦って、考えて……。結局、口を出たのは、ごく当たり前の言葉で……、それは。


「……よかったですわね」


「え……？」


その言葉に、きょとん、と、虚きょを突かれたような顔をするアベル。ゆっくりと言い聞かせるように、ミーアは続ける。


「死んだと思っていたお姉さまが生きていたこと……、よかったですわね」


口に出してみて、思う。


そう……それはきっといいことだ。


「それは、喜ぶべきことですわ。アベル、あなたは、喜ぶべきですわ」


もし、仮に、アベルの姉が蛇の関係者であったとしても……生きてさえいれば、話すことができる。触れ合って、もしかしたら、正気に戻すことだってできるかもしれない。


それは、死んでしまっていたら、どうしようもできないことだったから。


「喜ぶべきことですわ」


ミーアは、繰り返して言った。


「そう、か……。ボクは、喜んでいい、のか……」


しばしの沈黙の後、アベルの口から、ポツリ、と言葉が零こぼれ落ちた。


「そうですわ。もっと嬉しそうになさいまし」


それを、堂々と肯定して、ミーアは言った。そして、


「そういうことでしたら、意地でもお会いして、ご挨拶しなければなりませんわね。あなたの姉君に」


この機会に未来の小姑こじゅうとを味方につけてやりますわ！　っと鼻息を荒くするミーアであった。







第二十二話　レムノ王国にて……


時間は、少しばかり遡さかのぼる。






突然だが、レムノ王国の王城の一角には、王族専用の鍛練場がある。


軍事に力を入れるこの国では、王族にも相応の強さが求められる。ゆえに、王家の男たちは、そこで、日夜、己が剣の腕を磨くのである。


その鍛練場で、レムノ王国第一王子、ゲイン・レムノは一心不乱に剣を振っていた。


頭上高く振り上げた剣に、渾身の力を込めて振り下ろす、それは、レムノ王国流剣術の第一の構え。最も基礎的な構え。


剣を振り上げ、踏み込み、振り下ろす。


風のように速く、水を斬るほどに鋭く、岩を打ち砕くほどに力強く……。


ただただ、その一撃を洗練された動作へと高めていく。


それは、弟であるアベルがしたのと、同じ方向の努力だった。


そんな彼に声をかける者がいた。


「ほう。精が出ますな、ゲイン殿下」


「ギミマフィアスか」


ゲインは動きを止め、鍛練場の入り口に立つ老境の男に視線を向ける。


「アベルのお守りで出かけると聞いたが……」


「はい。明後日には出立いたしますので、そのご挨拶にと寄ったまでのこと」


「ふん……」


ゲインは剣をぽいっと投げ捨てて、肩をすくめた。


「やれやれ。生意気な弟を叩きのめすことばかり考えていたら、ついつい熱中してしまったらしいな」


それから、袖口でグイッと顔を拭ぬぐう。かなりの時間、剣を振り続けていたのか、額には玉のような汗が浮かんでいた。


「なるほど。目的意識は大事ですからな。ご兄弟で互いを高め合えるならば結構なことでございますな」


心を清らかに、強い意思を持って剣を振るえ……などという綺麗事が、ギミマフィアスの口から出ることはない。


剣とは、相手を打ち倒すための技術。そこに必要なのは体を鍛え、最適な動きにて剣を振るうことのみ。


その鍛練のモチベーションがどれほど卑しいものであっても、彼は否定しない。それが強さに繋がるならば文句はないのだ。


もっとも、今はそれだけが理由ではないのだが……。


ギミマフィアスは、まるでゲインの心の内を見透かすように、穏やかな目で見つめていた。それが居心地悪かったのか、ゲインは落ちていた剣を拾い、ギミマフィアスのほうへと放る。


「ひさしぶりに、稽古をつけていただけるだろうか。剣術指南役のギミマフィアス卿」


慇懃無礼いんぎんぶれいにそう言うゲインに、


「ほう。稽古の成果をご披露いただけるとは、恐悦至極にございます。ゲイン殿下」


豪快な笑みを浮かべ、ギミマフィアスが構える。


「お相手仕りましょうぞ」


その言葉を待たず、ゲインは踏み込んでいた。


上段からの振り下ろし。アベルの必殺の一撃と同じ斬撃だった。


轟音ごうおんを立てて向かってくる一撃を、ギミマフィアスは冷静に受け止める。


「ふむ、なかなか。悪くない一撃ですぞ」


そのまま押し返して、改めて、剣を構える。


「不意打ちからの躊躇ちゅうちょのない一撃、並みの相手であれば、一刀のもとに葬ることができましょう」


ゲインは、それには答えず、再度、踏み込み。一撃を放つ。が、これもまた、ギミマフィアスには届かない。


「……難なく止めるな」


「ははは、剣術指南役ですので」


豪快に笑うギミマフィアスに、ゲインは顔をしかめた。







    
  
  




「悪くない一撃、と言ったが……アベルと比べてどうか……などと、貴様に聞いたところで詮なきことなのだろうな」


「ほう。吾輩が、アベル殿下の実力を見誤ると？」


「俺が鍛練に駆られるよう、評価を偽るぐらいは平気でする。貴様はそういう男だろう？」


「やや、それは心外な。吾輩は、ただ、忠実に剣術指南の任を全うしようとしてのことでございます。しかし、愚直なまでの振り下ろしですな」


「まさか、弟に負けるなどとは思っていなかったからな。余計に腹が立つのだろう、さ！」


下げた刀身を、今度は勢いよく振り上げる。それを、体を反らすだけで躱かわして、ギミマフィアスは、納得の頷きを見せる。


「なるほどなるほど。たしかに、吾輩の見立てでも純粋な才でいえば、ゲイン殿下が負ける道理はなし。アベル殿下の努力が報われたということなのでしょうな。見違えるほどになりましたからな、アベル殿下の剣は」


そう笑ったギミマフィアスに、ゲインは不機嫌そうに鼻を鳴らした。


「まさか、貴様の口からそんな言葉を聞こうなどとは思わなかったぞ。ギミマフィアス」


「ん？　どういうことでしょう？」


「努力が報われる……、くだらない戯言ざれごとだ」


吐き捨てるように言うゲインに、ギミマフィアスが眉をひそめた。


「おや、なにかご機嫌を損なうことがございましたか？」


「……ただ、不快なことを思い出しただけだ。誰よりも努力をし、不条理に抗おうとした挙句、呆気なく死んだ、馬鹿な女のことを」


剣を振るう。今度は、愚直な振り下ろしではない。中段構えからからめとるような、奸智かんちの剣、本来の彼の剣だ。


「姉に、剣を教えていたお前は、知っているだろう。姉は鍛練を欠かすことはなかった。誰よりも必死に剣術を身につけ、この城の誰にも負けぬ技を身につけていた。それだけではない。勉学も、姫としての礼節も、あらゆる面で、姉は人並み外れた努力をした。だが、姉は死んだ。なすべきこと、自らに課したことを何一つなせぬまま、ただ呆気なく命を落とした。虚しく、意味のない一生だった」


踏み込んで一撃、さらにもう一歩踏み込み。かと思えば、引き。


変則的な動きで、ギミマフィアスの構えを崩そうとする。が、剣聖と呼ばれる男にとって、それは児戯じぎにも等しき動きだ。


繰り出された斬撃のすべてを捌き切られた時、ゲインの顔には、自嘲じちょうするような笑みが浮かんでいた。


「努力が報われるなどと、くだらぬ戯言だ。もしそうならば姉が……報われないなどということは、あり得なかったはずだ」


そうして、ゲインは剣をぽいっと放り捨てた。


「くだらん鍛練だった。汗をかいてしまったではないか」


不服そうに鼻を鳴らし、その場を後にするゲイン。


その背中を見送って、ギミマフィアスは顎を撫でた。


「なるほど……。ゲイン殿下は未だに姉君の亡霊に縛られているご様子で……」







第二十三話　野次馬たち


「ところで、ディオン・アライア。護衛は我の戦狼、羽透が担うと言ったはずだが、なぜ、貴様も一緒についてくるのだ？」


眉をひそめて尋ねる慧馬に、ディオンは苦笑いを浮かべた。


「んー、僕はミーア姫殿下の剣なんでね」


「どういう意味だ？」


「姫さんは、君を無条件に信用することで、君からの信頼を勝ち得た。まぁ、そのやり方は見事だと思うよ。ただ、それは姫さんのやり方だし、姫さんの仕事だ。僕には僕の果たすべき役割があり、やり方がある。そういうことさ……ああ」


っと、そこでディオンはニッコリ笑みを浮かべた。


「ちょうど、あそこにいる君の狼と同じさ」


その指さすほう、草がかすかに揺れているのが見えた。目を凝らすと、黒い狼の毛並みが見えて……見え……て？


慧馬は、ゆっくりとディオンの顔を見て、ん？　と首を傾げるディオンに一言……。


「……こっわ！」


微妙に引いた。


「ディオン・アライア、もう一つ聞きたい。いったいなぜ、我の戦狼の場所がわかったのだ？」


自分ですら、まだ見つけてなかったのに……。


そう言外に主張する慧馬に、ディオンは不思議そうに首を傾げて……。


「え？　んー、普通わかるでしょ？　そうだな、感覚的には匂いで察した、というのが一番近いかな？」


「…………こっわ!!」


慧馬、本格的に引いた。


「その鼻の利き方……さては、貴様、あれか？　夜になると狼に変身するという伝説の狼男ウルフマンなんじゃ……」


「慧馬さん、ディオン・アライアについて、細かいことを気にしないほうがいいですよ」


取り乱す慧馬に声をかけたのは、シュトリナだった。まるで、対ディオン・アライアの熟練者のような態度で、諭すように、


「ディオン・アライアの戦闘技能は理不尽そのもの……。考えるだけ無駄というものです。もしも戦いになったとしたら、無駄な抵抗を諦めて降参したほうがまだいくばくか、生存率が上がるというものです」


「なるほど……勉強になる」


神妙な顔で頷く慧馬に、ディオンは思わず苦笑いだ。


「んー、なかなか辛辣しんらつだね、イエロームーン公爵令嬢」


っと、シュトリナに次いでベルが口を開いた。


「そうです。ディオン将軍は、半端ないので、こっそり隠れてる狼を見つけ出すぐらい簡単です！　万の敵兵だって単騎で切り伏せることができるんですから」


どどぉんっと胸を張るベル。対するディオンは、うーん、と頬をかく。


「将軍ではないんだけどね……そして、さすがに万は無理だ」


とか言うディオンだったが、慧馬は思わずにはいられなかった。


『……万じゃなくて、千ならいけるの？』などと……。


一瞬、頭に浮かびかけた怖い想像を脇に追いやってから、慧馬は令嬢たちのほうに目を向けた。


「それはそうと、お前たちは、なぜついてきたのだ？　護衛ならば、我とディオン・アライアがいれば事足りると思うのだが……」


なんとなく理由が察せるベル、たぶんベルと一緒にいるのが楽しいんだろうなぁ、とまるわかりなシュトリナから、ラフィーナへ。慧馬の視線は移っていく。


それを受け、ラフィーナは一つ頷き、清らかな笑みを浮かべて……、満を持して口を開く。否……開こうとした……のだが……。


「気になるからに決まってます！　なんといってもミーアお……、姉さまの恋愛光景が見られるんですから。帝国の叡智の恋愛がどんなものなのか、気にならないはずありません！」


身も蓋もないことを言うベル！　好奇心に促されるままに来ました！　と清々しいまでに正直に言い、さらに……。


「そうですよね、ラフィーナさま」


振ってくる！　それはもう、遠慮も容赦も一切ない、強烈なパスであった。






「え……あ、ぅ」


話を振られたラフィーナは思わず言葉に詰まった。


誤魔化すことは簡単だ。なにか言いつくろおうと思えば、いくらでも理由は考えつく。


が、問題は……偽りを口にできないことだ。


なにしろ、ラフィーナは聖女だ。あからさまな偽りを口にするわけにはいかない。なにか、極めて婉曲えんきょく的な言い方をするにしろ、それが完全な偽りであってはならない立場。


ゆえに、答えは慎重さを必要とした。慧馬がなにやら言い出したあたりから、話の流れを読んでいたラフィーナは、しっかりと答えを検討し始めていたのだ。


お友だちが遠乗りすると危険だと思ったから……？　事実だけど、でも、敵の刺客に狙われたなら、自分にできることはない。


アベルと二人きりにするのが心配だった？　いや、アベルが紳士であることは知っているし、そんなことを言ったら、二人に失礼。心配なのは本当だけど、使えない。


そうして、偽りではないにしろ、微妙に使えない答えを端からカットしていく。


ラフィーナは懸命に、頭脳を働かせた。


その気になれば、大陸を席巻する軍を作り上げ、抵抗勢力を完膚かんぷなきまでに圧殺する、完璧な策謀を組み立てることができる……、その頭脳が、野次馬の言い訳をひねり出すためにフル稼働し、ようやく導き出した答えを口に出そうとした……まさにその時の、ベルの介入であった。


しかも、厄介だったのは質問の形だ。


ベルの質問は、自分はそうだけど、ラフィーナはどうなの？　という問いかけではない。そうですよね？　と、問うているのだ。つまり、それに対する答えは、そうか、そうじゃないか……イエス・ノーの形なのである。


逃げ場は……ない！


悪意のない、キラキラした瞳で見つめてくるベル……。


言い逃れは……できない！


ラフィーナは、らしくもなく懊悩おうのうした末に…………、そっと口を開き……開き…………、


「ええ！　そうですけど？」


開き直った！


堂々と胸を張り、


「お友だちの恋模様が気になっただけですけど、なにか？」


キリリッとした表情で言い放った。


そうして覚悟を決めて、どーにでもなれぇ！　と思って心の内を吐露とろしたわけだが……、彼女の言葉を否定する者は……、その場には一人もいなかった。


「うむ、我も友の恋模様は気になる。お前の気持ちはよくわかるぞ、聖女ラフィーナ」


「やっぱり、ラフィーナさまもそうなのですね」


などと、みなの同意の声が追いかけてくるのが……ちょっぴり意外で……、でも、ちょっぴり嬉しくもあり……。


何も言えずに固まっていると……、ちょうど、そこに、


「あら、みなさん、なにをしておりますの？　こんなところで……」


話題の中心であるミーアが戻ってきた。


前に乗るアベルともども、なんとなく晴れやかな表情をしていた。







第二十四話　ミーア音頭おんどで踊り出せ！


さて、以降は特に何事もなく（ラフィーナは、馬車の中で開かれる連夜のパジャマパーティーにウッキウキが止まらない様子ではあったものの……）、一行は、火の一族の隠れ里があるという森のそばまでやってきた。鬱蒼うっそうと葉の茂った木々、その緑は深く、黒にも近い色をしていた。


森の手前で一団が止まる。


馬車を降りた慧馬が、小走りに森のほうに向かっていく。


「こっちだ。わかりづらいが、ここに道があって……」


その後について、護衛を引き連れたミーアもついていく。


立場上、別にミーアがついていく必要はまるでなかったが……、ミーアは自分を止めることができなかった。


森が呼んでいたから。否、森に潜むキノコが……呼んでいたからだ！


──新しい森に来たら、どんなキノコが生えているか下見したくなるのが専門家というものですわ。キノコマイスターの血が騒いでしまうのは当然のことですわね……。


うむうむ、と偉そうに頷くミーアであったが……、


「しかし、森の中に隠れ住んでいるのは、騎馬王国の者たちに見つからないためかしら？」


そう尋ねると、慧馬は一つ頷いた。


「たぶん、最初はそうだった。だが、我の知る限り、そこまでしっかりと隠れていたわけでもない。騎馬王国には十二の部族がいるからな。こっそりと草原に出て、馬に草を食べさせたり、いずれかの部族の人間であると名乗って他国と交易を行ってもいたのだ」


「なるほど……」


まぁ、そうだろうな、と納得のミーアである。


大昔の、ご先祖さま同士の対立なんか、実際に今を生きる者たちにとっては、大きな問題でもなくって。だから、もしも火の一族の者たちを見つけたとしても、そこで大きな争いは起こらなかっただろう、と思うのだ。


慧馬の言葉を証明するかのように、彼女が示した道は巧妙に隠されてはいたものの、それなりの幅を誇っていた。馬車のままでも入っていけそうなぐらいには道幅がある。


それは、つまり、そこを通るものが頻繁にいたということ。彼女らが森の奥にひっそりと引きこもっていたのではないということの証明だった。


そうして、慧馬の案内で、再び馬車が進みだした。曲がりくねった薄暗い道を進むこと半時ほど。突如として、道が開け……そして、火の一族の集落が見えてきた。


そこは、素朴な村だった。


木で作られた小屋がぽつり、ぽつり、と建ち並び、囲いの中には馬たちの姿も見えた。


──ふむ……、前に見たルールー族の村に似てますわね。大きな違いはやはり馬ですわね。


馬たちは、見慣れない馬車が気になったのか、こちらを観察していた。澄んだ瞳でじっと見つめてくるもの、耳をぴくぴく動かして警戒しているもの、鼻をひくひくさせて、くしゃみをかけようとしているもの、さまざまだった。


……どうやら、荒嵐の親戚筋は、こちらにもいるらしい。


まぁ、それはともかく……。


「妙ですわね。人の気配が一切ございませんわ」


村はしん、と静まり返っていた。ただ、馬の立てる息遣いが聞こえるのみで、人が立てる生活音はまるで聞こえなかった。


「おーい！　みんな、戻ったぞ。どこにいるんだ？」


心配そうな顔で、慧馬が声を上げる。その直後！


「慧馬さまっ!?　無事だったの？」


一人の若い女性が、建物の陰から駆け寄ってきた。それに続いて、ぞろぞろと人が湧き出してきた。


「ああ。みんな、心配かけた……」


笑顔を返す慧馬。見る間に取り囲まれる慧馬を見て、ミーアは感心した様子で唸った。


「ふぅむ……、慧馬さんもなかなか人気者ですわね」






「慧馬さま、大丈夫でしたか？」


「悪い男に騙されたんじゃないかって心配していたんですよ？　なにも盗られたりしてませんか？」


「前にも言ったけど、美味しいものをくれる人が、みんないい人とは限らないんだからね。慧馬さまは、たんじゅ……んすいすぎるところがあるから」






……みなから、慧馬がとても大切にされていることが偲しのばれる会話であった。


慧馬の周りに集まっているのは、若い女性がほとんどで、あとは老人と子どもがちらほら見えるのみだった。


「……妙ですね。人口に比して若い男が少なすぎる気がしますが……」


怪訝そうにつぶやくルードヴィッヒに、ミーアは頷いた。


「ふむ……そうですわね。もしかすると、例の慧馬さんが率いていた略奪隊は、出かけているのではないかしら？」


「……なるほど、そうかもしれません」


ルードヴィッヒは頷いたものの、何やら考えこむようにして腕組みした。


そうこうしている間にも、慧馬は遅れて現れた、ひときわ年老いた老婆のもとに駆け寄っていた。そして、今まで起きたことを、細大漏らさず話し始めた。


「なんと……。林族の者たちが……」


「そんな、まさか……」


「今さら、奴らの手を借りるなんて……」


などと、騒然とする一同。一方で、馬龍たち、林族の者たちも警戒心を露あらわにしていた。その原因こそ、慧馬が連れていた戦狼だった。


「あれが、火の一族の狼……」


まるで火の一族の者たちを守るように、横たわる一匹の狼。先ほど、慧馬が村に入るのと同時に茂みから、のっそり姿を現したのだ。


ついてきているとは思っていたものの、実際にその姿を目の当たりにすると、さすがの馬龍であっても圧倒されている様子だった。


そうして、生まれた睨み合いの時間……双方の部族を緊張感が支配する中、ミーアは……。


──ふむ、お腹が減りましたわね……。そろそろお夕食の時間ですわ……。


一人、お腹をさすっていた。


基本的に、ミーアの立ち位置はあくまでも協力者である。食料を供出したのが林族である以上、あくまでも助けの手を差し伸べたのは彼らなのだ。だから、火の一族と林族の話し合いにミーアが口を差し挟むことはできなくって……。話し合いが始まってくれないことには、なにもできなくって……。


「ミーアさま、馬車にお戻りになって、お休みになられてはいかがでしょうか。話は長引くでしょうし、物資の積み降ろしにも時間がかかります。みなさまだけで、先にお食事を食べられては……」


と、気遣ってくれた近衛に、ミーアは静かに首を振った。


「いいえ。それはできませんわ」


なぜなら……、それは高慢に当たることだから。


腹を空かせた民がいるのに、自分たちだけが先に食事をしてしまうことは、恨みを買うことだったから。


なるほど、たしかに現状、この場における最大戦力は皇女専属近衛隊プリンセスガードである。力にものを言わせれば、この場のすべてを支配することが可能だろうし、ある程度の勝手だって許されるだろう。


だが……しかしなのだ。


──ここで高慢な態度をとることは禁物ですわ。力による高慢は、力によって覆ってしまいますもの……。


ミーアは考えていた。


もしも、この場に火の一族の主力部隊が帰ってきた場合、力関係がひっくり返る危険性は十分に考えられる、と。


ディオン・アライア以上の強者がいるとは、さすがに考えづらいが、それでも可能性はゼロではない。そうして、もしもパワーバランスが変わってしまった場合には、高慢な態度をとった報いを受ける危険性がとても高い。


だから、ミーアは一手も二手も先を読む。


力関係がひっくり返った時に備えて、謙虚に、謙遜に。仮に火の一族の主力が帰ってきて、それでもこちらの力が上であるならば、それはそれで構わないではないか。


──人は自らが蒔まいた種の刈り取りを自分でしなければならないもの。となれば、腹ペコの人間たちを放っておいて、自分たちはご馳走をお腹一杯食べるだなんてこと、許されるわけがありませんわ！　それに、そんなことしても、あまり美味しくもなさそうですし……。


ということで……。


──ここは、先に食べることを控えるべきですわ。さらに言うならば、きちんと働いている風を装うことこそが肝要ですわ！


運んできた食料はあくまでも林族のもの。それを食べさせてもらうのだから、当然、サボってなどいられない。きちんと働いて食べる資格を獲得する必要があった。


だからこそ……、


「ふむ、火の一族のみなさんと馬龍さんたちで話すこともあるでしょうから、わたくしたちは、先に物資の運び出しを行うのはどうかしら？　当然、わたくしもお手伝いいたしますわよ？」


こんなことを言い出したのだ。


「いえ、姫殿下は、どうぞ、馬車に戻ってお休みください。ラフィーナさまもおられますし……」


と近衛が慌てて言うが……。


「いいえ。わたくしが何もせずにいることは許されぬことですわ。空腹の民のために、ぜひとも働かせていただきたいですわ」


空腹の時の人間は、総じて心が狭い。後でイチャモンをつけられたらたまらない。


──謙虚に、謙虚に……。働いている風を装うのが大事！


気合を入れて、ミーアは荷物に手をかけた。手をかけ……ちょっぴり重かったので、別の荷物に取り替えるのだった。






さて……、ミーアが動き出したことで、物事は一気に動き出した。


まさか、主あるじが働いているのに、自分たちが働かぬわけにはいかない、と皇女専属近衛隊プリンセスガードの面々が動き出す。さらに、ラフィーナやベル、シュトリナにアベルもミーアの後に続いた。


そうなってしまえば、火の一族、林の一族の者たちも四の五の言ってはいられない。大人たちが働き始めたのを見て、子どもたちまでもがお手伝いを始める。


もともとは自分たちの部族の問題。他国の姫が額に汗して働いているのに、自分たちが働かないのはあり得ない。


多少の気まずさを呑み込んで、分かたれていた二つの部族の者たちは動き出した。


そうして……、そこには、ぎこちないながらも共同作業の空気が生まれた。


ともに、一つの目標に向かって、額に汗すること……。そして、その目標が……。


「さぁ、みなさん、美味しいお食事が待っておりますわよ。張り切ってまいりますわよ！」


先頭に立って音頭をとる、皇女ミーアによって明言される。


ともに食事にありつくため、宴席につくため。


それは、とてもとても楽しい時間……、そう、それは祭りの前準備なのだ。







第二十五話　ミーアは言う。「食事は熱いうちに食せ！」と


──ふぅー、なかなか疲れましたわ……。ああ、お腹が減りましたわ……。


ミーアは、広場に敷かれた敷物の上に座り、深いため息を吐く。


「お疲れさまです。ミーアさま。今、すぐに食べるものをもらってきますね」


「ああ、ありがとう。アンヌ。お願いいたしますわ」


などと、アンヌを送り出し、再びため息。


空腹すぎて、もはや、動く力はミーアには残されていなかった。


もともと、ちょっぴり空腹状態なところでたっぷり働いたせいで、ミーアはすっかり厚みを失っていた。ＦＮＹ消滅の危機なのであった。


──ふふふ、ともあれ……、目の前に食べ物がある時の空腹は、必ずしも悪とは言い切れませんわ。


そう、それこそが最高の調味料。ミーアは、これから食べる食事への期待感を高めに高めていた。


「お待たせいたしました。ミーアさま。すごく美味しそうですよ、これ」


「ごくろうさま。おお、本当に美味しそうですわね！」


言うが早いか、アンヌが持ってきてくれたものを、むんずっと掴んだ！


パリパリの大きな香草にくるまれたもの……、それは小麦にヨーグルトを混ぜて焼いた、平たいパンのような食べ物だった。


ヨーナンという名前らしい。


カリカリに焼いたヨーナンには細く切った何枚かの燻製くんせい肉が挟んである。ジュジュワッと肉汁があふれる燻製肉に、ミーアはゴクリ、と喉を鳴らし……。


──では、さっそく……。


あんぐーりっと大口を開け、ヨーナンにかじりつこうとした……まさにその時！


「ミーア姫、少しいいか？」


タイミング悪く慧馬がやってきた。しかも、なにやら、一族の重鎮っぽい老婆を連れてきている！


「ティアムーン帝国皇女殿下、此度のこと、誠に感謝の言葉もありませぬ」


などと、頭を下げる老婆。そのまま、自己紹介をする流れに、ミーアは内心で、軽く舌打ちする。空腹の時の人間は総じて心が狭いのだ。


──ふむ……とりあえず、難しいお話は食べた後でしたいですわね。


自己紹介というのは厄介だ。一度、名前を聞いてしまえば、覚えていないのは失礼に当たる。そして、過去の経験上、慧馬の連れてきた老婆が、おそらく名前を覚えなければいけない類の人物であると、ミーアの直感が告げていた。


けれど……、ミーアは今、食べたいのだ。とにかく食べたいのだ！


いろいろお手伝いをしていた時から、すでにお腹が切ない鳴き声を上げていたのだ。だから、今はともかく話などせずに、食事に集中したい気分なのだ。


もちろん、相手の気持ちもわかる。


今、食べようとしてるでしょ！　こんな時に話しかけてくるんじゃないですわ！　と思わないでもなかったが、そこはそれ。自己紹介が遅れることもまた、礼を失することになるわけで。


しかも、その順番も重要だ。誰から自己紹介をして回るか……。順番的にはラフィーナかミーアなのだが、やはりここは、先ほど一番目立っていたミーアに最初に挨拶するのは当然の流れといえるだろう。


だから気持ちはわかる。わかるが……、やっぱり思う。今じゃないだろう！　と。


そんなミーアの不満が、ついうっかり口からポロリしてしまった！　つまり……、


「やめにしませんこと？　そういう、どうでもいい話は……」


言ってしまった！　どうでもいいとか、言ってしまった！


頭を使いたくないあまりに、ものすごくストレートに言ってしまった。


──あ、やばいですわ。つい本音が……！


刹那、ミーアの脳が一瞬だけ覚醒する。体に残っていた最後の糖分を燃焼させ、瞬時に回転数をトップスピードまで上げた帝国の叡智が導き出した言葉……それは、


「まず、食べてからにいたしましょう、難しいお話は。あなたたちもお腹が減っていると思いますし……」


あくまでも「あなたたちのためですよ！」という体ていで言った後！


「それに、わたくしだって働いたからお腹が減ってしまいましたわ。早く食べないと、このまま気を失ってしまいそうですわ」


ちょっぴりの本音を付け足す！


──嘘を吐く時のコツは、ちょっぴり本当のことを混ぜること、と言いますし、これで上手く誤魔化せるのではないかしら？


そうして、微笑んで、


「だから難しい話は食べてから。ほら、せっかく熱々で用意した食べ物が冷めてしまってはもったいないですわ」


それもまた本当のことだった。ミーアは食べたいのだ。アツアツのお料理を。


それを聞いた老婆は、一瞬、目を見開いて……。


「ふふふ、なるほど。言われてみればまことその通り。ほら、慧馬、お前もとりあえずいただきましょう。子どもたちも、姫殿下が食べ始めなければ、落ち着いて食べられないだろう」


老婆に言われた慧馬は、一瞬、ミーアのほうを見て、


「重ね重ね……お気遣いに感謝する」


「お礼には及びませんわ。わたくしが、美味しい状態で食べたかった。ただ、それだけのことですわ」


ニッコリ笑みを浮かべてから、きちんとアピールも忘れない。


「今日はたくさん働きましたから、わたくし、たっぷり食べる権利があると思いますの」


自分はきちんと働いたうえで食べているのだ、と。なにもせずに、高慢さを発揮して食べているのではないので、そこんとこ、よろしく！　と十分にアピールしたうえで……。


「では、改めて……」


ミーアは、あんぐーり、と口を開ける。


両手でしっかりとつかんだヨーナンの端にかじりつく……。


パリリ、ッと口の中で軽快な音。直後、舌の上に、絡んだのはねっとりしたチーズだった。焼いたチーズの香ばしさ、舌の上で躍るまろやかな酸味。そこに肉汁のアツアツの旨味が混じり合う。


それは熱い旨味の三重奏。


「ほふほふ……」


ミーアは熱そうに息を吐きつつも、にっこり笑みを浮かべる。


「ああ……素晴らしい。実に素晴らしいお味ですわ」


そこで、ふと気付く。


みんなが、ぽかんと自分を見つめているということに。







    
  
  




「あら？　みなさん、どうしましたの？　早く食べないと、冷めてしまいますわよ」


ミーアの豪快な食べっぷりに、思わず見惚れていた面々も、そこでようやく動き出す。


そうして始まるのは、ただただ楽しい宴の時間。その楽しさは、火族と林族の中にあったわだかまりをじんわりと溶かしていくのに足る熱を持っていた。






宴会皇女ことミーアの名裁きが、月のごとく光り輝いた夜であった。







第二十六話　悪だくみ


そこは、歴史に忘れ去られた場所。


蛇の巫女みこ姫が拠点として滞在している廃城。


その一室、かつての王が使っていた謁見の間で、蛇の巫女姫が本を読んでいた。


それは、彼女たちの聖典……「地を這はうモノの書」であった。


「……また、それを読んでいるのか」


狼使いは部屋に入ってきて早々に、呆れた口調で言った。


「もう、何度も読んだだろうに。よく飽きぬものだ」


「飽きるはずがないわよ」


本を愛おしげに撫でてから、巫女姫は言った。


「本当に、これを書いたモノは、人間というものを知り抜いているわね。悪意という目を通して人間の本質を見事に記している。読み直すたびに新しい発見があるから、なかなかやめられなくって」


そのまま、本に目を落としたまま、巫女姫は言った。


「それで、なにか用かしら？」


「知らせが入った。サンクランドで、燻狼クンロウが仕込んだ火種は、大火には至らなかったらしい。シオン王子は健在。エイブラム王は一時体調を崩したとの噂うわさもあるが、今は変わらず公務をこなしている。第二王子エシャールは、サンクランドを出て、婚約者となったグリーンムーン公爵令嬢の家に預けられるらしいが……」


「なるほど。総じて、なにかは起きたけれど、大火事にはならなかった、と。それは残念」


こともなげにそう言って、本のページをめくる。そんな巫女姫に狼使いは眉をひそめた。


「あまり残念がってはいないようだが……？」


「うーん、そんなことはないけれど、でも、そうね。まぁ、どっちでもあまり変わらないでしょう。シオン王子やエイブラム王が死ねば死んだで、その混乱に乗じる術はあるし、生き残ったなら生き残ったで、別のやり方がある。簡単に思いつくものだと、そうね。傷心のエシャール王子に近づく方法を考えるとか。国を出されたということは、たぶん、エシャール王子はなにか失態を起こしたのでしょうし、その心の内にはつけ入る隙ができるのではないかしら？」


「それはどうだろうな……」


狼使いは表情を動かさずに言った。


「どうやら、帝国の叡智の介入があったらしい」


それを聞いた巫女姫は、はじめて本から顔を上げた。ぽかん、と口を開け、そして、次の瞬間、


「それはすごいわ」


パチパチと拍手を始める。


「燻狼さんは、蛇導師としては優秀な人よ。その仕込みを嗅ぎつけた……。それは、本当にすごいわ。どうやったのかしら？　なんでこのタイミングでサンクランドに来て、どうやって燻狼さんの企みを破ったのか……」


そうして、物思いにふけりかける巫女姫に、狼使いは続けて言った。


「それともう一つ、悪い知らせだ。火の一族の隠れ里に、林族からの救援が届いた。どうやら、慧馬が敵の手に落ちたらしい」


「ああ……、それは実に妹さんらしい……。あなたとは似ても似つかない口の軽さね」


くすくす、と笑って、巫女姫は頷いた。


「残念だわ。そのうち一緒にお茶を楽しみたかったのに、どうやら、その機会はなさそうね」


やれやれ、と肩をすくめる巫女姫に、狼使いは告げる。


「救援には、お待ちかねのアベル・レムノも同行しているらしい」


巫女姫、ヴァレンティナ・レムノの顔に、心からの笑みが浮かんだのは、まさにこの時だった。


「あはは、上手く釣れたわね。アベルは林馬龍と仲が良いと聞いていたとおり。そう、一緒に来るとは想定外だったけど、まぁ、問題ないかしら？」


ヴァレンティナの目撃情報は、無論、意図的に流されたものだった。


あの日、ミーア暗殺が企てられた夜から、この日の計画は立てられていた。


ミーア・ルーナ・ティアムーンとアベル・レムノとの関係性が表面上のものではなく、命を懸けるほどのものであることが、判明してから。


バルバラの行動と、それに対するミーアの反応。それらをつぶさに検証した結果、ヴァレンティナが出した、一つの策略。それこそが……。


「あの子が死ねば、帝国の叡智を歪ませることができる」


すなわち、アベル・レムノの暗殺だった。


巫女姫の言葉を聞き、わずかに、狼使いが顔をしかめる。


「心は痛まぬか？　実の弟の命を奪うというのは」


その問いに、ヴァレンティナはかすかに首を傾げて……、


「あたりまえでしょう？　もちろん、痛む。痛まないと思ったの？　とても悲しいわ。あの子は優しくて、うちの国の中ではまともだったもの。なんであの子と仲良くなるのって、ミーア姫に文句を言いたいぐらいだわ。あの子がこんなところで、命を落とすなんて、とても理不尽。こんなに悲しいことってないわ」


冗談で言っているのでは、たぶんないのだろう。彼女は、たぶん、真剣に悲しみを感じている。そのうえで、


「でも、まぁ……、それも些細ささいなこと。歴史の流れから見れば、人の感情なんて大したことのないものでしょう」


そう言った時、彼女の瞳は遠くを見つめていた。


「個人の感情、個人の命、町や村の滅亡、国の勃興ぼっこうであったとしても、歴史の大河からすれば些細なこと。私がどう感じるかなんて、大した問題ではない」


「蛇は、心を支配することで、世界の歴史を左右する。そうではなかったのか？」


「もちろんそうよ。私が悲しいのはどうでもいいけど、ミーア姫を絶望させることは、歴史を左右する大きなこと。バルバラさんは実に慧眼けいがんだった。大陸の、次世代の権力者たち、その中心にいる彼女の心を歪めることは、とても意味があること」


「ならば、どうだ？　いっそのこと、ミーア姫の命を狙うというのは……」


「どういう意味かしら？」


不思議そうに首を傾げるヴァレンティナに、狼使いは言った。


「どうやら、ミーア姫も林族の救援隊と同行しているらしい。彼女だけでなく聖女ラフィーナ、裏切り者のイエロームーン公爵令嬢や、ミーア姫の妹と呼ばれている少女もだ。面倒なことをせず、かの姫君の命を奪ってしまえばよいのではないか。そうすれば、実の弟に手をかける必要もなし」


重々しく、そう言う狼使いに、巫女姫は愛らしい笑みを浮かべた。


「ふふふ、優しいのですね。けれど、それをするためには、あなたがあのディオン・アライアに勝たなければならないと思うけど……」


巫女姫はそう言ってから……。


「でも……そう。その状況の変化は歓迎すべきものかもしれない。できることが増えるし、なにか考えてみることにしましょうか」


そうして、再び、本に目を落とすのだった。







第二十七話　おねえさんのことを聞くために


さて、翌日のこと。


馬車の中で一夜を明かしたミーアは、ふわぁ、っと欠伸あくびをしつつ、のっそりと起き上がる。


「ふむ……」


一つ伸びをしてから、ミーアは軽くお腹をさすった。


「不思議ですわ。なんだか、ヨーグルトを食べ始めて以来、ちょっぴり調子がいい感じがしますわね」


なぁんて独り言をこっそり聞いていたアンヌが、シュシュッと動き出し、ルードヴィッヒと馬龍に相談したうえで、帝国でも新鮮なヨーグルトを食べられるよう手配したのは、また別の話である。


ミーアの片腕が、勝手に動いて、ミーアの体に良い食べ物を集めてくるのは、比較的よくある出来事であった。


ミーアの美容と健康の管理には余念がない俊敏腕しゅんびんわんのアンヌである。


まぁ、それはさておき……。


気分爽快な目覚めをしたミーアのもとに、慧馬が訪ねてきた。


「ミーア姫、起きているか？」


「あら、慧馬さん。ご機嫌よう」


にっこり微笑みつつ、出迎えたミーアに、


「長老が挨拶をしたいから、こちらにお訪ねしてもいいか、と言ってる」


「あら……？　ここに来るんですの……？」


なるほど、ミーアの側から挨拶に来いと言うのは、当然礼を失することになる。それゆえ、自分たちのほうから挨拶に行きたい、ということなのだろうが……。


「ふぅむ……。それでしたら、わたくしのほうからお訪ねいたしますわ」


ミーアはあっさりと言う。


ミーアの乗る馬車は、皇女を乗せるためのものだけあって、きわめて快適。お客人を迎えるにも問題ない造りをしているが……少々狭い。


一対一で会うならばともかく、ラフィーナや馬龍、アベルも含めると、とてもではないが手狭だ。


──最初に挨拶をするのがわたくしということなのでしょうけれど……。


正直、それは避けたい。なにしろ、問題は山積しているのだ。


火の一族の食糧問題、騎馬王国との関係改善、それに混沌の蛇のことも聞き出さなければならない。それを一人で聞き出すのは……大変そうだ。


──お義姉ねえさんのことを聞くためには、アベルも一緒にいてほしいですし……ふむ。


……ということで、ミーアは提案する。


「そうですわね。では、ラフィーナさまと馬龍先輩にも声をかけて、こちらから行かせていただきますわ」


「む……。聖女ラフィーナはともかく……林族のあいつか……。まぁ、仕方ないか……」


慧馬はしぶしぶ、といった様子ながら、頷いた。


さすがに、食料を恵んでもらった以上、無下にできるはずもない。そう……図らずも火の一族の者たちは、葛藤かっとうする機会を奪われたのだ。


因縁のある騎馬王国の民に助けてもらうのはどうなのか？　とか、林族の者たちを村に入れるのはどうなのか？　とか、まったく関係のないラフィーナやミーアたちを迎え入れてしまうのはどうなのか？　などなど、悩む余地を一切奪われたのだ。


ミーアが動き出してしまったので、それにつられてついつい動いてしまったのだ。


そして……、一族の中でも、特にわだかまりのない子どもたちがお客人たちに懐いてしまった。あとは、なし崩しである。


ともに働き、ともに同じものを食べる。互いに労をねぎらいあえば、そこには笑顔だって生まれる。緊張感は薄れ……、「絶対に話なんかしない！」などと、突っぱねづらい雰囲気が醸成される。


──まぁ、話してみてなにが決まるかは定かではありませんけれど、そこから頑張るのは騎馬王国の方。馬龍先輩の役目ですわね……。とはいえ、警戒を怠るのも愚か。わたくしも知恵袋に同伴していただくのが良いですわね。


とまぁ、そんな調子で、ミーアは、ラフィーナ、馬龍、アベル、さらにルードヴィッヒとアンヌを連れて長老の小屋を訪れた。


困った時に、シュシュッと視線を振る先は多いに越したことはない。そんな判断である。


リスクと責任は分散が大事。ミーアのモットーである。


小屋に入ると、そこには昨夜、挨拶に来た老婆と慧馬、それにもう一人若い女性が待っていた。


老婆は、ジロリ、とミーアたちのほうに目を向ける。眉間みけんに刻み込まれた深い皺しわ、きゅっと結ばれた唇と鋭い視線。険しい表情をしている老婆を見て、ミーアは、ふむ、と唸って……。


──この方、こうして見ると気難しげに見えますけれど……。


それから、昨夜のことを思い出す。


宴会の最中、実に美味しそうに食べていたこと。ミーアと同じものを食べた老婆は、はふほふ言いながら、実に実に！　美味そうに食べていたのを、ミーアは見逃さなかった。


さらに、一族の者たちが、空腹から解放されたのを見てご機嫌になってしまった老婆は、酒が入ったこともあってか、陽気に踊っていた。踊っていた！


それを思い出し、ミーアは確信する。


──ふむ、この方、実はお茶目な人に違いありませんわ。


などというミーアの内心とは裏腹に、老婆が深々と頭を下げる。


「私は、火族の長老、火狼花ロウファと申します。現在、族長が留守にしているため、族長の妹慧馬、と、私が代表してご挨拶をさせていただきます。ミーア姫殿下、聖女ラフィーナさま、わざわざご足労いただき、感謝いたします」


老婆は、それから、鋭い視線を馬龍へと向ける。


「それに、林族の者たちにも助けられた。改めて感謝を伝えたい」


そうして、再び頭を下げる長老、狼花。それに次いで、慧馬と若い女性も頭を下げる。若い女性のほうは、どうやら狼花の世話係らしい。


ミーアたちは、それぞれ、自己紹介を終えると、話はすぐに本題へと移っていった。






「此度のこと、かえすがえすも感謝しかない。我らの一族を助けていただき感謝する。が、しかし、なぜ、このようなことを？」


重たい口調で、狼花が言った。


「それは聞くまでもないことだ。もともと火の一族と林の一族とは、同じ父母から生まれ出た同胞はらから。困ってる時に助けるのは当たり前のこと……」


と、馬龍が答えたのに対して、狼花は薄く笑って首を振る。


「馬鹿にしないでもらおうか。林族の若者よ。なんの報いもなく助けてもらえる……そのように甘い話があるなどとは、さすがに思ってはいない。我らは……そこまでは甘くはないぞ」


硬い表情で言う狼花。その岩のような重厚な雰囲気に、ミーアは思わず気圧けおされ…………はしなかった。やっぱりしなかった。


なにしろ、昨夜、満面の笑みで食べていた人である。はふほふ言いながら、一緒に食べていたのをちゃーんと目撃していたのである！


──昨日の宴会がなかったら、まったくイメージが違っていましたわね。第一印象って大事ですわ。ふむ……わたくしも気をつけねば……あら？


その時……不意にミーアの脳裏に、昨夜の出来事が過よぎる。


『やめにしませんこと？　そういう、どうでもいい話は……』


などと、ちょっぴり突き放すように言ってしまったのだった。


──やはり、あれは……あまり良くなかったかもしれませんわ。


上手く誤魔化せたとは思うし、たしかに相手は笑って、気にしない風ではあったのだが。


──しかし、相手はご老人。わたくしのような、若造の無礼を笑って流せるだけの度量を持っているかもしれませんわ。となれば、笑ってはいても、マイナスの印象を抱かれてしまった可能性は否定できませんわ。


ミーアは、ふとルードヴィッヒのほうに目を向ける。っと、ルードヴィッヒは真剣な目でこちらを見つめていた。瞬間、ミーアの背筋がゾゾゾッと冷える。


思わず想像してしまう。


もし仮に、昨夜の自分をクソメガネが見ていたとしたら……。


──き、きっとものすごい勢いでお説教をされたに違いありませんわ。いいえ、今のルードヴィッヒであっても、昨日のはきっとお小言を食らうはず……。


お腹が空いていたとはいえ、少々やらかしたかもしれないぞぅ、っとミーアは改めて実感する。


今、必要なことは相手の信頼を勝ち取ること。そうして、混沌の蛇のことを聞き出すことである。けれど、昨夜のやらかしで、スタート地点がマイナスになってしまった可能性が濃厚である。痛恨のミスといえるかもしれない。


──これは……なんとしても、挽回しなければなりませんわね。良い印象を抱かれるよう、頑張らねば。


こうして、ミーアは、本日の自身のスタンスを決める。


中立より、ほんのちょっぴり、火の一族寄りの立ち位置。そうして、相手の信頼を勝ち取る。


ダンス名人のミーアにとっては、微妙なバランス取りはお手のものなのだ。


ということで……。


「慧馬は、友情による支援と言っておりますが、それを信じ込むほどに初心うぶだと思われるのは、いささか心外というもの。そちらにおられるミーア姫殿下、それに、聖女ラフィーナさまについても同じこと。なにか、我らを助けることで得ようとしているものがある……。そうではありませんかな？」


「あら、そんなことはありませんわ。慧馬さんとお友だちなのは事実。そして、お友だちを助けるのは当たり前のことですわ！」


慧馬とお友だちアピールをする。熱烈にアピールする！　次いで、


「馬龍先輩とて同じこと。同胞が困っている時に手を差し伸べるのは当たり前のことではありませんの？」


馬龍が頷くのを確認する。


これにより、火の一族が、無償で支援を受けることの確約とする。きちんと役に立ってみせる。


そうして、ミーアはラフィーナにも目をやる。


友のため、あるいは血族のために、労力を惜しまないこと。それは紛れもない善行であり、ゆえに、ラフィーナもニッコリの、完璧な答えのはず……、と、それを確認しようとしたミーアであったが、直後に首を傾げる。


なぜだろう……ラフィーナは、ちょっぴり不機嫌そうな顔をしていた。


──あ、あら？　おかしいですわ……。別にまずいことは何も……。


さらに、ミーアは気付く。ラフィーナだけではない。狼花もまた、あまり納得していないような顔をしていた。


──なっ、なぜですの？　これは……、こんな美味しい話ですのに、どうして喜んでいないんですの？　こっ、これはいったい……？


ミーア、思わず混乱する。想定とは違う周囲の反応に、危機感を大いに刺激される。


──もしかして……ですけれど、やっぱり昨日のアレ……、結構、ダメだったのかしら？


たしかに、無礼な態度ではあったと思うが……ということは、初手でもっと謝罪色を強くしなければならなかった？　


などとアワアワし始めるミーアに、不意に話しかける者があった。


「失礼いたします。ミーアさま、少しよろしいでしょうか？」


静かな、落ち着いた声……。けれど、ミーアはその声に肝を冷やす。


ちらり、と視線を向けると、そこには……、キラリと眼鏡を輝かせるルードヴィッヒの姿があった。その顔を見て……ミーアは悟る。


──あ、ああ……、これ、前の時間軸でよくあったやつですわ……。る、ルードヴィッヒがフォローしなければならないほどのミスを、わたくしが犯してしまったということですわね……。


これは後でお説教、確定かしら……？　いやだなぁ、いやだなぁ、と思うが、こればかりは仕方ない。それに、下手に粘って、より取り返しがつかない事態を招くのは、さらなる悪手である。


ルードヴィッヒが任せろ、と言い出した時には、素直に全部投げてしまうのがよいのだ。


諦めと悟りの境地に至ったミーアは、ちょっぴり脱力しつつ、


「……では、ルードヴィッヒ、お願いいたしますわ」


ポーンッとルードヴィッヒに丸投げした。


それを受け、ルードヴィッヒは一つ頷いてから、軽く眼鏡を直した。


「では……、ミーアさまに代わって、僭越せんえつながら私のほうから……」







第二十八話　ルードヴィッヒ、考察する


「自分のなすべきことを認識するのは大切なことだ」


その場所で、組織で、人間関係の中で自分の役割をしっかりと認識し、持てる力のすべてをもってなすべきことを行う。


それが叶かなった時、人は、疲労感にも増した達成感を得るものであると、ルードヴィッヒは、そう考えていた。


そして、帝国の叡智、ミーア・ルーナ・ティアムーンの臣下というのは、それを見出だすのがなかなかに難しい立場だと、常々彼は感じていた。


なにしろミーアという人は、その知恵においては言うに及ばず、道義的な面においても、まず、非難のしようのない人物である。知恵者であり人格者でもあるという、ある種の完璧な超人である彼女のもとにあっては、下手をすると自分などいてもいなくても同じということになりかねないわけで。


知恵が足りぬなら、適切な助言をすればいい。道義的間違いを犯すなら、臆せず諫言かんげんを呈して正せばいい。


だが、道義的には文句のつけようもなく、極めて合理的な判断を下す者に、果たしてどのような助言ができるだろう？


ミーアのもとで働くようになってから、ルードヴィッヒは、いつでも「自分に求められる役割はなにか？」と考えるのが癖になっていた。


そんな彼にとって、先ほど、ミーアが視線を送ってきた意味を察することは、容易なことだった。


そして、今、自分がなにを求められているのかを察することも。


──なるほど。このメンバーであれば、たしかに俺が言わなければならないだろう、ミーアさまの代理として。


ルードヴィッヒは納得し、軽くメガネの位置を直した。なすべきことのために、自身の力を尽くせることは幸せなことだと、改めて噛みしめる。


さて、ミーアが求めていることはなにか？　それは、端的に言えば「客観的なメリットの提示」である。


言い方を換えるならば、火の一族の族長、狼花を「納得させるための理屈」ということになるだろうか。


善意や情によって差し出された助けの手を取るのは、勇気がいることだ。それは相手の気まぐれで、いつ引っ込められてしまうかわからない、なんの保証もないものだからだ。


しかも、それは悪意を含ませやすいものでもある。少しでも知恵の働く者であれば知っていることだ。上手い話には裏がある、ただより高いものはない。


自分にとって都合が良すぎる話には、警戒してあたるべき、と考えるのは当然のことだった。


──だからこそ、支援する側の合理的利点を説けとおっしゃっているのだ。


狼花に気付かせることが必要だった。仮に狼花が気付いていても、こちらがその利点を認識していることを知らせることも必要だった。


もちろんミーア自身も、その利点を把握しているだろう。場合によってはルードヴィッヒ以上に正確に推察しているだろう。


されど、ミーアがそれを口にするのはまずいのだ。なぜなら、ミーアと慧馬を繋ぐものは、利害の一致ではなく「友情」だからだ。


昨夜のことを、ルードヴィッヒは思い出す。


「やめにしませんこと？　そういう、どうでもいい話は……」


ミーアは、はっきりとそう言ったのだ。


では「どうでもいい話」とはなにか？


火の一族の重鎮の自己紹介のことだろうか？　否、そうではないだろう。そんな無礼なことをする人ではないし、もしそんなことを言うようならば、諫いさめなければならないところだ。


自身がミーアにお説教する場面を思い浮かべ、ルードヴィッヒは少しだけ不思議な気持ちになる。


そんなことは絶対にあり得ないはずなのに、どこか懐かしさを感じてしまって……、思わず苦笑い。


それから、改めて思う。


──ミーアさまがなにを「どうでもいい」と言ったのか……、それは、狼花殿がしようとしている「話の内容」ではなく「自己紹介をしなければならないという常識」あるいは礼節だ。


ミーアは、大国の姫として受ける過剰な礼節を、どうでもいいと言ったのだ。


この場に来たのは、そのような礼を受けるためではない、と。慧馬という友人のために、友情のゆえに来ただけだから、姫に対するような礼節など不要と……。


そのようなことを言いたかったのではなかったか？


──ミーアさまは、一人の友として、この問題に関わることを望んでおられる。


ルードヴィッヒはそう認識する。


であれば、ミーアが利害を口にすることはできない。それは、友情という繋がりを濁らせる。ミーアは、それを望まないということだろう。


利害関係の一致は、納得しやすい半面、壊れやすくもある。利害の不一致、合理的判断によって、簡単に状況は覆ってしまうからだ。


けれど、感情による判断はしばしば理を超える。


保証がない半面、なんの利益がなくとも助けをもらえることがある、それこそが友情という繋がりなのだ。


だからこそ、ミーアは慧馬との繋がりをその形にしておきたかったのだろう。


──いや、その考え方もまた理に偏りすぎているな。ただ単にミーアさまの個人的資質からくる判断かもしれない。


自身の主の少々お人よしの面を思い出し、それを好ましく感じている自分を認識して、ルードヴィッヒは再び苦笑を浮かべる。


──それはともかく、同じことが馬龍殿、ラフィーナさまにも言えるだろうな。


馬龍は同胞の情、ラフィーナは信仰のゆえ。それぞれに助ける理由はあれど、そこに利害を絡めることで、濁りが生じてしまう。


それゆえに、火の一族を助ける利点を、客観的に説明する者が必要となる。


──つまりは、それこそが俺に求められている役割、ということか。


ルードヴィッヒは自身の果たすべきことをきちんと意識しつつ、そっと声を上げる。


「ミーアさま、よろしいでしょうか？」


ミーアは、一瞬、考えるように黙り込んでから、


「ええ……。それでは、お願いいたしますわ」


すべて任せた、というように深々と頷いた。


それが、全幅の信頼のように感じられて、少しだけ嬉しくなってしまう。


──うぬぼれが過ぎる、かな……。


気持ちを切り替えるように、メガネの位置を直しつつ、ルードヴィッヒは息を吐いた。


そうして、改めて、その場のみなに視線を注ぐのだった。






「改めて、失礼いたします。狼花殿。私はミーア姫殿下の家臣、ルードヴィッヒ・ヒューイットと申します。我が主あるじミーアさまに代わり、発言させていただきます」


静かに、ルードヴィッヒが話し始める。


それを横目に、ミーアは小さくため息を吐く。


──ああ、お説教ですわね。これは、間違いありませんわ。くぅ、油断がありましたわ。断頭台にかけられた直後であれば、あのように不用意なことは言いませんでしたわ。気が緩んでおりますのね……。気をつけなければ……、ああ、でも、お説教は嫌ですわ。ううむ、それはそうと、今日のお昼の食事はなにかしら……？


ミーアが、若干の反省の後に、潔く現実逃避を始める間にも、ルードヴィッヒの話は進んでいく。


「火の一族を助けることは、なにも情によるものだけではありません。食料不足によって行われたあなたがたの略奪行為、これは、この地の治安を悪化させるものです。それを取り締まるのは一苦労でしょうし、騎馬王国とサンクランドの国家間にも亀裂が入りかねない。かといってやめろと説得するのも意味がないし、仮に略奪をやめたとして、ここに飢饉が発生し、疫病が流行るかもしれない」


一つ一つ丁寧に、淡々と、ルードヴィッヒが説明していく。


「私はあなたたちになんの情もないが、あなたたちに食料を支援し、食料を得る術を与えることはとても理にかなったことだと考えています」


そう結んだルードヴィッヒの言葉を引き継ぎ、馬龍が口を開いた。


「もう、いいだろう？　長老、狼花殿。我らはともに、始祖、光龍に連なる者。同じ血族ではないか。過去のいきさつがあり別れはしたが、その血の繋がりは否定できない。別れていたものが、また一つになる。今こそが好機なんじゃないのか？」


語られる言葉、それは、凍り付いた時を動かすに足る熱量を十分に持っている……たしかにそう思えて……でも……。


「だが……、戦狼のことはどうなる？」


その問いかけは、ひどく冷たく、再び空気を凍てつかせた。


「それは……」


言い淀よどんだのは、馬龍だ。そして、ルードヴィッヒの顔にも、苦いものが混じる。


それは、容易には解決し得ない問題であったから。この場でどうすることもできない一番の問題点であったから。


「それこそが、我ら火の一族が、主ぬしら十二部族の者たちとともにいられぬ理由よ。林の若者よ。お前たちは、我ら一族の狼を使いこなす術を否定した。嫌悪し、捨てさせようとした。それは、今でも変わらないのではないか？」


「そうだ。お前たちが先に拒んだのだ。我々ではない。そのせいで、我らがどれほどの苦境に立たされたか……。それとも、今さら妥協をするというのか？」


狼花の隣に座る、従者の女性も続く。その顔に浮かぶのは、紛れもない怒りの色だった。


ただ一人、慧馬は……慧馬だけは、黙り込んでいた。黙って、ただ静かにうつむいていた。


そして、投げかけられた言葉に、馬龍は答えられなかった。有力部族とはいえ、しょせんは十二の部族のうちの一つにすぎず、しかも、彼は族長の息子というだけのものだ。


なんの権限もない以上、ここで軽はずみなことは言えない。


そうなってしまうと、自然、その場の空気は硬直せざるを得なくって……。重たい沈黙が、再び訪れようとした……まさにその時だった。


「……ああ、馬がないておりますわね」


ポツリ、とミーアがつぶやいた一言。


それは、まるで、水面に投げ入れた大きな石のようで……、広がった巨大な波紋がその場の空気を大きく震わせた。


「馬が……泣く……？」


そのつぶやきが、はたして誰のものであったのか……定かではない。されど、しばしの忘我から抜け出し、最初に口を開いたのは、長老、狼花だった。


「それは……つまり、我々が仲違いをすることで、馬たちを悲しませていると……そのようにおっしゃっているのか？」


その重々しい問いかけに、ミーアは……、少しばかり緊張したのか、


「……はぇ……い」


ちょっぴり、ヘンテコな声で答えた。






……そう、おわかりのこととは思うが……緊張の話し合いの最中にも……ミーアの現実逃避は続いていたのだ。なにしろ、ミーアのルードヴィッヒへの信頼は厚い。


彼が出張ってきた以上、自分の役割は終わったものと、ミーアが確信したとしても仕方のないことであった。


ということで、今日のお昼、夜のお食事、キノコが食べたい、この森にはどんなキノコが……などと、全力で逃避をしていたミーア。ではあったのだが……。


──ああ、いけませんわ。真面目に話を聞いておきませんと……。


しばらくして思い直す。そうなのだ、ミーアは、反省することにかけては、それなりに定評のある皇女殿下なのである。現実逃避の少し前、油断が過ぎると反省したばかりではないか。


──ここは気持ちを切り替えるために、なにか……数えて、精神統一するのがいいですわね……。えーと。


食欲という煩悩ぼんのうを振り払うべく、数えの極意カウンティングを始めようとするミーアであったが……、残念ながら手頃の数えられるものもなく……。その時だった！　ミーアは見つけた。否、聞きつけた。それこそが！


「……ああ、馬が鳴いておりますわね」


遠くに聞こえる馬の嘶いななきであった！


──ちょうどいいですわ。とりあえず、馬の鳴き声を数えて精神統一をいたしましょうか。


ランダムに聞こえてくる馬の鳴き声を数えることは、精神を集中させるのにちょうどよいのではないか？　などと思っていた矢先、ミーアは感じ取る！


自身に注がれる、狼花の、その従者の女性の、慧馬の、馬龍の……、その場にいるみなの視線を。


その意味がまるで、わからなかったミーアは……、


「それは……つまり、我々が仲違いをすることで、馬たちを悲しませていると……そのようにおっしゃっているのか？」


その問いかけに……、


「…………はぇ？」


と首を傾げそうになるのを、なんとか、踏みとどまる。崖っぷち、気合の踏ん張りである。そして、


「い」


一文字付け足した！　ミーア史に残る、全身全霊の軌道修正である！


そんなミーアをじっと見つめていた狼花は、不意に、肩の力を抜いて……。


「なるほど……その通りやも、しれませんな」


苦笑いを浮かべた。






ミーアによって投げかけられた、たった一言によって起こった状況の激変……。


衝撃のあまり、ルードヴィッヒは、ただただ目を見開くばかりだった。


刹那の忘我の後、すべてがミーアの手の内であったことに気付いて……思わずうめいてしまう。


──なんということだ……、ミーアさまは初めから見抜いていたのだ。この件の、勘所を……。


火の一族に届きうるただ一つのもの。彼らが自分たちの一族の誇りたる狼を持ち出してきた時、唯一、彼らの心を揺らしうるもの。それはなにか？


馬しかないではないか……。彼らもまた、騎馬王国に連なる者であり、馬とは、神から与えられた至高の財産で、愛する家族なのだ。


それゆえに、馬を使うのは当たり前のこと。


そして、それゆえに、ミーアは合理的な説明をすべてルードヴィッヒに任せたのだ。


なぜなら「馬が泣いている」というセリフは、決して合理主義者が言ってはならないことだったからだ。そのような、感情に頼った言葉を合理主義者が口にすればどうなるか？　


おそらく自分たちの説得のために馬を利用していると思われるに違いない。合理主義者は馬が泣くなどとは決して思わないが、相手を説得するために使えるならば使うのだろう、と。白けた目を向けられるに違いない。


「馬が泣いている」というセリフを言う者はあくまでも「感情の人」であり「感性の人」でなければならない。動物が泣くことを、本気で信じることができる人間でなければならないのだ。


──ゆえに……、ゆえにこそ！　ミーアさまは、友情によって手を貸すという立ち位置を堅持しなければならなかったのだ。こちらの合理的な利点をしっかりと理解させた上で……感情的な壁をも一気に突き崩す……。あのような的確な一言を叩きつけるとは……なんという……。


戦慄せんりつすら覚えるミーアのやり方に、ルードヴィッヒはただただ感動し……。


──これは、あいつらに良い土産話ができたな。ふふ、もしかしたら、うらやましがられるかもしれないな……。


帝国で暗躍する女帝派の者たちの顔を思い浮かべるのであった。







第二十九話　火の一族の事情


「長老……」


狼花の突然の言葉に、慧馬が目を丸くしていた。従者の女性も思わず、といった様子で腰を上げかけた。


そんな二人に、狼花は、あくまでも落ち着き払った声で言った。


「意地を張っても、どうにもなるまい。我らの状況は、我ら自身ではいかんともしがたいところに来ている。ならば私は、この、友のために来たという方々に助けを求めたいと思う。理をわきまえていながら、あえて、それを自分で口にせず……説得するのではなく私が心を開くのを座して待とうとした、ミーア姫殿下に……」


そうして、狼花はミーアに目を向けた。


その優しくも穏やかな視線を受けて、ミーアは……。


──この様子ならば、ルードヴィッヒからのお説教はないかもしれませんわ！


ふぅうっと安堵の吐息を吐いた。


結果良ければすべてよし、で納得してくれるほど、ルードヴィッヒは単純な男ではないのだが、それでも、結果さえあれば、それをよりどころに反論もできようというもの。


絶望に、突如差し込んだ希望の光、それを喜びつつ、ミーアは耳を傾ける。


ここでの油断は禁物だ。狼花の話をしっかり聞き、問題を解決させてこそ、結果良ければ、と言えるようになるのだから。


「みなさまに聞いてもらいたい。我らが、いかにしてこのような窮状に陥ったのかを……」


そうして、狼花は話し出した。


「我ら火の一族と騎馬王国十二部族との間にあったことは、ご存知かな？」


「そうですわね。狼を使役する術を学び、それゆえに、騎馬王国から出された一族である、と、そのように聞かされておりますわ」


ミーアの言葉に頷きを返し、狼花は続ける。


「火族の族長、星馬は、ある時、狼を統すべる術を知る一人の人物を連れてきたといわれております。巫女姫と呼ばれるその人物は、一冊の書物を携えていた」


「一冊の本……」


ラフィーナのつぶやき。ミーアも、あの本のことを思い浮かべずにはいられなかった。


「地を這うモノの書……」


「それが正しき名だと知ったのは、ずっと後のこと。私が物心ついてから、このかた、ただ『蛇の書』と呼んでおりました。表紙に書かれた蛇が印象的な本でしたのでな」


「失礼ですけれど、狼花さまは、その本を読んだことは？」


ラフィーナの問いかけに、狼花は首を振った。


「あの本を巫女姫が手放すことはありませんでした。それに、もしも手に取る機会があったとしても、我らは文字が読めません。我が騎馬王国はもともと文字を持たぬ部族ですからな」


言われて、ミーアは思い出した。


騎馬王国は文字にして書き残す文化がない。ゆえに、歴史歌により、一族の歴史を後世に伝えている。


林族の族長の話を思い出し……ミーアはふと首を傾げる。


「ん？　ということは、もしやこの歴史語りも歌で伝えられたものなのでは？」


「あ、ああ……たしかにその通りですが、その歌は……」


などと、ちょっぴり気まずそうにする狼花……シャイなのだろうか？


「一杯飲んでいないと、ほれ、気持ちよく歌えませんでな」


陽気なおばあちゃんだった！


ミーアは昨夜の狼花の様子を思い出し、納得する。きっとほろ酔い気分で気持ちよく歌いたい人なのだろう。それはさておき。


「巫女姫は、何度か世代交代されていたが、常に、その本とともにありました。そして、いつでも、族長さまとともにあり、狼を操る術を与え続けた」


「なるほど。火の一族の全員が狼を使えるわけではない。族長だけが使えるものであったと……、あら？　では、慧馬さんは？」


と、目を向けると、


「我は……その、少し興味があって……。いや、我が兄になにかあったら大変と思い、その術を絶やさぬようこっそりと聞いていただけのこと。うむ、別に小さな戦狼の子が可愛かったからだとか、そういうことではない」


そうして、慧馬は偉そうに胸を張る。


ミーアはそれに、生温かい目を向けつつ……。


──ふむ、しかし、やはり蛇の巫女姫が関わっておりましたわね。それに地を這うモノの書まで出てくるとは……。これは、かなり敵の深部に迫っているのではないかしら……。


「族長さまと巫女姫さまは、時折、連れ立って村から出かけることがあった。その際には一人か二人、若者を連れて出て……若者のほうがしばらく帰ってこないということもあった。なにをしているのか、幼き頃は疑問であったが、その若者が美味しいお土産を携えてくることもあって、きっと良いことをしているのだと思っていた」


それ、絶対に、外に出てヤバイことやってますわ！　などと思うミーアだったが、とりあえず黙っていた。ミーアは空気を読める人なのだ。


「そんな我が一族に変化が起こったのは五年前のこと……。巫女姫とともに出かけた当代の族長、火馬駆マクが一人の若い娘を連れてきたのだ。傷を負い、意識を失っていた娘は、目覚めた時にこう名乗った」


狼花は、みなの顔を見渡してから、最後にアベルのところで視線を止めて、厳かな口調で言った。


「ヴァレンティナ・レムノ……。レムノ王国の第一王女である、と」


その名を聞いた瞬間、アベルがぴくり、と肩を揺らした。


「ヴァレンティナ・レムノさん……、それって……」


さすがのラフィーナも少し驚いた顔で、アベルのほうを見た。アベルは……唇を噛み締めたまま、黙っていた。


「なるほど。それなら、あいつらが見かけたって言ってたのは、間違ってなかったってことか」


馬龍のつぶやきをよそに、狼花は、驚くべきことを言った。


「その後、巫女姫は、ほどなくして亡くなられたよ」


「蛇の巫女姫が、死んだ……？」


「ああ……。なにしろ、私よりもさらに年をとっていたから。それに、安堵なされたのだろうな……後継者ができたことで」


「……後継者」


嫌な予感に、背筋がぞわぞわするのを感じる。その予想が、決して外れていなかったことが、すぐに判明する。


「先代の巫女姫さまは、ヴァレンティナ・レムノにすべてを託して逝かれたのだ。蛇の書も、なにもかもを、な」


「それは……、それは、なにかの間違いではありませんか？」


かすれるような声で言うアベルに、狼花はゆっくりと首を振ってみせた。


「残念ながら、それが事実。彼女は、はじめ蛇の書を読むことを躊躇っていた。されど、巫女姫さまの勧めによってだんだんとそれにのめりこむようになり……、気がつけば日がな一日、それを読みふけるようになった。そうして、ある日、ヴァレンティナ姫は宣言する。自らが巫女姫となるということを」


淡々と告げられるその言葉は、一切の感情が込められることはなく……それゆえに、それが揺らぎようのない真実であることを主張しているかのようだった。


「我々はそれを受け入れた。巫女姫の代替わりは今までも何度もあったこと。今回のそれも、今までと別段変わらぬことである、とそう思っていたのだが……」


狼花は、そこでそっと瞑目めいもくし……、


「二年前のことだった。族長の馬駆は、突如、巫女姫を連れて、この村を出ていった」


驚愕の事実を口にする。


「そして、村の大部分の男たちは、族長を追って、村から出ていった」


「まぁ、それでは、男性の姿があまり見られないのはそういう事情だったのですわね」


てっきり、略奪隊が出かけているだけだと思っていたミーアには朗報である。それは、すなわち、


──大戦力が戻ってきて、力関係が逆転する、という事態にはならなそうですわね。ディオンさんによる大虐殺などもどうやら回避できそうですし。良いことですわ。


うむうむ、と頷いてから、ミーアは慧馬のほうに目を向けた。


「族長が不在だから、その妹たる慧馬さんが略奪隊を率いていたのですわね」


「無論だ。我は族長の妹、戦狼を使うこともできる。我が率いずして誰がみなを率いることができるだろうか」


キリリッとした顔で胸を張る慧馬。


「ん？　ということは、先日の略奪隊は……」


「私たち、村の女の中で戦える者と、残った数少ない男たちで組織したものです」


従者の女性が言う。


「なるほど。そういうことだったんですのね。どうりであっさり引いたと思いましたわ。じゃあ、別に捕まってもどうということはなかったんですのね。まぁ、率いてるのが慧馬さんですし……あら……？　じゃあ行きがけの盗賊団も慧馬さんたちだったんですのね？」


シオンの暗殺に関わった盗賊団を思い出すミーアである。あちらも、慧馬たちであったなら、実際には暗殺なんか行われなかったかも……？　などと首を傾げるミーアだったが……。


「なんのことだ？」


怪訝そうに眉をひそめる慧馬。


「ほら。サンクランドとヴェールガを繋ぐ巡礼街道沿いで、わたくしたちを襲ってきたじゃありませんの？　それで、ディオンさんに脅しつけられて逃げていったと聞いておりますけれど……」


と尋ねると、慧馬は苦り切った顔で言った。


「常識で考えてもらいたい。ミーア姫。あのディオン・アライアがいるとわかっている、そのような一行を我が襲うことがあるだろうか？」


その重たい問いかけに、ミーアは、深々と頷いた。


「ああ、なるほど。慧馬さんの言葉には、揺るぎようのない真理がありますわね……。ということは、あの時に遭遇したのが、族長さんと一緒に出ていった方たちなんですのね」


たしかに、ディオンが護衛を務める集団に喧嘩なんか売るはずもなし。ミーアは深々と頷きかけ……不意に違和感を覚える。


──ディオンさんのことを知っているということは、慧馬さんはもしかして、ここから出ていった火の一族の方たちとも交流を保っているということかしら？　ふむ……。


腕組みし、考え込んでいたミーアは、慧馬の悔しそうな声に、思わず顔を上げた。


「兄上は、巫女姫に騙されている。口車に乗せられて、我が一族を破滅へと追いやろうとしているんだ」


──騙されている……。なるほど、蛇は心を操る術に長けていると聞きますし、可能性は十分に考えられますかしら……。いや、でも……。


ミーアは、そこで再び考え込んでしまう。


そもそもなぜ、族長の火馬駆は、この村を出ていったのだろうか？


今までの巫女姫と族長の行動は、ミーアにはなんとなくわかっていた。要は、この火の一族の中で、使えそうな手駒を選定し、訓練して、他国に送り込んでいたのだろう。


思えば、サンクランドでエシャール王子に毒を渡した人物も、騎馬王国の民のような格好をしていたと聞く。それは、まさに、そのような人物だったのではないか。


しかし、もしそうならば今までやってきたように、これからも、細々とそれを続けていけばよかったのではないか？　それこそが、本来の蛇のやり方なのではないか？


──いったい、なにを考えて、そのようなことを……。


「ミーア姫殿下、ヴェールガの聖女ラフィーナさま、それに……、林族の馬龍殿……」


ふと見れば、狼花が深々と頭を下げていた。


「どうか、みなさまにお願いしたい。我らから奪われた者たち、去っていった者たちを取り戻してはいただけないだろうか？」






──これは、なかなかに大変なことになりましたわ。


頭を下げる狼花を見て、ミーアは小さく唸った。


混沌の蛇の巫女姫、アベルの姉、ヴァレンティナ・レムノのこと。


巫女姫とともに、村を出ていった族長、慧馬の兄、火馬駆と、それを追って出ていった一族の男たち。


火の一族と騎馬王国十二部族との和解と、火の一族の食料事情の改善。


山積みの問題だが、放り出すわけにはいかない。


友人を名乗る慧馬のこともあるが、それ以上にアベルが関係者である以上、問題を放置することもできず……。


さらに！


「無論、我々が村々に対して略奪を行ったことは、必要にかられてしたこととはいえ、罪は罪。力を持つ者が奪うのは当然の権利……などという主張は、あなた方に力を借りようというのであれば、通らぬ道理。このうえは、私の首をもって一族の責任をとりたく……。どうか、若者たちには責が及ばぬように……」


などと、狼花が言い出したから、ミーアは大いに慌てた。


──ご先祖がやらかしたことが原因で困窮し、それを改善すべく略奪を行った、その咎とがによってお祖母ちゃんが首を落とされる……。実に嫌な構図ですわ。なんだか、昔のわたくしを思い出してしまいますわね。まぁ……わたくしはお祖母ちゃんではありませんけど……。


などと思いつつ、ミーアは口を開いた。


「狼花殿、状況はよくわかりましたわ。わたくしも頼られたからには全力で力をお貸しする所存。まず、早まったことはしないようにお願いいたしますわね」


言いつつ、ミーアは周囲に視線を振る。誰かしら、頼れそうな人間を探してみるが…………いなかった！


まず、馬龍……。普段は頼りになる先輩ではあるが、混沌の蛇のことを知らない。ゆえに、おそらく狼花の言っていることが、あまり理解できていないだろう。


次に、ラフィーナ。蛇の専門家たるラフィーナだったが……、今回の話し合いにおいては、なんとなく不機嫌。と思っていたが、それもつい先ほどまでのこと。今はなんだか、ちょっぴりしょんぼりしていた！


──普段のラフィーナさまならともかく、今のラフィーナさまは、なんだか様子が変ですわ。


そう思いつつ、ミーアは視線を横へ。


慧馬や狼花、また、その従者の女性は、今、発言する立場にはないだろう。となれば、残すは頼りの忠臣、アンヌとルードヴィッヒということになるが……。


──アンヌは頼りになりますが、明らかに畑違い。残すはルードヴィッヒですけど……うーん。


ミーアは思わず考えてしまう。


ルードヴィッヒは確かに頼りになるし、きっと良い問題の解決策を提示してくれるとは思うのだけど……、問題はルードヴィッヒがミーアの臣下である、ということだった。


つまり、ルードヴィッヒの意見は、すなわちミーアの意見であり、帝国の意見である。


彼がなにかしらの策を提案した時、もしもそれを実行するとして……、ミーアがノータッチで済むことは、ほぼないだろう。下手をすると、旗振りをしなければならないかも……。


できれば、それは避けたいミーアである。


自分一人が背負い込まなければならないような状況には、絶対にしたくはないのだ。


──くぅっ、ルードヴィッヒに投げるにしても、事前にある程度、相談したいところですわ。


そうして、ミーアは……考える。考え、考え、考えて……。


──ふむ、とりあえず、わたくしが直接なにもしなくていい問題がありますわね。まずは、そちらを解決していただいて、その間に、ルードヴィッヒと話し合うのはどうかしら？　ラフィーナさまも巻き込みたいですし……。


ともかく、できるだけ自分が考えなくてはならない問題を減らしていく所存のミーアである。


大きなケーキを一人で食べたらＦＮＹってしまう。だからこそ、切り分けて、みんなに配る！　難しい問題もまた、しかり、なのだ。


あまぁいケーキもみんなで食べればＦＮＹらない！　の精神で、ミーアは問題の切り分けを図る。


ということで……。


「狼花殿、責任の取り方は置いておくとしても……まず、していただきたいことがございますわ」


「それは……？」


「無論、決まっておりますわ。馬龍先輩たち、十二部族の方々との和解ですわ」


その件に関して言えば、自分にできることは皆無であるとミーアは考えていた。


それをすべきは目の前の狼花、あるいは慧馬であり、馬龍や馬優をはじめとする騎馬王国の人々である。ついでに言うと、火の一族が迷惑をかけたサンクランドとの交渉も、もしも、火の一族が騎馬王国に復帰できたのなら、サンクランドと騎馬王国との間でやってもらうのがいいかもしれない。


──火の一族が困窮したのは、同族たる十二部族が放置したため。ということは、彼らが食料を求めて略奪を行ったのは、十二部族全体の罪ともいえる……みたいに言えば、馬優さんあたりは、動いてくれるかもしれませんわ。


ともかく、山積みの問題をほかにぶん投げていきたい。


ミーアは、自分が関わる問題を、できる限り減らしていくスタイルなのである！


──その間に、ルードヴィッヒと、混沌の蛇の専門家でもあるラフィーナさまに、巫女姫に対するアプローチを考えていただくのがよろしいですわね。しかし改めて、なぜ族長さんは、この村を出ていったのかしら？　狼を使う術を教えないとか、使えなくするとか、そんなことを言われて脅されたのかし……ら？　はて……。


ミーアは、ここで重大なことに気付く。


──狼を使う人物……、なんだか、覚えがあるような……？　あ……、狼使い！


そこで、ようやく、ミーアは思い至る。


狼を連れ、乗馬に長けた暗殺者、狼使い……。彼こそが、火の一族の族長、火馬駆ではないのか？　族長以外にその技術が使えないというのであれば、その可能性は非常に高いのではないか？


ミーアが、脳内で名推理を組み立てていると……、


「和解……ですか」


狼花がつぶやき、ちらりと馬龍のほうに目を向けた。


「そうですわ。巫女姫のところにいる者たちを取り返してもらいたいのでしたら、みなさまだって頑張らないといけませんわ」


ミーアは偉そうに頷く。


まかり間違っても、自分だけが働かざるを得ないような状況にしてなるもんか！　という確固たる信念が、その言葉には込められている。


「つまり……我々の和解が、出ていった者たちを取り戻すために必要であると？」


そう問われて……、ミーアは考える。


それから、チラリと視線を向けるのは、ラフィーナのほうだった。


──ふむ……実際問題、混沌の蛇の専門家はラフィーナさまですわ。だから、巫女姫についていった人たちを連れ戻す際にはラフィーナさまの知識が必要となるはず……。


それこそ、なにかしらの洗脳を受けて彼らが出ていったのだとすると、ミーアにどうこうすることは不可能である。ラフィーナの力が必要となるのだが……。


──なぜか知りませんけれど、ラフィーナさま、いまいち慧馬さんのことになると、不機嫌になることが多いですし……。あまりやる気を出してくれない可能性もございますわ。とすれば……。


ミーアは、ラフィーナのモチベーションを上げるべく一計を案じる。


「彼らが帰ってくるために必要か否か……。そういう問題ではないのではないかしら？　同じ血族が相争うなんて、とっても悲しいこと。それに、それは神聖典の教えにも逆らうこと。ね、そうですわよね？」


そう、ラフィーナに話を振る。


ちなみに、ミーア、神聖典にそんな教えがあるかどうかは、把握していない。ただ、ラフィーナが兄弟仲が悪くても、全然いいですよ！　など教える姿が想像できなかったので、とりあえず言っているだけである。そして、


「え？　あ、ええ。そうね。両親を敬い、兄弟、家族を大切にすることは、神の教えの基本といえるでしょう」


なにやら、物思いにふけっていたラフィーナが、少し慌てた様子で顔を上げたのを見て、


「だから、和解は必要なこと。馬龍先輩の言っていた通りですわ。この機に、騎馬王国十二部族との絆を回復し、そして……、出ていった者たちの帰る場所を作ってあげるべきですわ」


もっともらしいことを言う。


そうすることで、火の一族の者たちが、神聖典に忠実であろうと努力する姿を見せ、巫女姫からの回帰をアピールさせるのだ。


和解しようと努力している姿を見せて、ラフィーナのやる気に火をつけようというのである。


──きっとラフィーナさまだって、善良に生きようとしている方々を見捨てたりはしないはずですわ。


「なるほど……。たしかに、彼の者たちが帰ってきた時に、宴の一つも開けないというのも情けない。それに、帰ってきたくなるような場所を用意するというのは、道理でございましょうな」


それから、狼花は、馬龍とラフィーナに順番に頭を下げた。


「それでは、お二方にお願いしたい。十二部族と、我が一族の間を取り持つ、そのお力添えをいただけましょうか？」


「ああ。もちろんだ」


力強く頷く馬龍。それに次いで、ラフィーナは無言で頷いた。


その、ちょっとだけ元気がない様子に、ミーアは首を傾げた。






──なるほど。相変わらず、素晴らしい。


一連のミーアの捌きを見て、ルードヴィッヒは改めて感心していた。


彼の見たところミーアは、要するに、火の一族の出ていった者たちを説得する環境を整えようとしているのだ。


仮に、火の一族が騎馬王国十二部族と和解したなら、どうなるだろうか？


火の一族の戦士たちが戦う理由はなにか？　なにをもって、蛇の巫女姫は、彼らを扇動しているのか？


それは、十二部族への反感であり、歴史的な対立だ。


加えて、食料不足や貧しさなど、窮状を打開するためでもあっただろう。


ミーアが攻めようとしているのは、まさに、その二つだ。


──狼花殿たちが先に和解してしまえば、彼らが戦う理由は間違いなく薄くなる。食料の不足が改善され、貧しさが打開されれば……、戦おうという気にはならないかもしれない。ミーアさまは、問題の根源を見抜いて、そこを攻めようとしている。蛇の巫女姫がしたのと同様、ミーアさまも心を攻めようとしているのだろう。


まぁ、実際のところ、ミーアはラフィーナのやる気を出すために、その心に働きかけようとしているわけで……、その点ではそんなに間違っていないような、そうでもないような……。


微妙にズレたことを考えつつ、ルードヴィッヒは、忠誠を新たにするのだった。







第三十話　ベル、村をただけんがくする


一方、その頃、ミーアベルとシュトリナは、火の一族の集落を見学していた。


探検でも冒険でもなく、ごく普通に見学である。


といっても、そこまで変わったものがあるわけでもなく、二人の足は自然、群れを成している馬たちのほうへと向かっていった。


「うふふ、この前、馬に乗ったの、楽しかったですね。リーナちゃん」


ふと、先日の乗馬体験を思い出し、ニッコリ笑顔のベルである。


シュトリナも、嬉しそうな笑みを浮かべて、


「うん。すごく楽しかった。またベルちゃんと一緒に、遠乗りに行きたいな」


「そうですね。ここの問題が解決したら、またみんなで行きましょう」


と、一転、ベルは表情を暗くする。


「それにしても、ミーアお姉さまたち、大丈夫でしょうか。話し合い、上手くいっていればいいんですけど」


「ベルちゃん、心配？」


そう問われて、ベルは小さく首を傾げた。


「んー……、ミーアお姉さまがいて、ルードヴィッヒ先生がいて、ディオン将軍がいる。リーナちゃんもいるし、アベルおじ……王子も。だから大丈夫、と思ってますけど……」


なぜだろう……、ベルは、いつになく奇妙な胸騒ぎを覚えていた。


なにか良くないことが起こるような……そんな、嫌な予感がして……その時だった。不意に馬が、鳴き声を上げた。


「え……？」


「今のは……」


「行ってみましょう」


鳴き声を上げた馬は、すぐに見つかった。


それは、白い毛並みが美しい、一頭の仔馬だった。


そのそばには、火の一族の女性がかがみこみ、仔馬の前足を見ていた。


「あ……、あそこ、脚が、腫はれてます」


その仔馬の前脚は、傷が化膿したのだろうか、かすかに膨らんでいた。


「ホントだ。折れてはないみたいだけど……」


二人の声を聞いて、仔馬の手当てをしていた女性が立ち上がった。


「傷口が膿んでしまったみたいなの。困ったわね……。すぐに薬草を取りに行きたいんだけど……」


と、年配の女性はため息を吐いた。


「手が足りなくって、なかなかすべての馬に目が行き届かないのよ。こんなことではだめなのに、馬たちに迷惑をかけてしまっているわ」


寂しげにつぶやく彼女に、ベルは、なんとかしてあげたくなって……、そばにいるシュトリナのほうを見た。それを受け、シュトリナは小さく頷くと、


「少しいいですか？」


女性に断りを入れてから、仔馬に近づいた。


そうしてシュトリナは、真っ白のハンカチを取り出し、薬瓶の中のペースト状のものを含ませる。


「それは？」


少し驚いた顔をする女性に、


「体に入った毒を浄化して、痛みをとるための薬草をすりつぶしたものです」


説明しながら、馬の脚にそれを近づけようとして……、そこで、ベルが一歩仔馬に歩み寄った。


「大丈夫だよ、大丈夫。リーナちゃんに任せていれば、大丈夫だから」


そうして、仔馬の首筋を優しく撫でた。仔馬はシュトリナのほうに目を向けてから、すぐにベルのほうに顔を向け直し、そっと目を閉じた。


それを見てから、シュトリナは仔馬の脚にハンカチを素早く押し当てる。


ひときわ高い鳴き声を上げる馬だったが、暴れることはなかった。


布が外れないようにしっかりと結び付けてから、シュトリナは女性のほうを見た。


「これ、少ないですけど、お薬です。二、三日塗り込めば大丈夫だと思います」


そう言って、薬瓶を手渡した。


女性は、きょとん、と目を瞬かせていたが、


「ありがとう。助かったわ」


優しい笑みを浮かべてくれた。


シュトリナは……、ちょっぴり気まずそうに頭を下げると、さっさとその場を離れてしまった。


「リーナちゃん」


追いかけてきたベルは、シュトリナの顔を見て、楽しそうに笑った。


「ふふふ。リーナちゃん、いいことしたんだから、照れなくってもいいと思いますけど」


「べ、別に、照れてなんか……」


などとブツブツ、何事か言っているシュトリナである。基本的に、まだまだ、いいことをしてお礼を言われるのには慣れないシュトリナであった。


「でも、ハンカチ、だめになっちゃいましたね」


ちょっぴり困り顔をするベルに、シュトリナはしたり顔で言った。


「心配しないで。まだ、何枚もあるから。ほら……」


そうして、ハンカチの束を取り出して見せる。


「わ。すごい！　でも、どうして、何枚も持ってるんですか？　リーナちゃん」


目をまん丸くするベルに、シュトリナはにっこにこで答える。


「もちろん、ベルちゃんがケガしてもいつでも手当てできるように、たくさん持ってるのよ」


「……え？」


「リーナ、お友達の性格はちゃーんと知ってるんだから。ベルちゃん、冒険とか探検とか好きでしょう？　ふふふ、安心して。ベルちゃんがケガをしてピンチの時にも助けてあげるんだから」


そうして、可憐な花のような笑みを浮かべるシュトリナである。


「えへへ、ありがとうございます。リーナちゃん」


ベルも、そう微笑もうとして……、ふと、胸に疼うずきを覚える。


それは、ベルの中に生じた、小さな罪悪感。


自分は、お友だち──たった一人の親友に大きな秘密を持っている。


それはもしかしたら、自分がこの世界のことを、いつか去る夢の世界だと思っていたからではないだろうか。それは、屈託のない笑顔で、自分をお友だちと言ってくれるシュトリナに対して、とても不誠実なことをしているような、そんな気がしてしまって……。


──リーナちゃんの気持ちに、応えられてない。


それが、なんだか、すごく嫌だったから……。


ベルは、そっと顔を上げる。


もしも、この世界でずっと生きていくのなら……、自分の秘密を打ち明けることが、第一歩になるのかもしれないと思ったから。


──この世界に責任を持つということ……。


今までは、ただのお客さんのつもりだったのだ。いずれ去ることになる世界。いつかなくなってしまう夢。だからこそ、楽しいだけでいいし、いつでもいなくなれるよう、できるだけ繋がりを作らないようにしてきた。そのはずだったんだけど……。


それじゃあ、ダメだと思ったのだ。


尊敬する祖母、ミーアのように自分も精一杯生きて、決して簡単にはあきらめずにしがみつこうと、決めたのだ。


それは、つまり、繋がりを作るということ……、この世界に責任を持つということなんだって……そう、思った。だから、


「ねぇ、リーナちゃん」


ベルは、ちょっとだけ勇気を出して、一歩を踏み出した。


「どうかしたの？　ベルちゃん」


「お話ししたいことがあるんです……」


声を潜めて、ベルが言った。


「とっても大事なこと……ボクの秘密をお話ししたくって……。帝国に戻ったら、聞いてくれますか？」


「ベルちゃんの、秘密……」


シュトリナは眉をひそめていたが……、


「うん。わかった。それじゃあ、帝国に戻ったら……」


と、その時だった。


「アベルっ！　ちょっと、お待ちになって！」


ミーアの、少し慌てたような声が辺りに響き渡った。







第三十一話　炸裂せよ、自分ファースト！


かくて、会談は終わった。


とりあえず当面は、騎馬王国十二部族と火の一族との関係修復に焦点を合わせて行動していくということで、話はまとまった。


林族の伝令が族長、馬優に連絡を取りに行くとのことで、あと数日はこの地にとどまることになりそうだった。


「ううんっ……」


外に出たミーアは伸びをしつつ、唸り声を上げた。背筋をぐぐいっと伸ばすと、ポキポキッと体が鳴った。


長時間に及ぶ話し合いで、体がすっかり固まってしまっていたからだ。


別に、運動不足で体がなまっているわけではない。


「おぅふ……」


などと、ちょっぴりアレな吐息が口からもれたりするが……、決してなまっているわけではないのだ。


「さて……、それにしても、これはなかなかに難題ですわね。どうしたものか……」


とりあえず、ルードヴィッヒも一緒に話を聞いていたので、今回は特に説明をする必要もないだろう。馬龍には、混沌の蛇のことを説明しなければならないだろうが、そのあたりはラフィーナに任せるとして……。


──あとはリーナさんには少し話しておいたほうがいいかもしれませんわね。蛇の事情には詳しいでしょうし。


などと考えている時だった。その視界の端を、アベルが横切っていった。


「あら？　アベル……？」


どこか悲痛な表情で、まっすぐに馬のほうへと向かっていくアベル。その横顔を見て、ミーアの胸に警鐘が鳴り響いた。


アベルは周囲に視線をやってから、自らの従者に声をかけた。


「ギミマフィアス、来てくれ」


「アベル殿下。どうかされましたかな？」


呼びかけに応じ、ギミマフィアスが近づいてくる。


「出立する。すぐに準備を」


「アベル、ちょっと、お待ちになって。どこに行こうというんですの？」


慌てて、ミーアが話しかけると、アベルは厳しい顔で見つめてきた。


「ミーア、すまないが、ここでお別れだ。ボクとギミマフィアスは、ヴァレンティナ姉さまのところに行こうと思う」


「ちょっ、アベル。そんな、心配になるのはわかりますけれど、二人だけで行こうだなんて、そんな……」


唐突に、アベルは笑った。自嘲じちょうするような、無理やりな笑みを顔に張り付けて……、


「はは……、心配？　違うよ、ミーア。そうじゃない」


静かに首を振ってから、アベルは続ける。


「姉上が、もしも、混沌の蛇に囚われているのだったら、ボクは君の言うことに従うよ。それが一番、助けられる可能性があるって思えるからね。でも……」


ギリッと、歯を食いしばって、アベルが目を逸らした。


「でも、違った。ヴァレンティナ姉さまは……巫女姫になっていた。ただ、影響を受けて、その構成員になったというのでもない。姉さまは、混沌の蛇のトップに立っていたんだ。許せると思うかい？　姉さまは、君を殺そうとしたんだぞ？」


そう言われ、ミーアも気付く。


聖夜祭の日。命を狙ってきた、狼を連れた男……。


──あれが火馬駆だったとしたら、たしかに、ヴァレンティナお義姉さまが関係している可能性は大いにありますわね……。いや、でも、あれはバルバラさんの独断だったような気もしますけれど……。


「君が、火の一族と騎馬王国十二部族との和解を優先したいというのはわかった。たぶん、それが一番正しいやり方なのだろうし、血も流れずに済む方法なんだろう。でも……、ボクは悠長に、それを待っていることはできない。姉さまのしたことは、ボクがけじめをつける。このボクの手で姉さまを……」


歯を食いしばり、吐き出すようにして、アベルは言った。その顔は、言葉から溢あふれる激怒とは裏腹に、とても悲しげで……。


「アベル……」


それを見たミーアは……思わず、感動してしまった。


アベルが怒っているのは、ほかならぬ自分のためだったからだ。


もちろん、それだけではないだろう。巫女姫の手による犠牲を思ってのことでもあるだろうと思うけど……、それでも、不謹慎ながら、こう……少しだけ嬉しくなってしまって……。


自分のために、真剣に怒ってくれたその気持ちが嬉しくって、だから……だからこそ、


「アベル、あなたに、お姉さまを殺させはしませんわ」


言葉は自然に、こぼれ落ちた。


アベルの顔が苦悩で歪むのが嫌だった。こんな風に悲しそうに怒っているのが、見ていられなかった。


なにより、ここで彼を行かせてしまったら、二度と、会えないような……そんな気がしたから。


かつて見た……、血まみれの日記帳のにじんだ文字が目の前を過る。


今ならばわかる。あれは、あの時は、たしかに自分は泣いたのだろう、とミーアはわかった。自分を助けに来てくれたアベルが討ち死にしたと知って、きっと泣いたに違いない、と。


そして、そんな気持ちは絶対に味わいたくないと思った。だから……、


「あなたが一人で行って、一人でケリをつけて、一人で傷つくこと……そんなことは絶対に許しませんわ」


そうしてミーアは、後ろからアベルをギュッと抱きしめた。逃がさないというように思いっきりホールドする。


あれだけ、たくましくなったと思った少年の体が……、なぜだろう、今は、出会ったばかりの時のように、幼く、頼りなく思えた。


「わたくしのほうが上手くできるとか、できないとか……、自分の手でけじめをつけるとか、そういうことは全部捨てて……、ただ、わたくしのためだけに、行かないで」


ミーアは、自分ファーストな姫だ。今のアベルにかけられる言葉なんか、ほとんどないと知っている。たぶん、今の彼には口先だけの言葉は通じない。


だからこそ、ただ自分の精一杯をぶつけるのみ。


精一杯の自分ファーストを押し付けるのみ。それこそが、ミーアにできる唯一のこと。


すべての理屈を飲み込んで、ただ「自分のためだけに行かないでほしい」と、その願いだけを込めて、


「ミーア姫殿下……。あまり、アベル殿下を困らせないでいただけますかな？」


声をかけてきたのは、傍らで聞いていたギミマフィアスだった。レムノの剣聖の声は、静かで、穏やかで、されど高波のような圧迫感を持っていて……。


けれど、その迫力にミーアが飲み込まれる前に、別の声が響いた。それは、


「ははは、そいつは、いささか無粋ってもんでしょう。ギミマフィアス殿」


帝国最強の騎士、ディオン・アライアが、まるでミーアたちを守るようにギミマフィアスの前に立った。それから、彼はアベルに目を向け、


「アベル殿下。それは殿下の負けでしょうね。姫さんのために怒って行こうとしてたんだから、当の姫さんに行くなと願われたら、行くわけにはいかないんじゃないですか？　それに、前に言いましたよね。うちの姫さんを泣かすなって。このお人は、殿下が行ってしまったら、一人で馬に乗って後を追っていくような性格……ってことはご存じでしょう？　それでも行くおつもりで？」


「それは……」


言い淀むアベルに、ディオンは苦笑する。


「ここは、堪えてもらえませんか？」


「ディオン殿……。しかし……」


「ここは、少し落ち着くのがよろしいのではないでしょうか？」


そこで、さらなる乱入者がいた。すまし顔で声を上げたのは、シュトリナ・エトワ・イエロームーンだった。


「アベル殿下は冷静さを失われているご様子。お茶でも飲んで、一息入れましょう。あちらにお茶の席を用意しましたので……」


シュトリナの、その可憐な花のような笑みに、ミーアは、不意にナニカを感じ取り……、すすっとさりげなく近づいて……、


「リーナさん、もしやと思いますけれど……お茶になにも入れておりませんわよね？　眠くなる薬とか、体がしびれる薬とか……」


尋ねると、シュトリナは……、ちょっぴり傷ついた顔をした。


「ひどい……。もちろん。途中で大丈夫そうだなと思ったので、気持ちを落ち着けるためのものに変えました。だから、ミーアさまも飲んでも大丈夫ですよ」


「そう。それは疑ってしまって、申し訳ありま……？　変えた？」


「うふふ……」


笑みを浮かべるシュトリナ。ミーアは、まぁ、あまり突っ込まないほうがいいだろう、と思い直して、アベルのほうを見た。


「……まぁ、ともあれ、大丈夫ですわ。アベル。わたくしが必ず、あなたのお姉さまを取り戻してみせますわ」


そんな一同のやり取りを、ギミマフィアスは黙って見ていた。


ディオンから横槍を入れられた形となった彼は、ただ静かに、アベルの様子を見つめていたのだ。






アベルの姉を取り戻す……、その選択の重さを、その言葉の意味を……、ミーアが実感するのはもう少し先のことになる。そして、それは……。







第三十二篇　歴史歌「異国より来たりし、天馬の姫」


『異国より来たりし、天馬の姫』


それは、騎馬王国では知らぬ者がいない歴史歌。


一族の和解と再生、大いなる祝福を歌った、喜びの歌である。






始祖光龍から生まれ出た十三人の子どもたち、それぞれが家長となり、族長となった時、その間に大きな亀裂が生じん。


歴史は流れ、幾年か。時の流れの中で失われた火の一族は、その血はまさに絶えんとす。


そんな折、一人の客人が騎馬王国を訪れん。その客人、正体は、大陸に名を馳せる大国の姫君なり。


月明かりと見まごうばかりに輝く白金色の髪、白く透き通るような肌、知性の輝きを放つ瞳は、この世の真理を見抜き通さん。その口は、愛馬と言葉を交わしあい、その耳は、空を統べる天馬の声すらも聞き取りし。


この地を訪れた天馬の姫、十三部族のありさまを見て、心を震わせて問わん。


「馬が泣いている。馬を悲しませ、お前たちはなにをせりや？」


怒りに震えし天馬の姫は『風を従えし天馬』にまたがり、その手を持ちて騎馬王国の者を打ち負かさん。


それをもちて、彼らの心にあった、過去のわだかまりを完全に払拭ふっしょくせり。






かくて、彼女は、別れていた心を繋ぎ留めん。


かくて、十二部族と、別れた一族との間に、再び絆を結び合わさりや。


かくて、光龍の子どもたち、再び一つにまとまりて、ともに栄光の一族の歩みを再開せん。






後の世に「さすがに誇張が過ぎるのではないか？」と言われることになる伝説的歴史歌。歴史家からは正確性を欠くと批評されつつも……、ほかのどの歌よりも騎馬王国の民から愛され、慕われている、高い人気を誇る歴史歌。


その壮大なる序曲の、静かなる前奏が始まろうとしていた。






火の一族との歴史的な会談を終えて、数日後。


林族の馬優から、報しらせが届いた。


「族長会議か……。そうなるだろうなぁ」


伝令の話を聞いた馬龍は、深々とため息を吐いた。それから彼は、ミーアやラフィーナたち関係者を集めて相談することにした。


「親父殿から連絡だ。火の一族の代表者を連れて、族長会議に来いとさ」


「なるほど。やはりそうなったのですわね。ふむ……、では、こうするのはいかがかしら？」


馬龍の話は、ミーアfeat.ルードヴィッヒの完全な予想のうちにあった。ゆえに、ミーアは完全無欠な準備の下、自らの考え（純度90％以上ルードヴィッヒ産）を開陳する。


すなわち、火の一族と十二部族を和解させ、火の一族の女性たちを保護。それを材料に、族長、馬駆一味と巫女姫との間を分断する、という策略である。


敵の戦う動機を攻めるという、その計画に、馬龍は感心した様子で頷いた。


「さすがだな。嬢ちゃん。あの段階で、そこまで考えてたのか？」


「ふふふ、まぁ、わたくしの家臣は優秀ですから」


ミーアは、微笑みつつ、そんなことを言う。


決して自分が考えていたとは言わない。ボロが出るかもしれないし……。


小心者リトルチキンハートのミーアは、手柄も、誉れもいらない代わりに、リスクも負いたくないのだ。


「騎馬王国十二部族と火の一族だけで会談をさせるのは、あまり良い手とは思えないわね。もしも、十二部族に扮した蛇の手の者がいたとしたら大変だもの……」


ラフィーナが発言する。たしかに、騎馬王国の民に扮ふんした暗殺者の手で狼花および慧馬が殺されたりしたら……、和解への道は閉ざされてしまいかねない。


そうなれば、この計画は呆気なく瓦解がかいする。


「林族の中にも、火の一族と付き合うことをよしとしない連中がいるだろうしな。長老連中のなかには、狼を使う術を危険視してる向きもある。できれば、また護衛をお願いしたいが……」


「今回のわたくしは、ラフィーナさまの護衛ですわ。いずこなりとも、おともいたしますとも」


アベルとともに、ヴァレンティナを取り戻すことを約束した以上、このまま帝国に帰るという選択は、すでにない。であるならば、ここに留まるより、馬龍とともに移動したほうがよいだろう、とミーアは考える。


「この村にも、多少の戦力は置いていくべきだろうな……。聞いた話じゃあ、その蛇って連中はたちが悪そうだ」


かくして、方針は決する。


火の一族の集落には、皇女専属近衛隊プリンセスガードの精鋭を五名、さらに、林の一族から呼び寄せた戦士たち十名前後を配備する。もっとも、巫女姫の手の者が火の一族の男たちであるならば、村の女たちに危害を加えるということは、考えづらいところであった。


むしろ、危険なのは、族長会談に臨む慧馬と狼花のほうである。が……、


「まぁ、ディオンさんと、皇女専属近衛隊プリンセスガードがいれば大丈夫じゃないかしら？　ギミマフィアスさんも、結構強いということでしたし……」


狼使いとディオンであれば、ディオンのほうが強いらしいし、敵に火族の戦士たちが加わったとしても、なんとかできる……はずである。


どちらにせよ、できるだけの手配はした。ミーアが考案したのではなく、ルードヴィッヒが考えてくれたものに、ミーアが了承（いいね！）を与えたものである以上、これ以上は考えられない。


これで、敵が何かを仕掛けてきても大丈夫なはず……とは思うのだが、なにやら、一抹の不安は消せないミーアである。


「まぁ、なんにしてもアベルもお姉さんのことが気になっているでしょうし、早いところ、騎馬王国のことをなんとかしないといけませんわね……」


気合を新たに、一行は旅立った。目的地は騎馬王国の「南都」である。







第三十三話　それぞれの馬観


族長会議が開かれる地、騎馬王国の南都は、火の一族の隠れ里から馬で二日、と比較的近い距離にあった。


普段なら、馬車の中でうつらうつらしつつ、のんびり向かうところだが、今回のミーアは、あえて馬に乗って向かうことにした。


それは、馬龍の発案によるものだった。


「騎馬王国の民は、外国のお姫さまは馬なんか乗らないもんだと思ってるからな。上手く馬を乗りこなしているだけで、だいぶ評価が上がると思うぜ」


「そうですわね。まぁ、たくさん食べるために、少し運動しておくのもよいのではないかしら？」


などと思ったミーアは、二つ返事でオーケーした。


なにしろ、十二部族の族長が集まる族長会議。きっと美味しいおつまみが出るに違いないと確信するミーアである。ご馳走をゲットするためには、好感度は稼いでおくに越したことはないだろう。


そんなミーアの護衛を請け負ったのが、慧馬だった。火の一族のために、いろいろと尽力しているミーアへのお礼だということだったのだが……。


──ふぅむ、しかし慧馬さん、やっぱり少し元気がないように思えますわね。


隣に並んだ馬に乗る慧馬に、ミーアはチラリと視線を送った。


火の一族の村を出て以来、なぜだか、あまり元気がない様子の慧馬。


否、よくよく考えてみると、狼花と会談した時から、少し沈んでいるようにも見える。


──ラフィーナさまといい、なにか悪いものでも食べたのかしら？　しかし、それにしては、わたくしがなんともないというのも妙な話ですわ。わたくしの胃腸は極めて繊細でデリケートなはずですのに……。


アンヌが仕入れてきたヨーグルトで今日も非常にお腹の調子が良いミーアであった。


……まぁ、それはさておき、このまま慧馬の元気がないのも気分が滅入る。


ということでミーアは、なにか、慧馬が元気になりそうな話題を振ってみることにする。


当然、話題は……、


「ところで、慧馬さん……その馬、とても見事な馬ですわね」


ミーアは、慧馬を乗せた黒毛の馬を見て言った。それはお世辞ではなく、完全なる本音だった。


荒嵐にも負けない引き締まったしなやかな体。力強く大地を蹴る足と、まっすぐに前を見据える澄んだ瞳。その艶やかな黒毛は、この馬がどれほど大切にされているかを表しているようだった。特徴的なのは、その白い鼻先だろうか。夜闇のような黒毛の中にあって、そこだけ光が浮き上がっているように見える。


「もしや、それは月兎馬つきとばですの？」


そう問うと、慧馬はにやりと笑みを浮かべた。


「さすがはミーア姫。馬を見る目も確かなのだな。これは、我が火一族の宝馬たからうまだ。兄、馬駆の愛馬、影雷とは兄弟馬で、名を蛍雷けいらいという。騎馬王国の伝統的な月兎馬の純血種で、遡さかのぼると始祖、光龍の時代まで辿ることができる。この馬の血統を歌った歴史歌もあって……」


と、明るい声で話し出すのを見て、ミーアは少しだけ笑みを浮かべる。


──ふむ、元気が出たみたいでなによりですわ。やはり、慧馬さんはこうでなくっては、こちらまで調子がおかしくなってしまいますし……。


などと満足していると、


「……聞かないのか？」


「え？」


不意に、慧馬が真剣な顔で見つめてきた。


「聞くって、なにを？」


「この馬を売って金にしないのかって。食べ物に換えないのかって、聞かないのか？」


優しく蛍雷の首筋を撫でながら、慧馬は言った。


「我ら光龍の末裔にとって、馬は友。馬は家族。だが、一族の存亡の危機でもある。そんな中で、立派な馬を持ち続けることは、ぜいたくでわがままなんじゃないか、と、言われたことがあるのだ。だが……我は……」


苦しそうに、唇を歪めて言う慧馬に、


「あら？　そんなことないのではないかしら？」


ミーアは、あっけらかんとした口調で言った。


「というか、馬を売ってしまうなど、あり得ないことですわ」


それは、ミーアにとって自明のことだった。


なるほど。確かに、馬を売り、食べ物を得れば、一時的に破滅を免れることができるだろう。だが……、それはあくまでも一時のこと。その場しのぎだ。


馬を売って手に入れた金は尽き、手に入れた食べ物はお腹の中におさまってしまうのだ。


お腹がいっぱいになり、動くのが億劫おっくうになったところで、破滅が襲いかかってきたらどうするというのか？　馬がなければ逃げられないではないか！


それゆえに、ミーアは思う。


馬という脱出手段は、いつもいつでも、最後の最後まで手元に残しておくべきなのだ、と。


ゆえに、ミーアは言う。


「馬は、どこよりも遠い場所へと、わたくしたちを運んでくれるもの。手放すなんてもってのほか。死ぬ時は馬と一緒、ぐらいのことを思っておいたほうがよいのではないかしら？」


それは、最後まで逃げることを諦めないというミーアの固い信念！　揺らぐことのない部分である。


それを聞いた慧馬は、ぽかーん、と口を開けていたが……、やがて、小さく吹き出した。


「ふふふ、そうだな。まったく正しい。驚いた、ミーア姫は、騎馬王国の民などより、よほど馬のことがよくわかっているな」


ひとしきり、おかしそうに笑ってから、慧馬は首を振った。


「さすがは、我が友と見込んだ者だ」


「あら？　そう言っていただけてなによりですわ」


さて、なにが評価されたのか、よくはわからなかったけど……。


──まぁ、慧馬さんに元気が出てきたのならば、それに越したことはございませんわね。


などと思うミーアなのであった。






そんな二人の心のうちを知ってか知らずか、ミーアを乗せた東風が、ふわああむ、っとあくびをした。


実になんとも平和な光景だった。






「むふふ……ふふふ」


狭い室内に、野太い男の声が響いた。


「ああ……なんと素晴らしい。この美しい栗色の毛……、この引き締まったお尻……ああ、実に、たまらん！」


すらりとした美しい脚をペタペタ撫でながら、男はニヤニヤ～と溢れんばかりの笑みを浮かべる。


「ああ……なんと愛しい。お前こそ我が娘。我が愛娘だ」


そうして、男は、目の前に立つ義理の娘のシュッとした鼻先に口づけする。と、長いまつ毛の奥、澄んだ瞳が、まっすぐに男に向けられた。潤んだ美しい、まるで宝石のような瞳に、男は、おふーっと満足の吐息をこぼす。


「ああ、なんと美しい。美しいなぁ。待っていろよ、もうすぐまた、新しいお友だちを連れてきてあげるからね。くふふふ」


「父上……大変におキモい……ですの……」


不意のツッコミに男──山富馬サン・フウマは素早く振り返る。と……、シラーッと冷たい目を向ける、実の娘が立っていた……。


厩舎きゅうしゃの入り口のところに立って、やれやれ、というように首を振っていた！


「なにを言うか？　馬の鑑賞は雅なる趣味。見よ、この完璧な毛並み。シュッとしたボディラインと、長い脚。月兎馬の中でも彼女ほど美しいものはいない。これに見惚れるのは、人として当然のことではないか！」


そうして富馬は、眼前に立つ義理の娘こと栗毛の馬を指さし、抗議の声を上げる。が……、


「父上……非常に、おキモい、ですの……」


娘の態度は変わらなかった。むしろ、より呆れの色を濃くしていた。


だが……それも仕方のないことなのかもしれない。


すっかり外国にかぶれた娘は、今やヴェールガ公国のドレスに身を包み、背中まで伸ばした髪にはミラナダ王国のリボンがついている。十代の半ばという、年頃の娘である。オシャレをしたいのは、当たり前のことではあるのだが。


──昔は、馬に乗って草原を駆け回っていたものだが……。


富馬は、なんとも寂しく感じてしまう。


──今となっては十日に七日ほど馬を乗り回すだけになってしまった。ああ、嘆かわしいことだ。


……割と乗っていた！


「いいか？　娘よ。我らは騎馬民族である。馬の数により、権勢を誇るべきだ。外国から良いものを取り入れること、それ自体は賢明な判断ではあるが、大事なところを取り違えてはいかんぞ？　馬がすべて、馬こそ命なのだ！」


騎馬王国十二部族の一角、山の一族。


最大勢力である林族に次ぐ規模を誇るこの一族は「南都」を守る、町守の一族である。積極的に他国とも交流を図る、開明的な一族としても知られる。


レムノ王国の軍部とも近しい関係を持ち、騎乗指導のために、何人もの乗り手を派遣してもいた。


そんな事情もあり、伝統的で、しばしば保守的な傾向が目立つ騎馬王国にあっては、比較的、他国の文化を取り入れる一族であった。


そして、その族長である、山富馬は、生きっ粋すいの馬好き、通称ウマニアとして有名だった。


「父上は誤解しております、ですの？　私は、別に馬が嫌いではありません、ですの？」


外国っぽい言い回しが、いまいちしっくりこないのか、首を傾げる娘である。ともあれ、たしかに、実際問題、町守である山の一族においては、馬に乗る頻度はそこまで多くないわけで……。十日に七日、馬に乗って遊んでいるという娘は、ウマニアの族長に相応しい馬好きであるわけなのだが。


「ただ、私は、父上のように、馬を閉じ込めて愛でることが好きではないだけですの。あ、今の『ですの』はいい感じ……ですの」


満足げに頷く娘に、富馬は、やれやれ、と首を振った。


「まったく、なにを言っているのだ……。俺の馬を継ぐのはお前以外いないというのに。まぁ、いいさ。我が宝がもっと充実していけば、お前にもわかる日が来るだろう。ふふふ、ここに火の一族の宝馬が加われば、我が宝も、さらに充実しようというもの。ああ、実に楽しみだなぁ。むふふ」


ニヤニヤと嫌らしい笑みを浮かべていた富馬だったが、ふと思い出したかのように、娘のほうに顔を向けた。


「して、何事が起きた？」


「ああ。ええ、そうでしたの。林族の馬優族長から、使いの者が来ましたの」


「ほう。お人好しの馬優が？　なにを言ってきた？」


「父上がご執心の様子だった、火の一族のことについて……」


「なにっ!?」


ギクッと肩を震わせる富馬。それを見て、娘はため息を吐いた。


「なにか、またよからぬことをしていたんですの？」


「そそ、そんなことはないぞ？　俺はあくまでも、良い馬は持つべき者が持つものであるという考え方から……」


じっとーっと娘に見つめられ、富馬は続ける。


「そっ、それに、悪いことはしていないぞ？　ただ、金と食い物の代わりに馬を差し出せと言ったまでのこと」


それを聞き、娘が、ああ、っと天を仰ぐ。


「同族から馬を買う？　それは実に族長会議で問題になりそうですの。というか、先に、火の一族が困ってた時に、羊を高値で買っていたのは、そのためだったんですの？」


羊やヤギは、重要な食料源である。普通に飼っていれば子を産み、数も増えていく。持ち続けていれば、増えていく財産といえる。


けれど、一時の困窮からそれを手放してしまえば、後に残るはただの金。使えば消えるのみの、金なのだ。


「食べ物がなくなって、困ったら馬を売るだろうと思ったんですの？」


娘に詰め寄られ、富馬は、目を白黒させる。


「いや、その……な？　馬好きなら、わかるだろう？」


そんな父の様子に、娘ははぁあ、っとふかーいため息を吐いて、


「これは……、族長会議で締め上げられそうですの」


呆れたように首を振るのだった。







第三十四話　真ミーアの馬観～ミーア姫、不心得者に馬についての悟りを授けん～


騎馬王国の南都は、簡易ながらも城壁を持つ、れっきとした町である。


十二部族のどの部族であれ優劣を認めず、等しい立場として並立することを旨とする、その特殊な国の成り立ちから「王都」という呼び方はしていないが……、それでもその規模は小国の王都と呼んでも差し支えないほどのものであった。


ミーアたち一行は、その南都の周辺に広がる草原で休憩を挟んでいた。


さすがに長時間の乗馬に、ミーアはたっぷり疲労して、すっかり元気がなくな……


「ふむ……。いい運動をしましたわ。心なしか、少しシュッとしてきたのではないかしら？」


……ってはいなかった！


むしろ、満足そうに、二の腕をＦＮＹフニョっとしたりしている。


「……あら？　妙ですわね。あまり変わってないような……」


ミーア、しばし悩んで……それから考えるのをやめる。あまり気にしないほうが心の健康のためにはよいだろうと、ミーアの本能が告げていたためだ。


「それにしても、ものすごい数の馬ですわね……」


草原には、たくさんの馬たちが群れをなし、のんびーりと草を食んでいた。


ついつい端から数えたくなるのを我慢しつつ、ミーアは腕組みする。


「さすがは騎馬王国ですわね。馬がたくさんですわ。あの群れは、野生の馬かしら……。見事なものですわね」


などとつぶやいていると、


「わははは。あれは雑種ですよ」


突然の笑い声。そちらに目を向けると、壮年の男が歩いてきていた。その隣には馬龍の姿もあった。ということは、騎馬王国の人間だろうか。


──ふむ、髪は馬龍先輩と同じ黒ですし、騎馬王国の民の特徴はございますけれど……。それにしては、服の感じがちょっと違いますわね。まるで、わたくしたちと同じような服ですわ……。


ともあれ、相手は初対面。ここは、自己紹介の一つでもしたほうがいいだろうか……、などと思っていると……。


「ははは。帝国の叡智の名は、我らの一族にも漏れ聞こえてくるというのに、いささか不見識。良い馬を見たことがないとみえる」


いきなりの喧嘩腰だった！


「富馬殿、それは……」


と、しかめっ面で窘たしなめようとする馬龍。けれど、それを待たずしてミーアは口を開いた。


「あら、それは心外というものですわ。わたくしは、ヴェールガ公国の学園で、月兎馬にも乗らせていただいたことがございますのよ？」


あの荒嵐と築いてきた日々を、ミーアが忘れたことはない。それに、花陽かようや夕兎せきともそうだ。男の言葉は荒嵐たちをはじめ、ミーアが乗ってきた多くの馬たちに対する侮辱である。それには、さすがに黙っていられないミーアである。


こういう時に怒れない騎手をどの馬が助けてくれようか？　どの馬が、ともにギロチンから逃げてくれるというのだろうか？


ことは、馬のモチベーションに関わる問題なのである！


「ヴェールガの学園で？　騎馬王国の民ではない姫君が月兎馬に乗った？　ああ……、そういえば以前、ヴェールガ公国へと馬を贈った一族があったと聞くが……。きっと月兎馬といっても、いくつかの血の混じりあった雑種。純血を保った我が一族の馬たちとは比べ物になりますまい。駄馬に変わりはないでしょう」


その口調に、ミーアは割とムッとする。けれど、すぐになにかに気がついたのか、小さく息を吐いて首を振った。


──わたくしとしたことが……。いけませんわね。無知による無礼に目くじらを立てるのは、詮なきことですわ。


目の前の男の言いようも、モノを知らぬがゆえの言葉。そう、男は知らないのだ。馬にまつわる真実というものを。


ならばむしろ、正し、諭すことこそが知る者の務め。


ミーアは余裕溢れる笑みを浮かべて、男を見つめた。


「ふふふ、それは、浅はか……浅慮というもの。道理をわきまえぬ者の言葉ですわ」


「なっ!?」


ミーアの言葉が意外だったのか、口をポカンと開ける男に、ミーアは穏やかな口調で続ける。


「どんな馬でも馬は馬。我らを遠くまで運んでくれる、偉大なるものですわ」


そう……ミーアは知っている。馬は……とってもイイモノなのだ。


どんな馬であれ、いれば乗って逃げることができる。もしいなければ、なにかあった時に自分の足で逃げなければならないではないか！　それは、疲れるではないか！


さらに言えば、どんな馬であっても、少なくとも自分よりは速いことをミーアは知っている。


もしも、ミーアに負ける馬がいたとするならば、それは馬ではない。馬に化けたクラゲかなにかなのだ。


だから、ミーアはどのような馬に対しても敬意を失うことはない。


仮に、ミーアに無上の忠誠をささげる近衛がいたとして……、ミーアを背負って隣の国まで歩いていくことが可能だろうか？


考えるまでもなく、できるわけがない。


帝国最強の騎士、ディオン・アライアであったとしても、そんなことは不可能……。


──いや、そういえばディオンさんは、わたくしを抱えて、森から脱出したことがございましたっけ……。とすれば、もしやわたくしを小脇に抱えて国境を越えることも可能かもしれませんわ。わたくしも、実は意外と軽いですし……。


……とまぁ冗談はさておき、ともかく、ミーアにとって馬とは、どんな個性を持っていたとしても、敬意を払うべき存在なのだ。


けれど、それに気付けたのは、ひとえに前の時間軸での経験があったから。


だからこそ、ミーアは物知らぬ男に……、山族の族長、富馬に諭すように言うのだ。


「馬は馬。馬に貴賤きせんなどないのですわ」


「ほほほ、これはこれは。富馬殿。一本取られましたな」


そこに新たなる闖入者ちんにゅうしゃが現れた。


声のほうに視線を向けると、一人の老人が歩いてくるのが見えた。穏やかな笑みを浮かべた老人は、ミーアの前までやってくると、深々と頭を下げた。


「遠路はるばるようこそいらした。ミーア・ルーナ・ティアムーン姫殿下。わしは今回の族長会議を取り仕切らせていただく、風フウ・光馬コウマと申すものじゃ」


「これは、ご丁寧に。ミーア・ルーナ・ティアムーンですわ」


乗馬用のズボンをちょっこりと持ち上げるミーアに、老人は満面の笑みで答えた。


「ほっほっほ、しかし、姫殿下はさすが帝国の叡智と呼ばれるだけはある。実に深いご高察……。感服いたしましたぞ。もしや、あれが姫殿下の馬でございますかな？」


老人の指さす先には、ここまでミーアを運んできた馬、東風の姿があった。


「ええ。そうですわね」


「なるほど。先ほどのお言葉を証明するに相応しき馬ですな。どうでしょう？　よろしければ、この老人に、南都までのエスコートを務めさせてはいただけませぬか？　懐かしき我らが同胞とも、轡くつわを並べられれば、無上の喜びなのですがな……」


「そうですわね。別に構いませんけれど……」


ミーアは小さく首を傾げつつも、人の好さそうな老人の笑みを見つめた。


その様子を見て、馬龍が苦々しい顔をしていることに、ミーアが気付くことはなかった。







第三十五話　ミーアの入城　壮大なる伏線……？


騎馬王国の南都は、この日、静かなる緊張感に包まれていた。


臨時に開かれる族長会議、そこに、失われし一族である火の一族の者を招こうというのだから、緊張が生まれるのは必然ともいえた。


しかも、である。


「どうやら、聖女さまや、帝国のお姫さまもいらっしゃるらしいぞ？」


「帝国のお姫さま？　なんでそんな人が？」


「なんでも、火の一族の娘と友人らしい」


などという噂が流れていたものだから、普段とは違った空気が漂っていてもおかしくはないだろう。


ちなみに、その情報を流したのは林族の族長、馬優だったりする。


ミーアを馬に乗せて入城させることもそうなのだが、すべては演出の一環である。


長く失われていた者たち、火の一族の者たちが騎馬王国に復帰する……、そんな特別なことが起きてもおかしくはない、という雰囲気を作り、追い風としようというのだ。






さて、そうして、人々の注目を集めつつ入ってきた一団。その先頭を行くのは、十二部族の族長の中で最年長である、風族の族長、光馬だった。


風族は、今でも始祖、光龍より続く伝統を固く守り続けている、遊牧民の中の遊牧民として知られている。一切の定住を嫌い、大平原を文字通り自由に行き来する。平時は春風のように穏やか、されど軽んじるものあれば、吹雪のごとくしたたかに逆撃を加える、まさに、風の一族といえた。


そんな光馬にエスコートされるように入ってきた少女に、人々は首を傾げた。


少女は、見慣れぬ異国の装いをしていた。いや、まぁ、厳密にいえば見慣れないとも言い切れない。南都の住民のほとんどは、レムノ王国の民を見慣れており、その中には貴族も含まれる。


だから、まったく見たことがない、という感じではない。


けれどそれゆえに、彼らは驚きを隠せなかった。


だって、彼らは知っている。


貴族のご令嬢は、あまり馬に乗ったりはしない。


彼らと付き合いがあるレムノ王国やヴェールガ公国においては、そうした常識がまかり通っている。貴族のご令嬢は、むしろ馬の臭いを嫌ったり、乗馬を野蛮なことと考える節がある。


ところが、どうだろう？


あの帝国の姫は馬車ではなく、馬に乗っている。それだけで、彼らがミーアに親しみを覚えたことは想像に難くなかった。


けれど……その興奮は、彼女が乗る馬を見た時、やや盛り下がってしまう。






それは、彼らが最良とする月兎馬ではなかった。その足は月兎馬のように、長くしなやかではなかった。どちらかといえば、短く、太く、たくましい印象だった。


その毛は、月兎馬よりももっと長く、もっさりした印象が強い。


その目は、ぼんやりと眠たげで、疾く駆ける馬というよりは、のんびりと草原に寝そべっているほうが似合いそうな馬だった。


騎馬王国の民にとって、族長の格というのは、乗る馬によって決まる。


その判断基準から言えば、ミーアは、決して敬意を払うべき相手ではなかった。


無論、相手は騎馬王国の姫ではない。どのような馬に乗っていようと、普通は気にしないところである。されど、ミーアがあえて馬に乗って入城するという演出をしてしまったがゆえに、その場に集う者たちは誤解してしまった。


彼女が自分たちと同じ価値観に生きる者であると……。


されど、そんな彼らの関心はすぐに別のものに移った。それは、ミーアの斜め後ろを行く火の一族の族長の妹、慧馬……の乗る馬！


「見事な馬だ……」


その馬を見ただけで、彼らは慧馬が自分たちの血族であることを、確信した。


始祖、光龍より受け継ぎし駿馬。その血を守り、絶やすことなく今日まで来たことは、彼女の乗る馬、蛍雷けいらいを見ればわかった。


その見事な毛艶、美しく引き締まった筋肉、澄んだ瞳と、しゅっと鼻筋の通った気品のある顔。この馬がどれほど大切に育てられたか……。この馬の乗り手が、どれだけ馬を愛しているのかが、手に取るようにわかったのだ。


なるほど……、彼女はたしかに自分たちの遠縁。始祖を同じくする者だ……。


失われていた者、自分たちの兄弟……。その帰還がなにをもたらすのか、人々がそんなことを気にしている一方で……ミーアは、といえば……。


──ああ、よかったですわ。注目が逸れていく。


ちょっぴりホッとしていた！


そうなのだ、ミーアは、「乗馬で入城したらいんじゃね？」なぁんていう口車と馬に乗せられてしまったわけだが……。


前を行く光馬老を見て、ふと気付いてしまったのだ。


自分の、つたない乗馬術を披露するのは……、どうなのだろう？　と。


ミーアは、確かに自分が、かなり馬に乗れるほうだと思っている。セントノエルに通う令嬢たちの中でも、帝国内を見渡しても、ミーアほど馬に乗れる令嬢はほとんどいないだろう。


けれども、ここは騎馬王国。


老いも若きも男も女も、馬に乗る国なのである。そのことが、エスコートを買って出た光馬を見ることで、まじまじと実感できてしまったのだ。


──こんなおじいちゃんまで軽々と馬に乗るような国においては、わたくしの乗馬技術など児戯も同じ。くぅっ……、調子に乗っていたのが、恥ずかしい限りですわ。


一度、気付いてしまえば、それが気になって仕方なくって……。余計に体が硬くなってしまう悪循環。


自らが醜態をさらしている自覚があったミーアとしては、視線が逸れるのは、願ったり叶ったりだったのだ。






かくて、様々な思惑を背負いつつ、ミーアたちは南都への入城を果たす。


この入城が、帝国の叡智の壮大なる伏線であったのだ、と後々思い知らされることに……、人々は未だ気付いていなかった。







第三十六話　帝国の叡智の問いかけ


深いため息が室内に響いた。


そこは林族の族長のために用意された部屋。


いささか落ち着かぬ異国の絨毯じゅうたんの上、どっかりと腰を下ろした父に、馬龍は、先ほどの出来事を報告していた。


「なるほど、やはり、光馬老は、火の一族の復帰に反対か……」


心なしか疲れた顔をする父、馬優。馬龍自身も、自らの不甲斐なさに歯噛みする。


「してやられたぜ。こっちの策略を完全に逆手に取られたんだからな……」


南都入城。彼らは二つの狙いをもって、その場面を画期的なものにしようとしていた。


一つは、火の一族が戻ってきてもおかしくないような……特別なことが起こりそうな、そんな雰囲気を作り出すこと。


そして、もう一つは、ミーアの発言権を得ることである。


聖女ラフィーナとは違い、ミーアは、ただの外国の姫である。帝国がいかに大国であるとはいえ、族長会議で発言権を与える理由にはならない。


されど、ミーアの叡智の助力を得られないのは、あまりにも痛い。そのため、他の族長からもミーアが一目置かれるよう一計を案じたわけだが……。


「乗馬しての入城。それにより、彼女が普通の姫ではないとわからせたかったのだが……、裏目だったか」


風光馬は馬優の目論見を読み、そのうえで、それを潰しに来た。


「程度の低い馬に乗る者の言葉になど聞くべき点はない」


おそらく、もしも、族長会議にミーアが介入したら彼は主張するだろう。


だからこそ、当初の計画では南都に入る前に、別の馬に乗り換えてもらい、それで入城しようとしていたのだが……。


「富馬殿があんなところで介入してこなければ、こんなことにはならなかったってのに……」


「タイミングが悪かった。いや、くせ者の光馬老のことだ。わざとその場面で姿を現したのか……」


富馬とのやり取りがなければ、あるいは、ミーアに乗り換えさせることも可能だったかもしれない。林族が誇る月兎馬に乗ってもらい、それで入城することができたはずなのだ。そうなっていれば、胸を張って族長会議にも参加して、発言してもらえたのだが……。


けれど……、それは叶わなかった。なぜなら、ミーアが富馬の口を封じたあの言葉は紛れもなく正論だったからだ。


馬は馬。馬に貴賤なく、すべての馬に敬意を払うべき。


馬龍は、あれを聞いた時、衝撃を受けてしまった。それは騎馬王国の民が忘れてはならない大切な真理だったからだ。


だからこそ、ミーアが自らの馬に乗って入城することを止められなかった。ミーアを月兎馬に乗せることは、馬に貴賎なしと言った、彼女の言葉を否定することになるからだ。


「しかし、帝国の叡智は意外と純粋だな……。帝国の知恵者というからには、もっと清濁併せいだくあわせ飲むような人物かと思ったが……。いや、あの年頃の娘であれば、それも無理からぬことか」


父は、悔しそうにつぶやいてから首を振った。それを見て、馬龍は、胸の中に引っ掛かりを覚える。


「いかんな、どうも……。張り切りすぎて策を弄ろうしすぎたらしい。我ながら……気持ちが逸はやっているようだな」


「ミーア嬢ちゃんが純粋だってのは俺も同意するけど……。でもな、親父殿、俺は嬢ちゃんほど、馬のことを知っている人間には会ったことがないと思ってるぜ」


馬龍は今でも思い出すことがあった。ミーアが言った馬の真理。それは、ミーアが厩舎に現れた時のことだ。


てっきり、くしゃみを吹っ掛けられた文句を言いに来たと思っていたのに……。ミーアは言ったのだ。


馬はどこまでも、遠くへ連れていってくれるもの、と……。


確信に満ちた声で……それを信じきり、なんの疑いも抱いていない顔で……言ったのだ。


「なぁ、親父殿、俺は思うんだ……。あの嬢ちゃんの言葉をさ、どんな理由であれ否定しちまったら、俺たちは、騎馬王国を名乗っていられないんじゃないか？」


この上なく正しいミーアの言葉、それを否定してまで通さなければならない価値とはなにか？　どの馬が優れていて、どの馬が優れていないなどと評すること……、それ自体が高慢ではないのか……？


「馬に貴賎なし……」


突きつけられた言葉は鋭く……、向き合った者は悩まずにはいられない。


馬の価値を勝手に測る自分自身は、何者であるのか、と……。


「そうだ……、と胸を張って言えない自分がもどかしいな」


答える父の顔も、どこか苦み走ったものだった。その顔に浮かぶのは、罪悪感と自嘲が混ざり合った複雑な表情だった……。整理のつけようのない感情を無理やり笑みに変え、馬優は肩をすくめた。


「族長というのも、因果なものだ……」


どこか疲れた様子の父を見て、馬龍は苦い顔をする。


自らを幾重にも縛り付けるしがらみを感じて、暗澹あんたんたる気持ちになる馬龍であった。馬に乗っている時は、あんなに自由なのに……。その手を、足を、見えない鎖が縛り付けてきて、気持ちが悪かった。


気を取り直すように首を振り、父、馬優が言った。


「それで、ミーア姫は、どうしているんだ？」


「光馬殿に誘われて夕食を食いに行ってるよ。ラフィーナ嬢ちゃんも一緒のはずだ」


「そうか……」






……この時の二人は知る由もなかった。


騎馬王国の常識も、しがらみも価値観も……そのすべてを飲み込んでなお余りある、さながら地母神……否、水母神のような、帝国の叡智の圧倒的な器量を……。


大口を開けた大おお水母くらげミーアが、騎馬王国を飲み込もうと間近に迫っていた……。







第三十七話　続・馬式人生相談


「気分悪いな……くそ」


馬龍は、外に出て一言、吐き捨て、それから思いきり息を吸い込んだ。


胸の奥に渦巻く黒いもやを吐き出そうとするかのように、息を吸って、吐いてを繰り返す。


吹き付ける夜風は冷たく澄み渡っていた。


その冷たさが心地よくて、馬龍は目を閉じ、しばし、その場にたたずんでいた。


そうして、目を開けた時……、ふと、その視界にぼんやりと立ち尽くすラフィーナの姿が映りこんだ。


「ん？　あれは、ラフィーナ嬢ちゃんか……？」


その姿に微妙に、違和感を覚える。


ぼんやりとした顔で、うつむいているラフィーナ。その横顔は、ひどく儚げに見えた。放っておいたら、どこかに溶けて消えてしまいそうなほどに……。


「ラフィーナ嬢ちゃん……、どうかしたのか？」


話しかけた瞬間、びくっと怯えたように細い肩が震えた。けれど、馬龍のほうを見て、すぐにホッとした顔をする。


「ああ……馬龍さん……」


その様子を見て、馬龍は気付いた。どうやら、ラフィーナは護衛を連れていないらしい。南都の中にいるとはいえ、自身の立場をよくわきまえているラフィーナらしからぬ行動だった。


いや、それを言うならば、ここに来るまでも、ずっとラフィーナらしからぬ行動が多かったような気がする。


どこか元気がなかったし、物思いにふけっていることが多かったように思えるのだ。


「たしか、ミーア嬢ちゃんと一緒に食事に行ってたんじゃなかったか？」


「ええ……。少し、気分が悪かったものだから、夜風に当たりに……」


「護衛も連れずにか？」


「それは……」


言い淀み、再びうつむいてしまうラフィーナ。


──普段であれば、もっともらしい理由の一つや二つ、簡単に思いつきそうなものだが……。らしくねぇな。放ってもおけないだろうな……。やれやれ……。


面倒だな、と頭をかいてから……馬龍は、ふっと苦笑いを浮かべる。


──いや、らしくないのは俺も一緒か……。


普段の自分であれば、きっと面倒くさがらずに、強引にでも事情を聞き出そうとしただろう。放っておくなどということは、頭の片隅にも浮かばなかっただろうから。


「やれやれ……、うじうじ悩むなんて。本当にらしくないな。よし」


頬をパンパンと叩いた馬龍は自分らしいことをすることにした。すなわち……、


「嬢ちゃん、ちょっと馬に乗ろうぜ！　付き合ってくれ」


そう言って、ニカッと笑みを浮かべた！


「…………へ？」


小さく首を傾げるラフィーナに、馬龍は言った。


「俺もいろいろあってむしゃくしゃしてたんだ。一緒に、少し馬を走らせてこようぜ」


そう言って、馬龍は指笛を鳴らす。っと、彼の愛馬がどこからともなく、駆けてきた。


「いえ、でも……あの……」


などと、戸惑いを見せるラフィーナを、馬龍は、ため息交じりに抱き上げる。


「きゃっ！」


「ちょっとごめんよ」


背中に片手を添え、もう片方の手を膝の裏に入れる…………いわゆるお姫さま抱っこというやつである！


「あっ、え……え？」







    
  
  




戸惑ったように馬龍を見つめ、口をパクパクさせるラフィーナ。そんな彼女を、ひょーいっと馬の背の前に乗せ、馬龍はその後ろに乗る。


護衛？　そんなの関係ない、関係ない。


馬に乗ってる限りにおいて、馬龍は自由で、どんなしがらみにも囚われないのだ。


「しっかり掴まってろよ」


横座りで前に乗るラフィーナが、しっかりと自分の服を掴むのを確認してから、馬龍は馬に指示を送る。


その夜の秘密の乗馬は、こうして始まったのだった。






淡く輝く月。満天にきらめく星々。そこを一頭の馬が進んでいく。


夜の町に、ぱかり、ぽこり、と、のんきな馬の足音が響いていた。


「どうだい？　馬はなかなかいいだろう？　ちょっとは気分が晴れたんじゃないか？」


「え……は、はい、ええ……うん」


なにやら、微妙な声を上げているラフィーナ。見れば、じっとうつむいたまま、かっちーんと固まっていた。


「ははは、別に、そんなに硬くならなくっても大丈夫だ。落ちそうになったら、ちゃんと支えてやるから」


そう言って笑うと、ラフィーナは……、むぅっとした顔で睨んでくる。


「べっ、別に怖いわけじゃ……」


……と抗議の声を上げるも、すぐに、諦めたように、ふぅっとため息を吐いた。


静けさの中で輝く星々が、ラフィーナの心を開いたのだろうか……。あるいは、馬龍の常識はずれの行動で、なんだか、もうどうでもよくなってしまったからだろうか……。


ラフィーナはぽつり、ぽつり、と話し出した。


「私……自分が信じられなくて……」


「うん……？」


「私は騎馬王国の問題を解決するために来ました。ヴェールガの聖女として……。それなのに、私は、ミーアさんが、慧馬さんのことをお友だちだって言ったことに囚われて……嫉妬しっとして……」


ラフィーナは、小さくうつむいた。


「ヴェールガの娘として……そんなことに気を取られている場合じゃない。こんなのではやっぱりダメだ……。ミーアさんとお友だちになってしまったから、こんなにも気持ちが揺さぶられるんだって、そんなことを考えた時、思ったんです。それなら、ミーアさんとお友だちであることを、やめなければいけないんじゃないかって……こんな風に悩んでいること自体が聖女らしくない。そう思っているのに……わかっているのに、ミーアさんとお友だちをやめたいって思えなくて……、そんなの考えたくもなくって……」


と言った時、不意に、ラフィーナが言葉に詰まった。その瞳には、かすかに涙が浮かんでいた。


混乱するように瞳を揺らすラフィーナは、迷いなく決断を下す統治者の顔をしていなかった。多くの民から慕われる聖女の顔でもなかった。


「……どうしよう、私……どうすればいいのか、わからない」


小さなつぶやき。葛藤に震える声は、友人関係で思い悩み、途方に暮れる普通の少女のもので……。


「いいんじゃないか？　そのほうが人間らしいさ。友を思い、その友にとって一番大切な存在でいたいって考えるのは、人として自然なことだろう。好きな人間と、ずっと友だちでいたいって思うのもな」


などと言うものの、ラフィーナはうつむいたままだった。


「うーん、そうだな……」


唸りつつ、馬龍は考える。やがて「らしくない言葉」で励ますより、ここは、自分の言葉で話すべきだろう、との結論に至り。ゆえに！


「馬に乗る人間の中には、酷い人間もいてな」


「…………へ？」


突如始まった馬談議に、ラフィーナは目を白黒させる。それに構わず、馬龍は続ける。


「正直、馬が可哀想だって思うことがあるよ。人間がいなければ、もっと馬だって幸せなんじゃないかって、な……。でもさ、たぶん、そうじゃないんだろうな」


「どういう……意味ですか？」


「この地は神が形作り、そこに生きる人も動物も神が創造した。そして、我ら騎馬王国には、神の使いにより馬が与えられた。それは、人は馬を飼うものとしてつくられ、馬は人を乗せるものとして創造されたってことだ。だから、馬にとっての幸福というのは、人とともに生きる先にある。馬の幸せを願うなら、野に放てばいいんじゃない。俺たちが良き馬のパートナーになれるように、考えなきゃならないってことだ。それと同じことさ」


「……え、えと？　うーん？」


ラフィーナが、明敏な彼女にしては珍しく、きょっとーんと首を傾げていた。


どこか幼くあどけないその顔がおかしくて、馬龍は笑った。


「つまりな、神が、人を導く『人』として聖女というものを置いたんだろう。それなら、聖女とは『人』であるべきだと思うのさ。馬を従えるように人がつくられているのと同じだ。嬢ちゃんは人として、人のままで、人らしく、聖女であり続けるべきなんだ。友のことで悩まなくなったり、判断の邪魔だからって友だちを切り捨てる。そんなのは人じゃないんだと俺は思う」


そう言って馬龍は空を見上げた。


「だから、ラフィーナ嬢ちゃんは、それでいい。そのほうがいいんじゃないか？　ちゃんといろいろ悩んで、悲しんで、いい友だちと笑いあう。聖女だろうが民草であろうが、それでいいんじゃないかな」


それから、馬龍はからかうように笑みを浮かべた。


「少なくとも、俺は、そのほうが好きだがね」


「えっ、ぁっ……」


なぜか、目を見開いたラフィーナ。馬龍はその目尻に浮いた涙を、人差し指で拭って……。


「ははは、友だちのことで悩んで泣いちまうぐらいのほうが、年相応で可愛いと思うぞ」


「なっ、こっ、子ども扱い、しないでください」


むぅっと睨みつけてくるラフィーナ。その頬は、ほんのり赤く染まっていた。


──顔色を変えるぐらい怒らせちまったか……。やれやれ、難しいな。


馬龍は苦笑いを浮かべて、肩をすくめてから、


「まぁ、なんにしてもミーア嬢ちゃんは、そういうこと、あんまり気にしないと思うぜ。ラフィーナ嬢ちゃんの悩みごとだって、ちゃんと飲み込んでくれるだろう」


馬龍は小さく首を振った。


「なにしろ、ミーア嬢ちゃんは、馬の心がわかる人だからなぁ。自由気まま、融通無碍ゆうずうむげ、どんなものにも縛られない心がある。本当に、うらやましい限りだよ」






ちなみに、その頃、ミーアはといえば……。


「ふむ……。このバニツィアというお料理は、なかなかですわね。見た目はパンですのに、サクサクとしたパイ生地の中にチーズが練りこんでありますわ。上にのってるお野菜との相性も抜群で……。ほう、塩漬けのお肉をのせて食べるのが伝統……？　ふむ、しかし、これは逆に甘いヨーグルトも合うのではないかしら？　いろいろ試してみましょう」


自由を満喫していた！


自由気まま、融通無碍、伝統の食べ方に新たなる概念を付加して、新しい食べ方を見つけ出していく食の開拓者。


それこそが、ミーアなのだった。







第三十八話　ミーアの怖い夢


その日、ミーアは夢を見た。


それは前時間軸の夢……などではなく、純粋な悪夢だった。


「あら？　ここはいったい……」


気付けばミーアは、見知らぬ廃城の廊下に立っていた。暗い廊下は闇に沈み、手元の灯では到底、照らし出すこともできない。


「はて……これはどういうことかしら？　わたくしは、このようなところでなにを？」


〝ここはどこ、わたくしはミーア〟状態でキョロキョロしていたミーアの鼻に、不意に、とてもいい匂いが漂ってきた。なんだか、とっても……。


「ああ、実に美味しそうな匂いですわね。ふむ……行ってみようかしら？」


どちらにしろ、どこかへ向かわなければならないとするならば、美味しそうな匂いがするほうに行ったほうがいいに違いない。


ミーアは、そう信じて、匂いのするほうへと向かっていく。


やがて、現れたのは巨大なパーティーホールだった。


長い机の上には、ほかほか、湯気を立てたお料理の山、山、山。


それは、昨日の宴会を彷彿とさせる素晴らしいお料理で……。


「ん？　昨日の宴会……はて？　わたくしは、なにを？」


「あら？　なんて、品のないお顔かしら？　美味しいお料理があれば、すぐに飛びつくだなんて、なんと意地汚い」


突如として、突き刺すような声が響いた。目を向けた先、そこには、一人の女性が立っていた。


年の頃は、二十代の前半といったところだろうか。グイッと吊り上がった目と、意地悪そうに歪んだ唇、闇に溶け込むような漆黒の髪。


それよりなにより特徴的なのは、その体に巻き付いた毒々しい大蛇だった。


実に……こう、悪趣味な服装だった。


けれど、その特徴的な格好に、ミーアはとある人物を思い浮かべた。


蛇……、蛇を体に巻き付けた女性……すなわちっ！


「蛇の巫女姫……もっ、もしや、あなたが、ヴァレンティナお義姉さまですの!?」


ミーアの問いかけに、女性は、実に嫌らしげに口角を上げた。


「義姉の顔もわからないだなんて、ずいぶんと無礼ね。それでアベルと結婚しようだなんて、百年ぐらい早いのではないかしら」


実に底意地の悪そうな顔で、ジロリとミーアを睨みつける。


「それに、そんなにＦＮＹって。昨夜は、ずいぶんと食べていたみたいね」


そう言って長い指で、ミーアの二の腕をぐいいっとつまんだ！


「なっ？　で、でも、騎馬王国の食べ物は、体に良いと聞いておりますわ。それに、そうと信じて食べれば、ＦＮＹることはないという話をどこかで聞いたことが……」


「迷信ね。迷信極まるわ！　そんなので帝国の叡智だなんて、笑ってしまうわね！」


……ごもっともな話ではある。なんの反論もできないミーアである。


ミーアとて薄々は気付いていたのだ。そんな上手い話があるわけはない、と。


「それに、ものには限度があるでしょう。信じて食べれば太らないというのが正しいとして……あれでは明らかに食べすぎでしょう」


夢は……、しばしば見る者の願望を反映するものである。


ミーアは、疑いつつも信じていたかったのだ。


心から信じて食べれば、ＦＮＹらないと……、信じて、いたかったのだ。


それゆえに、そこに限定をかけた。つまり、ものすごくたくさん食べたらダメだけど、たくさん食べるだけなら信じて食べれば大丈夫なのだ、と……。


条件付けを、無意識にしたのであった。諦め悪く妥協点を探る、ミーアらしい夢といえた。


「それでは、体が重くなって軽やかなダンスのステップを踏むこともままならないでしょう？」


その言葉と同時に、ズンッと体が重くなる。確かにこんなに重たければ、ダンスなんかできそうになくって……。


「で、で、でも……」


「やはり、アベルのお相手として、あなたは相応しくありません。失格です！」


ずん、っと再びの衝撃。そして、ミーアは、悲鳴を上げながら、どこかに落ちていき、落ちていき……。


「おふっ……」


と、そこで目を覚ました。


「なっ、あ、ゆ、夢……ですの？」


ぼんやりとかすむ目をこすりこすり、あたりを見回す。っと、いつの間にやら、自分のお腹の上に、ベルの頭が乗っていて……。


「ふむ……。なるほど、ベルが乗っていたから、体がこんなにも重たく感じたと……」


ミーアはため息を吐きながら、自らの上に乗るベルをどける。頭の下に枕を差し込んでやると……、ベルはにっこり笑みを浮かべて……。


「ミーア、お姉さま……。うふふ、ボク、もう食べられません」


幸せな寝言も、今のミーアの耳には、ちょっぴり痛い。


「先ほどの夢は、食べすぎてしまったことによる罪悪感が見せた夢といったところかしら？」


もしくは、なにかの天啓であったのだろうか？


ミーアは、思わず考え、自らの行いを顧みる。


「サンクランドでの出会いが衝撃的だったから、ついつい食べすぎている感は否めないところ。さすがは、蛇の巫女姫ですわ。こちらが痛いところを的確に突いてくる。実に嫌みなやつでしたわ……」


敵は蛇である。こんな見え見えの弱点を放置することは、得策ではないだろう。


「これは、運動しなければ、なりませんわね……」


アベルの姉、ヴァレンティナ・レムノとの対決は近づいている。


こちらの弱点を晒さないためにも、アベルとの仲を認めてもらうためにも、シュッとしなければ……。


「なにか、考えなければなりませんわね……。ふむ」


そうして、腕組みするミーアであった。







第三十九話　一歩も引けぬ戦い


すっ、すっと、髪の上を櫛くしが流れていく。


鏡の中、自らの髪を丁寧に梳すいてくれているアンヌに、ミーアは微笑みかける。


「ずいぶん、手際が良くなりましたわね。アンヌ」


「ありがとうございます。ミーアさま」


まるでベテランメイドのようにすまし顔で頷くアンヌ。ふと、鏡越しに目が合うと、二人は同時に吹き出した。


「でも、ミーアさまの御髪は、ブラシがかけやすくて、いつも助かっています」


「ああ、あの馬印の洗髪薬が良いのですわね。うふふ」


上機嫌に笑って、ミーアは、ふとお腹をさすった。


「ふぅむ……」


つい先ほどまで胃もたれをしていたように感じていたのだが……、どうやら、気のせいだったらしい。ミーアの元気なお腹は、早くも空腹を訴え始めていた。


よく食べて、よく寝る。ミーアは健康優良児なのだ。


──はて、朝ごはんはまだかしら……？


ミーアがお腹をさすり、さすり、していると、アンヌが、心配そうに顔を覗き込んできた。


「大丈夫ですか？　ミーアさま。やっぱり昨夜の宴会でお止めするのが遅かったでしょうか？」


「ああ。いいえ、ちょうどよかったと思いますわ。やはり、出されたものを残さず食べるのが礼儀ですし。その分、少々食べすぎたきらいはありますけれど……ふふふ、これも仕事のうちですもの」


「でも、そんなことを続けていたら、ミーアさまのお体が……」


「その分は運動によって補えばよいだけのこと。辛いところですけれど、いつもあるわけではありませんし、そういう時もあるという話ですわ。あ、そうですわ。よろしければ、後で、運動に付き合っていただけますかしら？」


いけしゃあしゃあと、もっともらしいことを言うミーアに、感動した様子のアンヌはグッと拳を握り締めて、


「もちろんです。お手伝いいたします」


気合の入った声で答えるのだった。


ミーアたちは、林族の馬龍とともに朝食の席に着くことになった。


目の前に出されたのは、騎馬王国伝統のスープだった。ぴりりとした香辛料の香りがなんとも美味しそうなスープには、白い小麦の生地で具材を包んだもの「白月包」が浮かんでいる。


──このお料理の中身は、たしか羊肉とお野菜……それにキノコでしたわね……。ふふふ、騎馬王国のキノコがどんなものなのか、たっぷり味わってやりますわ！


騎馬王国に来るに際して、下調べを欠かさないミーアである。っと、


「よぅ。嬢ちゃん。昨日は、どうだった？」


馬龍が声をかけてきた。


「ああ……、馬龍先輩。ご機嫌よう。ええ、そうですわね」


ミーアは昨晩の風族の宴を思い出しつつ、ふぅうっとため息を吐いた。


「事前に研究してきたのに、見事にしてやられた、という感じでしたわ」


サンクランドで、騎馬王国の食材と出合った時、それがとても美味しいものだとはわかっていた。けれど……。


──侮っていたということかしら……。まさか、あそこまで油断して好き放題食べてしまうとは……。それで、蛇の巫女姫に醜態を見せる羽目になっては、目も当てられませんわ。


「そうか。やっぱり、嬢ちゃん、事前にいろいろ調べてきていたのか。さすがだな」


「もちろんですわ。事前情報は大事ですもの」


いかにミーアとて、騎馬王国のすべてを食べ尽くすことは不可能。ならば、なにとなにを食べるのか、なには絶対に食べておかなければならないかを調べることは大事なことだった。


「ともあれ、してやられましたわ。ここは挽回できるよう、今から考えておかなければなりませんわね……」


「……挽回できるのか？」


その問いかけに、ミーアは力強く頷く。


「無論ですわ」


ミーアには覚悟があった。


なにしろ、アベルの姉と対面するのだ。その前にシュッとすることぐらい朝飯前。


などと考え、すぐに首を振る。


否、そうではないのだ。そもそも簡単かどうかは、この際、問題ではないのだ。


問題は、やるか、やらないか、である。


一歩も引けぬ戦いが、そこにあるのだ。


──やはり、大事なのは運動ですわ。この騎馬王国で、美味しいお料理を前にして食べないということは、ほぼ不可能。


ミーアは己を知っている。


なるほど、たしかに食べる量を制限すれば、ある程度はシュッとするだろうが……、この騎馬王国において、そんなことができるわけがない。無理だとわかっているならば、その可能性は考慮すべきではない。


ならば、ミーアにできることはただ一つ。運動である。


──アンヌにもお願いしておきましたけれど、やはり効率的な運動が肝要。問題は、どのように運動するのか、ということですけど……。ううむ、難しいところですわ。


「そうか……。さすがはミーア嬢ちゃんだな。まだ、諦めてはいないってことか」


「無論ですわ。引くことのできない局面というのは、ございますもの」


アベルの姉との対決は避けがたい。であれば、やるしかないのだ。


そんな、気合の入ったミーアの目を真っ直ぐに見つめて……馬龍は大きく頷いた。


「わかった。俺も……できる限りのことをするつもりだが、嬢ちゃんは嬢ちゃんの判断で好きにやってくれ。うちの親父殿もある程度は合わせられると思うぜ」


「？　はて……？　まぁ、協力してくださるというのならば、ありがたいことですけれど……」


それから、ミーアは思わず苦笑いする。


「しかし、馬龍先輩は、相変わらず面倒見がよいですわね」


アベルの姉と出会う前に、シュッとしたいと思っているミーア。そんなミーアを、こんなにも真摯な顔で手伝うと言ってくれる馬龍。


さすがにそれは、面倒見がよすぎるだろう、と苦笑いのミーアである。


一方、ミーアの指摘に、なにやら、おかしな顔をする馬龍である。


「そいつは否定できないとこだが、俺以上にお人好しの嬢ちゃんに言われると、ちょっと微妙だな」


小さなつぶやきは、けれど、ミーアの耳には届かなかった。


──でも、そうですわね。まずは、族長会議で火の一族との仲を取り持たないといけませんわね。運動はその後……。今は気にしないのがいいですわ。うん……。






かくて、運命の族長会議が始まる。


最後の十二部族会議といわれる、伝説の会議が……。







第四十話　ミーアベルの復讐、始まる……かもしれない？


「やれやれ、さすがだな。ミーア嬢ちゃんは……」


朝食を取り終えた馬龍は、自らの馬に餌をやるべく、外に出た。


「事前に調べてきたから、挽回も可能ってか……。まったく、本当に大したもんだ」


父、馬優もそうだが、しっかりと物事を考えて、準備をする人間のことを、馬龍は尊敬していた。


──でも、よくよく考えれば、そうだよな。混沌の蛇だったか……。


先日、聞かされた謎の集団。どうやら火の一族に関係するらしい、その邪教徒たちを相手に、ミーアやラフィーナたちは戦っていたという。セントノエルにいた頃、馬龍は、そんなことに、まったく気付きもしなかった。


──ミーア嬢ちゃんなんか、なにも考えずに馬に乗ってるように見えたが……いや、時々、切羽詰まったように乗ってることがあったな。あれは、そういうことだったのか……。


餌をあげて、ブラッシングも終えてから、馬龍は、ふと首を傾げた。


「ん……？」


後ろに気配を感じて、振り返ると……なにか言いたげな顔で立ち尽くすラフィーナの姿があったのだ。


「ああ、ラフィーナ嬢ちゃんか。おはよう。よく寝られたか？」


そうして、笑みを浮かべる馬龍。ラフィーナは……チラリ、と目を向けた……、かと思うと、すぐに、目を逸らしてしまった。なにか気になるのか、片手で美しい髪をいじったりしつつ、おどおどしている。


「お、おはようございます。馬龍さん」


小さな声でそう言うも……なんだか様子がおかしかった。


──まだ悩んでるのか、それとも……。


と、少し心配になった馬龍は、おもむろにラフィーナの額に手を当てた。


「ひやっ！」


小さく悲鳴を上げ、飛び上がるラフィーナ。


「ふむ……ちょっと熱があるか？　もしかして、昨日の夜、冷えちまったかな？」


「いえ、そんなことは……。熱もないので、ご心配なく……」


一歩、二歩と後ろに下がってから、上ずった声で言うラフィーナ。首を傾げつつ、馬龍は、まぁ、いいか、と納得する。


「まぁ、昨日のがうまく気分転換になりゃよかったんだが。それはそうと、今日は、よろしく頼むぜ、ラフィーナ嬢ちゃん。今日の族長会議、ミーア嬢ちゃんは、なかなか身動きが取れないだろうからな」


「え……？　それは、なぜかしら……」


首を傾げるラフィーナに、馬龍は昨日の入城の意味を教える。


「なるほど……。昨日のやり取りにそのような失敗があったのね……」


それを聞いたラフィーナは、ようやくいつも通り、落ち着いた表情に戻った。


「ミーア嬢ちゃんは挽回できるって言ってたが、俺らは俺らで行動しなきゃならないだろうな。といっても俺自身が族長の息子って立場なんでな。まだまだ、できることは限られてるんだが……」


族長会議は、基本、十二部族の族長たちによって行われる話し合いである。


今回は成り行き上、関係の深い馬龍も参加できることにはなっているが、どれほど発言に耳を傾けてもらえるか、甚はなはだ不安なところであった。


「その点、ヴェールガの聖女の言葉には重みがあるからな。無視はされないだろう。すまないが、よろしく頼む」


深々と頭を下げる馬龍に、ラフィーナは、涼やかな笑みを浮かべて頷く。


「ええ。もちろん。騎馬王国の悲しい因縁を解くことに、私も全力を尽くす所存です。私にできる限りのことをしましょう。ところで、それはそうと……」


と、ここで、一転。ラフィーナはちょっぴり、困った、情けない顔で言った。


「あの……、昨日のことなのですけど、できれば、誰にも言わないでほしいのですけど」


「ん？　ああ、それは構わないが……」


その答えに、ぱぁあっと顔を輝かせるラフィーナ……だったのだが……、


「あ、けど、あの嬢ちゃんにはもう話しちまったな」


続く言葉に、かっちーんと固まる。


「だっ、だ、誰に？　誰にですか？」


「ほら、ミーア嬢ちゃんと一緒にいるあの子だよ。ベルっていう……」


ふらっと、ラフィーナの体が傾かしいだ。その口からは、声にならない悲鳴が溢れ出した。


長き時を超えて……今、司教帝ラフィーナへのミーアベルの復讐が始まろうとしていた……のかもしれないが、まぁ、どうでもいい話なのであった。






南都の中央部には、割と大きな建物が建っている。その名も「グレートホースキャッスル」。


山族の長、富馬が建てた、まぁまぁの大きさの屋敷である。


建築様式はレムノ王国の影響を強く受けたものとなっていて、だから、戦城としての機能もそれなりに持っているらしい……が。


いかんせん、その名前が……。


「ぐ、グレート……ホースキャッスル……」


その、なんともアレなネーミングに、ミーアは思わずクラッとする。


せめて、騎馬王国風の名前にしておけばいいのに、なんだか、無理をして外国っぽい名前をつけたのが、ものすごーく感じられて……。なんとも居たたまれない気持ちになってしまう。


……ちなみに、乗っている馬に「シルバームーン」とか名付けたり、孫娘に「ミーアベル」とか名付けたりと、ミーアのネーミングセンスもなかなかアレなところがないではないが……、そんなことは、ポーイッと記憶の彼方に放り投げているミーアである。


そうして、館の門を潜り抜けたミーアは、直後に見つける。


自分たちを見下ろす、巨大な馬……の像を。


「ほう。これは見事な造形……。いい仕事してますわ。わたくしの馬パンの完成度を上げるのに、大いに役に立ちそうな……」


近づいて、像を観察していたミーアは、ふと見つける。


その馬像についたタイトル……。


「我が愛娘『落露らくろ』に捧ぐ。ふむ、馬の名前は騎馬王国っぽいですけれど……、愛娘……」


ミーアは、改めて馬の像を見上げて、うむむ、っと唸る。


──どうでもいいですけど、お父さまといい、権力者というのは、どうして自分の娘の像を建てたがるのかしら……。もっと、こう、有意義なお金の使い方があるでしょうに……。


そんな風に、ミーアが、人の世の権力者の愚かさを嘆いていると……。


「ようこそいらっしゃいました、ですの」


背後から声をかけられる。


振り返ると、そこには、一人の少女が立っていた。


年の頃はミーアと同じぐらい。騎馬王国の民の特徴である黒い髪を異国の可愛らしいリボンでまとめた少女は、スカートの裾をちょこんと持ち上げ、


「山族族長、富馬の娘、小驪シャオレイと申します、ですの」


ぎこちない笑みを浮かべる。


「これはご親切に。わたくしは、ミーア・ルーナ・ティアムーン。ティアムーン帝国の姫ですわ」


対するミーアは、完全無欠なお姫さま然とした態度で返す。


それを見た小驪は、


「……本物の、お姫さまですの」


ポカーン、とした顔でミーアを見つめていたが、すぐに首を振って、踵を返した。


「あ、ええと、みなさまのご案内をするように、と父から、言いつけられております、ですの。どうぞ、こちらへ」







    
  
  




第四十一話　帝国の叡智の駆け引き


小驪の案内で、族長たちの集まる大部屋に通されたミーア。


てっきり、建物の作りから巨大な円卓でもしつらえてあるのかと思ったのだが、族長たちはみな、床に敷かれた絨毯じゅうたんの上に座っていた。


──ふむ、これが騎馬王国の族長たち……。


一人一人の顔をできるだけ覚えなければ……などと思っていたミーアは、すぐに風光馬の姿を見つけた。部屋の一番奥、堂々と座る光馬。


──ここは、挨拶しておくべきかしら……？


様々な経験上、ミーアは知っている。人脈と礼節は、困った時に自分を助けてくれる、一つの拠り所である、と。


無論、それにすべてを託すのは愚かなこととはいえ、ないよりはあったほうがいい。


今回の話し合いを上手く進めるために、年長の光馬の力が借りられるのであればありがたい。


──ふむ……。どうやら、みなさん、わたくしにはあまり興味がないようですわね。望ましいことですけれど……どうしようかしら……。


今ここで、光馬に声をかけたら、とても目立ちそうだ。せっかくの、目立たずにのんびりしていられる立場をみすみす手放してよいものか。わずかな逡巡しゅんじゅん、その後、ミーアはすぐに決断する。


──ふむ、やはり少々目立ってしまいますけれど、ここは、ご挨拶をしておくのがよいでしょうね。


ということで、ミーアは早速口を開いた。


「ご機嫌よう、光馬殿。昨日はお世話になりましたわね」


「ほっほ、これは、姫殿下。ワシのほうこそ、昨日は、なかなかに楽しい時間でしたぞ。特に、あのバニツィアに甘い果物をのせるのは、なかなかのよいアイデアでしたな」


「うふふ。わたくしも、あんなに合うなんて予想外でしたわ。とても楽しい時間でしたし、また、そのうちにご一緒できれば嬉しいですわ。今度は、帝国にいらしていただきたいですわね。たっぷりご馳走いたしますわよ」


「わはは。そうですか。では期待しておくとしますかな」


と、そこで光馬は笑みを消して、じっとミーアを見つめてくる。


「しかし、今日は、わざわざご足労いただき、申し訳ないことで。しかも問題は我ら騎馬王国の血族間のこと。我ら自身が解決せねばならぬ問題ゆえ、大して、発言していただくこともないというのに……」


そんなことを言う光馬に、ミーアは……ちょっぴり感動していた！


──ああ、わたくし、今回は部外者扱いされてますわ。しかも、光馬さん、なんだか、すごくやる気がある感じですし……。わたくしがいなくっても、他のみなさんでなんとかしてもらえる……。これほど幸せなことはございませんわ……。


自分たちのことは、自分たちで解決するから、ミーアの手を煩わさないようにする、と言ってくれた光馬に、ミーアは感謝の念を禁じ得なかった。


そもそも、ミーアの構想は、自分が関わらなくていい問題から解決してもらい、その間に、巫女姫のことをなんとかする方法を考えることだったのだ。ゆえに、もしも、手を下さなくてもよいのであれば、それに越したことはない。


ともあれ、問題はアベルの姉のこと、そして、理由はよくわからないが、自身を友と呼ぶ慧馬にも関わることである。万が一〝騎馬王国の中では解決したこと〟などにされたら、厄介だし、後味もとても悪いだろう。


──族長連中の中に蛇の関係者がいないとも限りませんし。しっかりと状況をコントロールすることが大事ですわね。そのためには……。


と、ミーアが目をやるのは慧馬のほう……。


「いえ。少しでもわたくしにできることがあるならば、力を尽くしたいと思っておりますわ。友のためですもの。このぐらい、何ともありませんわ」


まず、これはお友だちに関わることである以上、あまりいい加減なことをしたら、黙っておかないぞ、と釘を刺す。さらに、ミーアが目を向けるのはラフィーナのほうで……。


「それに、わたくしのもう一人の友であるラフィーナさまも、今回のことは大変憂慮されているご様子ですし。ラフィーナさまが、この件をより良い解決に導こうとされているのでしたら、わたくしが力を貸さないわけにはいきませんわ」


あくまでも、自分は手伝うだけ、とさりげなく訴えつつも、ラフィーナがこの件に介入してきていることを強調しておく。


聖女ラフィーナの前で、非道なことを行えばどのようなことになるのか、知り尽くしているミーアである。それに、ラフィーナがいれば、仮に蛇の手の者がいたとしても、容易には手出しできないはず。


ここは、ラフィーナに頑張ってもらわなければならない、ということで、発破をかけたわけだが……。


ミーアに話しかけられたラフィーナは、ほわぁっと笑みを浮かべてから……、すぐに、キリッとしたすまし顔に戻って、


「ありがとう。ミーアさん。私も全力で、この諍いさかいを収めるつもりよ」


気合の入った声で言った。


その瞳が、若干、感動に潤んでいたことに、気付く者はいなかった。






そして、感動している者は、もう一人いた。


一連のやり取りを見ていた馬優である。


──なんという鮮やかさだ。あれが、帝国の叡智ということか……。


昨日の入城の失敗で、完全にその存在感を消されていたはずだった。それが、どうだ。他の族長たちの視線は、すべてミーアのほうに吸い寄せられていた。


──風族の宴会に招かれたと聞いた時には、光馬殿がなにか企んでいるのだとばかり思っていたが……。


十二部族族長の最年長にして、今回の会議の仕切りをする人物、風光馬。


その彼に招かれて、宴会に参加したこと、さらにそれを強調することで、ミーアは、無理矢理に族長たちに思い出させた。


そもそもミーアが、光馬のエスコートによって、この南都に入城したということを！


──自らの発言力を削ぐための行動を逆用して、再び発言権の復活を狙うとは……、なんという……。


極めて緻密、かつ苛烈な戦略的会話を前に、馬優は言葉を発することができなかった。


自身も、それなりには策を弄するほうだと考えていた馬優であったが、目の前のやり取りと比べれば児戯にも等しい、とまざまざと思わされてしまったのだ。


──なるほど。これが帝国の叡智。すぐにでも挽回は可能であればこそ、あの日、光馬殿との入城を受けたのだろう。


底の知れないミーアの器量に、戦慄を隠せない馬優だった。







第四十二話　渦潮ミーア、降臨す


「はじめに、このような機会を設けていただいたことを感謝する。私は火族の長老、火狼花と申します。そして、この娘は火族族長の妹、慧馬と申します」


ゆっくりと立ち上がり、口を開く狼花。眼光鋭く族長たちを見つめてから、静かに頭を下げる。


その迫力は族長たちの耳目を引くのに十分なものであったが……それよりなにより、一同の視線を集めたのは、族長の妹と紹介された慧馬のほうだった。


なんといっても入城時、あの見事な馬を乗りこなしていた少女である。


歴戦の戦士のごとくキリリッと引き締まった表情、凛とした立ち居振る舞いに、ほぅ、っと感嘆の息が漏れる。


これは油断ならぬ相手、並々ならぬ俊英に違いない、と……各々の顔に緊張が走る。


持ち馬こそが最大の評価基準という、騎馬王国の病理が見え隠れする一面といえるだろう。


その後、一通りの自己紹介が済んだところで、最後に、ラフィーナが静かに口を開いた。


「ヴェールガ公国公爵令嬢、ラフィーナ・オルカ・ヴェールガと申します。幾人かの族長の方とはお会いしたことがあったかしら……」


小さく首を傾げて、涼やかな笑みを浮かべる。


それから、静かに瞳を閉じて、ラフィーナは神聖典の一節を唱える。






〝神、地上に降り立ちし時、羊を飼う人々、勇みてそれを迎えん〟






「我らの神を一番に迎え、もって大いなる祝福を受けた羊飼い、その末裔たるみなさまの、会議に参加できることは望外の喜びです。どうか、神の祝福と大いなる導きとが、この会議にありますように」


厳かな祈りは、その場の者たちの心に清らかな風を吹かせた。


そうして、族長会議は静かに始まった。


口を開いたのは、仕切り役である光馬であった。


「さて。今回の会議を招集したのは林族の長、馬優殿であったか。まずは、この会議の趣旨を説明していただこうか。何のゆえあって、我らはこの場に集められたのか……。何を求めてのことなのかをご説明いただきたいのだが、いかがだろう、馬優殿」


「ははは、光馬老に『殿』と呼ばれるのは、いささか面映ゆいな」


話を振られた馬優はおどけた様子で笑ってから、ゆるりと立ち上がる。それから、長い袖を、音を鳴らして直してから、静かにみなに視線を送る。


「さて、親愛なる族長のみなさま方、この度は呼びかけに応じていただき感謝する。また、このような素晴らしき時をともにすることができること、歓喜に堪えない」


歌うように朗々と、舞台役者のような見事な声で語りかける。


「ほう、素晴らしき時とな？」


光馬の問いかけに、馬優は深々と頷く。


「そうです。我らは、失っていた兄弟を再び見つけることができた。過去のいきさつから別たれていた血族が、今再び会い見まみえんとするこの時、きっと我らの父祖もお喜びのことでしょう」


その訴えかけに、何人かの族長が素直に感銘を受けたように頷いていた。


感動した様子で目を潤ませている者までいる。騎馬王国の民は、基本的には善良で素直な人たちなのである。


「なるほど。つまりは馬優殿は、その感動を分かち合いたいがために、我らを呼び集めたと、そういうことでよろしいかな？」


「無論、それだけではありませぬ。聞けば、火の一族は不作により、困窮の中にあるらしい。その結果、盗賊にまで身を堕とす者もいたとか。これを放置するは、我が国の恥。我らの父祖、光龍に顔向けできぬことでしょう？」


「ほう。つまり、困窮する火の一族を支援する、その助けが欲しいとそういうことじゃな？」


光馬はパンッと手を打ち、微笑んだ。


「そういうことならば話は早い。血を分け合った一族が困っているのだ。食べ物なぞいくらでも支援しようではないか。それに、他国との折衝も必要だろう。盗賊の被害を受けた国には使者を送り、しっかりと補償をせねばなるまい」


光馬の言葉に、今度はすべての族長たちが頷いた。


過去にどのようないきさつがあったとはいえ、同胞を助けるのは理の当然。論ずるまでもないこと。それは、騎馬王国の良識だ。


基本的には、善人で素直な人たちなのである。


だが……、そこで、あえて、馬優は一歩踏み込む。


「いえ、光馬老。話は、それで終わりませぬ。私は、騎馬王国の未来について論じあうために、みなさまに集まっていただいたのだ」


その言葉を受け、光馬はスゥっと目を細めた。構わず、馬優は続ける。


「火の一族が困窮したことは不幸なこと。されど、同時に私には天啓に思えたのだ。ぜひ各族長のみなさまには考えてもらいたい。火の一族を、別たれていた我らの兄弟を、今一度、我らのもとへ迎え入れることを」


その一言で、その場の空気が一気に凍り付いた。


「それは、つまり林族に火の一族を迎え入れたいと、そういうことか？　それとも、火の一族を他の十二部族に分散して迎え入れたいという……」


「そうではない、ということは、おわかりではないですか？　光馬老ならば……」


それから、馬優は族長たちの顔を見回してから言った。


「私はこう考えている。今こそ、再び、十二部族が十三部族へと戻る時ではないか、と……。他の族長のみなも、きっと私と同じ立場ならば、同じことを考えたのではないか？　私のように、火の一族を最初に見つけたのならば……」


「それはどうだろうな。実際、その立場に立ってみないとわからんが。どうも、馬優殿は、火の一族に対する妥協が過ぎるように思えるな。貴殿は、歴史歌の名手だったはず。過去の、我らが別れたいきさつをすべて忘れてしまったのかね？」


その指摘は、光馬に次ぐ年長の族長からなされた。他の族長たちも、どこか困惑した様子で馬優を見つめていた。


助けを出すのは当然のこと。されど、別れた一族を再び国に加えること……、その大きな変化がなにをもたらすのか、不安に思わぬ者はなく……。


と、その時だった。狼花がそっと手を挙げてから、口を開いた。


「いや、馬優殿には申し訳ないが、実は、林族が最初ではないのです。すでに付き合いのある族長殿がおりましてな。山族の富馬殿には、以前も世話になっているのです」


唐突に話を振られ、富馬がビクンと肩を震わせた。


「おや、なんと、そうなのですか？」


馬優は、少し驚いた様子で言った。それから、残念そうに首を振る。


「なんだ、富馬殿、言ってくださればよかったものを」


ちょっぴり青い顔をする富馬に目を向けてから、馬優は狼花に尋ねた。


「それでは、火の一族は山族と付き合いがあったと……？」


「ああ、いや、それは……」


となにか言いかけた富馬を遮るように、狼花は言った。


「ええ。我らが困窮している時に、富馬殿から申し出があったのです。我らの家畜を買い取ってやろう、と。はじめは羊、次はヤギ、果ては馬まで……」


そこで、一つ目の大きな流れが起こった。


「……どういうこと、かな？　富馬殿……？」


ひときわ大柄な族長が、野太い声で言った。


ちなみに、先ほどの馬優の口上に感動して、瞳をウルウルさせていた男であった。単純で激情家で、大変、人情深い男として知られている。


「い、いや、そのぅ……」


他の族長からも白い眼を向けられて、もごもごと口ごもる富馬である。


長く別れていた火の一族の者は知らないことであったが、血族の困窮を無償で助けることは、古の時代、十二部族で共有された、ある種の掟おきてであった。


その行為は、自らの利を追求するべきものではない。取引ではないし、商売でもない。


相手が立ち直れるように手を差し伸べるための行為、完全なる慈善の行為なのだ。


にもかかわらず、富馬は、困窮した火の一族の家畜を買ったという。


家畜は財産、もっと言えば生活に必要不可欠なもの。それを失えば、一時の金を得られたとしても、その後、さらなる困窮が待っているのは必定。


それがわかっていながら、家畜を買うということ……それは、掟に反する許されざる行為なのだ。


場の空気は一気に、富馬を責めるもの、そして、火の一族への同情へと変わっていた。


それは、馬優の計算通りのものだった。


火の一族に一方的な温情を与え、隷従を求める……そのような形で彼らを迎え入れることを馬優は望まない。そのバランスをとるための措置であった。


されど、できかけた流れを打ち消すような、重たい一言が響く。


「だが……狼のことはどうするのだ？」


声の主、光馬は静かな眼光で、狼花を、そしてその隣にいる慧馬を見つめた。


「狼を捨てるというのならばわかる。あれは我らが別れた原因だからな。それを捨てようというのならば、喜んで火の一族を迎え入れよう。だが……」


思案するように沈黙してから、光馬は続けた。


「林の一族に吸収するのであれば、林の一族の掟に従う必要がある。同様に風には風の、山には山の掟がある。おのずと狼は捨てることになろう。されど、火の一族を火の一族のまま受け入れるということは、火の一族の掟をも、我らは受け入れなければならぬということになる。であれば、狼を使うという、そのしきたりもまた受け入れなければならぬ。そうではないか？」


「そっ、そう。まさに、その通り。いや、さすがは光馬殿。私も火の一族は我らの仲間と認められないと思ったから、羊を買っただけであって……あれ？」


などと、富馬が何か言っていたが……、だぁれも聞いちゃいなかった。


睨みあう光馬と馬優によって生まれた膠着こうちゃく。それを打破するのは、そのどちらかであると誰もが確信していたからだ。固唾を呑んで状況を見守る族長たち。


されど、次の流れはまったく別の場所で生まれようとしていた。極めて強力で、すべてを飲み込む渦潮のような流れが。ある穏やかな声をきっかけに生まれようとしていた……。






さて、族長たちの話をじっと聞いていたミーアは、ひとまず安堵していた。


──ふむ、さすがは身内のことですわね。きちんと解決できそうですわ。


ミーアの見たところ、彼らがもめているのは火の一族を、どのように救うかという、その方法について。馬優の主張の通り、騎馬王国に復帰できれば一番良いが、最低でも食糧の支援は取り付けられそうな状況。


誰一人、見捨ててしまえ、などと言い出さないのは、実に良いことである。


──落としどころを探るのは、やはり当人たちにしかできないことでしょうし、この調子ならば、わたくしが口を出す必要はどこにもございませんわね。よし……。


そうして、ミーアは腕組みすると、すぅっと静かに瞳を閉じる。


なにかを数えて、暇つぶしをするような真似は、今日はしない。時間の無駄である。


今日のミーアは本気モードなのだ。


本気で向き合おうというのだ……自らの、ＦＮＹと。


──この会議が終わったら、いよいよ、お義姉さまと対峙しなければなりませんし……。時間は予想よりありませんわ。どうするのが効果的かしら……？　真面目に考えませんと……。


問題は、どのようにして効率的な運動をするかということ。


ミーアは自分が、決して運動が嫌いなわけではないと知ってはいたが、それでも、食べた量動けというのは、なかなかに大変なことである。


──長続きするやり方を考えなければ、なりませんわね。とすると……。


ミーアは、そこで静かに頷いて、そっと目を開けて、


「そうですわね。馬に乗るのがよいのではないかしら……」


なにしろ、ここは騎馬王国。


ならば馬に乗るのは当然の流れといえた。


──毎日じっくり乗れば、いい運動になるでしょうし、アベルと一緒に乗れば楽しいですわ。長続きしますし、少しぐらい食べすぎても大丈夫なんじゃないかしら？


などと、自らの思い付きにニヤニヤしていたミーアは、直後に気付いた。


自分に突き刺さる、族長たちの視線に。


「それは……どういう意味ですかな？　ミーア姫殿下」


光馬すら、飄々ひょうひょうとした普段の態度を崩し、いささか震える声で尋ねてくる。


「…………はぇ？」


ミーアはポカーンとしつつも、敏感に察していた。


流れが、再び変わりつつあること。


自分が流れを変えてしまったということを……。


されど、そんなミーアでも気付いていないことがあった。それは、自身が生み出してしまった流れが、族長たちのすべてを飲み込む巨大な渦潮であったことで……。






「馬に乗るのがよいのではないかしら……」


そのミーアの言葉に、馬龍は頭を殴りつけられたかのような衝撃を受けた。


そしてそれは、彼だけではなかった。他の族長たち、各々の部族をおさめ、沈着さや勇敢さ、相応の知恵を求められる族長たち、その誰もが言葉を失っていた。


その中で、一番早く復活した光馬が……、


「……それは、もしや……いや」


なにかを否定するように首を振る。けれど、


「この場面で、馬に乗るって言ったら一つしかないでしょう。〝馬合うまあわせ〟だ」


馬龍は断言してみせた。


馬合わせ──それは騎馬王国の古の審判法だ。


それは簡単に言ってしまうと、馬に乗り、先に目的地に着いたほうを正しいとする、極めてシンプルな判定法であった。「馬の脚の速さによって、我らに神意を示したまえ」と神に伺いを立てるわけである。


冷静に考えればそれは、馬に乗るのが上手い者、もしくは良い馬を持っている者に大変有利な方法ではあるのだが……。ともあれ、剣と腕力をもって自分の言い分を通そうという方法よりは、幾分か平和な、なんとも騎馬王国らしいやり方ではあるのだ。


しかしながら、そんな馬合わせも、近年ではめっきり行われなくなってしまっていた。


それゆえ普通であれば、異国の姫が提案するとは思わないのだが……、馬龍はちゃんと聞いていたのだ。


「そういえばミーア嬢ちゃん、言ってたな……。騎馬王国のことを事前に調べてきたって……」


そう、ミーアは事前に騎馬王国のいろいろなことを、綿密に調べてきた、と言ったのだ。


……実際にはそこまでは言っていないのだが、馬龍の中では、情報がカチッとはまってしまったのだから、仕方ない。


彼の頭の中では、ミーアは、騎馬王国の歴史をものすごーく調べてきて、今回の騒動を解決する術をきちんと考えていた、ということになってしまったのだ。


「なるほど……。馬合わせは伝統的なやり方。もしも、これにより火の一族を迎え入れるべき、との結果が出てしまえば、必然、みなも受け入れざるを得ない。狼を使う術を持ったまま、彼らを受け入れること、それを誰もが納得するにはこのぐらいする必要はありましょうな」


ゆっくりと、顎をさすりながら、光馬は言った。


「すなわち、山族の長、富馬と、火の族長の妹、慧馬とで馬合わせをせよ、と姫はそう言っておられるのじゃな？」


「……は？　いやいや、なぜ、我々がそのようなことを……？」


突然、話を振られて、大慌ての富馬。そんな彼に冷たい視線を向けてから、光馬は言った。


「火の一族は、狼を使うゆえに騎馬王国の一員にあらず。ゆえに羊を買った。そう言ったのは、うぬであろう？　ならば、火の一族の帰順を一番に反対すべきは、うぬではないかな？」


「なっ……それは……ぐむ……」


今ならばまだグレーゾーン。けれど和解により、火の一族が正式に帰ってきてしまえば、火の一族に対する非道が、より際立つ形になってしまうかもしれない。原則的に法や掟は時間に逆行して適用されないものであるが、それでもイメージが悪いのは否定できないところ。


っと、反論を封じた光馬は、静かにミーアのほうを見つめた。


「さて、ミーア姫殿下、騎馬王国についてよくお調べになってきたとのことだったが……、馬合わせで負けたほうがどのような目に遭うかは、当然ご存知であろうな？」


──はて？


などと首を傾げそうになるミーアであったが、我慢して、じっと光馬を見つめる。っと、ミーアの返事を待たずに、光馬は、確認するように言った。


「敗者は、求められれば自らの乗った馬を、勝者に譲らなければならない……。その決まりも含めてのご提案なのでしょうな？」


──はぇ？


一瞬、なにを言われたのかわからず、小首を傾げるミーア。そんなミーアに光馬は容赦なく、あるいは、誤解の余地なく、言った。


「つまり……、もしも、火の一族の娘が負ければ、あの馬は、そこの富馬のものになるかもしれない。いや、あれほど見事な馬ですからな。絶対にそうなるでしょう。富馬もその危険を承知で自身の馬を出すのです。それに見合った報酬を求めるのは、みなも納得するでしょう。それを承知の上で、提案しておられるのでしょうな？」


──あ、これ、勝手にオーケーしたらまずいやつですわ！


ミーア、即座に悟り、撤退を決断。今ならばまだ間に合うと、口を開こうとして……。


「無論だ。ことを勝負で決することができるというのであれば是非もなし。喜んでお受けしよう」


その前に、慧馬が答えてしまった。ものすごーく堂々と胸を張って……。


──くぅ、遅かったですわ！　慧馬さん、余計なことを！


思わず頭を抱えたくなるミーアである。


この状況、一見すると、活路が開けたように見えなくもない。ないのだが……。


──負けても、食糧支援は受けられるのでしょうけれど……、慧馬さんは愛馬を失う。そのうえ、火の一族は騎馬王国の一員と認められることはなくなる。あるいは狼を捨てて、どこかの一族に受け入れてもらう方法もあるのでしょうけれど……いずれにせよ、リスクが大きすぎますわ！


しかも、ミーアの頭には、先日、慧馬に追いかけられた時の記憶が残っていた。


あの時は、たしかに慧馬に追い詰められたが……、ではもし、乗っているのが荒嵐だったらどうだっただろう？　もしかしたら、追いつかれなかったのではないか？


──条件さえよければ、わたくしでも逃げ切れたかもしれないですわ。少なくとも慧馬さんは、狼使いや馬龍先輩に比べれば、幾分、劣る気がしますわ。


慧馬ならば絶対に勝てるというのならばともかく、イチかバチかの賭けをするのは、小心者チキンハートの戦略には相応しくない。それよりは……、むしろ……。


直後、刹那せつなの閃ひらめき！


ミーアは自らの直感に従って、口を開いた。


「いいえ……、光馬殿、一つ勘違いしておりますわよ？」


「ほう。勘違い……？　それはなんのことですかな？」


「決まっておりますわ。慧馬さんが馬合わせに出るということですわ」


「どういう意味だ？　ミーア姫」


これには、光馬ではなく、慧馬が怪訝そうな顔をした。それに静かに微笑みかけて、ミーアは自らの胸に手を当てて言う。


「出るのは、慧馬さんではない。このわたくしですわ！」


その言葉に、場は再び騒然とした。







第四十三話　ミーアの思惑～天馬の姫の参戦～


一か八か、勝利すればハイリターンが得られるが、負ければハイリスクを負わなければならない……、そのやり方はミーアの好むところではない。


といって、慧馬が勝負を受けてしまった時点で、もはや、事態を止めることは不可能。ならば、どうするのが最善か……。


そうして瞬時の思考の末に、ミーアは決める。


自身が……馬合わせに出ることを。


堂々と、自信満々に言ったミーアには確固たる勝算があった。


その考えの中核となっているのは「別に負けてもいいじゃない？」の精神である。


いかにミーアとて、騎馬王国の者と乗馬で競って勝てると思うほど、無謀ではない。


──一年間ぐらい本気で乗馬に取り組めばともかく、今のわたくしには、いささか厳しいでしょう。


……だいぶ無謀なことを考えているが、ともかく、勝てるとは思っていないミーアである。であれば、ミーアが狙うのはなにか？


それは「最も良い条件で負けること」である。


──幸い、食糧支援自体は確約されておりますわ。光馬さんなどは、それが当然といったご様子。であれば、ここはそれで満足すべき。馬優さんには申し訳ありませんけれど、火の一族の帰還に関しては、時間に解決していただくしかありませんわ。


ミーアが負けた場合、あと問題になるのは、ミーアが乗った馬を富馬にとられることだが、実はそれについてはそこまで心配していなかった。なぜなら、光馬は言っていた。


〝相手が求めれば〟馬を譲らなければならない、と。


──どうやら、東風のことを馬鹿にしているようですし。これで、よこせと言うのは、腹いせ以外の何物でもありませんわ。


それは……いかにも外聞が悪いことである。


火の一族に対しての行いにより、富馬の立場は悪い。馬合わせで勝利したことにより、潔白を証明するのはいい。勝負の正当な対価といえるだろう。されど、それに加えて相手の馬を奪うというのはいかがなものか？　それも、相手の馬が欲しいから奪うのではない。相手への嫌がらせのために奪おうというのだ。


それが、他の族長の目にどう映るだろうか……？


──それに、わたくしが騎馬王国の民ではなく他国の姫であることも、この際は有利に働くはずですわ。


いかにミーアが馬に乗れるといっても、それは、騎馬王国外の、それも姫にしては乗れるという程度である。生まれた時からずっと馬に乗っているような騎馬王国の人間と比べれば、勝負にならないのはあまりにも明白！　だからこそいいのだ！


光馬は言った。「持ち馬を失う〝危機〟に見合った見返りを求めるのが当然である」と。


けれど、ミーアが相手であれば……そこに危機はない。


──ふふふ、むしろ、わたくしとの勝負で危機を覚えるようであれば、騎馬王国の一員と名乗るのをやめなければならないはずですわ。


そんな〝絶対に勝って当然〟という勝負で勝って、しかも腹いせ代わりに自身が評価していない相手の馬を奪い取る？　


それは紛れもない醜態！　実になんとも見苦しい行為である！


──そして、仮にそれで奪い取ったとして……東風を粗末に扱えるはずもなし、ですわ。


仮にも騎馬王国。そこに生きる人々の、馬愛に絶対の信頼を置くミーアである。が、今回はそれに、〝馬合わせの勝負で腹いせに奪ったもの〟であり〝他国の姫の持ち馬だったもの〟という条件が加わる。


それを粗末に扱えるものだろうか？　


答えは否だろう。むしろ富馬は、他の族長たちの手前、東風が絶対に怪我や病気をしないように手厚く世話をしなければならなくなるのだ。


──これはむしろ富馬さんのところに行ったほうが、軍馬を続けるより楽な馬生を送ることができるのではないかしら？


そのように負けることを前提に思考を組み立て、そのうえで……ミーアはその場のすべての人間に訴える。


「わたくしは、思いますの。狼を使うこと、それはそこまで悪いことなのかしら？」


どうせ負けるだろうけど、せっかく注目が集まっているのだから、と自らの主張を展開しておく。


「みなさまのお話を聞いていて、ずっと思っておりましたわ。たしかに……かつて、火の一族を放逐した際には、不安があったでしょう。突然、狼を飼うだなんて言われてもどうなるかわかりませんもの。部族を率いる者の判断としては妥当であると思いますわ」


ミーアでもそう判断するだろう。小心者としては、とても理解がしやすい思考ではある。けれど、ミーアは静かに首を振る。


「その当時の人々の判断としては理解できる。でも、未だにその判断に縛られるのは、賢明なこととはいえませんわ。だって火の一族は、富馬さんに売ってしまうまでは、しっかりと羊を飼っていましたし、馬だって慧馬さんの乗っていたのは、とても立派なものだったでしょう。それって、立派に騎馬王国の民としての生活ではありませんの？　狼を飼うことに、なんの問題があるというのか、わたくしにはわかりませんわ」


狼を飼ってもなにも問題ないと、火の一族は、証明しているではないか。これでもまだ嫌うというのは、ミーアには、食わず嫌いに思えたのだ。


──黄月トマトなんかまずいと思い込んで、料理長が作ってくれたシチューを食べなかった。あの頃のわたくしと同じですわ。


ミーアの脳裏を過るのは、あの日の苦い思い出だ。


その後悔を知る者として、ミーアはどうしても見過ごすことができなかった。ゆえに、言っておかなければならないのだ。


「それが、みなさんのこだわりであるというのであれば仕方ありませんけれど、わたくしにはきっと、みなさんの気持ちはわからないのでしょうけれど……。でも、それでも……それは後生大事にしなければならないものなのか、今一度、考えるべきではないかしら？　せっかく火の一族の方たちと再会して、直接、話すことができるのですから、しっかりと慧馬さんや狼花さんを見て、考えるべきですわ。そうしないと、大切なものを見逃してしまうかもしれませんわよ？」


黄月トマトのシチューはミーアの好物の一つとなった。


その味も、料理長の思いやりも「嫌いなもの」という思い込みに囚われたままだったら、味わえなかったものだ。


自分と同じ轍てつを踏ませたくないから、ミーアは訴えかけるのだ。


そして、その真に迫った演説は、たしかに、族長たちの心に刺さった。


誰もが言葉を失う中で、ただ一人、口を開いたのは、光馬だった。


「……なるほど。その訴えかけが正しいかどうかは、馬合わせで明らかになるでしょうな」


「どうかしら？　それは、神に問いかけるまでもなく明らかなことかもしれませんわよ？」


自身が負ける可能性が極めて高い以上、ミーアとしてはそう言わざるを得ないわけで……。


「いずれにせよ、この度の再会が、騎馬王国にとって良きものとなること、わたくしは祈っておりますわ」


「そうですな……。是非に、そのように願いたいものです」


深々と頷き、光馬は、山族の長、富馬に目を向けた。


「しかし、富馬殿も、これは負けられませんな。騎馬王国に恥じぬよう最高の自慢の馬を用意しなければなりませんな」


「え……？　あ、いや、しかし、そのぅ、ああ、そう。そのような大人げないことをすることはできますまい。馬合わせの申し出を受けるのはまだしも、我らが最高の馬を用意してはミーア姫に勝ち目がない。姫は、馬に貴賤なしと言っておられましたから、きっとご自分の、あの馬に乗られるのでしょう？　ならば、我らも、それに合わせて……」


気が進まない様子の富馬である。


それも当然のことである。なにしろ勝った時のメリットがなさすぎる。最高の馬など出すはずもなく……。けれど、


「なにを言う？　神聖なる馬合わせに、最高の馬を用意するのは当然のこと。騎馬王国十二部族の族長なれば、その名に相応しい馬を用意するのが道理というもの」


光馬の言葉を聞き、他の族長も同意する。


いかに大国ティアムーンの姫とはいえ、多少は馬に乗れるとはいえ……、騎馬王国の者が負けるわけにはいかない。絶対に勝てる最高の馬を用意するのは当然だった。


同時に、それは懲らしめでもあるのだ。


なにしろ、彼は同族の困窮を助けることなく、足元を見て羊を買ったのだ。そのような不心得者は罰を受けるべき、と、族長たちは考えたのだ。


だからこそ、富馬が手を抜くことは許さない。しっかりと、馬合わせに大切な馬を出すように釘を刺すのだ。そして、


「とはいえ、たしかに騎馬王国の民ではない姫に、族長が対するのはさすがに大人げない。そなたには、姫と同年代の娘がいたはず。騎手をその娘とすればよいのではないか？」


馬は最高のものを用意し、ハンデは乗り手でつけよ、と光馬は言っていた。


「小驪ですか？　いや……しかし」


ぶつくさなにかを言い返そうとしていた富馬であったが、結局は、それに頷かざるを得なかった。


火の一族に対し、暴挙を働いた以上、彼に選べる道はほとんどないのだ。






こうして、後に天馬の姫と呼ばれるミーア・ルーナ・ティアムーンの、馬合わせの儀への参加が決まったのだった。







第四十四話　悪意の視線


さて、族長会議でミーアが大暴れしている間、ルードヴィッヒらは南都の町中を回っていた。


メンバーはルードヴィッヒとディオン、アベルと護衛のギミマフィアス、さらにベルとシュトリナも同行している。


「本当によろしいのですか？　アベル殿下」


問うてくるギミマフィアスに、アベルは静かに首を振った。


「そうだね。気持ちとしては、すぐに行きたいのはやまやまだが……」


歯切れ悪く言ってから、アベルは肩をすくめた。


「単身乗り込んで討ち死にしよう、なんて情熱的なことは、さすがに考えてないよ。まぁ、ミーアが囚われているというのであれば考えないでもないけどね」


冗談めかして微笑むアベルである。それから、表情を引き締めて、


「多分、今は命を危険に晒す時じゃない。命の懸け時はほかにあると思うよ」


「なるほど。戦うにも時がある、ということですか。ご立派になられましたな……」


「いや、そうでもないさ。ただ、まぁ、今はできることをやろうと思ってるだけだ」


そう言って、改めて視線を巡らせるアベルである。


彼らが街に繰り出したのは、なにも物見遊山のためではなかった。蛇の手の者がどこかに紛れ込んでいないか調べるために、街を練り歩いているのだ。


蛇の巫女姫により放たれた蛇導士たち。おそらくサンクランドでエシャール王子に近づいたという騎馬王国民風の男というのも、そのうちの一人だろう、と、そのような疑いを持ったルードヴィッヒたちは、警戒を強めていた。


この南都には、騎馬王国の民のみならず、レムノ王国の商人も出入りしている。どちらかというと閉鎖的な他の部族とは違い、他国人の出入りも多い。


ゆえに、怪しげな人間が隠れ潜んでいたとしても不思議ではない。


まして族長会議に合わせて、随伴の者たちも大勢訪れている。それに紛れてミーアの命が狙われる可能性は否定しきれないところだった。


「ともあれ、これだけの中から探し出すのは、なかなかに大変だ。ルードヴィッヒ殿、なにか策はあるだろうか？」


アベルの問いかけに、ルードヴィッヒは、軽くメガネの位置を直した。


「そう……ですね。あまり画期的な考えではなくて恐縮ですが、ミーアさまに近づく可能性が高い人物を中心に探りを入れるのがよいのではないかと考えます」


それから、ルードヴィッヒは考えをまとめるように、ゆっくりと話し出す。


「正直、手勢も時間もない。だから基本は、ミーアさまのそばについてその身をお守りする以外にないでしょう」


幸いにして、と言ってよいかはわからないが、サンクランドの白鴉はくあなどとは違い、蛇導士は、徒党を組んで行動をするのは、そこまで得意ではないのだろう。


直接的な襲撃などに対しては皇女専属近衛隊プリンセスガードで対処は可能と考えられた。


「一番に警戒すべきは、やはり毒でしょう。こちらは毒見などによって対処する必要がありますが……」


準備期間を長くとれたならばともかく、ミーアが族長会議に出ることを決めたのはごく最近のこと。もしも、ミーアに対する暗殺が企てられたとして、準備をする期間はあまりにも短い。


「おそらく、毒見をかわすような、特別な仕掛けをするのは難しいのではないかと考えます」


どこか歯切れの悪いルードヴィッヒの言葉を聞いて、アベルもまた苦い顔をする。


ルードヴィッヒはこう言っているが、実際には決して万全の備えではない。蛇という存在の、なんと見つけにくく、その攻撃の防ぎにくいことか……。


それでも、できることをやっていくしかない。


「ほかにミーアさまに近づく方法が……」


「商人に扮して、ということだね」


アベルはそう言って目を上げる。視線の先には、南都最大の市場が賑わっていた。


「ミーアさまは、異国の食料に興味がございます。民を飢えさせるのが、ともかくお嫌いな方ですから。きっと、この地の商人たちとも関係を築こうとなさると思います」


「それは蛇も知るところ、か。となれば、この市場の中に潜んでいる可能性が高い、と」


「あくまでも可能性です。もしかしたら、この南都にはいないかもしれないし、いるとしても、どこかほかのところに潜んでいるかもしれない。しかし、残念ながらできることは限られている」


「その中で、できることをやるしかない。とりあえず、見慣れない商人がいないかどうか、尋ねて回るしかないかな」


などと、深刻な話をするルードヴィッヒたちである。一方で……。






「あ、ほら。リーナちゃん。馬のお守りトローヤがありますよ？」


近くの露店にたったか走っていくベル。賑やかな市場の空気に、なんともご満悦であった。


「待って。ベルちゃん……」


それを追いかけようとしたシュトリナだったが……、ふと立ち止まり辺りを見回した。


「あれ？　どうかしたんですか？　リーナちゃん」


「うん、なんだか、誰かに見られてるような気がしたから……」


そう言いつつ、なぜか、腕をさするシュトリナに、ベルは首を傾げた。


「貴族のご令嬢が珍しいから、とかでしょうか……？」


「うーん……。確かに帝国貴族はあまり騎馬王国とは縁がないかもしれないけど……」


感じた視線は、ねっとりと絡みつくような、ちょっぴり気持ちの悪いものだったから、少しだけ気にはなったけれど……。


「まぁ……いいか」


どこか、釈然としない思いを抱きつつ、シュトリナはベルの後を追った。






第四部　その月の導く明日へVへ続く







    
  
  




騎馬王国の大部分を占める草原地帯。そこを見慣れぬ一団が移動していた。


複数の騎馬と馬車からなる一団は、いうまでもなく帝国の叡智、ミーア・ルーナ・ティアムーンに率いられた一団だった。


林馬龍の発案により、馬に乗って移動することになったミーアであったが……無論、それ以外のご令嬢たちはいつもの通り、馬車での移動となっていた。


ラフィーナ、シュトリナ、ベル、アンヌの四人のうら若き乙女たちを乗せた馬車は、ミーアと慧馬のすぐ後について、道を進んでいた。


そんな麗うるわしの車中に、切なげなため息の音が響いた。


ふぅ……っと細くため息を吐いたのは、ヴェールガの聖女、ラフィーナ・オルカ・ヴェールガだった。


頬杖を突いた彼女は、馬車の外、前方を行くミーアたちのほうに目を向けながら、ちょっぴり寂しそうに……。


「いいな……」


などとつぶやき、深々とため息をもう一つ。それから、ふと顔を上げたラフィーナは……、驚いた顔で自分を見つめているアンヌと、ベルの顔を見つけた！


ちなみに、シュトリナは、うんうん、と頷いていた！　よくわかります、と言っているかのように……。


「あっ、んんっ……」


小さく咳払い。そっと目を閉じ、気持ちを切り替える。


──ダメね。私は、ヴェールガの聖女。こんなわがままなことを考えていては……。


そうして、静かに瞳を開け、清らかな笑みを浮かべようとしたところで……。


「ラフィーナさま、またミーアお姉さまと馬に乗りたいんですか？」


ベルが鋭く踏み込んできた！


けふっと咳せき込みつつ、ラフィーナは大いに戸惑う。


なぜなら、彼女は自分の笑顔の力を、きちんと把握していたからだ。


聖女が清らかな笑みを浮かべて見つめれば、大抵の人間は、それ以上近づかない。それは、前の時間軸、お近づきになろうとしてやってきたミーアを寄せつけなかった拒絶の笑顔。


触れ難く、侵しがたいもの、それこそが聖女であり、ヴェールガ公爵令嬢なのだ。


が……ベルには、そんなこと関係なかった！


冒険心と知的好奇心に富んだ探検学の権威、ミーアベル・ルーナ・ティアムーンは、自らの興味に真っ直ぐな人なのだ。


けふっ、けふっと可愛らしく咳をしてから、ラフィーナはビックリした顔で、ベルのほうを見つめ、言い淀む。


「え、あ……ええと、その……」


ラフィーナにしては珍しく、あたふたと周りを見回す。それから、もう一度、咳払い、穏やかな笑みを浮かべて、


「そんなことはないわ。どうしてそう思ったのかしら？」


「だって、さっきからものすごーく、うらやましそうな顔で、外を眺めてましたから」


「え…………？」


驚愕に、瞳を瞬かせてから、ラフィーナはアンヌとシュトリナの顔を順番に見た。


アンヌは、ちょっぴり困った顔で視線を逸らした！　一方のシュトリナは……なぜだか、ものすごく優しい顔で頷いていた！


「なっ、ぁっ……」


ラフィーナ、無性に恥ずかしくなって、自らの顔を押さえる。なんだか、頬が燃えるように熱かった。


──うっ、うらやましそうな顔って……私、いったいどんな顔を……？


姿見が見たかったが、今はあいにく、それも叶わない。


ラフィーナ、再び精神を集中する。


現在、自らが直面している重大な問題……騎馬王国のこと、混沌の蛇のことに意識を向けつつゆっくり、ゆっくり深呼吸。それから、静かに顔を上げ……


「別に、うらやましそうな顔なんかしてないわ……本当よ？」


小さな声で、うん、してない、と自らに確認するようにつぶやく。っと、それを聞いたベルは、


「え……？」


真顔で首を傾げた。そして……。


「そうなんですか？　でも……とっても美味しいケーキを食べてる人を見かけた時のミーアお姉さまのような顔をされてましたけど……」


などと、ちょっぴり失礼なことを言うベルである。ちなみに、ミーアに対して失礼なのか、ラフィーナに対して失礼なのかは解釈の分かれそうなところだが……。まぁ、それはさておき……。


「だから、てっきりミーアお姉さまと一緒にお馬さんに乗ったのが、すっごーく楽しかったんだと思ったんですけど、違いましたか？」


きょっとーん、と心底から不思議そうな顔をする。一切、悪意がない、純粋な子どもの疑問なだけに、実にタチが悪かった。


ラフィーナは、うぐぅ、っと胸を押さえる。


先日の、ミーアとの乗馬が脳裏を過る。


ベルの言う通り、あれは、とっても楽しかった。とってもとっても楽しかった！


誤魔化しようがないぐらい楽しかったから……、胸に痛みを覚えたのだ。


だって、はじめてなのだ。仲のいいお友だちと、あんな風に遊んだのは……。


生まれたはじめてだったのだ……。なんの心配もなく、心の底から笑ったのは……。


「もっ、もちろん、ミーアさんと馬に乗ったのは楽しかったし、また、乗馬のことをいろいろと教わりたいって思ってるわ。でも、それはセントノエルについてからすればいいことで……」


もにゅもにゅ言うラフィーナに、ベル……踏み込む。斬り込む！


「じゃあ、やっぱり、うらやましかったんじゃないですか？」


気持ちいいぐらいの斬り込みである。祖父譲りの大上段からの斬り込みである。


それを受けてラフィーナは、そっと瞳を泳がせる。


「う……それは、まぁ……また一緒に乗馬ができたら、嬉しいって思うけど……でも、それはわがままだし……それに、私は、その……ヴェールガ公爵令嬢だから……聖女としての役割を与えられている者だから……。そんなこと言えないし……」


などと、もじもじしているラフィーナであった。






そんなラフィーナを見て……ベルは、不思議な感慨を覚えていた。


彼女の中にある、とあるイメージ。それが完全に壊れるような……そんな感覚。


司教帝という強大な怪物──それが斃たおれるイメージを……ベルは抱いた。


この世界に来て、何度かラフィーナと会話するうちに、彼女に対する恐怖は薄れていた。親しみを感じることも多くなっていた。


けれど、そうであればあるほど、ベルの中で、ラフィーナと司教帝という存在が、繋がらなくなっていた。この人が、本当に司教帝になるんだろうか？　と首を傾げるばかりだったのだ。


でも、そのイメージが今……綺麗に繋がった。


──ああ、そうか……。ラフィーナさまにとって、ミーアお祖母さまはとっても大切なお友だちで……。だから、それを失ったことで傷ついたラフィーナさまは、司教帝になったんだ。


そのことが、ビックリするぐらいにすとんと、腑に落ちて……。同時に……。


──司教帝も……ボクたちと同じで、悩んだり、寂しがったり、うらやましがったり……そういう、普通の人だったんだ。


それが、よく理解できてしまった。


なんのことはない……。あの世界を恐怖に陥れた司教帝も、得体の知れない怪物ではなかった。


きちんとした感情のある人だったのだ。


そして、それならば、無暗に恐れる必要はないのかもしれない。


ベルは、そんなことを思ってしまう。


同じ心を持つ者ならば、話ができる。一緒に悲しみ、一緒に怒り、一緒に笑うことだってできるかもしれない。


もしかしたら、わかりあうことだって、できるのかもしれない。


そのことに、ベルは気付いたのだ。


それは、長くベルの中で君臨していた、司教帝という名の怪物が斃れた瞬間だった。


同時にベルは、こうも思う。


この先、自分が司教帝と会うことは、たぶんないだろう。ミーアが暗殺されなければ、司教帝は現れないだろうし、現れてほしくもない。


──だけど、もしも出会うことがあったら、ボク、話をしてみたい。


あるいは、司教帝と同じような、どこか怪物じみた人と対峙することがあったら……同じように、無暗に恐れることはやめようと……ベルは思う。


相手もまた人。ならば、すべきことは、言葉をかけることなのだ。


「あの……ベルさん？　どうかしたのかしら？」


ふと見ると、急に黙り込んだからだろうか、ラフィーナが心配そうな顔で見つめていた。


ベルは、安心させるように、あるいは……。


「いえ、なんでもありません。ただ、ラフィーナさまが、こんなに可愛らしい方だって知らなかったので、ボク、驚いてしまいました」


からかうように、悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべるのだった。






かくて、帝国の叡智の血を受け継ぐ者、ミーアベル・ルーナ・ティアムーンの胸に巣食っていた司教帝の影は、完全に斃れて消えた。


この時、新たに胸に芽生えた想いが、彼女の中で、どのような影響をもたらしていくのか……。


今は、まだ誰も知らない。







    
  
  




帝国の叡智ミーア・ルーナ・ティアムーンは、友人が多い人物として知られている。


ヴェールガ公爵令嬢ラフィーナ、ティアムーン帝国四大公爵家のエメラルダ、ミーアネット代表のクロエや、ルドルフォン辺境伯令嬢ティオーナなど、数多くの著名人が彼女の友人に名を連ねる。


そんな友人の中には、変わった経歴の持ち主もいる。なかでも、元盗賊という肩書は、かなりの異彩を放つものだろう。


肩書の持ち主は、火慧馬という少女だった。


元盗賊にして、騎馬王国の失われた一族、火族の姫。


愛馬「蛍雷」に乗り、従者たる戦狼「羽透」を従える彼女は、ミーアの友人の中でも非常に見栄えのする人物といえるだろう。


それゆえだろうか、皇女ミーアをモチーフにした物語演戯の中には、たびたび登場するし、人々からの人気も非常に高い人だった。


さて、女帝ミーアと彼女にまつわるエピソードはかなりの数に上るが、それらの多くは過剰な脚色の加えられたフィクションである。


信頼のおける正史『女帝ミーア伝　著：エリス・リトシュタイン』に彼女の名が現れるのは、ミーア姫が騎馬王国を訪問して以降のこと。騎馬王国にて慧馬と出会ったミーアは、そこで友誼ゆうぎを結んだのだと、記録には残されている。


それ以前の慧馬は一介の盗賊に過ぎなかったわけで……逆に言うならば、帝国の叡智との出会いが、彼女の運命を大きく変えてしまったともいえるだろう。


その事実を踏まえると、歴史に「もし」はないとはいえ、つい考えてしまうのが人情というもの。


もしも、皇女ミーアが騎馬王国を訪れていなかったら？


もしも、皇女ミーアと出会っていなかったなら？


はたして、火慧馬という人は、どのような人生を送っていたのだろうか？


大陸に名を馳せる大盗賊となったか、華麗なる馬の乗り手として、どこかの国に騎兵として召し抱えられたか？


どこぞの王侯貴族に見初められることになったか……それとも……。






冬の騎馬王国は、美しい。


領地のほとんどが草原地帯という騎馬王国だが、雪が降れば一面が純白に染まることも珍しくはない。


大地の白、空を覆う一面の灰色の雲と、その雲を透かして、厳かに光を注ぐ太陽。


淡い色合いで染まった世界が、慧馬は好きだった。


幼き日、隠れ里からこっそり抜け出した慧馬は、森の外、白銀に染まる草原に目を奪われた。弾む息すら呑み込んで、慧馬は、白き静謐せいひつな世界に足を踏み入れる。


ざく、ざくっと雪を踏みしめる音。


かたわらで、嬉しそうに弾む、羽透の息の音。


遠く、雪原を駆け抜ける風の音。


あまり隠れ里から離れるわけにはいかなかったから、行けるのは一番近くの丘までだ。


慧馬は雪に覆われた白い丘に手足を投げ出して、そっと寝ころんだ。


見上げた空、灰色の雲から、チラリ、チラリと再びの雪。


頬に落ちてきた一粒の冷たさが、興奮に火照ほてった肌に気持ちいい。


彼女のすぐ隣に、身を寄せるようにして、羽透が伏せる。自らの顔を覗き込んでくる羽透に、慧馬はそっと笑いかけた。


「今度は、馬に乗ってきたいな。一緒にここを走り回ったら、きっと楽しいよ」


馬は、彼女たちの宝。そんな馬の背に乗って、この白い草原を風のように走れば、きっと気持ちいいだろう。どこまでだって行けるんじゃないかって、そう思えるのだ。


だって、この丘の向こう、大地はあんなにも遠く、どこまでも続いていて……。


だから馬がいればどこか遠くへ、自分が思いもしなかったような場所にだって行けるって……そう思えるのだ。


今日、食べるものがないことも、騎馬王国との確執も、兄のことも一族のことも……。そんなもの全部……全部、忘れて……放り捨てて。丘の向こう側、大地の果てまで走っていけたら、どれだけいいだろう？


それは、幼き日の憧憬しょうけい。慧馬が胸に抱き続けた衝動だった。


だけど、結局、彼女が旅に出ることはなかった。なぜなら、慧馬は火の一族の長の娘。何もかも放り捨てて逃げ出すには、彼女の責任感は強すぎた。


結局、自らを縛り付ける一族という縄目を断ち斬れぬまま、慧馬は大人になっていく。


一族の中ではいろいろなことが起こり、世界もまた、大きく変わっていく。


大陸を大飢饉が襲った年、その影響は火の一族の村にも及んだ。


食料の不足は、未だかつて経験したことがないほど。力なき老人と子どもたちを救うため、一族の戦士たちを率いて慧馬は盗賊になった。


『己が民を救うため、武力をもって他国から奪う。それは、当たり前のことではないかしら？』


脳裏に響くは甘美なる、ダレカの声。


胸にうずく罪悪感を薄れさせるその声に身を任せて、慧馬は略奪を続けた。


止めてくれる者はなかった。


足を止めることは、一族の者を飢え死にさせることに繋がったから。


それに、火の一族は巧みな馬の乗り手。慧馬は優れた指揮官だった。味方にも敵にも一人の犠牲者を出さずに、食料を奪ってくるのは難しくなかったのだ。


助けてくれる者も、いなかった。


「そんなことをしなくてもいいよ」と、彼女たちに手を差し伸べる者は現れなかった。


大飢饉に終わりは見えなかった。


食料を奪われれば、飢えるのは、どこの国も同じ。


いかに不殺を心掛けていたところで、彼女たちの行動が餓死者を生むのは事実。


被害に遭った国々が、治安維持のために軍を派遣することは自明の理であった。たしかに慧馬たちは優れた馬の乗り手であったが、それでも次第に犠牲は増えていった。


そして……終わりの時は唐突に、ごくあっさりと訪れた。


罠わなにはめられた慧馬たちの盗賊団は、弓兵隊の襲撃を受けて敗走。追手の手にかかり、戦士たちは次々に命を落としていった。


なんとか逃げ延びた慧馬は、一人、雪に覆われた草原を行く。


その体には幾本もの矢が刺さり、彼女の服を赤黒く、血に染めていた。なんとか、馬上で姿勢を保とうとするが、力の入らない体では、あまり速度を出すことはできない。


「くっ、我が罠にはまるとは……」


つぶやきと同時、口の端から一筋の血がこぼれ落ちる。


小さく咳き込みつつ、慧馬は、体に走る痛みに耐えた。


突然の横風。押され、慧馬の体が斜めに傾いだ。


気付いた時には、彼女は空を見上げていた。


遅れて、自分が馬から落ちたのだということを理解する。


「ああ、雪……がなければ、死んで、いたな……。落馬、してしまうとは……。我が一族の、名折れだ」


苦労して立ち上がろうとするも、すぐに、その場に座り込んでしまう。


どうやら、もう、これ以上は行けないらしい。


ふと見ると、心配そうに鼻を寄せてくる愛馬、蛍雷の姿が見えた。そんな愛馬の鼻先を優しく撫でながら、慧馬は不器用に笑った。


「すまない、な……。蛍雷、我は、もう、お前の駿足に、耐えられそうもない」


それから慧馬は、蛍雷にすがりつくようにして立ち上がると、腰に付けた短剣を引き抜く。


「……蛍雷……ここまで、付き合ってくれて、助かった。我が、今日まで、役割を全う、できたのは、お前の、おかげだ……」


力の入らない腕で、懸命に、蛍雷に付けられた手綱を外し、鐙を外して……。


「お前は……良き馬だ。火の一族の、騎馬王国の、宝だ……。我に付き合わせる、わけには、いかぬ……」


震える手で、再び、蛍雷の首筋を撫でる。それから、ぱしん、と蛍雷のお尻を叩いて、叫ぶ。


「行け。蛍雷、お前が……良き乗り手に出会える、ことを、祈っている」


それだけ言って、力なく崩れ落ちる慧馬。それを心配そうに見つめていた蛍雷だったが、次の瞬間、その耳がピクリと動いた。


ぼふっと野太い声が響く。


現れたのは、一匹の戦狼……。慧馬の信頼する従者、羽透だった。


蛍雷を追いかけ、小走りに近づいてくる羽透。激しく吠えたてられた蛍雷は、ゆっくりと走り出す。途中、何度も立ち止まり、名残惜しそうに慧馬を振り返りながらも……。


「そう……それで、いい。蛍雷ほどの馬ならば、きっと、誰か、良き乗り手と、出会えるだろう……」


ホッと安堵するようにつぶやいてから、慧馬は羽透のほうを見た。


「羽透、よく、やって、くれたな……」


家族同然の狼を見た慧馬は、羽透の頭を撫でた。


ぼふっと野太い声を上げる羽透。だが、その体も、よく見ると傷だらけで。


誇り高き白銀の毛並みには、ところどころ血がこびりつき、腹には、やはり、深々と矢が突き刺さっていた。それを見て、慧馬の顔が歪む。


自身と同じように、羽透もまた、もうあまり長くないことが察せられたからだ。


慧馬は弱々しい手つきで、何度もその毛並みを撫でながら、小さく笑った。


「……ははは。酷い汚れよう……だな。誇り高き狼が、そのざまでは、お前の兄弟たちに、笑われる、ぞ……これは……後で川で洗い流さないと……な」


赤く染まる首筋の毛を撫でる。っと、打って変わって、くぅん、っと情けない声を出す羽透。いつもは、ピンっと凛々しく立っている耳が、横に寝てしまっていた。


「お前は、水浴びが嫌い、だっけな。でも、そんな声を出してもダメだ。ほら……綺麗な毛並みが台無し、だぞ……」


撫でるつど、その毛に紅い血が絡みつく。慧馬の手は、肩口にできた矢傷からこぼれ落ちる血で、汚れていたから……。


「あまり、撫でたら……余計に汚れてしまうな……」


それから、慧馬は、そっとそこに横たわった。


よく見るとその場所は、なんだか、あの日の丘に似ている気がして……慧馬は思わず笑ってしまった。


あの懐かしい、故郷の近くの白い丘。


幼き日の彼女が結局は越えることのできなかった丘に、そっくりだったから……。


「こうしていると……なんだかあの日を……思い出すな……」


命を終える地が、このような場所だったのは悪くない……などと、そんなことすら、思ってしまう。


脳裏に、一族のみなの顔が浮かんでは消える。


自分が死んでも大丈夫だろうか？　はたして、彼らは生きていけるだろうか？


ただ、それだけが心配だった。


一人で、村を逃げ出さなかったことに後悔はない。だから「逃げない」ことを選んだ、その先にある今日の終焉しゅうえんにも、この死に方にも満足している。そのはずだ。


「我は、戦士だ。一族の者たちを、救う……ために、命を懸けて、戦い、そして、死ぬ。そこに、なんの、後悔があろうか」


確認するように、言い聞かせるように、つぶやく。


これは誇り高き死だ、と。


どこにも後悔はない、と。


後悔など……あっていいはずがない、と。


何度もつぶやき……血にまみれた口を歪めて苦笑する。


「後悔がない人間は、わざわざ後悔がない、とは言わぬか……」


小さく咳き込んでから、慧馬はかたわらの、忠実なる狼に目を向けた。


「羽透……もう、行っても、いいぞ。お前は、お前の死に場所を見つける、といい……羽透？」


見ると、彼女の従者、羽透は目を閉じていた。鼻先に手を当てると、すでに息は止まっていた。


「我の隣、を、死に場所に、選ぶとは……。物好き、なやつめ……」


つぶやき、彼女は羽透の毛に顔を埋めた。親友だった、家族だった、狼の匂いを思い切り胸に吸い込んで……。


そうして、慧馬は死んだ。


拭いようのない後悔と、無力感を、その心に残したまま。






それは、帝国の叡智の不在の物語……。


火慧馬の死は、歴史のどこにも記録されることはなく……残されたのは名もなき盗賊が、大陸の片隅で討伐されたという記録のみ。


やがて訪れた大陸の混乱期に、その記録すら忘れ去られ……火族の誇り高き少女「火慧馬」の名は、ついに誰の記憶からも消え去る。


彼女がなにを想い、なにを願い、なにをなしたのか……。


それを知る者は誰もなく……。






かくて、時は流転して……。






かぱら、ぽこら、と、馬の平和な足音が響く。


騎馬王国南東、南都へと向かう道すがら。


帝国の叡智、ミーア・ルーナ・ティアムーンの一行は、のんびりと道を進んでいた。


先ほどまで晴れていた空は、いつの間にか雲に覆われて、今にも雨が降りそうだった。


「いやな天気になってきましたわね……」


空を仰ぎ、帝国の叡智、ミーア・ルーナ・ティアムーンはため息を吐いた。


「せっかく、気持ちよく馬に乗っておりましたのに……」


などと、ちょっぴり残念そうな顔をするミーアに、慧馬は、偉そうな口調で言った。


「ほう、それは帝国の叡智にしては、不見識な発言だぞ、ミーア姫」


「はて……不見識、ですの？」


小首を傾げるミーアに、慧馬はニヤリと笑って続ける。


「馬に乗っていれば、どのような天気だって構わないということだ。晴れた日には晴れた日の、雨の日には雨の日の、曇りの日には曇りの日の、馬の楽しみ方がある」


「ふむ……なるほど。そういうものなんですのね」


感心した様子のミーアに、慧馬は得意げな顔で頷いた。


「たしかに晴れた日もいいが、我のお勧めは雪の日だ。手がかじかむような雪の日の草原は、とても美しい。そんな白く染まった世界を馬に乗り、どこまでも遠くへ行くのは実に、実に……」


言葉が途切れる。突如、空を覆っていた雲が開けて、地上に日の光が降り注いだからだ。


まぶしくて、思わず顔を背けた先──目に映る光景に、慧馬は息を呑んだ。


「あっ……」


そこに見えたのは、今、歩いてきた場所。


自分たちが、今まさに越えてきた丘が日の光に照らされて……草原が白く輝いて見えて……。


「あれ……は」


白く染まったその丘が、慧馬の目には、幼き日に寝ころんだあの場所に見えた。


決して越えることはないだろうと思っていた丘……。盗賊として、遠出をする時にも、決して越えられる気がしなかった……彼女の心の中にだけある、あの日の白い丘……。


その丘を、今、この瞬間に越えたように、慧馬には思えたのだ。


しかも、すべてを捨ててたった一人でというわけではない。一族の者たちの命運をすべて背負って、全部、全部抱えたまま越えたのだ。


そして、慧馬の手を引いてくれた人、ミーアは今、すぐ隣にいて……。


「ああ。ふふふ、また晴れてきましたわね。わたくしは、やはり晴れた空の下を馬で走るほうが好きですわ。まだまだ修業が足りないのかもしれませんわね」


朗らかな笑みを浮かべている。


「そう……か。こんなにも平和に、穏やかな気分で丘を越える……こんな未来も、あったのか……」


慧馬は思わず、つぶやいた。


かつて慧馬は、あの丘を一人で越えることを選ばなかった。


彼女は仲間たちと繋いだ手を放すことをせず、仲間たちとともにその地に留まることを選んだ。


そんな慧馬の手を、帝国の叡智は思い切り引いたのだ。慧馬だけでなく、手を繋いだ火の一族すべての者とともに、あの白い丘を越えるために。


「慧馬さん？」


不思議そうな顔で見つめているミーアに、慧馬はニヤリと笑った。


「いや、なんでもない。友となれたことを誇りと思うぞ、ミーア姫」


「はて……。急に、どうしましたの？」


突然の言葉に、ミーアは戸惑った様子で首を傾げるのだった。






それは、帝国の叡智の光が照らす物語。


火慧馬が、この後、どのような運命をたどるのか……。それを知るためには、数多の演舞や、物語のもととなったエピソードを調べる必要がある。


けれど、その作業は至難の業だ。


なにしろ、彼女はとても人気で……だから、各エピソードに施された脚色の影響をすべて取り去ることは容易ではないからだ。


それゆえ、彼女の正確な活躍を知るのはなかなかに難しいことだった。


ただたしかなことは、慧馬が、女帝ミーア・ルーナ・ティアムーンの大切な友人の一人だったということ。


そして、女帝ミーアを慕うすべての人々からも、愛される人だったということであった。







    
  
  




九つ月　二十五日






林族の集落にて、焼き立てのパンとバターをいただく。


サンクランドで食べた物も美味しかったが、騎馬王国で食べた物は、また、格別だった。文句なしの絶品。お見事！　ついつい、パクパク食べてしまったが、バターの美味しさを確認するために必要なことであったと考えることとする。やはりバターは作り立てが美味しい。


これは、料理長に報告の要を認したたむ。　おススメ　☆五つ










九つ月　二十七日






知り合いになった慧馬さんの、火の集落にて、包肉団子汁ポーズスープなるものをいただく。


細かく切った肉と刻んだ野菜を混ぜて、小麦の衣で包んで茹でたようなお料理。小麦の衣で包んでいるからか、ジューシーな肉と、少し刺激の強いお野菜の風味が絶妙にマッチしていて素晴らしい。


また、澄んだ薄味のスープも良い塩梅。


総評として、コース料理というよりは、一品で完成された料理という印象。これだけでお腹いっぱいになってしまうのがネックか？　今回はせっかく用意してもらった料理ということで、出されたものは残さず全部食べることにした。　おススメ　☆四つ










九つ月　二十八日






旅路にて、テムトール？　とかいう名前のスープをいただく。後で、正式な名前を調べる必要あり。


要するに、ヨーグルトで作ったスープらしい。ヨーグルトと言えばデザートという印象だったが、食べてみると意外に美味しい。酸味の効いたあっさりとしたスープで、朝からも十分いけそう。


お腹が疲れた時には、好ましいスープかもしれない。心なしか、満腹で疲れたお腹がスッキリした感じがする。また、今日から美味しく食事が食べられそう。　おススメ　☆四つ










九つ月　三十日






ふむ、今回は気をつけて書いたから、日記の体裁を残していてなによりですわ。しかし、相変わらず、食事の記載が多いのはどういうことなのやら……。


やっぱり、この日記帳、呪われているのかしら？


前までの血まみれの日記帳なら呪われた、という感じがしますけれど、これは、ごく普通の日記帳のはず……。というか、そもそも、血まみれの日記帳だって呪うのは、断頭台にかけられたわたくし自身ということになるわけで……。


つまりは、わたくしの呪いにかかると、日記帳に食レポしか書けなくなる……？　


……まったくもって奇怪な現象ですわ。






まぁ、それはともかく、騎馬王国でもいろいろなことが起こるものですわ。


まず、狼を従えた火の一族の姫君である慧馬さんのこと。あの狼には驚かされましたわ。


それに、騎馬王国の失われた一族のこと。まさか、そこにアベルの亡くなったお姉さま、ヴァレンティナ義姉さまが関わっているだなんて、思ってもみませんでしたわ。






馬龍先輩はいつになく緊張している様子ですし、ラフィーナさまもちょっぴりご機嫌ななめ。アベルもお姉さまのことを心配してか、調子を崩しているみたいですし、心配ですわ。なにかしてあげられることがあればいいのですけど……。


そこへいくと、ベルとリーナさんは、相変わらず元気ですし、旅を満喫しているみたいなのはいいことですわ。


ベルは、未来の世界では旅なんかする機会はなかったでしょうし、リーナさんにしても、なんの気兼ねもなく旅をする機会はなかったはず。


今回の旅行が良い経験になってくれればいいのですけど……。


というか、この旅の思い出が良いものになるか、それとも思い出したくもないものとなるかは、これからの展開次第なわけで、いろいろと頑張らねばなりませんわね……。










しかし、よくよく考えてみると、わたくしも、なんだか最近、調子がおかしいですわ。疲れているのかしら？　騎馬王国に来て以来、微妙に体が重たい日が続いているような気がしますわね。


そう言えばわたくしが乗っている馬も、なんだか、足取りが重たいような気がしますし。


旅続きだったから、疲れてしまったのかしら？


やはり、しっかり運動した後は、しっかり食べて、しっかり寝る。これが大事ですわね。






……それはそうと、今日のお食事はなにかしら？









あとがき　～ラスボス（？）ラフィーナの友情と恋と～






おひさしぶりです、餅月です。


みなさん、お変わりはございませんか？


十巻をお手に取っていただき、感謝いたします。今巻は、ミーアの遠征の続き、騎馬王国編でした。お楽しみいただけましたでしょうか。


サンクランドに引き続き、最初期から名前だけ出ていた騎馬王国。そこによもやミーアが行ってしまうとは……。思えば遠くへ来たものです。


そういえば、ティアムーン帝国物語をＷＥＢで始めた当初、「ラフィーナがラスボスに違いない！」と考える読者の方がとても多くいらっしゃいました。作者的には、ラフィーナはとても可愛い人として書いていたつもりなのですが、なかなかラスボス疑惑を払拭できず……。そんな疑惑をようやく解消できたのが、騎馬王国編だったように思います。友情に恋に翻弄ほんろうされてしまったラフィーナですが、さて、これからどんなご令嬢に成長していくのやら……。






ミーア「しかし、ミルクにチーズにバター……。騎馬王国とは、なんと美味しいものに溢れた国なのかしら……。しかも、思い立ったらいつでも遠乗りに行って運動ができるとは……。実に素晴らしい国ですわね」


ラフィーナ「いつでもミーアさんと遠乗り。うふふ、そうね。騎馬王国、とても素敵だわ」


ベル「ボクもそう思います。殿方と一緒にすぐに遠乗りに行けるのもいいですよね、ラフィーナさま！」


ラフィーナ「ベルさんっ!?」


ミーア「はて……妙ですわね。悪寒がしますわ。なんとなくですけれど、ベルが無意識に、眠れる獅子の尾を掴んで、ブンブン振り回しているような……。ふむ、体が冷えたせいかしら？　ここは、温かなミルクでも飲んで……」






ここからは謝辞です。


Ｇｉｌｓｅさん、いつも可愛いイラストをありがとうございます。慧馬が絶妙に今までいなかったタイプのキャライラストで、とっても素晴らしいです！


担当のＦさん、いつも、大変にお世話になっております。


家族へ。なんだかんだで十巻まで来ました。いつも応援ありがとうございます。


そして、読者のみなさま。ここまでお付き合いありがとうございます。次巻はいよいよ、騎馬王国編のクライマックス。そして……。


続きも楽しみにしていただけますと幸いです。


それでは、また次巻にて。










    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




電子版特典SS


番外編
騎馬王国雑話集～馬龍とアベルと帝国の叡智と～







騎馬王国、林族の族長の息子、林馬龍と、レムノ王国の第二王子、アベル・レムノ。


片や、定住地を持たず、草原を駆ける勇猛果敢ゆうもうかかんな遊牧民として育てられた少年、片や王城の中、大切に育てられた王子。


まるで境遇の違う二人には、いささか奇妙な縁があった。


馬龍が初めてアベルと出会ったのは、十二歳の時のこと。レムノ国王から招待を受けた父と共に、レムノ王国の王都を訪れた時のことだった。






「おお……」


都の中央にそびえ立つ巨大な城を見上げて、馬龍は思わず感嘆の声を上げた。


普段は家畜と共に、草原地帯を移動しながら過ごしている彼にとって、大きな建物というのは、それだけで驚愕の対象だった。これを人が作ったなどと言われても、にわかには信じがたい。


己が興奮を隠すことなく、彼は父に声をかけた。


「山みたいにでかいな。親父殿。あれが、レムノ王国の王城か」


巨大な城門を指さしながら、笑顔を弾けさせる馬龍に、父は穏やかな笑みを返した。


「ああ、そうだ。我らの住まう幕屋とは違い、石でできた頑強な建物だ。火にも強く、獣が入ってくることもない。中も、なかなかに興味深いぞ」


父の、その言葉に偽りはなかった。


城門をくぐった後に広がった光景に、馬龍は再び息を呑んだ。


外から見た時に感じた武骨さは、城の中にはなかった。華やかな装飾が施された廊下、堂々と飾られた歴代国王たちの肖像画を物珍しそうに眺めていれば、綺麗な服を身に着けたメイドの女性たちとすれ違う。


それらすべては、馬龍にとって真新しく、非常に興味を掻き立てられるものだった。


「すげぇ……」


「ははは。ほどほどにしておけよ。それと、すまないが、私は国王と話をせねばならん。その間、お前は王子殿下のお相手をしていてくれるか？」


当時のレムノ国王は、自国の騎馬戦力を増強するべく、騎馬王国との関係強化に努めていた。騎馬王国の比類なき騎兵団に興味を持ち、その戦術から馬の調教法まで、教わろうとしていたのだ。


今回、馬龍らが、王都に招待を受けたのも、そうした経緯があってのことだった。


「相手するって……。王子殿下となにを話せばいいのかなんて、わからないぞ」


ムスッとした顔をする馬龍に、父は、呆れた様子で肩をすくめた。


「やれやれ。お前は来年から、その王子殿下やら、王女殿下やらが大勢いるセントノエルに入学する予定なんだがな……。今の内から慣れておかないと、後で苦労するぞ」


「そう言われてもな……」


苦い顔をする馬龍である。


正直、他国の民の生活に興味がないわけではない。けれど、それは、草原での自由な生活に上回るものではない。


白い雲が流れる青空、見渡す限りに広がる草原を、風を追って、ただ走る……。どこまでも遠く、地平線を目指し、馬と共に駆け抜ける……。


どこまでも、どこまでも遠く、遠く……。果てのない大地を駆け抜ける。


馬に身を委ね、ただ駆ける。


まだ見ぬ景色に、心を躍らせながら……。


その自由に勝るものなどなにもない、と知る馬龍だから、セントノエルへの入学も、あまり気が進まないのだ。


「とりあえず、王からは、馬の乗り方の手ほどきをしてやってほしい、と言われている」


「馬の乗り方の、手ほどき？」


怪訝そうに首を傾げる馬龍に、父は深々と頷いて見せた。


「そうだ。戦場に出る時に、王族が馬に乗れないのでは話にならない、だそうだ……」


その言葉に、馬龍は、わずかに顔をしかめる。


「戦のために、馬の乗り方を習うのか……」


それは、なんだか、馬を戦の道具として扱っているように聞こえて、ひどく不快だった。


確かに、騎馬王国だって、馬は戦に出る。けれど、それは道具としてではない。戦士の戦友として、戦場に出るのだ。


それなのに……。


「まぁ、そう難しく考えることはないぞ。馬を知らない子どもに馬を教える。それだけのことだ。馬に乗っていれば、さして退屈しないだろう？」


いまいち納得しがたい馬龍であったが、ここでわがままを言うのも、子どもじみたことに思えて……、


「やれやれ、仕方ねぇな……」


小さく頷くのだった。






そうして、案内されたのは、かなりの広さがある練馬場だった。


「馬を走らせるための場所か……」


正直、草原を自由に走らせてやったほうが馬の健康には良さそうだったが、それでも、これだけの広さがあれば、馬の運動不足にはならないだろう。


「なるほど。ここで、戦のために乗馬の訓練をするのか……」


不機嫌そうにつぶやいた馬龍に、一人の少年が歩み寄ってきた。黒い髪をした、可愛らしい顔の少年だった。


「あの、もしや、騎馬王国林族の馬龍殿ですか？」


おずおずとした問いかけに、馬龍はため息混じりに頷く。と……。


「よ、よろしくお願いいたします。林馬龍殿。レムノ王国第二王子、アベル・レムノと申します」


ピンと背筋を伸ばし、アベルは言った。


「ああ。よろしく頼む」


などと、ぶっきらぼうに応える馬龍だったが……、その態度は長くは続かなかった。なにしろ……馬龍は生粋の馬好きである。乗馬の仕方を教えるのに、いつまでも不機嫌ではいられないのだ。


「うわぁ……」


馬龍の乗ってきた馬を見て、アベルは、目をまん丸くしていた。それから、恐る恐る近づこうとする。


「馬は怖がりだから、あまり大きい声を出すなよ？　あと、後ろから近づくと危ないから気を付けろ」


その言葉に、コクンと頷くと、アベルは、ゆっくりと慎重に近づいていき、馬の首筋に手を伸ばした。


ゆっくりと手を動かしながら、わぁ、と声を上げる。


「馬龍殿は、もう、馬に乗れるのですか？」


思わずと言った様子で無邪気に問いかけてくるアベルに、馬龍は得意げな笑みを浮かべて。


「当たり前だ。草原じゃ、馬に乗れない奴なんかいないからな」


そうして、馬龍は、滞在の十日間、アベルに乗馬を教えた。帰る頃には、まるで弟分を可愛がるように、アベルに接するようになっていた。


アベルもまた、少々やんちゃだが、頼りがいがある馬龍にすっかりなついていた。そうして、時間は飛ぶように過ぎていき……。別れの日。


「今度は騎馬王国に来いよ。もっといろいろな馬に乗せてやるし、見たことないもの、いろいろ見せてやるから」


それから、馬龍は、まるでとっておきの秘密を教えるかのように、そっと声を潜めて……。


「王都の中で乗るのと、草原の中を走らせるのとじゃ、全然違うんだぜ？　特に、夜、誰もいない草原を、月明りだけを頼りに走るのは気持ちいいし……。それに、夜明けの陽光に照らされた草原の景色は、すげー綺麗なんだ。馬はどこまでも遠く、まだ、俺たちが見たこともない景色を見せてくれる、最高の相棒なんだぜ」


それを聞き、アベルは笑顔を輝かせる。


「はい。約束ですよ、馬龍殿」


そんな約束で別れた。それが、二人の出会い。微笑ましくも平和な……始まりの記憶である。


時は流れて……。






アベルと出会った翌年の春、馬龍はセントノエル学園に入学した。


慣れない学園生活。草原の自由とは程遠い日々……ではあったが、彼はそれなりに快適に過ごしていた。


セントノエルにも馬はいた。当面は、それだけで十分だった。


「まさか月兎馬までいるとは、思わなかったが……」


どんな場所であれ、馬に乗れるのであれば問題はない。


馬は、いつだって、どこまでも遠くに自分を運んでくれるパートナー。


いざとなれば、この湖を越え、騎馬王国まで駆けていくことだってできる。そう考えれば、ここも、あの大草原とつながっていると思えたから。


そんな具合で、セントノエルでの生活に、おおむね適応した馬龍だったが、時に不満なこともあった。


「馬は臭いし、汚い。どうして、こんなものがセントノエル学園の敷地内にいるのかしら？　すべて殺してしまえばいいのに」


そんなことを言う貴族のご令嬢と出会うことが、時々あったのだ。


幸い、ヴェールガ公爵令嬢ラフィーナが入学してからは学園の雰囲気も改善され、そのような無礼なことを言う者はいなくなったが……。それでも、馬龍の心には釈然としないものが残った。


──まぁ……世界にはいろんな奴がいる。馬が嫌いな人間がいたって、不思議はないか。


自分に言い聞かせるようにしてなんとか納得する。


すべての人間が騎馬王国の民のように、馬の魅力を知るわけではない。それに、他国人の中にだって、わかりあえる人間はいるはずだ……と。


「アベルみたいなやつがいないとも限らないしな……」


そう思い、できるだけ気が合わない連中とは付き合わないようにして、日々を過ごしていた。


やがて時は巡り、アベルが入学してくる年になった。


出会い以来、アベルは何度か、騎馬王国を訪れた。


馬龍たち、林族の者たちも、時折、レムノ王国を訪れては、乗馬の手ほどきをして、交流を深めていた。


「そういえば、ここ二、三年会ってなかったが……あいつ、サボってなかっただろうな……」


そんなことをつぶやきつつも、内心では再会を心待ちにしていた馬龍であった。


されど、入学から三月が経ち、夏前になっても、その機会は訪れなかった。


期待していた分、肩透かしを食らう馬龍である。


王子として、剣術と馬術の腕を磨きたい、と言っていたアベルだったから、てっきり馬術クラブに入るものと思っていたのだが……いくら待ってもアベルが顔を見せることはなかった。


不思議に思いはしたが、だからと言って、こちらから迎えに行くのもおかしな話だ。それに、アベルは一国の王子。なにかと、忙しいこともあるのだろう。


そう思い、気長に待っていた馬龍だったのだが……。久しぶりに再会したアベルは、すっかり様子が変わっていた。


その日、セントノエル学園の廊下で、たまたまアベルを見かけた馬龍は、思わず声をかけていた。


「よう、アベル、久しぶりだな……」


「あ、ああ……馬龍殿」


馬龍の姿を見たアベルは、若干、気まずそうな笑みを浮かべた。


「なんだ、なかなか馬術部に見学に来ないから、てっきり体でも壊してるのかと思ってたんだが……元気そうだな」


そうは言ったものの、馬龍は、少々の動揺を覚えていた。


かつての、馬に乗り、嬉しそうな笑みをあふれさせた少年の姿は、そこにはなかった。あったのは、どこか陰のある、卑屈な笑みを浮かべる少年の姿だった。


「おかげさまで。楽しくやってますよ。はは」


「おい、アベル、なにやってんだ、もう始まるぞ」


その時だ。アベルの後ろから、軽薄そうな少年が声をかけてきた。


「ああ。すまない。昔馴染みと会ってしまってね。先に行っていてくれるかい？」


「なに言ってるんだ。お前が来ないと始まらないだろ。今日こそ負け分を取り返してやる」


「ははは、もちろん受けて立つとも。ただ、場が温まっていないと、いまいちやる気が起きないからね。先に行って、主役の登場の場を整えておいてくれ」


「言ってろ。今日こそ、我が家名に懸けて、レムノのダメ王子を負かしてやる」


ふざけた口調でそう言って、離れていく少年。馬龍はその背を睨みながら、ため息を吐いた。


「カードゲーム遊戯部か……。あまり、いい噂は聞かないぞ。アベル。生徒会長のラフィーナ嬢ちゃんも問題視してるって聞くし、ロクな部じゃないんじゃないか？」


「なに。薄暗い闇というのも、それはそれで心地よいものですよ。馬龍殿。なにしろ、見たくないものを見なくてすみますからね」


ひきつったような笑顔を見せるアベルに、それでも馬龍は声をかけることを諦めない。


「まぁ、どのクラブに入ろうとお前の勝手だが……それより、どうだ？　馬に乗ってみないか？　その様子じゃ、あまり乗ってないんだろ？　馬に乗れば……」


そんな陰気な空気、すぐに吹き飛んじまう、と……。そう言おうとしたのだが……。


「馬？　なぜですか？」


あくまでも、アベルは薄ら笑いを消さない。


「そんな疲れることを、なぜボクがしないといけないのですか？」


そうして、彼は呆れた様子で肩をすくめた。


「……王子の義務なんだろう？　剣術と乗馬術を鍛えるんだって、言ってたじゃねぇか……」


「ああ……ははは。何年前のことを言ってるんですか？　昔の話ですよ。いくら鍛えたところで、ボクでは、騎馬王国の乗り手には到底及ばないじゃないですか？」


小さく首を振ってから、アベルは言った。


「剣の腕であれ、継承権順位であれ、変わらない。努力しても覆らないならば頑張るだけ無駄というもの。そうでしょう？」


馬龍は、そんなアベルを静かに見つめて、問う。


「……お前は、本当にそれでいいのか？　アベル・レムノ。それは、本心からの言葉か？」


「いいもなにも、それが真実だ。ボクが必死になって努力をしたとして、なにも変わりはしませんよ」


そうして、アベルはもう一度笑った。酷く乾いた、軽薄な、なにかを諦めたような笑みだった。


──こいつは、こんな笑い方をする奴だったか……。


記憶の中、馬に乗り、純粋な笑みを浮かべるアベルと、目の前のアベルとが、奇妙に重ならなかった。


顔は同じなのに……なんだか、仮面をつけているような、そんな奇妙な感覚に囚われる。


そうして……改めて思う。


──もしも、馬に乗れたなら……。


あの時、アベルは、馬に乗って笑っていた。楽しそうに、心の底から……。だから、馬にさえ乗れば、また、あの時の彼に戻るのではないか……とそう思って……。けれど、


馬龍は小さくため息を吐いた。


──馬に乗ることが……すべての人間の救いになるわけじゃない。


馬を臭いと、汚いと言う者がいる。殺してしまえと言う者がいる。


もしかすると、騎馬王国の民以外にとって、馬とは、それほど重要な存在ではないのではないか……？


不意に芽生えた気持ちが、馬龍を躊躇わせ、その口から言葉を奪った。


結局、彼が言ったのは、ただ一言。


「そうか……。それは邪魔したな」


そうして、馬龍は踵を返す。


それが、決別の時だった。


それ以降、馬龍がアベルに声をかけることはなかった。彼がどれほど荒み、人生を浪費したとしても、もはや関係ないことだった。


時が流れ、アベルが、痴情のもつれから刺殺されたことを聞いた。


だが、馬龍の心は動かなかった。


──なにか、自分にしてやれることがあったのではないか？


一瞬、芽生えかけた感情は、すぐに消えてなくなった。


馬に乗れば、小さな悩みなど消し飛んでしまう。馬にさえ乗れば、答えが得られる。馬は、人生の道しるべ……と、彼は、もはや、無邪気には信じられなかったから。


馬への想いとは、しょせん、騎馬王国の者のみが持つものであって、他国人に勧めたって、決して理解できないだろう、と……。


「馬は、我らをどこまでも遠くへ連れて行ってくれる。共に我らを高めてくれる最高の友……などと、他国の者に言ったところで詮せん無きことだ。馬を汚く、臭いなどと罵るような他国の者たちになにを言っても無駄だ。俺があいつにしてやれることなんて、なかっただろう」


馬龍の胸に宿る感情は、深い諦めだった。


セントノエルで、他国人への不信感を植え付けられた馬龍は、騎馬王国に帰った後もそれを持ち続けた。


しょせん、他国の民とはわかりあうことなどできない、と……。そんな彼に率いられた林族も、やがては激動の歴史の流れに呑まれ、泡となって消えていくのであった。


それは、帝国の叡智が不在の物語。


月のごとき輝きが見えぬ、新月の夜のごとき物語。










さて、続く悲劇は、血に濡れた日記に描き出される物語。


ミーアが過去に戻って、まだ間もない頃。夏休み、帝国へと帰る馬車の中にて。


ミーアは、日記帳にその記述を見つけた。滲む文字でつづられたるは、囚われたミーアを助け出すべく奮闘し、儚くも散っていったアベルのことで……。


されど、帝国に潜入したアベルに協力者がいたことは、当のアベルと協力者以外は誰も知らないことだった。






ティアムーン帝国の都、ルナティアから南に半日ほど下った場所……。


月明りが照らす荒野に、二人の青年の姿があった。


「今さら聞くのも野暮だと思うが……本気で助けにいくつもりか？」


低い声で問いかけたのは、騎馬王国の青年、林馬龍だった。


「はい……」


その問いかけに、レムノ王国の王子アベルは穏やかな顔で頷いた。


ティアムーン帝国で起こった革命。それにより囚われの身となった皇女ミーア。


囚われの姫を助けるべく助力を求められた馬龍は、当初は冗談かと思っていたのだが……。一切、ふざけた様子のないアベルに、思わず苦笑する。


──ああ、こいつは、確かにこういうやつだったな……。


出会った頃からまるで変わらない、真っ直ぐな男。それこそが、馬龍の知るアベル・レムノだった。


「大丈夫です。馬龍先輩を危険に晒すようなことはしませんから。敵はボクが責任をもって足止めします。そして、最悪でも、ミーアだけは必ずここに……」


静かに視線を帝都に向けるアベル。その頭を、馬龍が軽く小突いた。


「アホが。肩に力が入りすぎだ。嬢ちゃん一人でどうやってこの場所まで来させるつもりだ。王子殿下なら責任を持って、愛する姫をエスコートしろ」


軽口を叩く馬龍に、アベルは困ったような顔で笑った。


「ボクとしてもできればそうしたいところなんですが……」


「こういう時のために剣の腕を鍛えてたんだろ？　今から不安になってどうする。あとな、俺に迷惑がかかるとか、そういうのは気にするな。お前は俺の大事な弟分で、ミーア嬢ちゃんは可愛い後輩だ」


そう言って、豪快な笑い声をあげてから、馬龍は真面目な顔をした。


「ともかく、どんなことをしてもいい。なんとか、嬢ちゃんとここまで来い。後は俺がなんとかしてやる。足止めなんかなくったって追手なんか簡単に振り切ってやるさ。国を出ちまえば、こっちのもんだ。うちの一族は来る者拒まずだしな。ミーア嬢ちゃんは馬にも乗れるし。なにより、馬の本質を知っている。なんだかんだで上手くやっていけるかもしれん」


あの懐かしいセントノエルでの日々が甦る。


厩舎きゅうしゃにやってきたミーアは言ったものだった。


『馬は、わたくしたちを、どこまでも遠くへと連れて行ってくれるもの』と。


彼女が処刑されるのは、なるほど、確かに、あまり気分が良いものではなさそうだった。できる限りの協力を惜しまぬ構えの馬龍である。


「お前と嬢ちゃんと……嬢ちゃんの従者の連中もついてくるかな？」


「彼女の従者だったメイドの女性はついてくるかもしれません。あとは、彼女に好意を寄せる人々も……」


「そうなると、結構な大所帯になりそうか。まぁ、全員が騎馬王国に馴染めるかはわからんが、南のミラナダ王国辺りに亡命してもいいしな。なんとかなるだろう」


「ご迷惑をおかけして、申し訳ない」


頭を下げるアベルに、馬龍はニヤリ、と口角を上げた。


「気にするな。弟分のお前の頼みだ。無下にはできんさ。それにミーア嬢ちゃんも、俺は気に入っているんだ。できることはやるさ」


もしも、ここまで逃げてきたら、確実に騎馬王国まで落ち延びさせる。そのために、騎馬王国でも最高の馬を連れてきたのだ。


「しかし、ふふふ……」


ッと、その時だ。不意に、アベルが小さく笑った。


「なんだ、どうかしたのか？」


「いえ……ただ、思い出したんです。覚えておられますか、出会ったばかりの頃。馬龍先輩は言っていましたよね、夜、月明りを頼りに草原を馬で走るのは最高だ、と……」


それは、幼き日の記憶。子どもの頃にした、ちょっとした口約束。


「あれから何度か騎馬王国に行きましたが、さすがに、夜、馬に乗ることはなかった。それが、まさか、こんな形で、あの日の約束がかなってしまうとは……」


「ははは、最高に気持ちよかっただろ？」


笑う馬龍に、アベルは苦笑いで首を振り、


「いや、正直、楽しんでいる余裕なんかなかったですよ。なにかにぶつかりやしないかと、ひやひやしてました」


「なんだ、すっかり上手くなったと思ったが、お前もまだまだだな」


そうして、もう一度、馬龍は笑ってから……。


「……アベル。絶対に生きて帰ってこいよ。まだまだ見たことない景色がある。馬は、いつだって、俺たちを遠く……どこまでも遠く、見たことのない場所に連れて行ってくれる。そいつを味わい尽くさなきゃ、損ってもんだぜ」


それから、悪戯っぽくウインクして、


「それにな……愛する者を乗せてとなれば、また違った景色が見えるはずだぜ？　ミーア嬢ちゃんと一緒に、いろいろな場所に行ってみたら、きっと格別に楽しいはずだ。帰ってきたら、俺のとっておきのお勧めの場所だって教えてやる。自分たちだけの特別な場所を見つけるやり方だって、教えてやる。だから……ミーア嬢ちゃんも連れて……必ず帰ってこいよ」


馬龍の言葉に、アベルはゆっくりと頷いて……。


「はい。我が剣に懸けても……必ず」


そうして、アベルは、夜の闇に消え──二度と戻ってはこなかった。


ミーアを救い出すべく、彼女が閉じ込められていた城に潜入を試みたアベルであったが……あえなく失敗。見張りの兵を数十人道連れに、壮絶な討ち死にを果たすことになるのだった。






帝都近郊の荒野にて……馬龍は待ち続ける。


一日が過ぎ、二日が過ぎ、三日が過ぎ……それでも馬龍は待ち続ける。


弟分のアベルが、同じく可愛い後輩であるミーアを連れてくる姿を、ただひたすらに夢想しながら……。






かくて時は流転する。


次に語るは、叡智が輝く物語。


騎馬王国を覆う闇を、月のごとき叡智が照らし出した世界。


失われし火の一族と帝国の叡智とが出会い、奇跡へと歩みだす世界の物語である。






「んー、しかし、こいつはどういう巡り合わせなんだろうな……」


馬龍は、突然の急展開に、思わず頬をかいていた。


林の一族が滞在している場所のほど近く、騎馬盗賊出現の報を聞いた馬龍が、戦士たちを率いて出向いてみれば、なぜか、かつてのセントノエルの後輩、ミーアとラフィーナを助けることになり……なんだかんだあって、失われた火の一族までをも助けることになってしまった。


「なんともおかしな展開だが……」


今は、火の一族の村に、食料を運ぶ途中だった。聖女ラフィーナを護衛しつつ、ミーアが率いるティアムーン帝国の兵たちと轡くつわを並べるというこの状況も、実になんとも不思議というかなんというか……。


「まぁ、これも、馬が見せてくれる、まだ見ぬ遠くの景色と言ったところか……」


立ち寄った休憩場所にて、馬龍は、遠くの草原を眺めていた。鮮やかな緑と溶け合うようにして広がる空の色。澄み渡る空には、雲一つなく、降り注ぐ日の光に、馬龍は思わず、目を細めた。


「雨は降りそうもないな……。このまま、火の一族の村まで無事に着ければいいんだが……ん？」


っと、その目がスッと細くなり……。


「ミーア嬢ちゃんとアベル、帰ってきたか……」


草原の向こうから、ミーアたちが乗った馬が戻ってくるのが見えた。


姉、ヴァレンティナ王女のことを聞き、すっかり意気消沈していたアベルであったが、今は少しだけ気力を取り戻したように見えた。


「ううむ、さすがはミーア嬢ちゃんだな……」


思わず感心の声を上げる馬龍である。


「お待たせしてしまい、申し訳ありませんでしたわ。馬龍先輩」


馬龍の前までやって来たミーアは、そこで小さく頭を下げた。彼女と一緒に、アベルも頭を下げている。


「すみません。勝手なことをしました」


それに、馬龍は笑みを返そうとした。


遠乗りぐらい、好きに行ってきたらいい。


もっとゆっくりでも良かったんだぞ？


そんなことを言おうとして……けれど、そんな彼の胸に、不意に浮かび上がる感情があった。


──やっと来やがったか……。まったく、待たせ過ぎだろう……。


思わず、馬龍は戸惑う。今のは……いったい？


「はて？　馬龍先輩？」


返事がないことに、不思議そうな顔をするミーア。馬龍は気を取り直して、


「いや、ちょっと遠乗りに行っただけだろ……。別に、それほど待たされちゃいないさ」


そう、そのはずだった……。なのに、なんだろう、ミーアとアベルが、二人して、馬に乗って帰ってきたことが、なんだか、ひどく感慨深く思えてしまって……。


「いかんな。失われた一族との邂逅で、昂ぶってるみたいだ……。俺らしくもない」


「あら、そうなんですのね。馬龍先輩は、いつも飄々ひょうひょうとしてらっしゃいますから、少し意外ですわ」


笑みを浮かべるミーアに、馬龍は思わず肩をすくめた。


「確かに、俺のガラじゃないな。もう少し休憩時間もあるし、少しその辺りを馬で走ってくるかな」


穏やかな空の下、草原を駆け抜けるのは、とても気持ちがよさそうだ。


「ふふふ、いいですわね。ああ。そうですわ。それならば、次の休憩では、ひさしぶりに、馬術クラブのメンバーで遠乗りとしゃれこみましょうか」


卒業してから、ミーアやアベルと遠乗りに行くことはなくなっていた。なるほど、それも良いかもしれない、と馬龍は思う。


それに、なんだか今日は、この二人と一緒に馬に乗りたい気分だった。


「しかし、この、思い立った時にサッと走りに行けるのが、騎馬王国の良いところですわね。帝都では、なかなか、こうはいきませんわ」


穏やかに笑うミーアに、馬龍はからかうような笑みを浮かべて……。


「それなら、いっそ騎馬王国に移り住むか？　うちの一族は大歓迎だぞ。アベルと一緒なら、申し分ないと思うが」


「うーむ、それもそうですわね。……。確かに、騎馬王国のお料理は美味しいですし、馬に乗るのも楽しい。なるほど、これはこれであり、という気はしますけれど……」


「ミーアさま……」


見ると、ミーアのメイド、アンヌが不安げにミーアのほうを見つめていた。そんなアンヌを安心させるように頷いてから、ミーアは言った。


「けれど、やっぱり、それはできそうにありませんわ。帰らなければ……。なにしろ、帝国には大切な人たちが、たくさんおりますから」


「ははは。そうだろうな……」


そう笑ってから、馬龍は、アベルのほうに目を向けた。


「どうだ、アベル。念願かなってミーア嬢ちゃんと馬に乗れて、ちょっとは違う景色が見えたんじゃないか？」


言ってしまってから、おや？　と馬龍は思った。


以前に、アベルに、そんなことを言ったことがあっただろうか……と、疑問に思ったからだ。けれど……、アベルは、


「そうですね。馬龍先輩が言っていたとおり、景色が違って見えましたよ。約束どおり、とっておきの、お勧めの場所を教えてください」


何事もなかったように、そう答えた。


それが、馬龍には……なぜだろう……どこまでも遠く、見たことのなかった光景に見えた。途切れた道の先に広がる、光あふれた光景に、確かに見えたのだ。


「とっておきの場所か……。もちろん、教えてやる。けどな……アベル、一つ覚えておくといいぞ」


そうして、馬龍は、悪戯っぽい笑みを浮かべた。


「お前と、ミーア嬢ちゃんにとってのとっておきの場所ってのはな、馬に聞くのが一番だ。なぜなら馬は、どこまでも遠く、とっておきの素晴らしい景色の中に、乗せた人間を連れて行ってくれるものなんだからな」






帝国の叡智と、彼女の仲間たちが辿り着いた未来。


大陸に訪れた、光あふれる世界。それがどのようなものであったのか……。


そして、年老いた林族の長、馬龍と王配アベルの友情が、果たしてどのような帰結を迎えるのか……。


それを知る者は、まだ、誰もいない。







ＢＯＯＫ☆ＷＡＬＫＥＲ限定書き下ろしSS


「いつかのお小言が懐かしくなった日……」







「ミーア姫殿下……ミーア姫殿下！」


「う、うぅん……」


小さくうめきつつ、ミーアは顔を上げた。


「あら……、ここは……？」


「ミーア姫殿下、今の話を聞いていましたか？」


ふと、見ると目の前で、ルードヴィッヒが眉間にしわを寄せつつ、睨んでいた。


「……ああ、クソメガネがなぜここに……」


小さくつぶやくと、ルードヴィッヒの頬がヒクッとひきつる。


「今、結構、大切な話をしていたんですが……」


はて……？　と、首を傾げるミーアに、不機嫌そうな目を向けてくるルードヴィッヒ。ミーアは、慌てて言い訳モードに入る。


「え、あ、いや、わかっておりますわ。ええ、もちろん、聞いておりましたわよ？　おりましたけれど、そのぅ……、このように、地図とにらめっこばかりしていたら、眠くなってしまっても仕方ないのではないかしら？　そう！　教え方に問題がありますわ！」


決死の反論！　その後、ちらり、と薄く開けた目で窺えば、ルードヴィッヒは、ふぅー、っと長いため息を吐いて……。


「なるほど、まぁ、セントノエルに通っていたはずなのに、勉強をすることにまるで慣れていない姫殿下には、いささか、適さない勉強法だったかもしれませんね」


「ですわよね？　ほらほらぁ！」


勝ち誇った顔で、胸を張るミーアに、ルードヴィッヒは頭を抱える。


「……ええと、皮肉のつもりなんですが」


などというつぶやきもどこ吹く風。ミーアはニッコリ笑みを浮かべたまま言った。


「あ、そうですわ。いまいちな勉強法でも頑張れるよう、ここは、頭の働きをよくする甘い物が必要ですわね。シェフに、なにかお菓子を頼みましょう！」


パンパン、っと手を叩き、ミーアは、そばのメイドに指示を飛ばす。


「やれやれ……」


呆れた様子のルードヴィッヒだったが、あえて、なにも言わなかった。


これで、勉強に身が入るならば安いもの、と考えたのかもしれない。


やがて運ばれてきたオヤツは、けれど、帝国ポテトを焼いたものに、砂糖を振りかけただけの、実になんとも寂しいものだった。


ワクワク顔だったミーアは、途端に、しょんぼり、肩を落として……。


「まぁ、食料が不足している中ですし、仕方ないかしら……」


なぁんてため息を吐きつつ、フォークでつつき始めた。


「ふーむ……しかし……はむ……」


一口食べてから、深々とため息を吐き、


「いくら食料不足とはいえ、ちょっぴり味が残念ですわね。新しい料理長は、文句を言わずに、よくわたくしの言うことを聞いてくれるのですけど……いまいち腕のほうはよくないんですわよね。前の料理長は、腕だけは良かったのですから、わたくしの嫌いなものを出さずに、美味しいものだけ作っていればよろしかったのに……」


クビにした料理長の腕前が、今さらながら実感できてしまうミーアである。っと、目の前のルードヴィッヒが、いかにも呆れたといった顔で見つめていた。


「あら、なんですの？　変な顔をして……。なにか、言いたいことでも？」


「いえ……。それより、話を戻しましょうか。いくらミーア姫殿下でも、食べながら寝たりはしないでしょうし……」


「いちいち、言い方に棘があるのは気になりますけれど……、まぁ、いいですわ」


ミーアはテーブルの上の地図に目を落とす。話は確か……。


「それで、騎馬王国ですが……」


その言葉に、ミーアは会心の笑みを浮かべる。


「ふっふっふ、知ってますわよ？　セントノエルで習いましたもの。十部族によって統治された山岳地帯を支配する国。確か、精強な騎馬兵力を有しているとか……」


授業で、適当に聞き流していた情報を口にする。っと……。


「十二部族です。そして、山岳地帯なるものは、彼らが住む大平原にはありません。山岳地帯を騎馬部隊で支配するというのは……どうやるのか少し興味がありますが……いずれにせよ、不正確な情報が所々に交じっているようですね」


やれやれ、と首を振り、それから、ルードヴィッヒは改めて、地図を指さした。


「まず、ミーア姫殿下には、地理的な情報を頭に入れていただかないといけませんね。我がティアムーン帝国はここ。帝都ルナティアは……っと、さすがにそのぐらいは……」


一転、恐々とした様子で聞いてくるルードヴィッヒ。


「ルードヴィッヒ、あなた、さすがにわたくしのことを馬鹿にし過ぎではないかしら……？」


怒りに鼻息を荒くしつつ、ミーアはピンと人差し指を立てて……。


「ルナティアは、えーっと……ここ…………だったかしら？」


「……正解ですが、なんで、不安げなんですか」


疲れた顔で、首を振ってから、ルードヴィッヒは言った。


「まぁ、いいでしょう。それで、騎馬王国の民が暮らす大平原は、ここ。北にサンクランド、南にヴェールガ、南東にレムノ王国と接する……この地帯です。このサンクランド寄りの場所に北都が、そして、レムノ王国寄りに南都があります」


「二つの都を治める部族はその地に定住、他の部族は草原を移動しながら生計を立てている、とか、そんなお話だったかしら？　……って、どうかなさいましたの？」


驚愕に目を見開くルードヴィッヒに、ミーアは不思議そうに首を傾げた。


「いえ……ミーア姫殿下の口から、思いのほか正しい情報が出てきたことに、少々、驚いてしまいまして……」


「あなた、ちょっと無礼じゃないかしら!?」


眉を吊り上げるミーアであったが、意に介さずに、ルードヴィッヒは言う。


「ええ、まぁ、それは置いておくとして。仰るとおり騎馬王国では、二つの部族が南と北の都を管理しています。けれど、では、そのどちらかに王や統治者がいるか、といえば、そうではありません。十二の部族長には、基本的に上下の差はない。みな、同等の権威を有し、彼らの合議によって国の方向性が決められると聞きます」


「なるほど。要は、十二人の王か皇帝がいて、それらが率いる十二の集団によって成り立つ国、ということですわね」


「そうですね。そして……」


っと、ルードヴィッヒは眼鏡の位置をクイッと直して……。


「十二の部族が支配している……そこに可能性を感じなくはありません」


「ほう、可能性……。というと……？」


基本的に、ミーアは、クソメガネのことがあまり好きではない。好きではないのだが、頼りにはしているのだ。彼の識見には、絶大なる信頼を置いているミーアなのである。


そして、そんなルードヴィッヒが、帝国を救う可能性を、騎馬王国に見出したという。ならば、それを聞いておかねば、とミーアは姿勢を正す。


「聖ヴェールガ公国は、現在、我が国に対して批難の声を上げています。同様にサンクランドも。そして、この二国の意向を無視して、我が国を助けようという国は、基本的にはありません。が……、十二の部族によってなる騎馬王国の場合、国を挙げて助けてはくれなくとも、条件次第では、我が国を助けてくれる部族があるやもしれません」


「なるほど。十二人も王がいれば、確かにいろいろな考え方があるでしょうし……。一枚岩になるのは大変そうですわね」


「ええ。歴史を見ても、騎馬王国が一丸となって事に当たるのは極稀なことのようです。一応、族長会議といって、十二部族の族長すべてが集まる会議が開かれているようですが……」


ルードヴィッヒは、そう言ってから、地図の上に指を乗せる。


「地図を見ていただければわかりますが、実際のところ、騎馬王国を経由して、食料を運んでくることは、非常に困難。騎馬王国自体も遊牧民の国ですから、農業は強くない。我が国に食料を融通する余裕はないかもしれない」


彼の指が、今度は騎馬王国とは反対のほう、ガレリア海と接するガヌドス港湾国と、帝国の南方、ペルージャン農業国を指した。


「現状では、ガヌドス港湾国とペルージャン農業国との交渉を進めるほうが現実的でしょうが、しかし、両国との交渉が上手くいかないとなれば……」


「騎馬王国を経由してどこかの国に助けを求めざるを得ないというわけですわね。ふーむ……」


ミーアは地図を見て、鼻を鳴らした。


「ふむ、まぁ、この程度の距離、なぁんとでもなるのではないかしら？」


事も無げに言って、ミーアは帝国ポテトをパクリとする。


「……気楽そうでいいですね、ミーア姫殿下……。そう簡単なことではないのですが……」


「そうかしら？　まぁ、心配していても始まりませんし、あなたも、あまり気にしすぎると、体に悪いですわよ？」


「なるほど……。それについては一理あるかもしれませんね」


やれやれ、と首を振りつつ、苦笑いを浮かべるルードヴィッヒであった。






かくて、時は流転して……。






小さな物音に、ミーアはそっと目を開けた。


ぽやーっとぼやけた視界、そんな中、ペンを動かすルードヴィッヒの姿が見えた。


「ルードヴィッヒ、あら……ここは。ふわぁ……」


大きなあくびをしつつ、ぐぐぅっと腕を伸ばす。と、ルードヴィッヒが小さく頭を下げた。


「これは、申し訳ありません。起こしてしまいましたか」


「いえ……ええと、これは……あっ！　そうでしたわ、わたくし、たしか、報告を受けていたのでは……」


馬車旅の合間に、帝国内の動きの報告を受けておこうと思っていたミーアだったが、どうやら、眠ってしまったらしい。


まぁ、それも仕方のないこと。これだけ気候がいいのだし、長旅で少々疲れて……などと言い訳を考えていたミーアだったが……。


「いえ、それほど急ぎではございませんから、どうぞ、お気になさらずに」


特に怒る様子もなく、そんなことを言うルードヴィッヒ。気味悪げに、ミーアは眉をひそめる。


「……なんだか、今日はやけに優しいんですのね。怒ってないんですの？」


てっきり居眠りなんかしていたら、怒られるとばかり思っていたミーアであるが……ルードヴィッヒは小さく首を傾げて、


「どうぞ、お休みいただける時にお休みください。ミーアさまは、ただでさえご多忙なのですから……。私のほうの報告は、後で、目を通していただけるよう、きちんと書類にして提出いたしますので」


至れり尽くせりに、優しくされてしまう。


居眠りしていても怒られないのは嬉しいのだが……。なんだか、こう、物足りないというか……ちょっぴり寂しくもあるミーアである。先ほど見た夢のせいだろうか……？


「……しかし、騎馬王国……。考えてみれば、少し感慨深いかもしれませんわね」


ミーアは、馬車の外に広がる広大な草原を眺めながら、改めて思う。


「あのクソメガネが一縷いちるの希望を抱いていた国……。十二人の族長たちにより治められた騎馬王国……さて、どんな場所なのか……」


そんなことをつぶやいてから、ミーアは、苦笑いを浮かべる。


「しかし……なるほど。たしかにこの草原の向こう側から食料を運んでくるのは一苦労かもしれませんわね……クソメガネの言っていたとおりでしたわ。あいつは……憎たらしくなるぐらいに、間違えない男でしたわね」


どこまでも、どこまでも……地の果てまで続いていそうな草原を見つめながら、いつかの忠臣のお小言を懐かしく思うミーアであった。
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